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まを上のごを意 


♦ま全にお使いいただくために、お、ずお守りください。 

参ご使用の前にこの r ま全上のごミ主意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくださし、。 


この取扱説明書および製品には、製品をま全に正しく 
お使いいたださ、お客様や他の方々へのを善や財産へ 
の損善を未然に防止ずるために、いろいろな絵表示を 
していまず。その表示と意味は次のようになっていま 
ず。 

内容をよく理解してか 5 本文をお読みください。 

給表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む）しなければな 5 
/夕\ ない内容であることを示しています。 

• -^図の中に具体的な注意内容(左図の場合は感 

雨ご壬ち、わ’く枯わ\れア1、ホサ 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が 
死 t または重傷を負ラ可能性が想定される内容を示し 
ていまず。 

を 

0 記号は禁止(やってはいけないこと)を示 
していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれています。 

参記号は行動を強制したり指示ずる内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか 5 巧け)が描かれて 
います。 

A \ ミち意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が 
傷善を負ラ可能性が想定される内容および物的損善の 
みの発生が想定される内容を示していまず。 


A 警告 


異常時の処置 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなど 
の異常状態のまま使用すると火災•感電の原因 
となります。すぐに機器本体の電源スイッチを 
切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。煙び出な < なるのを確認して販売店 
に修理をご依頼ください。お客様による修理は 
危険ですから絶対おやめ<ださい。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、まず 
機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグを 
コンセントから抜いて販売店にご連絡くださ 
し、そのまま使用すると火災•感電の原因とな 
ります。 

• 万一本機を落としたり、カバーを破損した場合 
fi <- は、機器本体の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の原因 
となります。 

設置 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこりや金 
属物び付着している場合は、電源プラグを抜 
いてから就'!た巧で取り除してください。その 
まま使用すると火災•感電の原因となります。 

Q* 電源コードの上に重いわのをのせたり、コー 
ドび本機の下敷さにならないようにしてく 
ださし、また、電源コードび引っ張られない 
よラにしてくださし、コードび傷ついて、乂 
災•感電の原因となります。コードの上を敷 
物などで覆うことにより、それに気付かず、 
重い物をのせてしまラことびあります。 


Q* 放熱をよくするため他の機器、壁等から間隔 
をとり、またラックに入れる時はすさ間をあ 
けて < ださい。また、次のよラな使い方で通 
風礼をふさびないでください。内部に熱びこ 
わり、火災の原因となることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

^巧し入れなど、風通しの悪い狭いところに巧 
し込む。 

-► じゅラたんやふとんの上に置<。 

テーブルク□スなどをかける。 

0 * 付属の電源コードはこの機器のみで使用す 
ることを目的とした専用部品です。他の電気 
製品ではご使用になれません。他の電気製品 
で使用した場合、発熱により火災 • 感電の原 
因となることびあります。また電源コードは 
本製品に付属のわの政外は使用しないでく 
ださい。他の電源コードを使用した場合、こ 
の機器の本来の性能び出ないことや、電流容 
量不足による発熱から火災•感電の原因とな 
ることびあります。 

Q* 本機の上に火びついたろラそ<などの裸火を 
置かないでください。火災の原因となります。 

使用環境 


• この機器に水び入ったり、めらさないように 
ごを意ください。火災•感電の原因となりま 
す。雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にご 
を意 < ださい。 

• 風呂場•シャワー室等では使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 




0 


♦表示された電源電圧（交流100ボルト已〇 
Hz /60 Hz ) 1；!外の電圧で使用しないでくだ 
さい。火災•感電の原因となります。 


0 


• この機器を使用でさるのは曰本国内のみです。 
船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しないでく 
ださい。火災の原因となります。 


觀方:ぶ 


0 % 本機の通風孔などから、内部に金属類や燃え 
やすいわのなどを差し込んだり、落とし込ん 
だりしないでください。火災•感電の原因とな 
ります。特にお子様のいるご家庭ではごを意 
<ださい。 



• 本機のカバーを外したり、改造したりしないで 
ください。内部には電圧の高い部分びあり、火 
災•感電の原因となります。内部の点検’整備’ 
修理は販売店にご依頼 < ださい。 



• 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬 
品や水などの入った容器または小さな金属物 
を置かないで < ださい。こぼれたり、中に入つ 
た場合、火災•感電の原因となります。 



• めれた手で(電源)プラグを抜さ差ししないで 
ください。感電の原因となることびあります。 


0 参電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に 
曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した 
りしないでください。コードび破損して火災 • 
感電の原因となります。コードび傷んだら旅 
線の露出、断線など)、販売店に交換をご依頼 
<ださい。 

0 %雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラグには 
触れないでください。感電の原因となります。 


A 瓶 



〇 参電源プラグはコンセントに根元まで確実に差 
し込んでください。差し込みび不完全ですと 
発熱したり、ほこりび付着して火災の原因と 
なることびあります。また、電源プラグの刃に 
触れると感電することびあります。 

電源プラグは、根元まで差し込んでわゆるみ 
びあるコンセントに接続しないでください。 
発熱して火災の原因となることびあります。 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してください。 

0 գ ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定 
な場所に置かないで < ださい。落ちたり、倒れ 
たりしてけびの原因となることびあります。 

本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿気 
あるいはほこりの多い場所に置かないで< 
ださい。火災•感電の原因となることびありま 
す。 

テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に機器 
を接続する場合は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよ < 読み、電源を切り、説明に従って接 
続してください。また、接続は指定のコードを 
使用してください。 

本機の電源び入っている状態、または電源を 
切ってからしばらくの間は本機の底面に触 
れないで < ださい。電源び入っている、または 
切つた直後の本機底面は熱< なり、火傷の原 
因となることびあります。 


本機の上に重いわのや外枠からはみ出るよう 
な大さなわのを置かないで<ださい。バラン 
スび < ずれて倒れたり、落下してけびの原因 
となることびあります。 

0 參本機の上にテレビを置かないでください。放熱 
や通風び妨げられて、火災や故障の原因とな 
ることびあります。(取扱説明書でテレビの設 
置を認めている機器は除さます。） 


異常時の処置 


0 գ 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張 
らないでください。コードび傷つさ火災 • 感電 
の原因となることびあります。必ずプラグを 
持って抜いて < ださい。 

電源コードを熱器具に近づけないでくださ 
し、コードの被みくび溶けて、 火災 .感電の原 
因となることびあります。 

• 移動させる場合は、電源スイッチを切り必ず 
電源プラグをコンセントから抜を、外部の接続 
コードを外してから、行ってください。コードび 
傷つき火災 • 感電の原因となることびあります。 

0 参本機の上にテレビやオーディオ機器をのせた 
まま移動しないで < ださい。倒れたり、落下し 
てけびの原因となることびあります。重い場 
合は、持ち運びは2人し：!上で行ってください。 

0 参窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当た 
る場所など異萬に温度び高<なる場所に放置 
しないで < ださい。火災の原因となることび 
あります。 
















• 音び歪んだ状態で長時間使わないで < ださ 
し、。スピーカーび発熱し、火災の原因となるこ 
とびあります。 

• 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでくださ 
し、特にお子様はごを意ください。倒れたり、壊 
れたりしてけびの原因になることびあります。 

• ヘッドホンをご使用になる時は、音量を上げ 
すぎないよラにごま意ください。ちを刺激す 
るよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪し儒響を与えることびあります。 

• 電源投入後、スピーカーから音び出るまでに 
数砂かかりますので、その間に音量を最小に 
して < ださい。突然大さな音び出て聴力障害 
などの原因となることびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時は安全 
のため必ず電源プラグをコンセントから抜い 
てください。 


0 9 指定外の電池は使用しないでください。また、 
新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでく 
ださい。電池の破裂、液漏れにより、乂災 • けびや 
周囲を巧損する原因となることびあります。 

A 9 電池を機器内に挿入する場合、極性表示(プラ 
スけ)マイナス(一)の向き）にま意し、表示ど 
おりに入れてください。間違えると電池の破 
裂、液漏れにより、火災 • けびや周囲を巧損す 
る原因となることびあります。 

〇 參長時間使用しない時は、電池を取り出してお 
いて<ださい。電池から液び漏れて火災、け 
び、周囲を巧損する原因となることびありま 
す。をし液び漏れた場合は、電池ケースについ 
たミ夜をよ<拭を取ってから新しい電池を入れ 
て < ださい。また万一、漏れた液び身体につい 
た時は、水でよく洗い流してください。 

0 参電池は加熱したり分解したり、火や水の中に 
入れないで < ださい。電池の破裂、液漏れによ 
り、火災、けびの原因となることびあります。 


使用方る 


0 0 A A ® ^ 


保守•点巧 


已年に一度 < らいは内部の掃除を販売店など 
にご相談ください。内部にほこりびたまった 
まま、長い間掃除をしないと火災や故障の原 
因となることびあります。特に湿気の多くな 
る梅雨期の前に行ラとより効果的です。なお 
掃除費用については販売店などにご相談<だ 
さい。 

• お手入れの際は安全のために電源プラグをコ 
ンセントから抜いて行ってください。 


本機の使用環境について 

本機の使用環境温度範囲は5 °C〜3 已 °C 、使用環境湿度 
は8己％似下循風孔び妨げられていないこと)です。 
風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射日光(また 
は人工の強い光)の当たる場所に設置しないでください。 

D3-4-2-1-7 し A1_Ja 






02 各部の名赖とはた 5 を 

U モートコント□-ル ( SC - LX 85)........ 

U モートコント□一 J レ （ SC - LX 7 己） ........ 

フ□ントパネルディスプレイ . 

フ□ントパネル . 

03接続 

U アパネル . 

RF アダプターを接続する . 

スピーカーの配置/使用ノ（ターンを選ぶ.. 

スピーカー配置について . 

高音質のためのスピーカーセッティング 

スピーカーを接続する . 

スピーカーシステムの接続 . 

他機器の接続を行う前に . 

テレビと再生機器の接続 . 

各機器との接続 . 

プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 

マルチゾーン接続 . 

LAN 端テでネットワークに接続する ........ 

BLUET 日日 TH アダプターを接続する ...... 

前面端テに機器を接続する . 

無線 LAN コンバーターを接続する . 

旧レシーノ（一を使って集中コント□ールする 
他のパイオニア製品をつないで集中コント 

□ールする . 

] 2 V 卜 U ガー対応機器の接続 . 

電源コードの接続 . 


このたびは、パイオニア製品をお買い上 
げいただをまして、まことにありびとラ 
ございます。本機の機能を十分に発揮さ 
せて効果的にご利用いただくために、こ 
の取扱説明書をよくお読みになり、正し 
くお使いください。特に「安全上のご注 
意」は必ずお読みください。 

を<じ 


01準備する 

パイオニアの設計思想：アドバンスド-マルチ 

チヤンネル-ステレオフォニック思想 . 6 

本機の特長 . 6 

付属品を確認する . 7 

設置について . 7 

U モコンに電池を入れる . 7 

U モコンの操作について . 8 

本機を RF 双方向通信で操作するには . 8 

AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方 
について . 8 


04基本設定 

本機の IJ モコン操作について . 

スピーカーの自動設定を行ラ 

〜フルオート MCACC 〜 . 

入力端テの割り当てを変更する . 

本機の操作モードを切り換える . 

05基本再生 

本機の U モコン操作について . 

アンプから音を出す〜基本再生〜 . 

へツドホンで聴く . 

iPod をつないで再生する . 

US 目メモ IJ 一を再生する . 

日 LUET 日日 TH アダプターを使用して 
ワイヤレスで音楽を楽しむ . 

06サラウンド再生 

本機の IJ モコン操作について . 

U スニングモードでいろいろな音を楽しむ 
再生中にスピーカーの出カレベルを調整する 
状況に応じて MCACC のメモ U —を 

使い分ける . 

アナ□グ入力信号の歪みを低減する . 

位相乱れを補正する . 

07ホームメディアギヤラ y — の再生 

本機の U モコン操作について . 

ホームメディアギャラ U —について . 

はじめに . 

ホームメディアギャラ U —入力で再生する.., 

対応ファイルフォーマツトについて . 

インターネツトラジオの応用操作 . 

08いろいろな機能を ffi 5 

本機の U モコン操作について . 

オーディオ調整機能を使用する . 

ビデオ調整機能を使用する . 

HDMI によるコント□-ル機能で HDMI 機器 

を連動動作させる . 

PQLS 機能を使ラ . 

オートサウンドレト U バー U ンク機能と 
スト IJ ームスムーサー U ンク機能を使う ....... 

再生するスピーカー端テを切り換える . 

別の部屋で本機の音や映像を再生する 

〜マルチゾーン機能〜 . 

マルチチャンネルアナ□グ再生する . 

接続した機器間で録音/録画をする . 

ス IJ ープタイマーを設定する . 

フ□ントパネル表示部の明るさを調整する.., 

HDMI 出力を切り換える . 

再生中の音声や設定内容を確認する 

(ステータス表示） . 

本機のすべての設定を工場出荷時に戻す ....... 
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U モコンで他機器を操作する . 

他機器の U モコン信号を本機のリモコンに 

呼び出す（プ U セットコード設定) . 

好さなボタンに他機器の操作を記憶させる 

(学習モード） . 

登録（学習）された]つのボタン操作を解除 

する . 

ひとつのマルチコント□ールボタンに登録さ 

れたすべての設定を消去する . 

マルチコント□ールボタンの入力切換を解除 

する（ダイレクトフアンクシヨン） . 

U モコンの照明モードを選択する . 

IJ モコンの他機器連動機能を使いこなす 

U モコンの設定を IJ セットする . 

他機器の操作について . 


13その他の情さ民 

故障かな？と思ったら . 

無線 LAN コンバーターご使用時に故障かな？ 

と思ったら . 

ホームメディアギャラ U —のメッセージにつ 

いて . 

デジタル音声フォーマットについて . 

iPod / iPhone/iPad について . 

HDMI について . 

FLAG ライセンスについて . 

U スニングモードの詳細と出カチャンネル数 

(D-K. 

保証とアフターサービス . 

サービスステーション U スト . 

ご相談窓□のご案内-修理窓□のご案内 

用語の解説 . 

機能別索引 . 

i±m . 

プ U セットコードー覧表 . 


11音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


本機で設定できること . 71 

本機の U モコン操作について . 72 

U スニング環境の設定について 

〜サラウンド再生のための設定〜 . 72 

オート MCACC で詳細に測定/設定する . 72 

IJ スニング環境をお好みに調整する 

〜マニュアル MCACC 〜 . 73 

MCACC データを確認する . 76 

MCACC MEM 日 RY のデータを管理する 
〜データ管理〜 . 77 


12システム設定およびその他の設定を行5 


本機の IJ モコン操作について . 78 

システム設定で本機のさまざまな設定を行う ..... 78 
スピーカーの音を調整する 

〜マニュアルスピーカー設定〜 . 78 

本機の入力の設定を変更する . 81 

ネットワークの設定を行う . 82 

ネットワークの情報を確認する . 83 

その他の設定をする〜その他の設定〜 . 84 

GUI 画面の表示言語を変更する 
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フローチヤート 


本機の設定の流れ 

本機は上級アンプに匹敵する機能や端テを装備した、本格的 AV アンプですび、下の手順で設定をするだけで、 
簡単に ホームシアターを 楽しむことびでさます。 

必ず行う手順：1、2、3、4、已、7、10 
必要に応じて行う手順： 6、8、9、11、12、13 

〇重要 

本機に付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター）の 接続ナビを 使って、パソコン上で本機の初期設定を行うことびでき 
ます。この場合、ステップ 2、3、4、已、6、7、8 の接続や設定とほとんど同じ内容を 接続ナビで 行うことびで 
さます。 AV ナビゲーターの使い方については8ページの 「 AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方につい 
て」 を ご覧ください。 

1準備する 

• 付属品を確認する（一7ページ） 

• U モコンに電池を入れる（一7ページ） 


2スピーカーの配置/使用パターンを選ぶ（一14ぺージ） 

• 9.2 ch サラウンド（フ□ント八イト/フ□ントワイド）接続 

• 7.2 ch サラウンド&スピーカー巨接続 

• 7.2 ch サラウンド（フ□ントバイアンプ）接続 

• 7.2 ch (サラウンドバック）サラウンド&ゾーン2接続 

• 7.2 ch (フ□ント八イト/フ□ントワイド）サラウンド&ゾーン2接続 
• 己. 2 ch サラウンド（フ□ントバイアンプ）&ゾーン2接続 

• 5.2 ch サラウンド&ゾーン2/ゾーン3接続 
SC - LX 8 已のみ 

• 已 .2 ch サラウンド&スピーカー目（バイアンプ）接続 
• 已 .2 ch サラウンド（フ□ント&サラウンドバイアンプ）接続 
• 已 .2 ch サラウンド（フ□ント&センターバイアンプ）接続 


3 スピーカーを 接続する 

• スピーカーを接続する（一] 7ぺージ） 

• スピーカーシステムの接続（一] 8ページ) 
• バイアンプ接続（一17ページ） 


4機器を接続ずる 

• 端テの割り当てについて（一23ページ） 

• 音声の接続について（一24ページ） 

• 映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター）（一24ページ) 
• テレビと再生機器の接続（一25ページ） 

• 電源コードの接続（一33ページ） 


己電源を入れる 

6スピーカーの使用用途を選択する（スピーカーシステム）（-^78ぺージ) 

7 スピーカーの 自動設定を行う 

• スピーカーの自動設定をわう〜フルオート MCACC 〜（- ►34 ぺージ） 


8入力端テの設定（一3日ぺージ） 

(推奨切外の方法で機器の接続を行っている場合のみ) 


9 HDMI 出力端子の設定（一日7ぺージ) 


10再生する（一37ぺージ) 


11お好みで音声や映像の設定をする 

• U スニングモードでいろいろな音を楽しむ（一42ページ） 

• いろいろな状況ごとに最適な音場補正の設定を選択する（一44ページ） 

• 位相の乱れを補正する（フェイズコント□ール/フルバンドフェイズコント□ール）（一44ページ) 

• EQ タイプを選んで測定する ( SYMMETRY . ALL CH ADJ、FRONT ALIGN ) (一 72 ぺージ） 

• スピーカー出カレベルを調整する（一8日ページ） 

• オーディオ調整機能を使う（一50ページ） 

-ビデオ調整機能を使う（^52ぺージ） 


12そのほかの調整や設定 

• HDMI によるコント□-ル機能の設定（一54ページ) 

• PQLS 設定（一55ぺージ） 

• アドバンスド MCACC (一71ぺージ） 

• スピーカーとシステムの設定（一78ページ） 


13リモコンを使いこなす 

SC - LX 8 己の場合： 

• RF 双方向通信機能を使用する（一64ページ) 
• 複数のアンプを操作する（一59ページ） 

• 他の機器を操作する（一59ページ） 

-他機器連動機能を使いこなす（一目1ページ） 
SC - LX 7 己の場合： 

• 複数のアンプを操作する（一67ページ） 

• 他の機器を操作する（一67ページ） 

• 他機器連動機能を使いこなす（^68ぺージ） 




G 準備する 


準備ずる 


パイオニアの設計思想:アドバンスド • 
7ルチチヤンネル • ステレオフォニッ 
ク思想 

「原音再生とは、サウンドク U エーターの思い ( soul ) 
を伝えること」という私たちの思想を実現するため、 
下の3ステップをお約束します。 

1妥協を排した高音質設計 
2視聴環境の精密調整機能 (Advanced 
MCACC ) の搭載 

3原音製作ち（エアースタジオ技術ち）による 
音質チューニング 

この思想は、映画制作のスタンダードであるルーカス 
フィルム社（八 U ウッド）や、音楽レコーディング業界 
の最高峰 エアー スタジオ社（□ンドン）といった、実際 
の制作現場の技術者への徹底的なヒア U ングにより構 
築されました。 



AIR STUDIOS 


MONITOR 


本機の特長 

高音質-多機能な本機 SC - LX 85 および SC - LX 75 の主 
な特長をまとめました。本書の掲載ページを参照して、 
それぞれの機能や操作をお楽しみください。 

• iTunes ライブラリーや iPhone / iPad 内の楽 
巧をネットワーク経由で再生 ( AirPlay ) 

iPod touch / iPhone / iPad またはパソコン内の 
iTunes ライブラ IJ 一の音楽コンテンツをネットワーク 
経由で演奏び可能。音楽データととをにメタデータわ同 
時に送信され、アルバムアートの表示をでさます。 

• iPod touch 、 iPhone 、 iPad 、 iTunes で AirPlay を 
使うには（一46ページ） 

• ネットワークで多彩な音楽演奏を実現。 
DLNA 1 万準拠「ホームメディアギャラリー」機 
能を搭載 

LAN 端テでネットワークに接続されたパソコンに保を 
されている音楽ファイルを再生することびでさます。 


また、 LAN 端テを使ってネットワークに接続すること 
で、 WAV / FLAC 192 kHz /24 bit 対まじめとする高 
音質音楽ファイルや世界中のインターネットラジオを 
聴くことびでさます。よく聴く放送局を本機に登録でさ 
ます。 

• ホームメディアギャラ IJ - について（一46ページ） 

• iPod touch / iPhone/iPad などの携帯端末で 
本機をさ5に快適に楽しむために 

• iControlAV 2 

• に ont 「 olAV 2 for iPad 

App store から無償 App をダウン□—ドすることで、本 
機の基本機能をシンプルかつ直感的に使いこなす快適 
な操作スタイルを実現でさます。 

• Air Jam 

才 y シ3ンの Bluetooth アダプター 「 AS - 巨 T 2 日日」を 
取り付け 、 iPod touch / iPhone / iPad で専用 App「Air 
Jam 」 を使用することで、複数台の同時接続び可能。お 
互いの好さな曲を選択し、共有のプレイ U ストを作成 
し、それらをプレイして楽しむことびでさます。また楽 
曲の情報を共有できるので iTunes Store から購入した 
り、 YouTube で関連動画を探すことび可能です。 
専用のアプ U ケーシヨンを携帯端末にインス I -ールす 
ることで、携帯端末から本機をコント□ールすることび 
でさます。 

詳しくは、弊社ホームページより商品情報をご確認くだ 
さい。 

この専用のアプ U ケー シヨ ンケー シヨ ンは予告なく変 
要または中止させていただく場合びございます。 

• AV ナビゲーターで簡単設定.快適操作 

本機に付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター）では、パソ 
コンにて本機の接続や初期設定を対話式で行うことび 
でさるガイドや、マニュアルを読みなびら本機を直接操 
作でさたり、 U モコン操作による説明ページの自動表示 
を行う取説連動といったさまざまな機能を搭載してい 
ます。 

• AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使い方につい 
て（一8ページ） 

• HDMI (3 D， Audio Return Channel ) 

3 D フオーマット信号の伝送、オーディオ IJ ターンチャ 
ンネル ( ARC ) に対応。 HDMI によるコント□-ル機能 
を搭載し、 HDMI 機器との連動動作を実現。 

• HDMI で接続する（一25ページ） 

• デジタル音声フオーマットについて（一96ページ） 

• HDMI によるコント□-ル機能で HDMI 機器を連動 
動作させる（一54ページ） 


Ja 


• HDMI ® のジッターレス伝送を実現する独自 
技術 「 PQLS ビットストリーム」 * 搭載 

極めて高純度な HDMI ® 伝送を可能にする 「 PQLS 」 の 
最新機能。 CD はをちろん DVD やブルーレイディスクの 
マルチチャンネル再生においてを音像の定位感、立体 
感、ク U ア感などを余すところ無く理想的に再生をしま 
す。 （* 対応したパイオニア製ブルーレイディスクプレー 
ヤーとの接続時のみ） 

• PQLS 機能を使う（一55ページ） 

• オートサウンドレトリバーリンク機能 

サウンドレト U バー U ンク機能対応のノ くイオニア製プ 
レーヤーと接続することで、プレーヤーで再生される圧 
縮音声ファイルを自動で補正し、より高密度な音声で再 
生することびでさます。 

• スト U —ムスムーヴー U ンク機首含 

スト IJ ームスムーサー U ンク機能対応のノ（イオニア製 
プレーヤーと接続することで、プレーヤーで再生される 
圧縮画像ファイル（ビデオファイルまたは映画ファイ 
ル）を自動で補正し、より自然な見やすい画質で再生す 
ることびでさます。 

• iPod や USB に収録された曲を再生 

iPod の音楽 • 動画ファイルを再生することびでさます。 
Cover List による曲選択や iPod の充電もできます。 
また、 US 巨メモ U —に保をされている音楽を再生した 
り、写真をスライドショー再生したりすることをでさま 
す。 

• iPod をつないで再生する（一37ページ） 

• US 目メモ IJ - を再生する（一38ページ） 

• ダイレクトエナジー HD アンプ搭載 

最新の高性能クラス D アンプを元に、パイオニアび高音 
質設計の俾を結集して開発したアンプび「ダイレクト 
エナジー HD (High fidelity class D ) アンプ」です。 
八イノ（ワー同時出力と高音質を実現。最新のマルチチャ 
ンネルデジタルコンテンツを理想的に再生します。 

• 房/ i / e わ口か機能搭載機器の曲を高音質ワイ 
ヤレス再生 

別売りの目 LUET 日日 TH アダプターを本機に接続する 
ことで、 Bluetooth に対応した携帯電話やデジタル音 
楽プレーヤーなどの音楽をワイヤレスで楽しむことび 
でさます。 SOUND RETRIEVER A 旧 機能で高音質に 

再生でさます。 

• 巨 LUET 日日 TH アダプターを使用してワイヤレスで 
音楽を楽しむ（一4日ページ） 

• Advanced MCACC を搭載 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整 
を家庭でを実現でさるよラに自動化し、チャンネル間の 
空間情報の歪みを補正。正確なマ j レチチヤンネ>1レの音場 
を再現します。 


• スピーカーの 自動設定を行 ラ 
〜フルオート MCACC 〜（一34ページ） 

• 部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 ( EQ プ 
□フェッシヨナル）（-^74ページ） 

• RF 双方向通信による無線リモコン操作 

CU - RF 100 ( SC - LX 85 :付属、 SC - LX 75 :月 IJ 売 0) 
と合わせてご使用になることで、お手元の U モコンディ 
スプレイに本体ディスプレイの情報を表示させなびら、 
方向や障害物を意識することのない無線通信操作び可 
能となります。 

• 「1」モコンの操作について」（一8ページ） 

•「 RF 双方向通信機能について」（一目4ページ） 

• その他の主な特長 

• Air Studios との共同音質チューニング 

• THX Ultra 2円 US ( SC - LX 8 己） / THXSelect 2 
Plus ( SC - LX 7 已）の認証を取得 

• 接続するディスプレイタイプと視聴距離に応じて最 
適な画質で映像を出力する「アドバンスドビデオア 
ジャスト」を新搭載。 

• スト IJ ーミング再生しているビデオコンテンツのノ 
イズを低減し画質補正する「ビデオスト U —ムス 
ムーサー」を新搭載。 

• ひと目でねかる GUI 画面 

• 3 D コンテンツ再生時に、奥行さ感のある音場を実現 
する「バーチャルデプス」を新搭載。「バーチャル八 
イト」、「バーチャルサラウンドバック」と合わせれ 
ば、己1 ch のスピーカー設置でを最大で仮想]] .1 
ch 再生を実現でさます。 

• スピーカーネットワークフィルターの群遅延補正び 
可能なフルバンドフてイズコント□ール機能を搭 
載。新たにフ□ント切がのスピーカー特性をフ□ン 
トスピーカーに合わせる FRONT AUGN 機能を搭 
載0 

• フてイズコント□ール規格で作られたディスク似外 
は、低域 ( LFE ) び遅れて記録されているものびあり 
ます。新搭載したフェイズコント□ールプラス機能 
で、そラいったディスクの位相ずれを補正します。 

• ル音量再生時を大音量時の印象び得られるオプティ 
マムサラウンドモードを搭載 
. パイオニアビデオコンバーターを搭載 
• 多機能 U モコンを付属 

• 省エネルギー設計（待機時消費電力：日.3 W (工場出 
荷時)） 

• 新 スピーカー 配置；フ□ント八イト•フ□ントワイド 
に対応。 








付属品を確認する 

SC 丄 X 8 日の場合： 

• セットアップ用マイク（日 m ) 



• U モコン 



• RF アダプター 



• CD-ROM ( AV ナビゲーター) 



• 保証書 

• 取扱説明書（本書） 

SC 丄 X 7 己の場合： 

• セツトアップ用マイク（已 m ) 



• U モコン 



• 単4形乾電池 （2 本) 


• 旧ブラスターケーブル （2 本) 



• 単3形アルカ U 乾電池 （4 本) 



iPod ケーブル 



• 電源コード 




• iPod ケーブル 



• 電源コード 



• 保証書 

• 取扱説明書（本書) 


準備する) 


設置について 

壁告 

• 放熱のため、本機の上に物を置いたり、布やシートな 
どをかぶせた状態でのご使用は絶対におやめくださ 
し、異常発熱により故障の原因となる場合びありま 
す。 



A ま意 

本機を設置する場合には、壁から] 日 cm 似上の間隔を 
あけてください。また、放熱をよくするために、他の機 
器との間は少し離して設置してください。ラックなどに 
入れるとさには、本機の天面から2 日 cmm 上、背面か 
610 cm じ(上、側面から2 日 cm じ(上のすさまをあけ 
てください。内部に熱びこをり、乂災の原因となること 
びあります。 


リモコンに電池を入れる 


SC - LX 75 の場合： 

本機に付属の電池は動作確認用のため、短期間で寿命と 
なることびあります。なお、市販のアルカ IJ 電池を使用 
すると、長期間操作び可能になります。 



単4形乾電池 X 2 本 

©マイナス側から 
入れます。 


A 警告 

• 電池を直射日光の強いところや、炎天下の車内•ス 
I -ーブの前などの高温の場所で使用-放置しないで 
ください。電池の液漏れ、発熱、破裂、発乂の原因に 
なります。また、電池の性能や寿命び低下することび 
あります。 



ま意 

電池を誤って使用すると、液漏れしたり破裂したりする 

危険性びあります。し:^下の点について特にご注意くださ 

い。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜて使用し 
ないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表 
示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状でを電圧の異なるをのびありま 
す。種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでくださ 
い。 

• 長い間 （1 力月じ(上） IJ モコンを使用しないとさは、 
電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してくだ 
さい。液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液 
をよくおさ取ってから新しい乾電池を入れてくださ 
い。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体 
の指示（条例）に従って処理してください。 
























G 準備する 


■j モコンの操作にごいて 

本機を IJ モコンで操作するとさは、 IJ モコンをフ□ント 

パネルの IJ モコン信号受光部に向けてください。 

SC - LX 85 では旧モードでの操作になります。 RF モー 

ドでの操作は 目4ページの 「 RF 双方向通信機能につい 

て」をご覧ください。 

• IJ モコンと本機との間に障害物びあったり、 U モコ 
ン受光部との角度び悪いと操作びでさない場合びあ 
ります。 

• U モコン受光部に直射曰光や堂光ななどの強い光び 
当たると誤動作することびあります。 

• 赤外線を出す機器の近くで本機を使用したり、ホが 
線を利用した他の U モコン装置を使用したりする 
と、本機び誤動作することびあります。逆にこの IJ モ 
コンを操作すると、他の機器を誤動作させることを 
あります。 



RF 双方向通信での U モコンの操作について 

RF アダプターを本機の RS -232 C 端テと CU - RF 1 00 

端テ ( SC - LX 85) または EXTENSION 端テ ( SC - 
LX 75) に接続して、全指向性リモコン 「 CU - RF ] 日日」 
と本機を RF 双方向通信させて使用することびでさま 
す。 RF 双ち向通信させて使用することで、お手元の U 
モコンディスプレイに本体ディスプレイの情報を表示 
させなびら、方向や障害物を意識することのない無線通 
信操作び可能となります。詳しくは8ページの「本機 
を RF 双方向通信で操作するには」をご覧ください。 

• RF アダプターおよび全指向性リモコン CU - RF 1 日日 
は SC - LX 8 已には付属されておりますび、 SC - LX 7 己 
では別売りとなります。 

• RF 双方向通信の見通し距離は約]日 m 程度です。ま 
た、見通し通信距離は目安であり、周囲環境により通 
信距離び変わることびあります。 


本機を RF 双方向通信で操作するには 

SC - LX 85 のみ 

本機に付属の IJ モコンは、工場出荷時は旧信号での操作 
(赤外線送信）となっております。 RF 双方向通信による 
操作を実現するためには • tU 下のステップを行います。 

1 RF アダプターを AV アンプの RS-232C 端子 
および CU-RF1 00端子に接続する。 

•「 RF アダプターを接続する」（一14ページ） 

2 [その他の設定]の [RF リモコン設定]を選ん 
で、設定を [ON] にする。 

• に U - RF 1 日日 U モコン使用時の設定を行う (RFU 
モコン設定)」（一85ページ） 

3 RF アダプターとリモコンをペアリングずる。 

•「 RF アダプターと U モコンをペア IJ ングする」 

(一64ぺージ） 

4 リモコンの設定で[旧/ RF SEI_ECT] を選ん 
で、 [AV AMP MAIN] を [RF MODE] にする。 

• 「本機を RF 双方向通信で操作する」（一64ページ） 


AV ナビゲーター(付属の CD-ROM) 
の®い方について 

付属の CD-ROM ( AV ナビゲーター）には、対話方式 
で本機の接続と初期設定を簡単にセットアップでさる 
接続 ナビを搭載しています。画面に従って接続•設定す 
るだけで高精度な初期設定を簡単に完了することびで 
さます。 

また、さまざまな機能を簡単に使えるように、レシー 
バーと連動する 取説連動 や各種ソフトウエアのアップ 
デート、 MCACC の測定結果を 3 D グラフで確認でさる 
M CACC アプ U ケーシヨンといつた機能をご使用にな 
れます。 


AV ナビゲーターをインストールする 

1付属の CD-ROM (AV ナビゲーター）をお客 
様のパソコンの CD ドライブへセツトする。 

• インストール画面び表示されます。手順2へお進み 
ください。 

• インストール画面び表示されないとさは、 

CD - R 日 M アイコンをダブルク U ツクし、インス 
卜ーラー ( AVNV _ XXX _ xxx . exe ) を実行します。 

2画面の表示に従ってインス!ルをしてくだ 
さい。 

「完了」を選ぶとインストールの終了です。 


Ja 


3パソコンの CD ドライブか5付属の CD-ROM 
(AV ナビゲーター）を取り出す。 

CD - ROM の取り扱いについて 

動作環境 

• この CD - R 日 M は、 Microsoft ® Windows ® XP / 
Vista /7 環境にてご使用いただけます。 

• AV ナビゲーターの機能にはインターネットブラ 
ウヴを使用する場合びあります。対応ブラウヴは、 
Microsoft Internet Explorer 6、7または8です。 
他のブラウヴでは、一部機能び制限されたり、正しく 
表示されないことびあります。 

また、対応のブラウヴでをブラウヴの設定によって 
は一部機能び制限されたり、正しく表示されないこ 
とびあります。 

ご利用にあたってのま意 

• この CD - R 日 M は、パソコンで使用できます。 DVD プ 
レーヤーや音楽 CD プレーヤーでのご使用はでさま 
せん。 DVD プレーヤーや音楽 CD プレーヤーで再生す 
ると、大音量によりスピーカーの破損や耳の障害の 
原因となることびあります。 

使用許諾について 

• この CD - R 日 M を使用する際には、下記の「ご使用菜 
件」に同意してください。万一、同意いただけない場 
合は、この CD - R 日 M を使用しないでください。 

また 、 AV ナビゲーターをインス!-ールするとさに表 
示される「ライセンス契約書」にを同意してくださ 
い。 

ごが巧条イ牛 

• この CD - R 日 M で提供する情報の著作稻ま、パイオニ 
ア株式会社び保有します。著作権法上の「私的使用」 
や「引用」の範囲を超えて、無断で転載、複製、放 
送、公衆送信、翻訳、販売、貸与などを行ラと著作権 
法に基づく処罰の対象になる場合びあります。使用 
する場合は、パイオニア株式会社の使用許諾び必要 
となります。 

免責事巧 

. パイオニア株式会社は、対応日 S のすベてのパソコ 
ンについて、この CD - R 日 M の動作を保証するをので 
はありません。また、パイオニア株式会社は、この 
CD - R 日 M の使用によって生じたいかなる障害に対し 
てを、責任を負わないをのとし、一切の賠償を負わな 
いをのといたします。 


AV ナビゲーターの機能を使う 

1デスクトップの 「AV ナビゲーター」をクリッ 
クして AV ナビゲーターを起動させる。 

AV ナビゲーターび起動し、接続ナビび始まります。同 
時に言語選択の画面を表示されます。画面の表示に従つ 
て接続や自動設定を行います。 

接続ナビび自動起動するのは、 AV ナビゲーターを最初 
に起動したとさのみです。 

2お好みの機能を選んで使用ずる。 

AV ナビゲーターでは下の機能を搭載しております。 

-接続ナビ；接続と初期設定を対話方式でガイドしま 
す。簡単に高精度な初期設定び行えます。 

- 取説連動： 本体の操作に連動して、操作した機能の 
説明ページを自動で表示します。また、連動取説か 
ら本体を操作することをでさます。 

• 用語集： 用語集ページを表示します。 

• MCACC アプリ； アドバンスド MCACC の測定結果 
をパソコン上に 3 D で鮮明に表示します。 

MCACC アプ IJ ケーシヨンには専用の取扱説明 
書びあります。 AV ナビゲーターの 取説 連動のメ 
ニュー内に収録されていますので、 MCACC アプ U 
ケーシヨンをご使用になる際はご参照ください。 

• ソフト更新： 各種ソフトウてアのアップデートびで 
さます。 

• 設定： AV ナビゲーターの各種設定を行います。 

. 本体の検出； 本機を検出するときに使用します。 

因メモ 

他のモデルの AV ナビゲーターをご使用になる場合は、 
本機の AV ナビゲーターを一度アンインス!-ール（削 
除）したラえで、他のモデルの AV ナビゲーターをイン 
ス I -ールしてください。 

AV ナビゲーターをアンインストール （削除） す 
る 

インス I -ールした AV ナビゲーターをアンインス I -ール 
(削除）するとさはパソコン側で ■ tU 下の操作を行います。 

• パソコンのコント□ールパネルか!5削除す 
る。 

スタートメニューから、「プ□グラム」一 [PIONEER 
CORPORATION 」 一 「 AV ナビゲーター ( SC - LX 85 ま 
たは SC - LX 75)」 一「アンインス!ル」を選びます。 
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本機の IJ モコンは各操作ボタンごとに白はアンプおよ 
びテレビコント□ール、青は他機器コント□ールと色分 
けされています。テレビや他機器の操作方法について 
は、「他機器の操作について」（^62ぺージ）をご覽く 
ださい。 


1マルチゾーン用切り換えスイッチ 

メインゾーン、ゾーン2、ゾーン3の操作を切り換えま 
す。 


2む AV アンプボタン 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

3他機器連動ボタン 

本機の他機器連動機能の設定および操作を行います。 
(68 ページ） 

4マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器を操作するとさ 
の IJ モコンの操作モードを切り換えます。 

本機には AUX および CD-R 入力びないため、 AUX およ 
び CD-R ボタンは使用しません。 

己入力切換卜/ーボタン 

本機の入力を切り換えます。 （37 ページ） 

6 U モコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。旧で U モコンから信号を 
送信して本体を操作している場合と、 RF 双方向通信で 
本体を操作している場合で、表示の仕方び異なります。 
(9 ページ） 

7テレビコント□ールボタン 

U モコン操作モード切り換えスイッチの テレ ビに登録 
されているプ U セットコードの機器を操作でさます。 

8アンプ設定/調整ボタン 

U モコン操作モード切り換えスイッチを AV アンプに し 
てから操作します。 

• オーディオ調整； オーディオに関する調整を行いま 
す。 （5 日ページ） 

• ビデオ調整： 映像に関する調整を行います。 (52 
ぺージ） 

• ホームメニュ ー : ホームメニューを 表示します。 
(71 ページ） 

• 戻る： 各種設定項目で]つ前へ戻ります。 

• t /| V ◄-/-►/ 決定； 各種設定項目の選択/決定を行 
います。 

9アンプ操作ボタン 

U モコン操作モード切り換えスイッチを AV アンプに し 
てから操作します。 

• 状態確認： 選択/設定されている機能や入力信号な 
どの情報をディスプレイに表示します。 （57 ぺ一 
ジ） 

• PHASE CTRL ; フェイズコント□-ルおよびフル 
バンドフェイズコント□-ルモードの日 N / OFF を 
切り換えます。 （44 ページ） 


各部の名祿とはた S ま) 


• CH レベル: チヤンネルを選択し、和/今でレベルを 
調整します。 （8 日ページ） 

• THX : THX の各モードを切り換えます。 （42 ペー 
ジ） 

• PQLS : PQLS 機能の AUT 日/日 FF を切り換えます。 
(55 ページ） 

• AUT0/ALC/D 旧 ECT :オートサラウンド再生 

(43 ぺージ )、 ALC (才ートレベル〕ント□-ル)、才 
プティマムサラウンドおよびダイレクト再生 (43 
ページ）を切り換えます。 

• STEREO: ステレオ再生に切り換えます。 （42 ぺ一 
ジ） 

• STANDARD : ドルビープ□□ジックや Neo:X な 
ど、さまざまなサラウンドモードを切り換えます。 
(42 ページ） 

• ADV SURR :アドバンスドサラウンドモードを切 
り換えます。 （42 ページ） 

. 音声切換： 入力信号の種類（アナ□グ/デジタル/ 
HDMI など）を切り換えます。 （37 ページ） 

• スリー プ：ス U - プタイマーを設定します。（已7 
ぺージ） 

• ディマー： フ□ントパネル表示部の明るさを切り換 
えます。 （57 ページ） 

• アナ□グ ATT :アナ□グ信号び入力されている場 
合、入力信号のレベルび高すざて音び歪んでいると 
さに押すと聴さやすくなります。 （44 ページ） 

• SBch 処理； 本機では使用しません。 

• MCACC : MCACC MEM 日 R 丫を選択します。 

(44 ページ） 

• HDMI OUT : HDMI 信号の出力端子を切り換えま 
す。 （57 ぺージ） 

0 •な（リモコン照明ボタン） 


もが点なします。をラー度押すと消なします。 

• IJ モコン照明ボタンを已秒間押し続けること 

で 「LIGHT MODE 1」と 「LIGHT M 0 DE 2」 


を切り換えることびでさます。工場出荷時は 
「LIGHT MODE 2」に設定されており、 U モコ 
ン照明ボタンを押すことで一部のボタンおよび表 
示部の照明び点なしますび 、 「LIGHT MODE 1」 
ではボタン操作したとさや U モコン操作モード 
切り換えスイッチを切り換えるたびに一部のボ 
タンおよび表示部の照明び]日砂間点なします。 
rUGHT MODE 1」で使用すると電池の寿命び短く 
なります。 


1リモコン操作モード切り換えスイッチ 

• テレビ： テレビを操作するとさに合わせます。 

(一62ぺージ） 

-入力 機器； 他機器を操作するとさに合わせます。 
(一62ぺージ） 

• AV アンプ： 本機の操作をするとさに合わせます。 


12音量 +/- 

音量を調節します。 

13消音ボタン 

消音します。 


リモコン表お部 

表示部は IJ モコン操作びあったとさに点なし、そのまま 
何を操作びない場合は2日秒後に消なします。また 、 U 
モコンの設定を行っているとさは、]分間操作びないと 
設定をキヤンセルして消なします。 

旧信号送信時のリモコン表示 SB (工場出巧時） 

1 23 4 已巨 
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RF 双方向通信時のリモコン表示部 



• この表示は、本機に RF アダプターを接続し、 U モコ 
ンと RF アダプターのペア U ングを行うことで表示さ 
れます。詳しくは64ページの 「 RF アダプターと U 
モコンをペア U ングする」をご覧ください。 

• 通信環境によっては双方向通信びうまく行われず、 
AV アンプ本体の状態と表示び合わないことびあり 
ます。 


1 U モコン操作ゾーンインジケーター 

U モコンび現在どのゾーンの操作モードかを表示しま 
す。マルチゾーン切り換えスイッチの切り換えに応じた 
表示びされます。 

■ tu 下は RF 双方向通信のとさのみの説明です： 

ここでの表示で、本 U モコンと AV アンプの通信状態を 
表現します。 

(白い枠内に黒字）： RF 双方向通信中で AV アン 
プ側の電源びオンの状態。 


Ja 








































































■9 部の名祿とはたらき 


rfmn (グレー枠内に黒字）； rf 双方向通信中で av ア 
ンプ側の電源びオフの状態。 

mmm (白字のみ）： rf 双方向通信び上手くでさていな 
い状態。この場合12の 「 AV アンプ側の状態を表示する 
エリア」は表示されません。 

2 U モコンコード送信インジケーター 

U モコンから信号び送信されたとさに表示されます。 

3リモコンコード送信方式インジケーター 

U モコンコ3ドを旧で送信しているか、 RF で通信して 
いるかを表示します。 

4 U モコン操作モードインジケーター 

U モコンび現在どの操作モードかを表示します。 IJ モコ 
ン操作モード切り換えスイッチの切り換えに応じた表 
示びされます。 

曰入カフアンクシヨンおよび送信コード表示 

U モコンび現在どの入カファンクシヨンを操作でさる 
かを表示します。また、何かボタンを押して操作コード 
を送信したとさはそのコード名称を表示します。 

6リモコン側の状態を表示するエリア 
7表示なし 

U モコンコード送信方式び旧のときは、何も表示されま 
せん。 


8スク□ールインジケーター 

選択でさる項目び上下に続いているとさに表示されま 
す。 

9 AV アンプ本体の入力表示 

AV アンプで、現在選ばれている入カフアンクシヨンを 
お7]\します。 


10 AV アンプ本体のディスプレイ表示 

AV アンプのディスプレイと同等の表示をします。 


11音量表示 

AV アンプ本体の音量をアイコンと d 目で表示します。消 
音（ミュート）時はび表示されます。 

12 AV アンプ側の状態を表示するエリア 


RF アダプター 


前面 



背面 


3 



1 LED ランプ 

ホく点なしているとさはペア U ングされていない工場 
出荷時の状態です。ホく点滅しているとさはペアリング 
の待機状態を表し、緑に点なしているとさは RF 通信び 
可能な状態となります。 

2 SETTING ボタン 

RF アダプターと U モコンをペアリングするときに使用 
します （64 ページ)。 

3旧 OUT 端モ 

他機器を RF 双方向通信する際、旧ブラスターケーブル 
を接続します （64 ページ)。 


/- Vo/ieer 

I AV アンプ」 


■J モートコント □—M/ (SC-LX7 已） 
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本機の U モコンは各操作ボタンごとに、白はアンプおよ 
びテレビコント□ール、青は他機器コント□ール、と色 
分けされています。テレビや他機器の操作方法について 
は、69ページの「他機器の操作について」をご覧くだ 
さい。 

1む AV アンプボタン 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

2他機器連動ボタン 

本機の他機器連動機能の設定および操作を行います。 
(68 ページ） 

3リモコン設定ボタン 

U モコンのプ IJ セツトコードを設定したり、 IJ モコン操 
作モードを切り換えたりします。（目7ページ） 


4マルチコント□ールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器を操作するとさ 
の U モコンの操作モードを切り換えます。 

曰入力切換卜/ーボタン 

本機の入力を切り換えます。 （37 ページ） 

6テレビコント□ールボタン 

I テレビ I ボタンに璋緑した-プ IJ わ、ソトコードのテレビ 
を操作でさます。 

7アンプ設定/調整ボタン 

IAV アンプ I ボタンを押してから操作します。 

• オーディオ 調整：オーディオに関する調整を行いま 
す。 （50 ぺージ） 

• ビデオ 調整：映像に関する調整を行います。 （52 
ぺージ） _ 

•ホームメニュー ：ホームメニューを表示します。 
(71 ページ） 

• 戻る： 各種設定項目で1つ前へ戻ります。 

• t /| V ◄-/-►/ 決定； 各種設定項目の選択/決定を行 
います。 

8アンプ操作ボタン 

IAV アンプ I ボタンを押してから操作します。 

• AUT 0/ ALC/D 旧 ECT ;オートサラウンド再生 

(43 ぺージ ）、 ALC (才ートレべルコント□-ル)、才 
プティマムサラウンドおよびダイレクト再生 (43 
ページ）を切り換えます。 

• STEREO : ステレオ再生に切り換えます。 （42 ペー 
ジ） 

• STANDARD :ドルビープ□□ジックや Neo : X な 
ど、さまざまなサラウンドモードを切り換えます。 
(42 ぺージ） 

• ADV SURR ;アドバンスドサラウンドモードを切 
り換えます。 （42 ページ） 

• THX ; THX の各モードを切り換えます。 （42 ぺ一 
ジ） 

• PHASE CTRL : フェイズコント□-ルおよびフル 
バンドフェイズコント□-ルモードの日 N / OFF を 
切り換えます。 （44 ページ） 

• 状態確認；選択/設定されている機能や入力信号な 
どの情報をディスプレイに表示します。 （57 ぺ一 
ジ） 

• PQLS ; PQLS 機能の AUT 日/日 FF を切0換えます。 
(已5ページ） 

• HDMI OUT ; HDMI 信号の出力端子を切り換えま 
す。 （57 ページ） 

. 音声切換： 入力信号の種類（アナ□グ/デジタル/ 
HDMI など）を切り換えます。 （37 ページ） 

• MCACC:MCACC MEM 日 R 丫を選択します。 （44 
ぺージ） 

• スリー プ：ス IJ - プタイマーを設定します。（已7 
ページ） 
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• CH レベル :チヤンネルを選択し、和/一でレベルを 
調整します。 （8 日ページ） 

• アナ □ グ ATT :アナ□グ信号び入力されている場 
合、入力信号のレベルび高すざて音び歪んでいると 
さに押すと聴さやすくなります。 （44 ページ） 

• デイマー； フ□ントパネル表示部の明るさを切り換 
えます。 （57 ページ） 

9 I ゾ-ン 21 / r 庐ク奇 ボタン 

U モコンをゾーン2またはゾーン3の操作に切り換えま 
す。 （57 ぺージ） 

10 リモコン LED ランプ 

U モコン信号送信時または IJ モコン設定時に点なしま 
す。 

11 I テレビ I ボタン 

お手持ちのテレビのプ U セツトコードを登録すること 
で、 テレビコント□ールボ タンでテレビの操作びでさる 
ようになります。 


12 IAV ァンプ I ボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

13 OPTION ボタン 

お好みの機器のプ IJ セットコードを登録したり、学習 
モードでボタン操作を登録でさます。 

14 音量 +/- 

音量を調即します。 

15 消音ボタン 

消音します。 

16な （リモコン照明ボタン） 

U モコン照明ボタンを押すと一部のボタンおよび表示 
部び点なします。をラー度押すと消なします。 

照明パターンを4つのモードから選べます。（目8ペー 
ジ） 


フ□ントパネルデイスプレイ 


1 2 3 4 5 6 78 910111213 1415 



1音声入力信号インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類び点な 
します。 

2プ□グラムフォーマツトインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの入力信号び持っている 
チャンネルを表示します。（本機から出力される音声の 
表示ではありません。） 

• L/R :フ□ント左/ち 
• C :センター 

• SL/SR :サラウンド左/ち 

• LFE :超低音の効果音 (Low Frequency Effect ) 〇 
超低音び再生されているとさに (()) び点なします。 

• XL/XR :上記似外の2チャンネル（左/ち） 

• XC: 上記し U 外の]つのチャンネル、モノラルサラウ 
ンドチヤンネル、マト U ツクスエンコードフラグの 
いずれか。 


3 デジタルフォーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点なします。 

4 MULTI-ZONE 

MULTI-ZONE 機能び選ばれているときに点なします。 
(56 ページ） 

己 FULL BAND 

フルバンドフェイズコント□ール機能び日 N のとさに 
点なします。 （45 ページ） 

6 U スニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点なします。 
(42 ぺージ） 

7 (フェイズコント〇-ル） 

フェイズコント□ール機能 （44 ページ）またはフルバ 
ンドフェイズコント□ール機能 （45 ページ）び日 N の 
とさに点なします。 


8アナ□グ信号インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルを補正しているとさに点な 
します。 （44 ページ） 

9 PQLS 

PQLS 機能び働いているときに点なします。 （55 ぺ一 
ジ） 

10 SOUND 

DIALOG E (ダイア□グエン八ンスメント機能）また 
は TONE ( I ンコント□ール）び選ばれているとさに 
点なします。 （5 日ページ） 

11 S.RTRV 

オートサウンドレト IJ バー機能び働いているとさに点 
なします。 （5 日ページ） 

12踩 

消音（ミュート）しているときに点なします。 

13 音量表示 ( dB ) 

現在の主音量レベルを…（最小）から +12dB (最大） 
で表 7 J \ します。 


14 入カファンクシヨンインジケーター 

現在選ばれている入力び点なします。 

1己スク □ ールインジケーター 

選択でさる項目び上下に続いているときに点なします。 

16スピーカーインジケーター 

SPEAKERS ボタンで選択されているスピーカー端テ 
び点なします。（已6ページ） 

17 SLEEP 

ス IJ ープタイマーび設定されているとさに点なします。 
(57 ぺージ） 

18デコード 処理イン ジケーター 

マ ト IJ ックス- デコード処理時に点なします。 

• 皿 PRO LOGIC llx :ドルビープ□□ジック II また 
はドルビープ□□ジック llx デコード処理時。 


19 キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモード、デコード情報（信号 
処理の内容）などを表示します。 

20リモコン操作モードインジケーター 

アンプの U モコン操作モードび設定されているとさに 
点なします。 （1 に設定されているとさは点なしませ 
ん。） 


◎ メモ 

• 何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数秒間 
点滅する場合は、操作禁止を意味します。 
































































■9 部の名祿とはたらき 


フ□ントパネル 


1 2 3 4 3 5 6 



1む STANDBY/ON 

本機の電源をオン/スタンバイにします。 

2 INPUT SELECTOR ダイヤル 

本機の入力を切り換えます。 

3インジケーター 

• ADVANCED MCACC :オーディオ調整機能で、 
EQ (周波数特性の補正）を ON にしているとさに点 
なします。 （5 日ページ） 

• FL OFF ;表示部の明るさ調節をオフ（消な）に設 
定したとさに点なします。 （57 ページ） 

• HDMI : HDMI 対応機器と接続処理中に点滅し、接 
続び完了すると点なします。 （25 ページ） 

• iPod iPhone iPad : iPod や iPhone 、 iPad を付属 
の iPod ケーブルで接続しているときに点なします。 
(31 ページ） 


4表示部（フ□ントパネルディスプレイ） 

1 ] ページの r フ□ントパネルディスプレイ」をご覧く 
ださい。 

己 U モコン受光部 

8ページの 「 IJ モコンの操作について」をご覧くださ 
い。 

6 MASTER VOLUME ダイヤル 

音量を調即します。 

7フ□ントパネルドア内部 

ドアの横に指を掛け、手前に引っ張ってフ□ントパネル 
のドアを開けます。 



8 AUDIO PARAMETER ボタン 

オーディオ調整機能の設定になります。 （50 ページ） 

9 t/4V 和 / 一 / ENTER ボタン 

ホームメニューやオーディオ調整、ビデオ調整での選 
択、調整、ミ夫定などを行います。 

10 VIDEO PARAMETER ボタン 

ビデオ調整機能の設定になります。（已2ページ） 

11 SPEAKERS ボタン 

再生するスピーカー端テを切り換えます。 （56 ページ） 

12 MULTI-ZONE ボタン 

別の部屋で本機につないだ機器を再生する機能（マルチ 
ゾーン機能）に使用します。 （56 ページ） 

• MULTI-ZONE CONTROL :本体の操作をメイン 

ゾーンとサブゾーン (ZONE 2または ZONE 3) と 
に切り換えます。サブゾーンで再生する入カフアン 
クシヨンを選んだり、 MASTER VOLUME ダイヤ 
) レでサブゾーンの音量を調節するとさに使用しま 
す。 

• MULTI-ZONE ON/OFF : 

マルチゾーン機能を入/切します。 

13 iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL ボ 
タン 

本機の入力び iPod/USB に切り換わり、 iPod の各種操 
作び iPod 本体でできるようになります。 （38 ぺージ） 

14 U スニングモードボタン 

• AUTO SURR/ALC/STREAM DIRECT :才ート 

サラウンド再生、 ALC けートレべルコント □- 
ル)、オプティマムサラウンドおよびダイレクト再 
生を切り換えます。 

• ADVANCED SURROUND :アドバンスドサラウ 

ンドモードを切り換えます。 

• STANDARD SURROUND : ドルビープ□□ジ ッ 

クや Neo : X 、 ステレオなど、さまざまな U スニング 
モードを切り換えます。 

• HOME THX : THX の各モードを切り換えます。 

15 HOME MENU ボタン 

本機のホームメニューを表示します。 （71 ページ） 


17 PHONES 端子 

ヘッドホンを接続します。 （37 ページ） 

18 MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定などを行ラとさに、付属のセット 
アップマイクを差し込みます。（34、72、73ページ） 

19 iPod iPhone iPad USB 端子 

iPod を接続したり （3] ページ)、マスストレージクラ 
スに対応した US 巨メモ IJ - を接続して （31 ぺージ）再 
生することびでさます。また、 iPod は接続することで 
充電されます。 

20 HDMI 入力端モ 

HDMI 対応機器（ビデオカメラなど)を接続します。 （3] 
ぺージ） 


16 RETURN ボタン 

各種設定項目で1つ前へ戻ります。 
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SC - LX 75 


リアパネル 


A 


ミち意 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントから抜いてください。 

また、接続する機器の電源コードをコンセントから抜いた状態で接続してください。 

接続する機器（アンプ、レシーバーなど）によっては接続方法や端テ名び本書の説明と異なることびあります 
で、それぞれの機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


Q 


重要 


接続図には SC - LX 85 のイラストを使用していますび、 SC - LX 7 已も同様に接続してくださし、 
SC - LX 8 已 
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1 HDMI 入出力端モ （23 ぺージ） 

2コンポーネントビデオ入力端子 （24 ページ） 

端テに表示された機器と違ラ機器を接続するとさはコ 
ンポーネント入力端テの設定び必要です。 （35 ページ） 

3モニター出力端子に4ページ） 

4 SC 丄 X8 己のみ：マルチゾーンコンポーネン 
トビデオ出力端子に9ページ） 

己 RS-232C 端子および CU-RF100 端子 (SC- 
LX8 日)/ EXTENSION 端モ (SC 丄 X7 日） 

RS-232C 端テと CU-RF100 端テ/ EXTENSION 端テ 

には、全}旨向'性 U モつン CU - RF ] 日日 ( SC - LX 8 己：付属、 
SC - LX 7 氏別売り)の RF アダプターを接続することび 
できます。 CU - RF ] 日日を使用することにより、お手元 
の IJ モコンディスプレイに本体ディスプレイの情報を 
表示させなびら、方向や障害物を意識することのない操 
作び可能となります。 

6マルチゾーン用旧入出力端モ （32 ページ） 

7マルチゾーン出力端モ （29 ページ） 

8コント□—ル入出力端モ （32 ページ） 

912 Vトリガー端モ （32 ぺージ） 

10アナ□グ音声入出力/ビデオ入出力端子 
11スピーカー端子 （17 ぺージ） 

スピーカーインピーダンス 目 〇 〜] 目0 のスピーカー 
を使用でさます。 

12デジタル音声入出力端モに3ページ） 

端テに表示された機器と違う機器を接続するとさはデ 
ジタル音声入力の設定び必要です。 （35 ページ） 

13プリアウト端モ （29 ページ） 

14 DC OUTPUT 端モ （32 ページ） 

1己 LAN(10/1 日 0) 端モ （31 ページ） 

16 ADAPTER PORT 端子 （31 ぺージ） 

17マルチチヤンネル入力端モに目ページ） 

18 AC IN 端モ （33 ぺージ） 

必ず一番最後に接続してください。 


A 製品の仕様により、本体部や U モコン(付属の 
場合)のスイッチを操作することで表示部びす 
^壬胃ベて消えた状態となり、電源プラグをコンセン 
卜から抜いた状態と変わらなく見える場合び 
ありますび、電源の供給は停止していません。 
製品を電源から完全に遮断するためには、電 
源プラグ(遮断装置）をコンセントから抜く必 
要びあります。製品はコンセントの近くで、電 
源プラグ(遮断装置)に容易に手び届くように 
設置し、旅行などで長期間ご使用にならない 
とさは電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。乂災の原因となることびあります。 

D3-7-12-5-2a_A1_Ja 
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RS-232C 端テおよび CU-RF1 00 端テを付属の RF ア 

ダプターと接続することで、 RF 双ち向通信による操作 
びでさるようになります。 RF 双ち向通信による操作に 
ついて、詳しくは64ページの 「 RF 双方向通信機能に 
ついて」をご覧ください。 


RF アダプター 


本機は]] ch のスピーカー端テを装備しており、お客様 
のお好みに合わせてさまざまなスピーカー配置/使用パ 
ターンを選択でさます。スピーカー配置/使用パターン 
によってスピーカーの接続端テび異なりますので、事前 
に]つのスピーカー配置/使用パターンを選んでから接 
続を行ってください。接続については ] 8ページの r ス 
ピーカーシステムの接続」をご覧ください。 

• フ□ントスピーカー左/ちは必ず接続してください。 

• サブウーファーを2台お持ちの場合は、 
SUBWOOFER 2 端テに2台目のサブウーファーを 
接続することびでさます。サブウーファーを2台接続 
することで低音び増し、より迫力のある再生を実現 
します。このとさ、2つのサブウーファーからは同じ 
音び出力されます。 

〇菌 

• 「パターン1」1;(がのスピーカー配置を行う場合、必 
ず スピーカーシステムを それぞれの設定に変更する 
必要びあります。詳しくは78ページの「スピーカー 
の使用用途を選択する（スピーカーシステム)」をご 
覧ください。 

• スピーカー配置/使用パターンによっては音の出る 
スピーカーを切り換えることびでさます（接続し 
ているすべてのスピーカーから音び出るとは限り 
ません)。再生するスピーカーの切り換えは本体の 
SPEAKERS ボタンで行います。詳しくは5目ページ 
の「再生するスピーカー端子を切り換える」をご覧く 
ださい。 


RF アダプターを接続する 

SC-LX8 己のみ 


スピーカーの配置/使用/ \夕ーンを選 
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•パターン 

9.2ch サラウンド（フ □ ント八イト / フ□ントワイ 
ド）接続 

※工場出荷時の設定 



■特長 

最大] ] 本のスピーカーと2台のサブウーファーを接続 
でさるサラウンドを重視した接続方法で、映画館のよラ 
なスピーカー配置を実現します。この場合、同時に再生 
でさるスピーカーの数は 9.2 ch 分までとなります（フ 
□ント八イトとフ□ントワイドは同時に再生でさませ 
ん)。 

また、 SACD や DVD オーディオなどの高音質マルチ 
チャンネ>1レ音楽ソースと映画の両方にこだわつた使い 
方を可能です。 

再生するスピーカーを本体の SPEAKERS ボタンで切 
り換えることびでさます。詳しくは56ページの「再生 
するスピーカー端テを切り換える」をご覧ください。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （17 ページ)。 
または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ぺージ)。 

■スピーカーシステムの設定 
[9.1ch FH/FW] (78 ぺージ） 


• パターン 2 参 

7.2ch サラウンド & スピーカー B 接続 



■特長 

スピーカー A システムで最大 7.2 ch 再生をしなびら、同 
じ機器の音をスピーカー日でステレオ再生することび 
可能です。スピーカー A のみの場合は、最大 9.2 ch 再生 
び可能です。 A のみ / B のみ/ AB 両方の選択びでさます。 
(已目ページ） 

(使い方の例） 

例]:別の場所（キッチンなど）でを同じ機器の音声を 
聞<。 

例2: ] つの部屋で、映画用（マルチチャンネル再生： 
スピーカー A ) と音楽用（ステレオ再生： スピーカー 
巨）の2つのシステムをつ<る。 

※スピーカー日では MCACC 設定は適用されません。ま 
た、スピーカー日ではサブウーファーを使用でさませ 
ん。 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （17 ページ)。 
または目 i - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 
口 .1 か + Speaker B] (78 ぺージ） 
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•ノ ターン 3 参 

7.2ch サラウンド（フ□ントバイアンプ）接続 



* バイアンプ対応 スピーカー 

■特長 

フ□ントスピーカーを高音質（バイアンプ）で再生し、 
最大 7.2 ch までのサラウンド再生び可能です。 

■接続 

フ□ントスピーカーのみバイアンプ接続 （17 ページ)。 
(通常のシングル接続を可能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ（通常）接続 （1 7ペー 
ジ）または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 

[7. 1 ch Front Bi-Amp] (78 ぺージ） 


•パターン4参 

7.2ch (サラウンドバック）サラウンド&ゾーン2接 
続 



■特長 

ゾーン2でメインゾーンとは別の機器のステレオ再生 
び可能です。（入力機器の選択に一部制限びあります。） 
に9ページ） 

このスピーカー配置/使用パターンの場合、メインゾー 
ンはサラウンドバックチャンネルを使った 7.2 ch 再生 
となります。フ□ント八イト/フ□ントワイドを使った 
7.2 ch 再生でゾーン2接続をしたいとさは「パターン 
引をご覽ください。 

• ゾーン2では MCACC 設定は適用されません。また、 
ゾーン2ではサブウーファーを使用でさません。 

• この接続パターン似外でも、他のアンプを接続して 
ゾーン2機能を使うことびでさます。 （29 ページ） 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （17 ページ)。 
または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ぺージ)。 

■スピーカーシステムの設定 
[7. 1か + ZONE 2] (78 ぺージ） 


参パターン己 • 

7.2ch (フ□ント八イト/フ□ントワイド）サラウン 
ド&ゾーン2接続 



■特長 

ゾーン2でメインゾーンとは別の機器のステレオ再生 
び可能です。（入力機器の選択に一部制限びあります。） 
に9ぺージ） 

このスピーカー配置/使用パターンの場合、メインゾー 
ンはフ□ント八イト/フロントワイドを使った 7.2 ch 
再生となります。サラウンドバックを使った 7.2 ch 再 
生でゾーン2接続をしたいとさは「パターン4」をご覧 
<ださい。 

再生するスピーカーを本体の SPEAKERS ボタンで切 
り換えることびでさます。詳しくは已目ページの「再生 
するスピーカー端テを切り換える」をご覧ください。 

• ゾーン2では MCACC 設定は適用されません。また、 
ゾーン2ではサブウーファーを使用でさません。 

• この接続パターン1；(外でを、他のアンプを接続して 
ゾーン2機能を使うことびでさます。 （29 ページ） 
■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （17 ページ)。 
または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （17 ぺージ)。 

■スピーカーシステムの設定 

口.1 ch FH/FW + ZONE 2] (78 ぺージ） 


参パターン6参 

日. 2ch サラウンド（フ□ントバイアンプ）&ゾーン2 
接続 


* バイアンプ対応スピーカー 



フ□ン トスピーカーを高音質 (バイアンプ）で再生し、 
最大 5.2 ch までのサラウンド再生を実現しなびら、ゾー 
ン2でメインゾーンとは別の機器のステレオ再生び可 
能です。（入力機器の選択に一部制限びあります。） (29 
ページ） 

■接続 

フ□ントスピーカーのみバイアンプ接続 （17 ページ)。 
(通常のシングル接続を可能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ（通常）接続 （1 7ペー 
ジ）または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （17 ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 

[已 . 1 ch 团 -Amp + ZONE 2] (78 ぺージ） 

























•パターン 7 参 

日. 2 ch サラウンド&ゾーン2/ゾーン3接続 



■特長 

ゾーン2とゾーン3でメインゾーンとは別の機器のステ 
レオ再生び可能です。（入力機器の選択に一部制限びあ 
ります。） （29 ページ） 

• ゾーン2およびゾーン3では MCACC 設定は適用さ 
れません。また、ゾーン2およびゾーン3ではサブ 
ウーファーを使用でさません。 

• この接続パターン切外でを、他のアンプを接続して 
ゾーン2およびゾーン3機能を使うことびでさます。 
に9ページ） 

■接続 

すべてシングルワイヤ（通常）接続 （17 ページ)。 
または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ぺージ)。 

■スピーカーシステムの設定 

[己.1か + ZONE 2+3] (78 ぺージ） 


•パターン8参 

日. 2 ch サラウンド&スピーカ ー B (バイアンプ）接続 

SC - LX 85 のみ 


スピーカー B バイアンプ 



■特長 

スピーカー A システムで最大 5.2 ch 再生をしなびら、同 
じ機器の音をスピーカー日でステレオ再生することび 
可能です。スピーカー日はバイアンプ接続での高音質再 
生び可能です。 

再生するスピーカーを本体の SPEAKERS ボタンで切 
り換えることびでさます。詳しくは56ページの「再生 
するスピーカー端テを切り換える」をご覧ください。 

■接続 

スピーカー目のみバイアンプ接続 （17 ページ)。 
(通常のシングル接続を可能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ（通常）接続 （ 17ペー 
ジ）または Bi - wire (バイワイヤ）接続 （17 ページ)。 

■スピーカーシステムの設定 

[已 . 1か + SP-B Bi - Amp ] (78 ページ) 


参パターン9参 

日. 2 ch サラウンド（フ□ント&サラウンドバイアン 
プ）接続 

SC - LX 8 己のみ 



■特長 

フ□ントス ピーカー およびサラウンドス ピーカーを 高 
音質（バイアンプ）で再生し、最大 5.2 ch までのサラウ 
ンド再生び可能です。 

■接続 

フ □ントス ピーカー およびサラウンドス ピーカーはパ ' 
イアンプ接続 （17 ページ)。 

(通常のシングル接続を可能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ（通常）接続 （ 17ペー 
ジ）または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ページ)。 
■スピーカーシステムの設定 
[已 . 1 ch F+Surr Bi - Amp ] (78 ぺージ） 

•パターン10 • 

日. 2 ch サラウンド（フ□ント&センターバイアンプ） 
接続 

SC - LX 8 己のみ 



■特長 

フ□ン トス ピーカー および センタースピーカーを高音 
質（バイアンプ）で再生し、最大 5.2 ch までのサラウン 
ド再生び可能です。 

■接続 

フ□ントスピーカーおよびセンタースピーカーはバイ 
アンプ接続 （17 ページ)。 

(通常のシングル接続を可能です。） 

他のスピーカーはシングルワイヤ（通常）接続 （1 7ペー 
ジ）または Bi - wi 「 e (バイワイヤ）接続 （17 ページ)。 
■スピーカーシステムの設定 
[已 . 1 ch F+C 团 - Amp ] (78 ぺージ） 


スピーカー接続についてのお知 S せ 

• お手持ちのスピーカーび9本（およびサブウーファー 
2本）なくてを、お好さな接続方法び選べます。（フ 
□ント2本だけでを楽しめます。 ）（] 8ページの「ス 
ピーカーシステムの接続」） 

• サブウーファーを接続しない場合、フ□ントスピー 
カーは低域再生能力のあるタイプを使用してくださ 
し、サブウーファー用の低域成分びフ□ントスピー 
カーから出力されるため、低域再生能力のないタイ 
プではスピーカーを破損する恐れびあります。 

• 接続び終わったら、必ずフルオート MCACC (スピー 
力一の自動設定） を行ってください。 （34 ページ） 


スピーカー SB 置について 

最適なサラウンド再生を行ラには、それぞれのスピー 
カーを図のように配置します。 



• サラウンドスピーカーはセンタースピーカーから 
] 2日°の角度の位置に配置します。ただし、サラウン 
ドバックスピーカーを使用してフ□ント八イト/フ 
□ントワイドスピーカーを使用しない場合は、サラ 
ウンドスピーカーは視聴位置の真横に配置してくだ 
さい。 

• サラウンドバックスピーカーを]本のみ使用する場 
合は、視聴位置の真後ろに配置してください。 



















































• フ□ント八イト左ちスピーカーは、フ□ント左ちス 
ピーカーの真上] m 似上の位置に配置してくださ 
い。 


高音質のためのスピーカー七ッテイン 
グ 

より本格的なサラウンドを目指すためには、正確にス 
ピーカーを配置し、音量や音質の素性を均一にしてマル 
チ ch の音のピントを合わせることび重要です。 

A を意 

• センタースピーカーをテレビの上に設置するとさ 
は、適切な方法で固定してください。固定しないと地 
震などの外部の振動により、スピーカーび落下して 
ケガをしたり、スピーカーを破損する原因となりま 
す。 

設置場所と設置方法 

建物に直接振動び伝わり音質び変わらないよラに、周り 
の壁から最低]日 cmi ^ U 上離してください。柔らかい床 
や棚板を音質に影響びあるので、専用スタンドやコンク 
IJ ートブ□ックなどの使用をお勧めします。 

リスニングポジシヨンか5の角度 

センタースピーカー （ C ) を使用する場合はフ□ントス 
ピーカーを広め (60° 程度）に、センタースピーカーを 
使用しない場合は狭め （45° 程度）に配置することを 
お勧めします。ペアになる左ちのスピーカーは、左ち対 
称の角度に設置すると音の定位び良くなります。（図 1- 
ITU - R 推奨 5. ] ch スピーカー配置を参照） 



スピーカーの 高さ調整 

フ□ントスピーカー：中高域を再生するユニットび、ほ 
ぼ耳の高さになるよラに調整します。 

センタースピーカー：フ□ントスピーカーの高さにそろ 
えられない場合は、仰角を調整して IJ スニングポジショ 
ンに向けてください。 

サラウンドスピーカー：耳の高さより下にならないよラ 
に設置します。 

リスニングポジションか5の距離（奥行を） 

センター スピーカー （ C ) はフ□ントス ピーカー 左ち 
( L / R ) と同一面、またはやや奥まった位置の方び、さ 
れいな音場になります。 

スピーカーの 向き（振り角） 

図2のように、 U スニングポジションの後方3日 cm 〜 
80 cm (サラウンドスピーカーと U スニングポジショ 
ンの間）にすベてのスピーカーを向けると良好な定位感 
び得られます。 



サブウーファーの 設置、調整 

サブウーファーはセンタースピーカーとフ□ントス 
ピーカーの間に配置すると、音楽ソースでを自然に再生 
でさます（サブウーファーび1台の場合は、左ちどちら 
の間に設置してを問題ありません)。 

ただし、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび 
起こらないような場所に配置してください。また、壁の 
近くに設置すると建物との共振により低音び極端に増 
強される場合びありますのでごを意ください。 

モニター TV とスピーカーとの 位置関係 
フ□ントスピーカーはなるべくモニターから等距離に 
なるよラにします。 

センタースピーカーは、なるべく画面に近い方びセ IJ フ 
や歌び自然に聞こえます。ただし、ブラウン管テレビの 
場合は、色ズレ防止のための防磁型スピーカーを使用し 
て < ださい。 


また、センタースピーカーを床に置いて設置する際は、1^ 

仰角を調整して IJ にングポジシヨンに向けてくださ ■メモ 

い。 • バナナプラグを接続することをでさます（詳しくは、 

プラグの説明書をお読みください)。 


スピーカーを接続する 

選んだスピーカー配置/使用パターンによってスピー 

カーの接続方法び異なります。（ただし、メインゾーン 

は最大 5.2 ch までとなります。） 

18ページの「スピーカーシステムの接続」をご覧にな 

り、選んだパターンの接続図を確認しなびらスピーカー 

の接続を行ってください。 

バイアンプ接続については ] 7ページの「バイアンプ 

接続」をご覧ください。 

を意 

• 本機は公称インピーダンスび6 〇〜16 0のスピー 
力一に対応していまず。 

• スピーカーコードを接続するとさは、お線をしっか 
りねじり、スピーカー端テからはみ出していないこ 
とを確認してください。お線び IJ アノ（ネルに接触し 
たり、④および©び接触すると保護回路び働いて電源 
びスタンバイ状態になることびあります。 

• スピーカーと本機の®および©端子どうしを正しく 
接続してください。 

• スピーカー端テには非常に高い電圧び出力されま 
す。感電の危険を避けるため、スピーカーを接続する 
前に必ず電源コードを抜いてください。 


スピーカーの接続について（シングルワイヤ 
接続） 

スピーカーの接続には市販のスピーカー コー ドを使用 
します。 ■ tU 下のように本機の SPEAKERS (スピーカー 
端テ）に接続します。 

1線をねじる。 

2スピーカー端 テを緩め、 スピーカーコー ドを 
差し込む。 

3 スピーカー 端子を締めつける。 




Bi - Wire (バイワイヤ）接続の場合 

9.1 chFH / FW 、 ノーマル ( SB / FW ) または 
7.1か+ Speaker B でシステムを組む場合は、 

巨 i - Amp ではなく Bi - wi 「 e 接続び可能です。スピーカー 
端テ A に、バイワイヤ IJ ング対応スピーカーの Hi 旨りと 
Low の2本を並列に接続してください。 



A ま意 

• この方法で異なる2つのスピーカーを接続しないで 
ください。 


バイアンプ接続 

スピーカーびバイアンプ対応であれば、高品位な 
目 i - Amp 再生び可能です。 























































ま意 

• スピーカーの Bi - Amp 接続をするとさは、アンプへ 
の悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されている 
Hi 旨 h - Low のショート金具は必ず外してください。詳 
しくはスピーカーの取扱説明書をご覧ください。 

• ネットワークび着脱でさるスピーカーの場合、ネッ 
トワークび外れた状態では効果び得られませんので 
ごを意ください。 


サブウーファーの接続について 

サブウーファーの接続にスピーカーコードを使用する 
ことはでさません。アンプ内蔵サブウーファーとアナ □ 
グピンケーブルによる接続を行ってください。 



• サブウーファーを2台お持ちの場合は、 
SUBWOOFER 2端テに2台目のサブウーファーを 
接続することびでさます。サブウーファーを2台接続 
することで低音び増し、より迫力のある再生を実現 
します。このとさ、2 つの サブウーファーからは同じ 
音び出力されます。 

• THX サブウーファーをご使用の場合、 THX 入力端テ 
または THX フィルタポジションをご使用ください。 


スピーカーシステムの接続 

已 .2 ch のスピーカーセットを接続するとさは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R および PRE OUT の 
SUBWOOFER ]/2 に接続してくだ'さし 、 SURROUND L / R を接続せずに SURROUND 巨 ACK に接続すると正 
しく動作しません。 

9-2 ch サラウンド（フ□ント八イト/フ□ントワイド）接続 

• [スピーカーシステム]の設定は [9.1chFH/FW] (工場出荷時の設定）を選択します。 （78 ぺージの「スピー 
力一の使用用途を選択する (スピーカーシステム)」参照） 

• サラウンドバックスピーカーを]本のみ接続するとさは SURROUND BACK L (Sin 呂 le) 端テに接続します。 



フ□ントスピーカーアンプ内蔵パワード センター アンプ内蔵パワード 

も（の サブウーファー USW ) スピーカー ( C ) サブウーファー 2( SW ) 




フ□ントス ピーカー 
左 （ L ) 


© 0 
I が 




サラウンド スピーカー 
ち （ SR ) 


「姑 



「も 

10 01 

サラウンドバック 

サラウンドバック 

© 0 

スピーカーち （ SBR ) 

スピーカー 左 ( SBL ) 

© © 


サラウンド スピーカー 
左 （ SL ) 









































































































































7.2 ch サラウンド & スピーカー己接続 

• [スピーカーシステム] の設定は口.1 か + Speaker B ] を選択します。 （ 78 ぺージの「スピーカーの使用用途を 
選択する（スピーカーシステム)」参照） 

• サラウンドバックスピーカーを]本のみ接続するとさは SURROUND BACK L ( Sin 呂 le ) 端テに接続します。 



フ□ントスピーカーアンプ内蔵パワード 
もの） サブウーファー i ( sw ) 


© 0 

ぉ J 


センター アンプ内蔵パワード 

スピーカー ( C ) サブウーファー 2( SW ) 
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广 e ® ■'I 



スピーカー B 左 （ L ) 
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r e り 


フ□ントスピーカ- 
左 （ L ) 
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# # 


© © 


サラウンドスピーカ- 
ち （ SR ) 
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7-2 ch サラウンド（フ□ントバイアンプ）接続 

• [スピーカーシステム] の設定は口 . Ich Front Bi - Amp ] を選択します。 （ 78 ぺージの「スピーカーの使用用途 
を選択する（スピーカーシステム)」参照） 

• サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続するとさは SURROUND BACK L ( Sin 旨 le ) 端テに接続します。 


フ□ントスピーカー 
ちの） 



アンプ内蔵パワード センター 

サブウーファー l ( SW ) スピーカー ( C ) 



(OUTPUT 12V - I 


凸 FRONT 




FRONT W の E / 回 

mw 


h 


m 

NDBACK 凸 

簿變 
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戀戀 

慶 
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靈 ) 0 


サラウンドスピーカ- 
ち （ SR ) 


尚 

サラウンドバック 

サラウンドバック 

尚 
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スピーカーも （ SBR ) 

スピーカー左 ( SBL ) 
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サラウンドスピーカ- 
左 （ SL ) 
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7.2 ch (サラウンドバック）サラウンド&ゾーン2接続 

• [スピーカーシステム]の設定は [7.1 ch +ZONE 2] を選択します。 （78 ページの「スピーカーの使用用途を選 
択する（スピーカーシステム)」参照） 

• サラウンドバックスピーカーを]本のみ接続するとさは SURROUND BACK L ( Sin 呂 le ) 端テに接続します。 

ゾーン2もの） ゾーン2左 （ L ) 

フ□ントスピーカーアンプ内蔵パワード センター アンプ内蔵パワード フ□ントスピーカー 

ちの） サブウーファー 1( SW ) スピーカーに） ヴブウーファー 2( SW ) 左 （ L ) 


© © 


f i 

pj 

\ 
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廣香」 



サラウンド スピー カ’ 
ち （ SR ) 


©あ 


匿 


© 


!養質 i 
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§# 


S0 


S0 
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7.2 ch (フ□ント八イト/フ□ントワイド）サラウンド&ゾーン2接続 

• [スピーカーシステム]の設定は 17.1 chFH/FW +ZONE 2] を選択します。 （ 78ぺージの「スピーカーの使用 
用途を選択する（スピーカーシステム)」参照） 


























































































































































































































已ぶかサラウンド（フ□ントバイアンプ）&ゾーン2接続 

• [スピーカーシステム]の設定は[已 .Ich Bi-Amp + ZONE 2] を選択します。 （ 78ぺ- 

用途を選択する（スピーカーシステム)」参照） 


-ジの「スピーカーな 


フ□ントスピーカー 
ちの） 


フ□ントスピーカー 
左 （ L ) 


バイアンプ対応 
スピーカー 

© 0 
High 

し今が 



Low 

LffJ 


アンプ内蔵パワード センター 

サブウーファー USW ) スピーカー ( C ) 


アンプ内蔵パワード 
サブウーファー2 ( SW ) 




© 0 



LINE LEVEL 
INPUT 

LfJ 


(が 


LINE LEVEL 
INPUT 
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5.2 ch サラウンド&ゾーン2/ゾーン3接続 

• [スピーカーシステム]の設定は[已 .lch +ZONE 2+3] を選択します。 （78 ページの「スピーカーの使用用途 
を選択する（スピーカーシステム)」参照） 


ゾーン3もの） 


ゾーン3左 （ L ) 


フ□ントスピーカーアンプ内蔵パワード センター 

もの） サブウーファー1 ( SW ) スピーカー ( C ) 


アンプ内蔵パワード 
サブウーファー吕 ( SW ) 



フ□ントスピーカ- 
左 （ L ) 
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5.2 ch サラウンド & スピーカー己（バイアンプ）接続 

SC-LX8 己のみ 

• [スピーカーシステム] の設定は [己. Ich + SP-B Bi - Amp ] を選択します。 （ 78 ページの「スピーカーの使用用 
途を選択する（スピーカーシステム)」参照） 


フ□ントスピーカーアンプ内蔵パワード センター 

も （ R ) ヴブウーファー 1( SW ) スピーカーに） 


アンプ内蔵パワード 
サブウーファー 2( SW ) 


フ□ントス ピーカー 
左 （ L ) 



Q 0 

r © i ) 




サラウンド スピーカー 
ちぶの 


サラウンド スピーカー 
左 （ SL ) 
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已 . ach サラウンド（フ□ント&サラウンドバイアンプ）接続 

SC-LX85 のみ 

• [スピーカーシステム] の設定は [己. IchF+Surr Bi - Amp ] を選択します。 （ 78 ページの「スピーカーの使用用 
途を選択する（スピーカーシステム)」参照） 


フ□ン トス ピーカー フ□ン トス ピーカー 

ちの） 左 （ L ) 



































































































































































































已 . ach サラウンド（フ□ント&センターバイアンプ）接続 

SC - し) (8 己のみ 

• [スピーカーシステム] の設定は [已 . IchF+C Bi - Amp ] を選択します。 （ 78ページの「スピーカーの使用用途を 
選択する（スピーカーシステム)」参照） 


フ□ン トス ピーカー 
ちの） 


バイアンプ対応 
スピーカー 

センタースピーカー ( C ) 


フ□ントスピーカ- 
左 （ L ) 



サラウンド スピーカー 
ち （ SR ) 


サラウンド スピーカー 
左 （ SL ) 


他機器の接続を巧う前に 

本機の入カファンクシヨンには、工場出荷時は ■ tu 下の入力端テび割り当てられています （ U アノ（ネルの端テ表記)。 
通常はこの割り当てのとおりに接続することをお勧めしますび、これ切外の接続を行ラことを可能です。その際は、 
入力設定の変更び必要です。〇は割り当てを変更でさ、 X は割り当てび固定され ていて 変更でさません。 

• BD 入カフアンクシヨンは HDMI 端テの巨 D に割り当てび固定されているため、他の入カフアンクシヨンに割り当 
てを変更でさません。 
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HDMI 4 

< b > 

X 


X 


X 


HDMI 已 
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ADAPTER PORT 

X 
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MULTI CH IN 

<c> 
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X 



a HDMI によるコント□-ル機能（已 4 ぺージ）を ON にすると、 TV / SAT に割り当てられている HDMI 入力端テは、割り当てび強 
制的に外れます。 

b 工場出荷のときは、 TV / SAT 、 DVR / BDR 、 VIDEO の入カファンクシヨンにそれぞれの HDM 喘テび割り当てられているので、 
入カファンクシヨンとして表示されません。 

C SC - LX 8 已のみ 

























































































































音声の接続にごいて 

本機に音声信号を入力するには、光デジタル/同軸デジタルまたはアナ□グ音声コードによる接続を行います。 
HDMI 対応機器であれば、 HDMI ケーブルで接続して HD オーディオを入力することを可能です。音声入力信号の 
切り換えを AUTO に設定している場合、下の優先順位で自動的に入力信号び選択されます。 


優先順位 端子とヶーブルの種類 伝送可能な音声信; 


局し' \ 

弄 

IHDMIJ 

HD 音声 

… J 端- 

© 巧コ S 

従来のデジタル音声 

ほい 


アナロク1 © ^——オーディオケ-ブル 

0 啸/白） 

従来のアナ□グ音声 


光フアイ/ V — ケーブルの取り扱いについて 

• 急な角度に折り曲げないでください。保管するとさは、直径び] 5 cm 似上になるようにしてください。 

• 接続の際は、端テの向さを合わせてしっかり奥まで差し込んでください。誤った向さでむりやり挿入すると、端 
テび変形し、ケーブルを抜いてをシャッターび閉まらなくなることびあります。 


映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター） 

本機は、入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので、似下の 
よラに映像ケーブルの組み合わせを選ぶことびでさます。 


映像をテレビに表示する 

ソース機器からの映像信号について、本機から出力可能な出力端子は切下のとおりです。 



高画質 

春 


ソース 機器との 
接続端子 


テレビ モニターとの 
接続端子 



HDMI OUT 


mmm 


COMPONENT VIDEO 
MONITOR OUT 


m 


VIDEO 

MONITOR OUT 


- ► 映像出力可能 

D 1(480 i ) 信号のみ映像出力可能 


ケーブルの種類 

(本書での表記） 




HDMI ケーブル 



コンポーネント 
ビデオケーブル 
(緑/青/ホ） 


コンポジット 
ビデオケーブル 
横） 


• 入力された信号によっては、ビデオコンバーターび働かずに映像び出力されないことびあります。その場合はビ 
デオコンノ（一夕一の設定を OFF にして、入力機器とテレビの両方を同じタイプのケーブルで接続してください。 
( 已2ページの「ビデオ調整機能を使用する」） 

• コンポーネント端テから入力された]日8日 P 信号は、 HDM め、らは出力されません。 


映像を録画する 

ソース機器からの映像信号を録画するには、それぞれの機器と必ずコンポジットビデオケーブルで接続します。他 
のケーブル同±、または他のケーブルと混在した接続では、正しく録画でさません。 （27 ページ） 
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録画機器 


本機 





































































































COWOttNrVDEOr 

婦 Y Pb Pr I 

參參‘ 
鶴變善 @ 

艦@參* 
ter 娜 •¥ 湖! :^ 

^2(® 参嚇 


1"日なも心^^ 

晒画咖 (! 


(DVR/BDR) 

画画 


=1 、 Aeo coaxial m 肪 s 
ILtZighal 

を 


| np | (lOOM) 


® l®l 

w 皆 t| " I oiS^ IN I tJ COIN Ifrowt »L^Jij*5H(l!n(BJCaJ^ 

— ^ 1 -^ 00 ) 議圆垂! 


mw 


I OPTICAL 選を 
mo ms I IND IN 日 IN 曰 

(DVD) (CD) (IV/SATl (DVR/BDR) (VIDEO) 

善善■關關 



m 禱削 
戀戀動 


禱师 
戀师 




〇 


F VSE FRONT CEMrt...... 

漏續®® ©I 
wwi 參#感^®®。 


戀禱 

戀戀 


SURROUND BACK Q 

響禱 6^' 

戀戀 ® 


HDMI で接続する 

テレビと再生機器の両方に HDMI 端テびある場合は、 HDMI による接続をお勧めします。 

HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テレビやブルーレイディスクプレーヤー、またはパイオニアの 
HDMI によるコント□-ル機能との互換性びある他社製品などを、 HDMI ケーブルで本機の HDMI OUT 1 と接続 
することで、これらの機器との連動動作び可能になります。詳しくは、54ページの 「 HDMI によるコント□-ル 
機能で HDMI 機器を連動動作させる」をご覧ください。 


HDMI 対応再生機器 


HDMI 出力 


HDM 网応 

ブルーレイディスクプレーヤーなど 



HDMI 出力 



(ARC) 4 




ち 

アナ□グ J しデジタル_ 

音寅出力 音声出力 

いずれかひとつのちまで接続 J 


f この接続は、テレビの音声 
を本機で聞<場合に必要 
です。ただし、 HDM 阿応 
テレビびオーディオ U ター 
ンチヤンネル (ARC) に対 
応しているとさはこの接 
続は不要です。 


テレビと再生機器の接続 

テレビと再生機器（ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プレーヤーなど）を本機に接続します。 
• Dolby TmeHD や DTS - HD のソフトを再生するには、再生機器と HDMI による接続び必要です。 


@ S0 

01® 


HDM 网応テレビ 


• HDMI IN に入力された映像信号をコンポーネント 
やコンポジットに変換でさませんので、必ず HDMI 
OUT から HDMI 対応のテレビに接続してください。 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビおよび 
HDMI によるコント□ール機能と互換性のある他社 
テレビを接続する場合は、 HDMI OUT 1端テに接 
続してください。 HDMI によるコント□-ル機能は 
HDMI OUT 1端テのみ使用でさます。 

• HDMI OUT 2端テにテレビを接続した場合 
は、 HDMI 出力の設定を HDMI OUT 2または 
HDMI OUT ALL に切り換えてください。 （57 ぺ一 
ジ） 

• HDCP (デジタル内容保護）技術に対応していない 
機器には接続でさません。接続した場合は HDCP 
ERROR と表示されます。 HDCP に対応した機器を接 
続したとさにをこの表示び出ることびありますび、 
映像びとざれなく出力されれば不具合ではありませ 
ん。 

• HDCP 対応機器でを DVI で接続した場合は、正常に 
動作しない場合びあります。 

• イコライヴーを内蔵している HDMI ケーブルで接続 
したとさは、正しく動作しないことびあります。 

• 本機の HDMI OUT 1とテレビを HDMI で接続してい 
て、テレビび HDMI のオーディオ IJ ターンチャンネル 
( ARC ) に対応している場合、テレビの音声は HDMI 
経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジ 
タルまたはアナ□グコードによる音声の接続は必要 
ありません。この場合、 HDMI 設定の TV 音声の設定 
を HDMI 経由に設定してください （54 ページ)。 

AV アンプを経由ずると HDMI 機器が正しく動作 
しないとまは 

再生機器（ブルーレイディスクプレーヤーや DVD プ 
レーヤー、ビデオデッキ、セットトップボックスなど） 
の仕様によっては、 AV アンプを経由してテレビに映像 
や音声を出力でさない場合びあります。再生機器とテレ 
ビを直接接続すれば問題びなく、 AV アンプを経由する 
と不具合び生じる場合は、再生機器の仕様をメーカーに 
お問い合わせください。 

このような再生機器をそのままお使いになるとさは、似 
下の2つの接続方法び選択でさます。いずれの方まを、 
HDMI でしか伝送でさない音声のフォーマットは再生 
でさません。 

接続例1 

■ 2目ページの「再生機器に HDMI 出力びない場合の接 
続」をご覧ください。 

• メリット:再生時の操作方法び簡単です。本機のビデ 
オコンバーターによって、アナ□グ映像をアップコ 
ンバートして HDM め、ら出力できます。 


• デメリット：映像をアナ□グで本機に入力するため、 
HDMI での入力と違い、デジタル伝送による最高画質 
で楽しむことはでさません。 

• 使用ち法；他機器の再生と同様に操作します。 

接続例2 

■再生機器とテレビを HDMI ケーブルで直接接続して 

ください。（映像のみ直接 HDMI 伝送します。） 

本機と再生機器を音声ケーブルで接続してください。 

• メリット：映像は HDMI でのデジタル伝送のため、最 
高画質を楽しめます。 

• デメリット：下記のよラに操作ち法びやや複雑で、 
機器によっては 2 ch 音声しか出力されないことびあ 
ります。 （ HDMI 接続されたテレビの音声チャンネル 
数を検知して、再生機器側で出力を自動設定するた 
め。） 

• 使用方法:この再生機器を使用する場合は、本機とテ 
レビの入力を両方切り換えてください。テレビの音 
量を最小にして、本機に接続されたスピーカーとテ 
レビから同時に音び出ないよラにします。 

HDM 昭続について 

本機では HDMI 接続において切下のことに対応してい 

よ9 〇 

• HDCP で保護されたコンテンツの伝送 

• 3 D 信号の伝送（対応機器接続時） 

• Deep Color 信号の伝送（対応機器接続時） 

• x . v . Color 信号の伝送（対応機器接続時） 

• オーディオ IJ ターンチャンネル ( ARC ) (対応テレビ 
接続用） 

• さまざまなデジタル音声信号の再生 

• HDMI によるコント□ール機能を利用した連動動作 
(対応機器接続時） 

HDMI、HDMI □コ、および High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing , LLC 
の米国とその他の国における商標または登録商標で 
す。 


" x . v . coior " および x . v.Color は、ソニー株式会 
社の商標です。 
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再を機器に HDMI 出力びない場合の接続 

テレビに HDMI 入力端テびあり、再生機器に HDMI 出力端子びない場合は、テレビのみ HDMI で接続します。本機 
のビデオコンバーター機能により、アナ□グで入力された映像信号を HDMI でテレビに出力でさます。 

• テレビの音声を本機で聞く場合は、25ページをご覧になり、音声ケーブルの接続を行ってください。 

• 本機の HDMI OUT 1とテレビを HDMI で接続していて、テレビび HDMI の才ーデイオリターンチヤンネル 
( ARC ) に対応している場合、テレビの音声は HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同軸デジタルま 
たはアナ□グコードによる音声の接続は必要ありません。この場合、 HDMI 設定の TV 音声の設定を HDMI 経由 
に設定してください （54 ページ)。 

• 光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （35 ページ） 



DVD プレーヤーなど 
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テレビに HDMI 入力がない場合の接続 

テレビに HDMI 入力端テびない場合は、それぞれの機器の映像信号はアナ□グで接続します。 

• テレビの音声を本機で聞く場合は、25ページをご覧になり、音声ケーブルの接続を行ってください。 

• HDMI IN に入力された映像信号はダウンコンバートすることびでさませんので、プレーヤーと本機を接続して 
いる映像ケーブルと同じ種類のケーブルでテレビと本機を接続する必要びあります。 


DVD プレーヤーなど 


◎ 〇。 L 


」〇 0 0 0 0 U 



• ここでの HDMI ケーブルによる再生機器の接続は、再生機器の HD 音声を本機で聞く場合に使用するをのです。 
映像をテレビで見るには、別途アナ□グで映像の接続を行ってください。再生機器によっては、 HDMI と他の接 
続方まで映像を同時に出力することびでさなかったり、出力の設定び必要な場合びあります。詳しくは再生機器 
の取扱説明書をご覽ください。 

• 光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （35 ページ） 























































































































































































































各機器との接続 


HDD/D VD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーの接続 

HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーなどの録画機器を接続します。 

• 録画することを前提とする場合は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジット接続で統一する必要びあり 
ます。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要びあります。録画ちまについては、57ページをご覧くだ 
さい。 

• お手持ちの HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーに HDMI 出力端子びあるとさは、本機の 
HDMI DVR/BDR IN 端テに接続することをお勧めします。その際は、本機とテレビの接続も HDMI で行ってく 
ださい。に5ページ） 

• 同軸デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （35 ページ） 


HDD/DVD レコーダー、 
ブルーレイディスクレコーダーなど 



蹄 C 


衛星チューナー 
ケーブルテレビチューナー 
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衛星/ケーブルテレビチユーナーの接続 

衛星放送やケーブルテレビチューナーなどの映像機器を接続します。 

• チューナーに HDMI 出力びない場合はアナ□グ接続を行ってください。 

• マルチサラウンド放送を再生するにはデジタル音声接続び必要です。 

• 同軸デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （35 ページ） 

• お手持ちの衛星/ケーブルテレビチューナーに HDMI 出力端子びあるとさは、本機の HDMI IN 1 または IN 2 端子 
に接続することをお勧めします。その際は、本機とテレビの接続を HDMI で行ってください。 
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その他の音声機器の接続 

音声再生機器の接続には、アナ□グおよびデジタル接続びでさます。ドルビーデジタルや DTS ソフトを再生する 
には、デジタル接続び必要です。 


を意 

• PHONO 端テにレコードプレーヤー外の機器またはイコライヴー内蔵レコードプレーヤーを接続しないでく 
ださい。大音量を出力し、スピーカーなどを破損する恐れびあります。 


レコードプレーヤーにアース端モ 
び付いている場合は、必ず tIt 端モ 
に接続してください。 

tIt 端テはアナ□グプレーヤー 
などを接続した場合の雑音の 
低減を図るためのをのです。 


MD レコーダー、 
カセットデッキなど 
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• 同軸または光デジタルケーブルを使用して再生機器と接続した場合、入力端テの設定び必要です。 （35 ページ） 
• アナ□グ接続された音声のみ録音でさます。録音方法については、57ページの「接続した機器間で録音/録画 
をする」をご覧ください。 

• カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場合びあります。これはアンプ 
のトランスによる U —ケージフラックス（漏れ磁束）の影響によるをのです。このよラなとさには、設置する場 
所を変えるか、アンプから離して設置してください。 
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7 ルチチヤンネルアナ□グ機器の接続 

SC-LX8 已のみ 

ソース機器の 5.1 か、目.1かまたは 7.1 かアナ□グ出力端子と本機の MULTI CH IN 端テを接続して、マルチチヤ 
ンネルアナ□グ信号を再生できます。 HDMI を使用しないで DVD オーディオや SACD を再生する場合や、本機の 
対応フオーマツトし^(外のマルチチヤンネル信号を再生したいとさに効果的です。 


DVD プレーヤーなど 



• ソース機器によっては、 5. 1 ch /6.1 ch /7.1 ch アナ□ク出力の各種設定びあるをのをあります。出力の日 N / 日 FF 
設定は日 N にしてください。また、出カチャンネルの設定びある場合は、本機に接続しているスピーカーの数に 
合わせてください。詳しくは、ソース機器の取扱説明書をご覧ください。 

• サラウンドバックび]本のとさは SURROUND BACK L 端テにつないでください。 

• 已 . Ich のスピーカーセットを接続するとさは 、 FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R および PRE OUT 
の SU 己 WOOFE 刊こ接続して < ださし 、 SURROUND L / R を接続せずに SURROUND 巨 ACK に接続すると正 
しく動作しないことびあります。 

• MULTI CH IN 端テに入力された信号は本機でダウンミックス処理を行うことびできません。 
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プリアウトを®つたパワーアンプの接続 

本機の PRE 日 UT 端テにパワーアンプを接続して、それぞれのチャンネルの音声を追加出力でさます。 

78ページの「スピーカーの使用用途を選択する（スピーカーシステム)」と連動して、 PRE OUT 端テの SURR 
BACK から出力される音声は変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はご注意ください。 


フ□ント センター サラウンド サラウンドパック フ□ントワイド フ□ント八イト 

チヤンネル用アンプチヤンネル用アンプチヤンネル用アンプチヤンネル用アンプチヤンネル用アンプチヤンネル用アンプ 



因メモ 

• この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ iJ ューム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない 
場合びあります。 

• サブウーファーを2台お持ちの場合は、 SUBWOOFER 2 端テに2台目のサブウーファーを接続することびでさ 
ます。サブウーファーを2台接続することで低音び増し、より迫力のある再生を実現します。このとさ、2つの 
サブウーファーからは同じ音び出力されます。 

• PRE 日 UT 端テから出力される音声のみを聴さたいとさは、再生するスピーカー端テの設定を OFF にします。 


7ルチゾーン接続 

本機を操作して、本機のある部屋（メインゾーン）とは別の部屋（サブゾーン）で本機につないだ機器の再生を楽 
しめます（マルチゾーン機能)。本機ではメインゾーンとは別に ZONE 2と ZONE 3の2つのシステムを構築する 
ことびでさます。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再生することはをちろん、別々のソースを再生 
することをでさます。 

• サブゾーン (ZONE 2) では、 DVD、TV/SAT、DVR/ 巨 DR、VIDE 日、 HOME MEDIA GALLERY、iPod/ 
US 目、 CD、ADAPTER P 日 RT のアナ□グ音声（ステレオ）入力およびビデオ（コンポジット）映像入力び再 
生可能です （SC-LX85 ではコンポーネントビデオにも対応しています)。 

• サブゾーン (ZONE 3) では、 DVD、TV/SAT、DVR/ 巨 DR、VIDE 日、 HOME MEDIA GALLERY. iPod/ 
USB、CD、ADAPTER P 日 RT のアナ□グ音声（ステレオ）入力およびビデオ（コンポジット）映像入力び再 
生可能です。 

• デジタルや HDMI で入力された信号は再生でさません （SC-LX75 ではコンポーネントビデオで入力された信号 
を再生でさません)。 

• IJ スニングモードや低音/高音調整などの各種音声機能は使えません。 


2つめの部屋のマルチゾーン接続 (ZONE 2) 

ZONE 2 SS 子を使用したマルチゾーン接続 

サブゾーン (ZONE 2) に別のアンプを用意して、図のようにをう一台のアンプとテレビモニターを本機に接続し 
ます。 

SC-LX85 では、 COMPONENT VIDEO ZONE 2 OUT 端テを使ってコンポーネントビデオ接続を行うことをで 
さます。 

サブゾーンに ONE 2) の機器 . 本機(メインゾーン） 


◎ メモ 

SC-LX85 のみ 

• COMPONENT VIDEO ZONE 2 OUT のみの接続では GUI 画面は表示されません。 GUI 画面を表示するとさは 

VIDEO ZONE 2 OUT も接続します。 

• ビデオコンバート機能は働きませんので、 COMPONENT VIDEO ZONE 2 OUT でサブゾーンのモニターと接 
続するとさは、入力機器とを COMP 日 NENT VIDE 日 IN 端テで接続する必要びあります。 
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• COMPONENT VIDEO ZONE 2 OUT のみの接続では GUI 画面は表示されません。 GUI 画面を表示するとさは 

VIDEO ZONE 2 OUT を接続します。 

• ビデオコンバート機能は働きませんので、 COMPONENT VIDEO ZONE 2 OUT でサブゾーンのモニターと接 
続するときは、入力機器とを COMP 日 NENT VIDE 日 IN 端テで接続する必要びあります。 

Ja 


スピーカー Sffi モを使用したマルチゾーン接続 

SC-LX85 では、 COMPONENT VIDEO ZONE 2 OUT 端テを使ってコンポーネントビデオ接続を行うことをで 
さます。 

図のようにスピーカーとテレビモニターを本機に接続します。この接続の場合、メインゾーンは 7.2ch サラウンド 
出力までとなります。スピーカー端テは、サラウンドバックスピーカー端テかフ□ントワイドスピーカー端テのい 
ずれかを ZONE 2用のスピーカー端テとして使用することびでさます。詳しくは ] 4ページの「スピーカーの配 


本機(メインゾーン） 


置/使用パターンを選ぶ」をご覧ください。 

フ□ントワイドスピーカー端テを使用する場合 . 
サブゾーン (ZONE 2) の機器 
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サラウンドバックスピーカー端子を使用する場合 . 

サブゾーンに ONE 2) の機器 
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3つめの部屋のマルチゾーン接続 (ZONE 3) 
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ZONE 3 端子を使用したマルチゾーン接続 

サブゾーン (ZONE 3) に別のアンプを用意して、図のようにをう一台のアンプを本機に接続します。 


サブゾーンに ONE 3) の機器 
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スピーカ ー S 品テを使用したマルチゾーン接続 

[スピーカーシステム]の設定は[已 .1ch + ZONE 2+3] に設定する必要びあります。詳しくは78ぺージの「スピー 
カーの使用用途を選択する（スピーカーシステム)」をご覧ください。 


サブゾーンに ONE 3) の機器 


本機(メインゾーン） 


L 映像人力 」I 

































































































































































































































































































































LAN 端子でネットワークに接続する 

LAN 端テを使ってネットワークに接続することで、イ 
ンターネットラジオを聴くことびでさます。インター 
ネットラジオを聴くには、インターネットサービスを 
提供しているプ□ノ（イダーとの契約 • 輯金び別途必要で 
す。 

また、この接続を行ラことで同ーネットワーク上にある 
パソコンなどに保をされている音楽ファイルを HOME 
MEDIA GALLER 丫入力で再生することびでさます。 

本機の LAN 端テとルーター （DHCP サーバー機能付さ 
など）の LAN 端テをストレート LAN ケーブル CCAT-5 
m 上）で接続します。 

ルーターの DHCP サーバー 機能をオンにします。ルー 
夕一に DHCP サ ー バ ー機能びない場合はネットワーク 
を手動で設定する必要びあります。詳しくは82ページ 
の「ネットワークの設定を行ラ」をご覧ください。 
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インターネットへ 




外部コンテンツのアクセスには高速インターネット 
への接続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契 
約び必要となります。第兰者び提供するコンテンツ 
のサービスは、予告なく、変更、中断、中止される可 
能性びあり、パイオニアは、そのような事態に対して 
いかなる責任を負いません。パイオニアは、外部コン 
テンツの提供サービスの継続や利用可能期間につい 
て、いかなる保証をしません。 


BLUETOOTH アダプターを接続する 

月 IJ 売0の巨 LUETOOTH アダプター （AS- 目 T] 日日また 
は AS- 日 T2 日日）を本機に接続することで 、 Bluetooth 
機能搭載機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーな 
ど）の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます。 

房/ L/e わ口か機能搭載機器の音楽の再生については、 

40ぺージの 「BLUET 日日 TH アダプターをペア U ング 
する(初期登録)」をご覧ください。 

- が驚で Bluetooth 機能搭載機器の音楽を再生する 
には、房心 e わ0か機能搭載機器びプ□ファイル： 
A2DP に対応している必要びあります。 

• すぺての Bluetooth 機能搭載機器との接続動作を保 
証するをのではありません。 



〇 


重要 


LAN 端子の仕様 

• LAN (10/100) 端テ： ] 系統、 

10BASE-T/100BASE-TX 

◎ メモ 

• 弊社ではお客様のネットワーク接続環境、接続機器 
に関連する通信エラーや不具合について、一切の責 
任を負いかねます。あらかじめご了承ください。プロ 
バイダーまたは各接続機器のメーカーにお問い合わ 
せください。 


巨 LUET 日日 TH アダプターを本機に接続した状態で、 
本機を移動させないでください。破損や接触不良の 
原因となります。 
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前面端子に機巧を接続する 

前面端テに HDMI 対応機器や iPod、US 目メモ IJ 一を接 
続して、本機で音声や映像を楽しめます。 

前面端テを使用するとさは、フ□ントパネルのドアの横 
に指を掛け、手前に引っ張ってドアを開けます。接続の 
前に本機の電源をオフにしてください。 


iPod を接続する 

iPod を接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽しめま 
す。接続には本機に付属の iPod ケーブルを使用します。 

• iPod の接続には、 iPod に付属のケーブルを使用でさ 
ますび、その場合は iPod の映像を本機を通して見る 
ことはでさません。 

• iPod の接続については、 iPod に付属の取扱説明書も 
ご覧ください。 

• iPod の再生については、37ページの 「iPod をつな 
いで再生する」をご覧ください。 



US 己メモ U —やキーボードを接続する 

お手持ちの US 目メモ U —を接続して、 US 日メモ IJ 一に 
記録されている音楽/画像ファイルを本機で再生でさま 
す。 

• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続して音楽/画 
像ファイルを再生することはでさません。本機び対 
応している US 日メモ IJ- は、外付け八ードディスク 
や携帯フラッシュメモ U —、マルチカード IJ ーダー、 
デジタルカメラ、デジタルオーディオ再生機または 
プレーヤー (FAT12. FAT] 目、 FAT32 のフォー 
マットに対応）などの US 目マスストレージクラスに 
属する機器です。 


• 本機ではすべての US 日メモ IJ 一の再生、および電源 
の供給を保証でさない場合びあります。また、本機と 
接続したことで、 US 目メモ IJ 一のファイルび万一損 
失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでさま 
せんので、あらかじめご了承ください。 

• US International レイアウトじ(外の USB キーボ ー 
ドを接続でさますび、一部の文字び正しく入力でさ 
ないことびあります。 

• USB メモ U- の再生については、38ページの 
「US 目メモ IJ 一を再生する」をご覧ください。 

また、 USB キーボード (US International レイアウト） 

を接続して、入力端テの設定で、入力名を変更する際の 

文字入力に使用でさます。 （8] ページ） 





US 巳メモ U- 


US 巳キーボード 
(US International 
レイアウト） 


HDMI 巧応機器を接続する 

HDM I出力端子びあるビデオカメラやテレビゲーム機 
などを前面端テに接続して、簡単にこれらの機器の映像 
や音声を楽しめます。接続には HDMI ケーブルを使用し 
よ9 〇 

• 接続する機器によっては、専用の接続コードび付属 
している場合びあります。詳しくは、接続する機器の 
取扱説明書をご覧ください。 
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キャビネットなどに設置 




ビデオカメラや 
テレビゲーム など 


無線 LAN コン/ V- 夕一を接続ずる 

無線 LAN コンバーターを接続してワイヤレスでネット 
ワークに接続できます。接続には月 IJ 売りの AS - WL 3 日日 
をお使いください。 

• 無線 LAN コンバーターの設定については、82ぺ一 
ジの r ネットワークの設定を行う」をご覧ください。 



IR レシーバー を®つて集中コント 
□—ルずる 

ステレオ機器などを、キャビネット内などのリモコン信 
号び届かない場所に設置している場合でを、市販の旧 
レシーバーを使用して、 IJ モコンでシステムの操作びで 
さます。本機や接続した機器り（イオニア製品だけでな 
く、他社製品を含む）を操作でさます。マルチルームの 
U モコン操作などにを使用でさます。 



• 旧接続は、旧端テを装備している機器を使用してく 
ださい。 

•旧レシーノ（一の IJ モコン受光部に壁光なから強い光 
び直接照射されている場合は、 IJ モコン操作びでさ 
ないことびあります。 

• 他社製品では旧といラ名称び使用されていない場合 
びあります。お使いの機器に付属の取扱説明書で確 
認してください。 

• フ□ントパネルの U モコン受光部と旧レシーバーの 
U モコン受光部び同時に受信した場合は、旧レシー 
バーび優先されます。 

• 接続に必要なケーブルの種類については、旧レシー 
バーに付属の取扱説明書を参照してください。 
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他のパイオニア製品をつないで集中 
コントロールする 

コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア 
機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□一 
ルすることびでさます。 IJ モコン受光部を持たない機器 
や、受光部び信号を受けられないところに設置した機器 
を IJ モコン操作び可能になります。 


店邏|1 

II 

I — CONTROL —^ I - 


コント□ール入力端テ付さの 
他のパイオニア製品の 
CONTROL IN 端テへ 


コント □— ル入力/出力端子 
付きの他のパイオニア製品 



12 Vトリガー巧応機器の接続 

] 2 V 卜 U ガー対応機器を本機に接続することで、シス 
テム動作を行います。本機の入カファンクシヨンを選ぶ 
だけで、] 2 V TR に GER 端テに接続された機器へ制御 
信号び送られます。連動設定については81ページの 
「12 V 卜 U ガー端テの連動設定」をご覧ください。 

入カファンクシヨンの選択に連動させずに 、 HDMI 
日 UT の切り換えに連動させることをでさます。詳しく 
は 己4ぺージの 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定 
する」をご覽ください。 


12 V 卜 U ガー 
対応機器 




mw 




@參 

m 
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□ 

R 源 


SPEAKERS 

m 


め怖わ 12V ™ 
TOTAL 150 mA MAX) 
12VTRIGGER [ 


因メモ 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付さコード（抵 
巧なし）をお使いください。 

• ] 2 V TR に GER 端テからは最大で DC ] 2 V /1 5日 
mA (2 端テトータル)び出力されます。 


〇重要 

• コント□ール端テの接続をする場合は、必ずオー 
デイオコード、映像ケーブルまたは HDMI ケーブルも 
接続してください。デジタル接続だけでは、システム 
コント□ールは正しく動作しません。 

◎ メモ 

• 接続には市販のモノラルミニプラグ付さコード（抵 
抗なし）をお使いください。 

• 本機の C 日 NTR 日 L IN 端テにコント□-ルコードを 
接続すると、 IJ モコンを本機に向けて直接操作する 
ことはでさません （ U モコン信号受光部び機能しな 
くなります)。 





















































































































































































電源コードの接続 

すべての接続び終了したら、電源コードを家庭用電源コ 
ンセント ( AC 100 V )に接続します。 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上の 
ため、極性を合わせることをお勧めします。下図のよラ 
に電源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の 
広い方（アース側）に合わせて差し込んでください。 

• 電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び 
スタンバイになります。この際、2砂から]日秒間、 
HDMI に関する初期化動作を行います。初期化中は 
HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了 
してから本機の操作を行ってください。 HDM 間定の 
コント□ール機能を日 FF にすることで、この処理は 
行われなくなります。 （54 ページ） 

• 機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源 
コー ドを コンセン トから抜いてください。 

また、接続する機器の電源コードをコンセントから 
抜いた状態で接続してください。 



ミち意 

• 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属 
しているコード（電流容量1日 A 、 機器側 2 P プラグ 
インソケット方式）切外の電源コードはご使用にな 
らないでください。 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電 
源コンセントから電源コードを抜いておいてくださ 
し、長期間、電源コードを抜いた状態でを、本機で設 
定した各種設定び消去されることはありません。 

• 電源コードを抜くとさは必ず本体をスタンバイ状態 
にしてください。 


電源にごいて 

本機の電源は、 IJ モコンの 6AV アンプボタン（または 
フ□ントパネルの 6STANDBY/0N ボタン）を押すた 
びに、オンとスタンバイび切り換わります。 
電源を入れることを「オンにする」、電源を切ることを 
「スタンバイにする」といいます。 

接続を行ラとさは予期せめ故障を防ぐため、電源をスタ 
ンバイにしたあと、電源コードをコンセントから抜いて 
<ださい。 
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基本設定 


本機のリモコン操作について 

〇重要 

• SC - LX 8 己と SC - LX 7 己では付属のリモコンを 
AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 
SC - LX 85 は U モコン操作モード切り換えスイッチ 
を AV アンプに合わせます。 SC - LX 75 はボタ 
ンを押します。本取扱説明書で 「 IJ モコンを AV アン 
プ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それ 
ぞれ上記の操作を行ってください。 


スピーカーの 自動設定を行う 
〜フルオート MCACC 〜 

本機のフルオート MCACC では、従来のマニュアル調整 
では難しかったさまざまな設定を、自動で高精度に測 
定、設定することびでさます。スピーカーから出力され 
るテスト I -ーンを付属のセットアップ用マイクで測定 
し、解析します。フルオート MCACC での測定項目と全 
体の流れは ■ UU 下のとおりです。 


lU 下の測定/解析にかかる時間 

の を計3分〜12分程度 


• スピーカーシス了ムの設定 
• 測定、設定値の保存先選択 

初期測定（測定環境のチ I ック） 

• 暗騒音馆 K 屋の騒音）の測定 
• マイク感度の診断 

• 各 ch のスピーカー有り無し、および極性の判定 

• お客様によるスピーカーの有り無し判定結果の確認 
(または修正） 

システム全体の解析/測定 

• スピーカーシステム（各 ch の低域再生能力を判定） 

• スピーカーの出カレベル（各 ch の出カバランスを補 
正） 

• スピーカーまでの 距離（最適なディレイ値を解析） 

• 定在波制御（定在波の影響を軽減） 

• 残響特性の測定 

• 視聴環境の周波数特性（出力音声の音色を統一） 


スピーカー位相乱れの解析/測定 

• スピーカーの群遅延特性（高域に対する低域の遅れ 
を補正） 

ミち意 

• 測定中は大さな音でテストトーンび出力されます。 
近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いし 
ます。 

THX ® 

• THX は THX 社の商標です。許可のをとに使用されて 
います。不許複製。その他すベての商標は、それぞれ 
の所有者の所有物です。 

〇重要 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

• セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して IJ ス 
ニングポジションの耳の高さに設置してください 
(兰脚びない場合は、なるべく兰脚に代わるをのを用 
意してください)。 

下の場所にマイクを設置すると、正しく測定でさ 
ない場合びあります。 

ー ソファーや柔らかいをのの上。 

ー テーブルやソファーの上などの高い場所。 

• スピーカーと U スニングポジション（マイク）の間に 
障害物びあると、正確に測定でさない場合びありま 
す。 

• 測定中は U スニングポジションから離れて、各ス 
ピーカーの外側から IJ モコンで操作を行ってくださ 
い。 

• 自動設定中に静止画面を5分間放置すると画面にス 
ク U —ンセーノ く一機能び働さますび、いずれかのボ 
タンを押すことでふたたび同じ画面を表示します。 

• 測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容 
は確定されません。 

1り AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか5テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるようテ 

レビ側の入力切換を合わせてください。 

2付属のセットアップ用マイクを接続ずる。 

フ□ントパネルのドアの横に指を掛け、手前に引っ張っ 

てドアを開け、 MCACC SETUP IVMC 端テにセット 

アップ用マイクを差し込みます。 

IJ スニングポジションにマイクを配置します。 


Ja 


• 付属のセットアップ用マイクを 、 TV モニターの 近 
くに置いてオートセットアップを行わないでくだ 
さい。また、テーブルやソファーなどの上にマイク 
を置くと、正確に測定でさない場合びあります。 
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マイクを差し込むとフルオート MCACC 画面び表示さ 
れます。 


la ■フ ルオー ト MCACC 

AV アンプ 

スピーカーシステム ： 9.1 ch FH/FW 
EQ タイプ SYMMETRY 


困終了 


戻る因 


3 リモコンを AV アンプ操作モードにしてか 
5、 t ボタンで[スピーカーシステム]を選択して、 
決定ボタンを巧ず。次に、和/-►ボタンでスピー 
カーシステムを選ぶ。 

スピーカー システムの項目は、 スピーカー 配置/使用パ 
ターンによってそれぞれの設定を選択します。 

詳しくは、 ] 4ページの「スピーカーの配置/使用パ 
ターンを選ぶ」をご覽ください。 

EQ タイプ、 MCACC 、 THX スピーカーの各項目を設定 


でさます。言羊しくは、72ページの「オート MCACC で 
詳細に測定/設定する」をご覧ください。 

4 4^ボタンで[スタート]を選択して決定ずる。 

オートセットアップの自動測定に進みます。 

• セットアップ用マイクの接続を確認のラえ、サブ 
ウーファーを接続しているとさは、測定のためサブ 
ウーファーの電源を入れてボ IJ ユームレべルを適 
度に上げておいてください。 

• オートセットアップのテスト!-ーンは大音量です。 
ルさなお子様び近くにいる場合などはご注意くだ 
さい。ボ U ユームを下げることをでさますび、正し 
く設定されない場合びあります。 

己自動測定が開始されます。 

最初に初期測定（測定環境チてック）び行われます。 


la ■フ ルオート MCACC 

AV 7 ンプ 

分析しています -‘- 

測定環境のチェック 

2/10 画 6® 

g 

暗騒音 

► マイク□フオン 
スピーカー YES/NO 

^ © ク 

%が 

面 終了 

キャンセル巨） 


• 暗騒音： 暗騒音馆 K 屋の騒音） の 測定 
• マイク □ フオン；マイクの感度を診断 
• スピーカー YES / NO : 各 スピーカーの 有り無し、 お 
よび極性の判定 

「暗騒音」および「マイク□フオン」のチェックでエラー 
び表示されたとさは、測定環境およびマイクの接続をを 
ラー度確認し、 [ リトライ ] を選んでをラー度測定するこ 
とをお勧めします。■►で [ 次へ進む ] を選択し、次の測定 
へ進むことをでさます。 

6スピーカー有り無しの確認画面になります。 

スピーカーの判定結果にエラーや逆相びなく、確認画 
面で何を操作びないとさは]日砂後に自動で手順7へ進 
み、オートセットアップび再開されます。 

スピーカー有り無し判定については、似下の表をご覧く 
ださい。 


有無 

スピーカー 

接続 

している 

接続 

していない 

逆相に 
なつている 

規定がの 
接続 

L/R 

フ□ント左ち 

YES 

エラー 

逆相 

--- 

C 

センター 

YES 

NO 

逆相 

--- 

FHL/FHR 
フ□ント八イト左ち 

YES 

NO 

逆相 

--- 

FWL/FWR 
フ□ントワイド左ち 

YES 

NO 

逆相 

--- 

SL/SR 
サラウンド左ち 

YES 

NO 

逆相 

エラー 

SBL/SBR 
サラウンドバック 

YES 

NO 

または—— 

逆相 

エラー 

SW 

サブウーファー 

YES 

NO 

--- 

--- 




































スピーカー有り無し判定結果び正しいとき 

[0K] を選んで ミ夫定 ボタンを押します。 

らう一度自動測定をやり直ずとき 
[ U トライ] を選んで 決定 ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果び間違っているとき 
[ U トライ] を選んでをラー度自動測定をやり直してみ 
てください。それでも間違ってしまうときは、 
■►ボタンで正しい設定に直したあと ミ夫定 ボタンを押し 
ます。 

接続び間違っているとき 

電源を切って電源コードをコンセントから抜さ、スピー 
カーを正しく接続し直してください。接続び終わった 
ら、をう一度フルオート MCACC を行ってください。 

接続び正しいとき 

さまざまな要因により逆相と表示される可能性びあり 
ます （94 ページ)。その場合は、 [次へ進む] を選んで 
決定 ボタンを押してください。 

エラーび 表示されたとき 

判定結果でエラーび表示された場合は、スピーカーの接 
続を間違えている可能性びあります。 （逆 相び表示され 
た場合は、スピーカー接続の極性 （+/ —）び間違って 
いる可能性びあります。） [リトライ] してを結果び同じ 
よラな場合は一度電源を切り、スピーカーの接続を確認 
してください。また、途中で測定エラーによる警告び表 
示されている場合びありますので、そのとさは画面の指 
示に従ってください。指示の詳しい内容については94 
ページの 「MCACC (音場補正）時に表示されるメッ 
セージについて」をご覧ください。 

7補正用測定が開始されます。 

スピーカーシステム： 各スピーカーの低域再生能力判定 
スピーカー出カレベル： 各 ch の出カバランスを補正 
スピーカーまでの距離； スピーカーまでの距離を測定 
定在波制御： 定在波の影響を軽減 
残響特性の測定： 残響特性の測定 
Ago Cal EQ Pro :出力音声の音色を統一 
群遅延特性： スピーカーの群遅延特性の測定 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって3分〜 ] 2分程度かかりますので、しばらくお待 
ち < ださい。 

8 HOME MENU 画面が表示された6自動測定 
は終了です。 



入力端子の割0当てを変更する 

機器の接続をする場合は、23ページの「他機器の接続 
を行う前に」の表をご覧になり、入カファンクシヨンび 
割り当てられた端テに接続することをお勧めします。 
そのほか、下の接続を行ったとさを必ず設定を行って 
<ださい。 

•リアノ《ネルのデジタル音声入力端子に記載されたエ 
場出荷時の設定と異なる接続をしたとき。 

^デジタル音声入力の設定 (Digital In) 

•リアノ巧ルの HDMI 入力端子に記載された工場出荷 
時の設定と異なる接続をしたとき。 

一 HDMI 入力の設定 (HDMI Input) 

HDMI 入力の 設定をする場合は、 HDMI 設定の 
コント□—ル設定 （54 ページ）を OFF にしてくださ 
い。 

• コンポーネントビデオ映像入力端子に映像機器を接 
続したとき。 

-►コンポーネントの設定 （Component In) 

1リモコンを AV アンプ操作モードにずる。 

2 ホームメニュー ボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
t /| V 和/-►と 決定 ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

3 [システム設定]を選んで決定する。 



4 [入力端子の設茵を選んで決定する。 


4■システム設定 


a- マニュアルスピーカー設定 



C.OSD 言語設定 

d •ネットワーク設定 

も HDMI 設定 

f- その他の設定 


固終了 


戻る因 


必ずセットアツプ用マイクを本機から抜いてください。 


基本設定) 


5変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


4b. 入力端子の設定 

AV アンプ 


入力を 
入カスキップ 

名称変更 

OFF 

Digital In 

COAX-1 

HDMI Input 
Component In 

12V Triggerl 

12V Triggers 

Comp-1 

OFF 

OFF 


居]終了 戻る居] 


6変更したい設定を選んで、害 IJ り当てたい入力 
端子を設定する。 



たとえば、光デジタル入力端テ(日 PT に AL IN 2) を使つ 
て DVD プレーヤーを接続したいとさは、入力で DVD を 
選び、 Di 呂 ital In の設定を 0PT-2 に変更します。また、 
COMPONENT IN 1に入力した映像信号を再生したい 
ときは、 Component In の設定を In-1 に設定します。 

7設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

入力端子の 設定を終了します。 

ホームメニューを 終了するとき は、 ホームメニュー ボタ 
ンを 巧します。 

因メモ 

• コンポーネント端テの使用については、24ページ 
の「映像の接続について（パイオニアビデオコンバー 
ター)」をご覧ください。 

• 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を選択するこ 
とはでさません。 

• 「-」と表示されているとさは割り当てられる入 

力端テびないことを表しています。 


本機の操作モードを切り換える 

本機にはさまざまな機能や設定び豊富に備わっていま 
すび、すべての機能や設定を使いこなすのは難しいとい 
ラお客様のために、操作モードの切り換え設定を用意し 
ています。 

操作モードはエキスパートと 基本の2つの設定から選 
択でさます。 

• 工場出荷時の設定； エキスパート 
1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
t /| V 和/-►と ミ夫定 ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

3 [操作モード設定]を選んで決定する。 



4設定したい操作モードを選ぶ。 

• エキスパート： すべての機能をお客様ご自身で設定 
でをます。 

• 基本： 操作でさる機能を制限し、操作制限した機能 
についてはパイオニアび推奨する音質-画質になる 
よう自動で設定されます。操作でさる機能は似下の 
とおりです。取扱説明書をご覧になり、必要に応じ 
て設定でさます。 


操作でさる 
機能 

内容 

参照 

ホームメニュー 

フ ルオート 
MCACC 

高精度な音場設定を簡単に行い 
ます。 

34 

入力名 

お好みの入力名に変更して使い 
やす < でさます。 

81 

入カスキップ 

使用しない入力をスキップしま 
す（表示しません)。 

81 

ソフトウェアの 

更新 

最新のソフトウエアへ更新しま 
す。 

8 已 

ネットワーク情 
報 

本機の IP アドレスや MAC アドレ 
スといったネットワークの情報 
び確認でさます。 

83 


Ja 

























〔基本設定 


操作でをる 
機能 

内容 

参照 

Bluetooth 機器 
のペアリング 

AS- 巨 T] 00または AS- 目 T 200 
ををって Bluetooth 機器とペア 

U ングします。 

40 

オーディオ調整 

MCACC 

(MCACC メモ 
1」一) 

お好みの MCACC メモ1」一を選 
択できます。 

50 

DELAY 

(サウンドデイレ 
イの調整） 

音声全体の遅延時間を調整しま 
す。 

已〇 

S.RTRV 

(オートサウンド 
レト U バー機能） 

圧縮音声を高音質化して再生し 
ます。 

50 

DUAL 

(デュアルモノラ 
ル音声の設定） 

デュアルモノラル音声入力時の 
再生設定を行います。 

已〇 

V.SB 

(バーチャルサラ 
ウンドバックの 
設思 

仮想のサラウンドバックチャン 
ネ J レ音声を創り出して再生しま 
す。 

已〇 

V.HEIGHT 

(バーチャル八イ 
卜の設定） 

仮想の八イトチャンネル音声を 
創り出して再生します。 

已〇 

V.DEPTH 

(バーチャルデプ 
スの設定） 

3D 映像に適した音場で再生しま 
す。 

已〇 

その他の入力 

入力切換 
(INPUT 
SELECTOR ) 

入力を切り換えます。 

37 

音量 +/-, 消音 

音量を調節します。 

37 

リスニング 

モード 

パイオニアお勧めのモードのみ 
選択可能となります。 

42 

PQLS 

PQLS 機能を使って再生します。 

已已 

PHASE CTRL 

(フェイズコント 
□-ル） 

アンプ内部で発生する低域の位 
相ずれを補正して再生します。 

44 

PHASE CTRL 

(フルバンドフェ 
イズコント□一 
ル） 

スピーカーの周波数位相特性を 
測定し、補正する機能です。 

4已 

iPod iPhone 
iPad DIRECT 
CONTROL 

入力を iPod/USB に切り換え、 
iPod 側で操作でさるモードにな 
ります。 

38 


己設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 
HOME MENU 画面に戻ります。 























基本再生 


聲他顯 入誤器 

© • © 


BDR 

SAT 

USB OPTION レビ 1 

[ I 

入力切換、 IAV7 ンプ I 

ロロ ■ 


音量 

呂 

消音 

〇 


〇囲 


SC - LX 85 と SC - LX 75 では付属の U モコンを 
AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 
SC - LX 85 は U モコン操作モード切り換えスイッチ 
を AV アンプに 合わせます。 SC - LX 75 はボタ 
ンを押します。本取扱説明書で 「 IJ モコンを AV アン 
プ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それ 
ぞれ上記の操作を行つて < ださい。 


アンプか6音を出ず〜基本ち生〜 

接続した機器を再生するとさの手順です。本機では、 
37ページの「音声入力信号の切り換え」で入力信号を 
選んで、42ページの「1」スニングモードでいろいろな 
音を楽しむ」で U スニングモードを選ぶことび主な操作 
です。 


SC 丄 X 8 曰] 


1再生する機器の電源を入れる。 

2む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れる。 

(本体の場合は、6 STANDBY / ON を押します。） 

3 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 


AV：P ンプ入力機器 

め 一2^3風 

,—,地機器 

口 BD 声動 

NET RADIO 

USB 

f AUXl fCD-Rl 

MULTI CH 入力切換 

の 



_ PQLS _ 

— 回を L??U 

^DIRECT STEREO STANDARD ADVSURR 

-马 (^oj 


4 入力切換卜 / ーボタンで再生する機器を選 
ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わります（本体の 

場合は INPUT SELECTOR で選択します)。 

マルチコント□ールボタンで直接選択することわでさ 
ます。 

• また、必要に応じて 音声切換 ボタンで音声入力信号 
の種類を選びます。 （37 ページ参照） 

己 AUTO / ALC / D 旧 ECT ボタンを巧して 
AUTO SURROUND モードを選択する。 

他にをいろいろな IJ スニングモードをお好みで選べま 
す。詳細は42ページの ru スニングモードでいろいろ 
な音を楽しむ」をご覧ください。 

6再生機器の再生を開始する。 

7音量 +/- ボタンで音量を調節する。 

「…」（無音）から +12 dB (最大値）の範囲で調節でさ 
ます（本体の場合は MASTER VOLUME ダイヤルで調 
節します)。 

一時的に音を消したいとさは、 消音 ボタンを押します。 
をラー度押すか、音量を調節することで解除します。 

• MCACC などにより正確にチヤンネルレベルを補 
正した場合、日 d 日び映画館での再生音量とほぼ同 
等になります。（日 dB は大音量です。近隣住宅やル 
さなお子様などへのご配慮をお願いします。） 


本機のリモコン操作について I SC - LX 75 I 


入力 

W 。 

テレビコント□ール 

ロ ロ 

チヤンネル 音量 

白白 


AU。 職户 

THX 
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STEREO 

〔DVD I 
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I o • 

メニユ ー 

STANDARD ADVSURR 

国国 

ECTRL 觀囉認 

► 1 厂一 1 

回 

1 

の 

音吉切換 

囚 

CH レベル 

回 

Mic 
Iゾ-ン2I 

因 

HDMI OUT 

回 

MCACC 

固 

アナ□州 TT 

回 

同 11 

1ゾーン31 
1 1 

PQLS 
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音声 

回 □ 

スリープ表示 

回 □ 

ティマー 

回回 

1 画 。 Qj 

1巧1 

I I 

1 1 

1々-1 


基本再生 ) cm 


• 大音量び出力されないよラに、最大音量を制限する 
ことびでさます。84ページの「音量の設定を行う」 
をご覧ください。 


へツドホンで聴< 


音芦入力信号の切り換え 

本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信 

号を切り換えることびでさます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2音声切換ボタンを巧して再生したい入力信号 

を選択する。 

ボタンを押すたびに、切下の項目び切り換わります。 

• AUTO ： HDMI 一 DIGITAL 一 ANALOG の優先順位 
で自動的に入力信号を選択します。 

• ANALOG :アナ□グ入力信号を選択します。 

• D に ITAL :デジタル入力信号を選択します。 

• HDMI : HDMI 入力信号を選択します。 

「 HDMI 音声出力の設定」（己日ぺージ)で THROUGH 
を設定していると、音声は本機からではなくテレビ 
から出力されます。 

因 メモ 

. 音声切換 ボタンで ANALOG を選択した状態で DTS 
対応の CD 、 DVD 、 目 D や LD を再生すると、 DTS の 
原信号びそのまま再生されるため、ノイズび発生し 
ます。この場合、入力信号は必ず DIGITAL を選択し 
て < ださい。 

• DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジ 
タル信号に制限びあります （ DTS 信号を出力しない 
など)。詳しくは、お使いの DVD プレーヤーの取扱説 
明書をご覧ください。 

• デジタル入力端テ、および HDMI び割り当てられてい 
ない機器の音声入力は、 ANALOG に固定されていま 
す。 

• 非対応のデジタル信号は再生でさません。その場合 
はアナ□グ接続を行い、 ANALOG を選択してくださ 
し、プレーヤーなどの再生機器の出力設定をご確認 
<ださい。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ□グオー 
デイオのみ収録されている LD の音声はデジタル出力 
されません。これらを再生するには必ず ANALOG を 
選択してください。 



• ヘッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むと スピーカーからは 音び出なくなります。 

• IJ スニングモードは STEREO ， 

ALC , OPTIMUM SURR , 

PURE D 旧 ECT または PHONES SURR び選択 
でさます。入力び ADAPTER PORT のとさは 
SOUND RETRIEVER A 旧を選択できます。 

• 入力信号びマルチチャンネルの場合は、 2 ch にダウ 
ンミックスされます。 

• ヘッドホンを差し込んでいるとさは、ホームメ 
ニュー画面で各種設定を行ラことはでさません。 


iPod をつないで再生ずる 

iPod を本機に接続して、 iPod の音楽や映像を本機で楽 
しむことびでさます。 

iPod の接続については、31ページの 「 iPod を接続す 
る」をご覧ください。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか5テレビの電源も入れる。 

2 ( SC - LX 85 のみ）リモコンを入力機器操作 
モードにする。 


テレな機其 V ァンプ 


こ-1 I l~A 

面] 


3 iPod USB ボタンを巧して、 iPod / USB 入力 
にする。 

GUI 画面に 「 Loading 」 と表示され、 iPod び正しく接 
続されているかどラかの確認び行われます。 

接続び完了すると、テレビ画面に iPod のトップメ 
ニューび表示されます。 






















































• iPod USB ボタンを押したあとに 「No Device 」 と 
表示された場合は、電源を切ってから本機と iPod の 
接続をやり直してみてください。 

• 音楽の再生については38ページの 「 iPod の音楽 
を再生する」を、映像の再生については38ページ 
の 「 iPod の映像を再生する」をご覧ください。 

◎ メモ 

• 本機は 、 iPod touch、iPod classic、iPod nano 、 
iPhone 4 、 iPhone 3 GS、iPhone 3 G 、 iPhone 、 
iPad の音声および映像の再生に対応しています。第 
已世代の iPod および第1、第2、第6世代の iPod nano 
は音声の再生のみ対応しています。ただし、モデルに 
よっては一部機能び制限されます。 

• iPod shuffle には対応しておりません。 

• 本製品は、パイオニアホームページに記載されてい 
る iPod / iPhone / iPad のソフトウエアパージヨンに 
基づいて開発、テストされたをのです。 

.ノ（イオニアホームページに記載されているノ（ージヨ 
ン似外のソフトウ I アをお客様の iPod / iPhone / 
iPad にインストールした場合、本製品との互換び無 
くなる場合びあります。 

• iPod や iPhone 、 iPad は、著作権のないマテ U アル、 
または法的に複製-再生を許諾されたマテ U アルを 
個人び私的に複製-再生するために使用許諾される 
をのです。著作権の侵害は法律上禁止されています。 

• 本機と iPod や iPhone 、 iPad を組み合わせてご使用 
の際、 iPod や iPhone 、 iPad のデータに不具合び生 
じてを、当社は一切の責任を負ラことびでさません 
のであらかじめご了承ください。 

• 本機の GUI 画面で表示でさない文字び iPod に記録さ 
れている場合、その文字は「#」で表示されます。ま 
た、サブゾーンの画面で表示でさる文字は英数字の 
みです。 

. パイオニア製品から iPod のイコライヴーを操作す 
ることはでさません。本機に iPod を接続する前に、 
iPod のイコライヴーを「オフ」に設定することをお 
勧めします。 

• iPod の操作については、 iPod に付属の取扱説明書を 
ご覧ください。 


iPod の音楽を再生する 

本機の GUI 画面を見なびら、 iPod の曲を選んで再生で 
さます。本機のフ□ントパネルを見なびらでを再生操作 
でさます。 

1 t/4 ボタンで、 iPod のトップメニューか!5 
[ミュージック]を選んで決定ボタンを巧す。 

2 ta ボタンで再生したいカテゴリーを選ん 
で決定ボタンを巧す。 



3 ►ボタンで再生したいリスト（ジャ 

ンル、アルバムなど）を選んで決定ボタンを巧す。 

4手順3を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能です。詳しくは 
38ページの「基本操作について」をご覧ください。 


基本操作について 

マルチコント□ールボタンの iPod USB ボタンを押す 
と IJ モコンび iPod USB 操作モードになり、 IJ モコンで 
1；1下の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


押し続けている間、早戻しまたは早送りをし 
ます。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
巧すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

〇 

U ピート再生を設定します。押すたびに]巧 U 
ピート、 U ピートオール、 U ピートオフに切 
り換わります。 

乂 

シャッフル再生を設定します。押すたびに 
シャッフル巧、シャッフルアルバム、シャッ 
フルオフに切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

片/寸 

フォ J レダー/ファイル1」ストの階層を前後へ 
切り換えます。 


Ja 


ボタン 

機能 


Audiobook を再生中に再生の速さを変更しま 

t /* 

す。 


やや速ノーマル W やや遅く 

トップメ 

ニユー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


Cover List で曲を還がする 


• iPod の操作を iPod 側に切り換えて、 iPod で映像を再 
生すると、本機を通して映像を見ることびでさます。 

1 iPod CTRL ボタンを巧して、操作を iPod 側に 
切り換える。 

iPod 本体で操作でさるよラになり、本体画面び表示さ 
れます。本機での操作はでさなくなり、 GUI 画面は表示 
されません。 

2もう一嵐 Pod CTRL ボタンを巧して、操作を 
本機側に切り換える。 


カテ3 U —選択画面で Cover List を選ぶと、 Album の 
リストび表示され、その中から曲を選ぶことびでさま 
す。 


因卜 

、ップメニュー XXXXXXXXXXXXX 

AV アンプ 




































XXX/XXX XXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

因 iPod CTRL 戻る回 


• Cover List の画面はサブゾーンでは再生表示されま 
せん。 


iPod の映像を再生する 

本機の GUI 画面を見なびら、 iPod の映像を選んで再生 
でさます。本機のフ□ントパネルを見なびらでを再生操 
作ご'さます。 

1 t/4^ ボタンで、 iPod のトップメニューか5 
[ビデオ]を選んでミ夫定ボタンを巧す。 

2 ►ボタンで再生したいリストを選 

んで決定ボタンを巧す。 

3手順2を繰り返して、見たい映像を再生する。 

テレビ画面に映像び表示されます。映像の再生び終了す 
るか、 戻る ボタンを押すと、元の画面に戻ります。 

再生機能を使っていろいろな再生び可能です。詳しくは 
38ページの「基本操作について」をご覧ください。 

• 本機能は第5世代の iPod および第1、第2、第6世代 
の iPod nano には対応しておりません。 


iPod の操作を切り換える 

iPod の操作を、本機と iPod 本体とで切り換えることび 
でさます。 

• 本機能は第5世代の iPod および第1世代の iPod 
nano には対応しておりません。 


因メモ 

• フ□ントパネルの 

iPod iPhone iPad DIRECT CONTROL ボタンを 
押すと、本機の入力が Pod/USB に切り換わり 、 iPod 
の操作び iPod 本体で行えるよラになります。 


USB メモ U - を再生する 

お手持ちの US 日メモ U —を本機に接続することで、 
USB メモ U —に記録されている音楽ファイルや写真 
ファイルを本機で再生することびでさます。音楽ファイ 
ルはステレオまたはモノラル音声で再生します。 

US 巨メモ IJ 一の再生可能なファイルフオーマットは 
40ページの「対応ファイルフオーマットについて」を 
ご覧ください。 

US 巨メモ U- の接続については、 31 ぺージの rus 巨 
メモ IJ 一やキーボードを接続する」をご覧ください。 

〇重要 

US 巨メモ U —の消費電力び大さすざると 

「Over Current 」 と表示されます。この場合、下記の 

操作を行ってみてください。 

• 本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみてく 
ださい。 

• 本機の電源を切ってから US 巨メモ IJ 一を抜さ、再度 
US 日メモ U —を接続して電源を入れてみてくださ 
い。 

• AC アダプターび付属している US 目メモ U —をお使 
いの場合は、 AC アダプターを接続して使用してみて 
<ださい。 

上記の操作を行っても 「Over Current 」 び表示される 
とさは、 US 目メモ IJ 一び本機に対応していません。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか5テレビの電源も入れる。 
















































2 ( SC - LX 8 曰のみ）リモコンを入力機器操作 
モードにする。 


テレビー I I I - AV アンプ 


I rA 

曲 


3 iPod USB ボタンを巧して、 iPod / USB 入力 
にする。 

GUI 画面に 「 Loading 」 と表示され、 US 巨メモ U —び 
正しく接続されているかどラかの確認び行われます。接 
続び完了すると、テレビ画面に US 日トップメニューび 
表71^されます。 



音楽の再生については、39ページの「音楽ファイルを 
再生する」を、写真の再生については39ページの「写 
真ファイルを再生する」をご覧ください。 


因メモ 


• 本機び対応している US 日メモ IJ - は、外付け八ード 
ディスクや携帯フラッシュメモ IJ 一、 デジタルオー 
ディオ再生機またはプレーヤー (FAT12. FAT16. 
FAT32 のフォーマットに対応）などの US 巨マススト 
レージクラスに属する機器です。 

• 本機ではすべての US 目メモ U —の再生、および電源 
の供給を保証でさない場合びあります。また、本機と 
接続したことで、 US 目メモ IJ 一のファイルび万一損 
失した場合、当社は一切の責任を負ラことびでさま 
せんので、あらかじめご了承ください。 

• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続して音楽ファ 
イルを再生することはでさません。 

• 容量の大さい US 日メモ IJ 一を接続したとさは、読み 
込みに多少時間びかかることびあります。 

• 本機は US 目八ブには対応していません。 

• 本機で再生でさないファイルび選択された場合は、 
自動的に次の再生可能なファイルび再生されます。 

• 曲のタイトルびファイルに記録されていない場合 
は、ファイル名び GUI 画面に表示されます。アルバム 
名やアーティスト名び記録されていない場合は、そ 
れらは表示されません。 

• 本機の GUI 画面で表示でさない文字び US 日メモ IJ 一 
に記録されている場合、その文字は「#」で表示され 


ます。また、サブゾーンの画面で表示でさる文字は英 
数字のみです。 

• GUI 画面を表示するには、本機の映像出力端子とテレ 
ビの入力端テを HDMI ケーブルまたはビデオコード 
で接続してください。 

• US 目メモ U —に収録された最後の曲まで再生する 
と、再生び終了します。 

• 著作権保護のかかった音楽ファイルは再生でさませ 
ん。 


音楽ファイルを再生する 

US 巨メモ U —に収録されている音楽ファイルを再生し 
ます。8階層のフオルダーまで、3日日日日フオルダー/ 
ファイルまで表示-再生でさます。 

1 t /4^ ボタンで USB トップメニューか5 
[音楽]を選んでミ夫定ボタンを巧す。 

2 t /4^ ボタンで再生したいフオルタ’一を選ん 

で決定ボタンを巧す。 



3手順2を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 


昼本操作について 


マルチコント□ールボタンの iPod USB ボタンを押す 
と U モコンび iPod US 日操作モードになり、 U モコンで 
下の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


巧し続けている間、早戻しまたは早送りをし 
ます。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
巧すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 


U ピート再生を設定します。押すたびに]巧1」 
ピート、リピートフォルダ ー、 U ピートオー 
ル、 U ピートオフに切り換わります。 


ランダム再生を設定します。押すたびにラン 
ダムオン、ランダムオフに切り換わります。 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 


基本再生 ) cm 


ボタン 

機能 

告/吵 

フォ J レダー/ファイル U ストの階層を前後へ 
切り換えます。 

トップメ 

ニユー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


写真ファイルを再生する 

US 巨メモ IJ 一に収録されている写真ファイルを再生し 
ます。8階層のフオルダーまで、3日日日日フオルタ'一/ 
ファイルまで表示-再生でさます。 

. 写真ファイルはサブゾーンでは再生でさません。 

• スライドショーを一時停止したまま5分経過すると、 
IJ スト画面に戻ります。 

1 t /4^ ボタンで USB トップメニューか5 
[写真]を選んで決定ボタンを巧す。 


USB Top 

AV アンプ 

じ！音楽_ 

喧スライドシヨー設定 


2 t /4^ ボタンで再生したいフオルダーを選ん 

で決定ボタンを巧す。 

3手順2を繰り返して、見たい写真を再生する。 

選んだ写真び再生され、全画面表示でスライドシヨー再 
生び始まります。 


基本操作について 

写真フアイ j レ再生中は IJ モコンで m 下の操作びでさます。 


ボタン 

機能 

決定、 ► 

写真の表示とスライドショー再生を始めま 
す。 

戻る、'^ 

再生を停止し、リスト画面に戻ります。 

<a> 

前の写真に戻ります。 

►►1 

<a> 

次の写真に進みます。 

II 

スライドショーを一時停止/一時停止解除 

<a> 

します。 

表示 

<a> 

写真情報を表示します。 


a スライドシヨー設定のテーマび Normal (OFF) に設定されて 
いると さの み使用でをます。 


スライド シヨー の設定を行3 

写真ファイルのスライドショー再生について各種設定 
を行います。 

1 t /* ボタンで USB トップメニューか!5 

[スライドシヨー設茵を選んで決定ボタンを巧 
す。 



2 t /4^ ボタンで設定したい項目を選んで、和/ 

■►で設定を変更する。 



• テーマ： スライドショーに効果を加えます。 

• 表示間隔： スライドショーの表示間隔を設定しま 
す。テーマの設定によっては、この項目は設定でさ 
ないことびあります。 

• 巳 GM : US 日メモ IJ 一に収録された曲を再生しなび 
ら、写真を表示します。 

• 音楽選択： BGM を ON にしたときに、再生する曲を 
選択します。 

3設定が終了した5、戻るボタンを巧ず。 

USB トップメニューに戻ります。 













































巧応ファイルフォーマツトについて 

US 日入力で対応しているファイルフオーマツトは似下のとおりです（一部のファイルフオーマツトで再生でさな 
いことびあります）。 

音声ファイル 


種別 

お張子 

スト U —ム 






ヴンプ U ング周波数 

8 kHz 〜48 kHz 

MP3 

<a> 


MPEG-1/2/2. 5オーディオ 
レイヤー 3 

量子化ビット数 

16 bit 

.mp3 

チヤンネル数 

2 ch 


ビットレート 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

32 kHz'44.1 kHz'48 kHz 

WAV 

.wav 

LPCM 

量子化ビット数 

8 bit、16 bit 




チヤンネル数 

2ch、 モノラル 




サンプリング周波数 

8 kHz 〜 48 kHz 



WMA8/9 
く b> 

量子化ビット数 

16 bit 

WMA 

.wma 

チヤンネル数 

2 ch 



ビットレート 

8 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 


a MPEG Layer-3 音声復号化技術は、 Fraunhofer HS および Thomson multimedia からライセンスされています。 
b 接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びあります。 


写真ファイル 


種別 

お張子 


JPEG 

.jp 呂 
.jpeg 
■jpe 
•jif 
.jfif 

形式 

じ(下の条件に適合していること： 

• ベースライン JPEG フォーマット （Exif/DCF フォーマットで記録された 
ファイルを含む） 

• Y:Cb:Cr び4:4:4、4:2:2または4:2:0であること 

解像度 

縦： 30〜 8] 84ピクセル、横： 40〜 8] 84ピクセル 


BLUETOOTH アダプターを使用し 
てワイヤレスで音楽を楽しむ 

月 IJ 売0の巨 LUETOOTH アダプター ( AS - BT 1 00また 
は AS - BT 2 日日）を本機に接続することで、 Bluetooth 
機能搭載機器（携帯電話、デジタル音楽プレーヤーな 
ど）の音楽をワイヤレスで楽しむことびでさます ( AS - 
日 T 1 日日をご使用の場合は、一部の機能を使用でさない 
ことびあります)。 布版の巨/ uetooth オーディオ送信機 
を使って、后心が口が/?機能非搭載機器の音楽を楽しむこ 
とをできます。詳しくは、巨 LUET 日日 TH アダプターや 
房心 e わ of /7 機能搭載機器の取扱説明書をご覧ください。 
日 LUET 日日 TH アダプターの接続にっいては、3]ぺ一 
ジの 「BLUET 日日 TH アダプターを接続する」をご覧 
ください。 

Blue 怕 oth ® つー ドマークおよび□コ'は、团 uetooth SIG , 
In じび所有する登録商標であり、ノ（イオニア株式会社は、 
これら商標を使用する許可を受けています。他のトレード 
マークおよび商号は、各所有権者び所有する財産です。 



己 LUETOOTH アダプターをぺアリングす 
る(初期登録） 

日 LUET 日日 TH アダプターを使用 [j て Bluetooth 機能 
搭載機器の音楽を楽しむために、ペア U ングを行ラ必要 
びあります。最初に目 LUET 日日 TH アダプターを使用す 
るとさ、 または Bluetooth 機能搭載機器側のペア U ン 
グデータを消去したとさは、ペア U ングを行ってくださ 
い。 

ペア IJ ンヴは Bluetooth 無線技術を利用した通信び可 
能になるよラにするために必要なステップです。 

• ペア U ングは、目 LUET 日日 TH アダプターおよび 
后心が口が/?機能搭載機器を使用する際に、はじめに] 
回だけ行います。 

• ペア U ングは本機と房心 e わ of /7 機能搭載機器の両方 
で行ラ必要びあります。 

• Bluetooth 機能搭載機器の暗証番号び「0000」で 
あれば、本機で暗証番号の設定を行う必要はありま 
せん。 ADAP ( SC - LX 85) /ADPT ( SC - LX 7 己） 
ボタンを押して ADAPTER PORT 入力にしてから、 
Bluetooth 機能搭載機器側でペア U ング操作を行っ 
てください。ペア U ングび成功した場合は似下のぺ 
ア IJ ング操作を行ラ必要はありません。 

• AS - BT 200使用時のみ； Bluetooth 機能搭載機器 
び SSP (Secure Simple Pairing ) に対応してい 
るとさは暗証番号の設定は必要ありません。 ADAP 
( SC - LX 8 己） /ADPT ( SC - LX 7 己）を}甲して 
ADAPTER PORT 入力にしてから、 Bluetooth 槪 
能搭載機器側でペア U ング操作を行ってください。 
ペア U ングび成功した場合は ■ UU 下のペア U ング操作 
を行ラ必要はありません。 

この際、6巧の数字と丫 ES / N 日び本機のデイスプレ 
イに表示されることびあります。その場合は、接続 
する日 luetooth 機器にを同じ数字び表示されている 
ことを確認してから和/一で YES を選択し ENTER 
を押し、接続する房心 e わ0か機器でを接続の操作を 
行ってください。接続する房心 e わ of /? 機器に表示さ 
れている数字と合っていない場合は、 N0 を選択して 
ペア U ングを一度キヤンセルしてからをラー度やり 
直してみてください。 

• が儀と Bluetooth 機能搭載機器を房心6わ 0 か接続 
して音楽を楽しむ際は、房心 e わ of /7 機能搭載機器に 
本機外の機器を后心 e わ0か接続しないでくださ 
し、また、すでに本機似外の機器と后心が口が/?接続 
されている場合は、本機と接続する前に本機外の 
機器との接続を解除してください。 

• ペア IJ ングは]台ずつ行ってください。 

詳しくは、 Bluetooth 機能搭載機器の取扱説明書をご 
覧ください。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 
ホーム メニユ ーボタンを巧す。 











































































2 [システム設定]を選んで決定する。 


3 [その他の設定]を選んで決定する。 

4旧 luetooth 機器のペアリング]を選んで決定 
する。 

Bluetooth 機器のペア IJ ング設定になります。 

己設定したい暗証番号を選択する。 



本機の 暗証番号を 房心 e わ0か機能搭載機器と同じ暗証 
番号コードに設定します。 

• 0000/1234/8888; ここで選んだ暗証番号に設 
定されます。多くの場合、これらの暗証番号び使わ 
れます。 

• その他： 上記外の暗証番号を選びます。 

6手順己で[その個を選んだ場合、設定したい暗 
証番号を入力する。 

和/今ボタンで カーソルを 動かして、 t / l ^ ボタンで入 
力する数字を選びます。 

7 GUI 画面の指示に従って、ペアリングの設定 
を行う。 

后心 e わ of /? 機能搭載機器の電源をオンにして、本機の 
近くに置いてください。 

8 Bluetooth 機能搭載機器びペアリングされ 
たことを確認する。 

Bluetooth 機能搭載機器び正しくペア U ングされた場 
合、本機のフ□ントパネル表示部に CONNECTED と表 
示されます。 

Bluetooth 機能搭載機器びペア U ングされなかった場 
合、手順5から設定をやり直してください。このときは、 
Bluetooth 機能搭載機器側で接続操作を行ってくださ 
い。 

9 S 心 e ね口か機能搭載機器のリストか5 
BLUETOOTH アダプターを選んで、手順己で選択 
した暗証番号を入力する。 

• 暗証番号は P I N コードやパスコード、パスキーと 呼 
ばれることびあります。 

• Bluetooth 機能搭載機器のペア U ング可能な状態 
や接続操作などについては、后心 e わ口 f /7 機能搭載機 
器の取扱説明書をご覽ください。 


Bluetooth 機能搭載機器の音楽を本機で 
聴< 

1 ( SC - LX 85 のみ）リモコンを入力機器操作 
モードにすな。 


テレも Tr?AV ァンプ 


こ- II 广 A 

曲 


2 ADAP ( SC - LX 85) /ADPT ( SC - LX 7 己） 
ボタンを巧して ADAPTER PORT 入力にする。 

• 日 LUET 日日 TH アダプターび ADAPTER PORT に 
接続されていない状態で ADAPTER PORT 入力を 
選択すると、N 0 ADAPTER と表示されます。 

3抓がロロか機能搭載機器と BLUETOOTH ア 
グプターを Bluetooth 接続する。 

Bluetooth 機能搭載機器側から目 LUET 日日 TH アダプ 
ターに対して接続操作を行います。 

• 接続操作については、お使いの房心 e わ of /7 機能搭載 
機器の取扱説明書をご覧ください。 

4 S /1/ e わ口か機能搭載機器の音楽を再生する。 
U スニングモードを SOUND RETRIEVER A 旧に する 

ことで高音質に再生でさます （43 ページ)。 


基本操作について 

本機の IJ モコンで、似下の房心 e わ0か機能搭載機器の 
操作びでさます。 

• 本機の U モコンで操作するには、房心 e わ口か機能搭 
載機器びプ□ファイル： AVRCP に対応している必要 
びあります。 

• Bluetooth 機能搭載機器によっては異なる動作をす 
る場合びあります。 

• すべての房心 e わ0か機能搭載機器に対するリモコン 
操作を保証するをのではありません。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


巧し続けている間、早戻しまたは早送りをし 
ます。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
押すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 

■ 

再生を停止します。 


















ラウンド再生 


THX _ POLS _ 

C3 CUD CZD 

も尼 S 給 k 。STEREO STANDARD ADV SURR 

^9 ^3 ^3 


サラウンド再生 


本機のリモコン操作について 

〇 囲 

• SC - LX 8 己と SC - LX 7 己では付属のリモコンを 
AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 
SC - LX 85 は U モコン操作モード切り換えスイッチ 
を AV アンプに 合わせます。 SC - LX 75 はボタ 
ンを押します。本取扱説明書で 「 IJ モコンを AV アン 
プ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それ 
ぞれ上記の操作を行ってください。 


リスニングモードでいろいろな音を楽 
しむ 

再生機器からの信号にいろいろな音場効果を加えるこ 
とびでさます。 

〇 囲 

• 入力信号の種類や本機の設定によって、選択でさる 
モードは変わります。 

1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 リスニングモードボタンを巧して、お好みの 
リスニングモードを選ぶ。 

I SC 丄 X8 曰 ] 


[SC-LX75 I 


喫麵連動 入居器 

© CL • © 


日日^日測 

THX PHASE CTRL 状態確認 

B i 。 •^ 1 W 

_ — BDR _ 

1 BD 1 IDVd | 1 DVr | IHDMlj 


PQLS 

回 LiU を山 

SAT 

1 TV 1 1 CD 1 [ hMGI 良 DPT| 
USB OPTION 1 テレヒ 1 

圆 1_ 1 ra 1 1 

n +if71 近 「 AVT 、 ノブ 1 


HDMI OUT 音青 

rn 12 つ 13"! り 

音声切換 MCACC スリーブ表お 

回回回画 

人の W 巧 |MV ノ’ノノ 1 

因回 ■ 


CH レベルアナ□グ ATT デイマー 

「7 1 1 S] 1 91「！ 1 


リスニングモードは ■ tU 下のタイプび選べます。ボタンを 
押すたびに、それぞれの U スニングモードでさまざまな 
種類を切り換えることびでさます。 

• STANDARD SURROUND : 42ぺージの「スタ 

ンダードサラウンドで再生する」をご覧ください。 

• ADVANCED SURROUND : 42ぺージの「アド 

バンスドサラウンドで再生する」をご覧ください。 

• HOME THX : 42ぺージの 「 H 日 METHX サラウ 
ンドで再生する」をご覧ください。 

• AUTO SURR/ALC/STREAM DIRECT : 43 

ページの「オートサラウンドで再生する」をご覧く 
ださい。 

• STEREO: ステレオで再生します。音声はフ□ント 
スピーカーとサブウーファーからのみ出力されま 
す。 


スタンダードサラウンドで再生する 

いつでをサラウンド再生で楽しみたい方に適したモー 
ドです。 

サラウンド再生のためのデコードを行います。 2 ch ソー 
スはマト IJ ックス-サラウンド-デコードをします。 

• サラウンドバックスピーカーび1本の接続（設定）の 
場合、 5. 1 ch 信号入力時でを [XlPro Logic llx は選択 
でさず 、 [XlPro Lo 旨 ic II となります。 

1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 再生中に、 STANDARD ボタンを巧す。 
本体の場合は STANDARD SURROUND ボタンを押 
します。 

ボタンを押すたびに政下のモードび切り換わります。 

■2ch 信号入力時 

•皿 Pro Logic llx MOVIE (映画） 

•皿 Pro Logic llx MUSIC (音楽） 

• Pro Logic llx GAME (ゲーム） 

•皿 PRO LOGIC (ちい映画） 
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•皿 Pro Logic llz HEIGHT (映画/音楽） 

• WIDE SURROUND MOVIE (映画） 

• WIDE SURROUND MUSIC (音楽） 

• Neo:X CINEMA (映画） 

• Neo:X MUSIC (音楽） 

• Neo:X GAME ( ゲーム） 

• Neural Surround (音楽） 

• STEREO (音楽） 

■マルチチヤンネル信号入力時 

•皿 Pro Logic llx MOVIE (映画） 

•皿 Pro Logic llx MUSIC (音楽） 

• Dolby Digital EX (映画/音楽） 

•皿 Pro Logic llz HEIGHT (映画/音楽） 

• WIDE SURROUND MOVIE (映画） 

• WIDE SURROUND MUSIC (音楽） 

• Neo:X CINEMA (映画） 

• Neo:X MUSIC (音楽） 

• Neo:X GAME ( ゲーム） 

• DTS-ES Matrix または DTS-ES Discrete 
(映画/音楽） 

• STEREO (音楽） 

• ストレートデコード再生 （映画/音楽） 


アド八ンスドサラウンドで再生する 

ソースに応じた多彩なサラウンドび楽しめるモードで 
す。理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声 
の研究などにより開発された、ノくイオニアオ IJ ジナルの 
サラウンドモードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど 
多岐にわたるいかなるソフトでを、快適なサラウンド再 
生び提供でさるよラ、多種のモードをご用意いたしまし 
た。各ソースはデ〕ード処理にかソースはマト U ック 
ス•デコード処理）後、それぞれに合わせた才 IJ ジナル 
の処理を加えています。 

. デコード処理の方法は、各モードに最適な技術を組 
み合わせてありますので、お客様び変更することは 
でさません。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 ADVSURR ボタンを繰り返し巧して聞きた 
いモードを選ぶ。 

本体の場合は ADVANCED SURROUND ボタンを繰 
り返し押します。 

• ACTION (アクション映画） 

• DRAMA (ドラマ） 

• SCI-FI (SF 映画） 

• MONO FILM (モノラル音声の映画） 

• ENT.SHOW (ミュージカル/映画） 

• EXPANDED (映画/音楽） 

• TV SURROUND ( TV 放送） 

• ADVANCED GAME (ゲーム） 

• SPORTS (スポーツ） 


• CLASSICAL (クラシック） 

• ROCK/POP (□ック、ポップス） 

• UNPLUGGED (アコースティック） 

• EXT.STEREO (音楽） 

• F.S.SURR FOCUS (映画/音楽） 

• F.S.SURR WIDE (映画/音楽） 

F . S.SURR FOCUS F . S.SURR WIDE 

(おすすめ） 




• SOUND RETRIEVER AIR (音楽） 

• PHONES SURR (へッドホン使用時） 

因メモ 

• 己日ページの「オーディオ調整機能を使用する」の 
EFFECT 設定で効果の強弱を調節でさます。 

ただし、 F.S.SURR FOCUS, F.S.SURR WIDE およ 
び SOUND RETRIEVER A 旧 モードの効果は調節 

でさません。 

• フ□ントサラウンド•アドバンス 

(F.S.SURR FOCUS および F.S.SURR WIDE) で 

は、左ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーの 
みで臨場感のある自然なサラウンド再生を行いま 
す。フ□ントスピーカーから等距離の直線上(前後は 
移動可能）で視聴してください (F.S.SURR WIDE 
は F.S.SURR FOCUS よりを横に広い範囲でサラウ 
ンド効果び得られます）。 

• SOUND RETRIEVER A\F {は剧 uetooth 機能対応 
機器の音楽を再生する際、 Bluetooth 伝送による音 
質の悪化を補正します。 ADAPTER PORT 入力のと 
さに選択でさます。 


HOME THX サラウンドで再生する 

映画の再生に適したモードです。デコード処理後 THX 
独自技術を付加することで、映画館や収録スタジオの音 
場び再現されます。 

1 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 再生中に、 THX ボタンを巧ず。 

本体の場合は HOME THX ボタンを押します。 

ボタンを押すたびに1；1下のモードに切り換わります。 

■2ch 信号入力時 

• THX CINEMA (映画） 

• THX MUSIC (音楽） 

• THX GAMES (ゲーム） 
























































•皿 Pro Logic llx MOVIE+THX CINEMA 

(映画） 

• PRO LOGIC+THX CINEMA (ちい映画） 

• Neo:X CINEMA+THX CINEMA (映画） 

•皿 Pro Logic llx MUSIC+THX MUSIC (音楽) 

• Neo:X MUSIC+THX MUSIC (音楽） 

•皿 Pro Logic llx GAME+THX GAMES 

(ゲーム） 

• Neo:X GAME+THX GAMES (ゲーム） 

• 皿 Pro Logic llzHEIGHT+THX CINEMA 

(映画） 

•皿 Pro Logic llz HEIGHT+THX MUSIC 

(音楽） 

• Pro Logic llz HEIGHT+THX GAMES 

(ゲーム） 

■マルチチヤンネル信号入力時 

• THX CINEMA (映画） 

• THX MUSIC (音楽） 

• THX GAMES (ゲーム） 

• THX Surround EX (映画/音楽） 

• Neo:X CINEMA+THX CINEMA (映画） 

• Neo:X MUSIC+THX MUSIC (音楽） 

• Neo:X GAME+THX GAMES (ゲーム） 

•皿 Pro Logic llx MOVIE+THX CINEMA 

(映画） 

•皿 Pro Logic llx MUSIC+THX MUSIC (音楽) 
•皿 Pro Logic llz HEIGHT+THX CINEMA 

(映画） 

•皿 Pro Logic llz HEIGHT+THX MUSIC 

(音楽） 

• Pro Logic llz HEIGHT+THX GAMES 

(ゲーム） 


オートサラウンドで再生する 

入力信号に収録されたチヤンネ j レ数に応じて、再生チヤ 
ンネル数を自動的に選択します。 ALC は、 iPod や USB 
メモリー、レコーダーなど、複数の音量差のあるソース 
を収録した機器の音声を入力しているとさに適してい 
ます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2再生中に、 AUTO / ALC / D 旧 ECT ボタンを巧 
ず。 

本体の場合は 

AUTO SURR/ALC/STREAM D 旧 ECT ボタンを押 
しま 9 〇 

AUTO SURROUND と表示されたあと、入力信号に応 
じたデコード内容を表示します。 

• たとえば、ドルビーデジタルや DTS といった 5.1 ch 
デジタル信号入力時は Dolby Digital 、 DTS などの 
デコード状態を表示します。 


• ADAPTER PORT 入力時は、 

SOUND RETRIEVER A 旧モードび自動で選択さ 

れます。 

ALC :音量差を本機で自動的に均一にして再生しま 
す。50ページの「オーディオ調整機能を使用する」の 
EFFECT 設定で、効果の強弱を調節でさます。 

また、ル音量時に聞さ取りにくくなる低音、高音、セ U 
フやサラウンド効果などをボ U ユームレべルに応じて 
最適に調節します。特に夜間の視聴に最適です。 
OPTIMUM SURR :ホームシアター環境のように、サ 
ウンドク IJ エーターび制作時に想定した音量よりをル 
さい音量で再生する場合でを、想定した音量で再生した 
とさと同じ印象び得られるよラに、シーン毎に音声を最 
適化します。 


STREAM DIRECT モードで再生する 

原音に忠実な再生を行います。入力信号によって付加さ 
れる設定や効果び異なります。詳しくは43ページの 
「AUTO SURR 日 UND / ALC/STREAM DIRECT 選択 
時の音の設定や機能対応表」をご覧ください。 

サラウンドバックスピーカーの有り無しや、入力信号に 
よって出カチャンネルび変わります。詳しくは99ペー 
ジの 「 U スニングモードの詳細と出カチャンネル数の 
一覧」をご覧ください。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2再生中に、 AUT 0/ ALC / D 旧 ECT ボタンを 繰 
り返し巧して聞きたいモードを 選ぶ。 

本体の場合は 

AUTO SURR/ALC/STREAM D 旧 ECT ボタンを繰 
り返し押します。 

• AUTO SURROUND : 43ぺージの「才ートサラ 

ウンドで再生する」参照。 

• ALC: 43ページの「オートサラウンドで再生する」 

参昭〇 

• DIRECT :すべての入力信号で原音に忠実な再生を 
します。 

• PURED 旧 ECT: アナ□グ信号、 PCM 信号 、 SACD 
信号までを含めたすべての入力信号に対して原音 
に忠実な再生をします。 

• OPTIMUM SURR : 43ページの「オートサラウ 
ンドで再生する」参照。 

因メモ 

• PURE DIRECT モードでは、スピーカ ー B から 
は音び出ません。また、 PURE D 旧 ECT モードで 
PCM 似外のソースを再生すると、再生直前にノイ 
ズび出ることびあります。この場合は D 旧 ECT か 
AUTO SURROUND にすることをお勧めします。 


サラウンド再生 


AUTO SURROUND / ALC/STREAM DIRECT 還択時の音の設定や機能が応表 

■ UU 下の表で〇のついている設定や機能は、設定されているとおりの内容で対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は対応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを 
おします。 

• 入力信号や本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場合は設定項目として表示 
されません。 


STREAM DIRECT 

PURE DIRECT 

AUTO 

SURROUND 

ALC 

OPTIMUM 

SURROUND 

DIRECT 

アナ□グ 
信号 
入力時 
<a> 

PCM 
2ch 
入力時 
<b> 

デジタル 
信号 
入力時 

スピーヵー設定 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

スピーカー出カレベル 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スピーカーまでの距離 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 

Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

定在波制御 

〇 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

フェイズコント□-ル 

〇 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

フェイズコント□-ルプラス 

〇 

〇 

〇 

〇 




フルバンドフェイズコント□ール 

〇 

〇 

〇 

〇 



( OFF ) 

X カーブ 

〇 

〇 

( OFF ) 

〇 



( OFF ) 

サウンドディレイ、 

オートディレイ 

〇 

〇 

〇 

〇 



O 

Hi - bit 32 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 

デジタルフィルター機能 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 

o 

アナ□グ ATT 

〇 

〇 

〇 

〇 



- 

DIGITAL SAFETY 

〇 


〇 

〇 



( OFF ) 

バーチャルサラウンドバック 

〇 



( OFF ) 



( OFF ) 

バーチャル八イト 

〇 



( OFF ) 



( OFF ) 

バーチャルデプス 

〇 



( OFF ) 



( OFF ) 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能 

〇 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



( OFF ) 

低音の調整/高音の調整 

〇 

〇 

の服） 

の服） 



(Od 目） 

ダイア□グエン八ンスメント機能 

〇 


( OFF ) 

( OFF ) 



( OFF ) 

ダイナミックレンジコント□ール 
の設定 

〇 

〇 

〇 

( OFF ) 



( OFF ) 

LFE アッテネーターの設定 

〇 

〇 

〇 

〇 



O 

SACD ゲインの設定 
< c > 

〇 

〇 

〇 

〇 



o 

オートサウンドレト U バー機能 

〇 

〇 

( OFF ) 

( OFF ) 



( OFF ) 

センターゲインの調整 

〇 

〇 

〇 

〇 



O 


a アナ□グ信号び、 DSP ( Di 邑 ital Signal Processor ) を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 （ANALOG DIRECT ) 
b PCM 信号び 、 DSP (Digital Signal Processor ) を経由しないで直接 D / A 変換され、アンプに入力されるモードです 。 (PCM 
DIRECT ) 

C SACD 再生時のみ。 


Ja 









































ラウンド再生 


再生中にスピーカーの出カレベルを調 
壁する 

再生している音を聴さなびら、チヤンネルごとに出カレ 
ベルを調整でさます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 CH レベルボタンを巧して、調整したいスピー 
力一 のチヤンネルを選択する。 

ディスプレイに 「L ◄ + 日.已 d 日►」などと表示されます。 
押すたびにチヤンネ j レび切り換わります。 

3和/-►ボタンで出カレベルを調整する。 

-12.0 dB から+ ] 2.日 dB の範囲内で、日.已 d 巨間隔で 
調整でさます。 


が就!に応じて MCACC のメモリーを 
巧い分ける 

「フルオート MCACC 」 や「才ート MCACC 」 、「マニ ユア 
ル MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 (MCACC 
MEMORY ) を選択します。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2再生中に、 MCACC ボタンを巧して MCACC 
MEMOR 丫を選ぶ。 

押すたびに MCACC MEM 日 RY び切り換わります。 

• 工場出荷時は MEMORY 1に設定されています。 

• MCACC ボタンを押してから和/崎ボタンで選ぶ 
ことをでさます。 

• ヘッドホン使用時には効果びありません。 

• スピーカーシステムの設定は、すべての MCACC 
MEM 日 RY で共通の設定です。 


手順例 



いろいろながミ兄に合わせた音場補正で最適 
なサウンドを楽しむ 

「映画鑑賞のとさとゲームを楽しむとさで座る位置び違 
ラ」といラ場合などは、それぞれの U スニングポジシヨ 
ンで MCACC (音場補正）を行ラと、常に最適な状態で 
サラウンドを楽しむことびでさます。 

MCACC では目個までメモ IJ 一を持つことびでさるた 
め、音場ごとにあらかじめ測定を行い、再生時にそれら 
の MCACC MEM 日 R 丫を選択してください。 

活用例 

• 映画はモニターから離れた位置で観たい 
• ゲームはモニターの近くで楽しみたい 
• 普段の IJ スニングポジションとは違ラ位置のソ 
ファーで音楽を聴さたい 


• 各音場補正の設定 (MCACC MEMORY ) の名前を 
変更することびでさます。 

たとえば、 「 SYMMETRY 」、「 ALLCHADJ 」、 

「 FR 日 NTAUGN 」 の EQ 補正を聞さ比べたいとさ 
は、同じ U スニングポジションでそれぞれの補正を 
行い、77ページの「設定データの名前を変更する 
( MCACC メモ IJ 一の名称変更)」で名前を変更しま 
す。 

それぞれ 「 SYMMETRY 」、[ ALLADJ ]、[ F . AUGN ] 
と名前をつければ 、 MCACC MEM 日 R 丫を選択する 
際に内容びわかりやすく便利です。 


アナ □ グ入力信号の歪みを低減する ム 


アナ□グ音声信号び過度に入力され（フ□ント表示部の 
OVER インジケーターび点なして）音び歪んでしまラと 
さ、入力信号レベルを下げて歪みを低減することびでさ 
ます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2アナ□グ ATT ボタンを巧す。 

押すたびにインプットアッテネーター機能の日 N と 
OFF び切り換わり、日 N のとさに ATT インジケーターび 
点なします。 


音源 


フ□ント スピーカー 

寺)' 


寺)'、' 

ヴブウ 


リスニング 

ポジション 


\ ィ 

-フアー 




タイミングび 
遅れて打ち消し 
合っている状態 


• リズムびぼやけてはっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の I 」ア I 」テイびない 


位相部れを補正ずる 

音の入り□から出□までの時間と位相を精密に管理す 
ることで、従来にない高音質なサウンドび実現でさま 
す。この「時間と位相を管理する」 I -ータルコンセプト 
びパイオニアオ U ジナルの「フェイズコント□ール」で 
す。本機は AV アンプで発生している低域の位相乱れ(群 
遅延）を補正する「フェイズコント□ール」機能および 
スピーカーで発生している全帯域にわたる位相乱れ（群 
遅延）を補正する「フルバンドフェイズコント□ール」 
機能を搭載しています。 

• 位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2 
つの音波の山と山び合っている状態を位相び合って 
いる、合っていない状態を位相びズレていると言い 
ふ^ 〇 


ほ域の位相乱れを補正する（フェイズコン 
卜□—ル） 

マルチチャンネル再生する際 、 LFE (超低域）信号や各 
チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他 
の最適なスピーカーに振り分けられるよラ処理されま 
す。しかし、この処理には原理上、位相びズレてしまラ 
周波数（群遅延）び発生するという問題びあり、低域だ 
けび遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により 
低音び巧ち消されるなどの現象び発生します。 

本機では、フェイズコント□ールを日 N にすることで、 
原音に忠実な力強い低音を再現でさます。工場出荷時は 
日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧 
めします。 


リスニング 
ポジション 

邀 

A f 本来の音色び 
1 聞こえる状態 


- U ズムびはっきりする 
-低音の量感び失われない 
-楽器の U ア U ティを感じる 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 PHASE CTRL ボタンを巧して 、 PHASE 
CONTROL を選ぶ。 

^インジケーターび点なします。 

ボタンを押すたびに日 N と日 FF び切り換わります。 

因メモ 

• フてイズコント□ール規格で作られたディスク似外 
は、低域 ( LFE ) び遅れて記録されているものびあり 
ます。本機ではそういったディスクの位相ずれを補 
正するために「フェイズコント□ールプラス」機能を 
備えております。設定の仕方は5日ページの「オー 
ディオ調整機能を使用する」をご覧ください。 

• サブウーファー本体に PHASE 切換スイッチびつい 
ているとさはプラス側（日°側）に設定してください。 
ただし、本機のフェイズコント□ールを日 N にしてを 
効果びわかりにくいとさは、サブウーファーの固体 
差び考えられますので、効果の大さい方を選んでく 
ださい。また効果びわかりにくいとさは、サブウー 
ファーの向さや場所を少しずつ変えてみることをお 
勧めします。 

• サブウーファー内蔵の□ーパスフィルタスイッチ 
を日 FF にしてください。日 FF にでさないサブウー 
ファーの場合は、カットオフ周波数を高く設定して 
<ださい。 



音源 


フ□ン トス ピーカー 

部） 


部）’ V パ. 

ヴブウーファー 





















































• スピーカーの距離を正しく設定しないと、フェイズ 
コント□一 j レの効果び正しく出ない場合びありま 
す。 

• 切下のとさはフェイズコント□ールモードを日 N に 
でさません。 

一へッドホンを挿入しているとさ 
— PURE DIRECT モードのとき 

ー オーディオ調整機能の HDMI 音声出力を 

THROUGH に設定しているとき。 （ 5日ページの 
「オーディオ調整機能を使用する」） 


を帯域にわたる位ホ目乱れを補正する（フルバ 
ンドフェイズコント□—ル） 

フルバンドフェイズコント□ールは、スピーカーの周波 
数位相特性を測定し、補正する機能です。 

一般的な才ーブィオ用のスピーカーでは、複数のスピー 
カーユニットで周波数帯域を分割して再生します。たと 
えば代表的な 3 way スピーカーの場合、ツイ ーターで 高 
域、ス〕一力一(ミッドレンジ）で中域、ウーファーで 
低域音声を出力します。この際、スピーカーは広帯域に 
わたって周波数振幅特性（いわゆる F 特）びフラットに 
なるよラ設計されていますび、周波数位相特性はフラッ 
卜にならないことび多く、音声信号再生時、高域に対し 
て低域び遅れるといラ群遅延（帯域間での位相特性のズ 
レ）び発生します。 

本機ではスピーカーから出力されたテスト信号を付属 
のマイクで測定することによってスピーカーの周波数 
位相特性を解析し、音声信号再生時の周波数位相特性び 
フラットになるように補正します （ L / R でペアになって 
いるスピーカー ] 組に対して同じ補正を行います）。 

• 工場出荷時は、フてイズコント□ール機能び日 N の状 
態です。 フルオート MCACC( 34ページの「スピー 
力一の自動設定を行ラ 〜フルオート MCACC 〜」）を 
行うか、 才ート MCACC の Full Band Phase Ctrl 
(72 ページ）を行うと、測定後フルバンドフェイズ 
コント□ール機能び自動的に日 N になります。フルバ 
ンドフェイズコント□ールを日 N にすることで、フェ 
イズコント□-ル機能を日 N になるので、通常はフル 
バンドフェイズコント□ールび日 N の状態でのご使 
用をお勧めします。 


フルバンドフェイズコント□-ル OFF 


位相乱れ（群遅延）の影響で、高音域に巧して低音域び遅れ 
ている（スピーカー構成によってはこの遅れ度合いもバラバ 
ラなので、音のつなびりにち影響する）。 



フルバンドフェイズコント□ール ON 


位相乱れ（群遅延）を補正することで帯域間の遅延時間差び 
縮まり、全帯域のタイミングびそろう（各チヤンネル間の夕 
イ S ングちそろラので音のつなびりち向上する）。 



- ボーカルの□元の動さまで感じることびでさる 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 PHASE CTRL を巧して、 

FULLBAND PHASE を選ぶ。 

フェイズコント□ールとフルバンドフェイズコント 
□ールの機能び日 N になります。 FULL BAND と户イ 
ンジケーターび点なします。 


◎ メモ 

• スピーカーの周波数位相特性を解析するための測定 
は、 フルオート MCACC (34 ぺージの「スピー 
力一の自動設定を行ラ 〜フルオート MCACC 〜」）を 

行うか、 才ート MCACC で Full Band Phase Ctrl 


を行ってください。測定を行っていない状態では 

FULLBAND PHASE を選択することはできませ 

• フルバンドフェイズコント□ールは周波数位相特性 
のみを補正しており、周波数振幅特性 （ F 特）には影 
響を与えません。 

• サブウーファーはフルバンドフェイズコント□ール 
の補正対象外です。また、原理的に群遅延び発生しな 
いスピーカー（フルレンジスピーカー）や可聴帯域外 
の超高音域（スーパーツイーターなど）を補正対象外 
です。 

• 入力信号や IJ スニングモードによってはフルバンド 
フェイズコント□ールを日 N にでさないことびあり 
ます。 

• のとさはフルバンドフェイズコント□ールを 

日 N にすることびでさません。 

—へッドホンを挿入しているとき 
— PURE DIRECTS- ドのとき 

ー オーディオ 調整 機能の HDMI 音声出力を 

THROUGH に設定しているとき。 （ 5日ページの 
「オーディオ 調整 機能を使用する」） 

フルバンドフェイズコントロールの FRONT 
ALIGN 機能を使う 

フルバンドフェイズコント□ールではスピーカー全域 
(フルバンド）における周波数位相特性の乱れ（群遅延） 
を補正しますび、本機ではフ□ントスピーカーの周波数 
位相特性に他のスピーカーの周波数位相特性を合わせ 
るように補正することびできます （FRONT ALIGN )。 
• tU 下の設定、操作を行ラことで、フルバンドフェイズコ 
ント□ールの補正を FRONT ALIGN モードで動作でさ 
ます。 


1 フルオート MCACC (または 

才ート MCACC ) で 、 Full Band Phase Ctrl の 

測定が済んでいる状態にする。 

2フルオート MCACC (または 

才ート MCACC ) で、 EQ タイプが FRONT ALIGN 

で測定されている状態にする。 

3 MCACC ボタンを巧して EQ タイプび 
FRONT ALIGN で測定されている MCACC 
MEMORY を選ぶ。 

4フルバンドフェイズコント□ールを ON のが 
態にする。 









































ホームメディアギヤラリーの再生 


ホームメデイアギヤラ y —の再生 


本機のリモコン操作にごいて 

〇重要 

• SC - LX 8 己と SC - LX 7 己では付属のリモコンを 
AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 
SC - LX 85 は U モコン操作モード切り換えスイッチ 
を AV アンプに 合わせます。 SC - LX 75 はボタ 
ンを押します。本取扱説明書で 「 IJ モコンを AV アン 
プ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それ 
ぞれ上記の操作を行ってください。 


ホームメデイアギャラ U -について 



MEDIA GALLERY 


ホームメディアギャラ ij 一では、 LAN 端テを使うこと 
で似下の機能をお楽しみいただくことびでさます。 

1パソコンにためた音楽ファイルを本機で再生 

パソコンなどに保をされているたくさんの音楽ファイ 
ルを本機で再生することびでさます。お手持ちのネット 
ワーク機器の取扱説明書とあわせてご確認ください。 

• パソコンじ(夕 W こも、 DLNA 1. 日または DLNA 1. 己に 
準拠したメディアサーバー機能を持つ機器（たとえ 
ば、ネットワーク型八ードディスクやネットワーク 
対応のオーディオシステムなど）であれば保をされ 
ているファイルを本機で再生することびでさます。 

2インターネットラジオを聴く 

パイオニア専用に編集、管理されている vTuner び提供 
する放送局 U ストから、お好さな放送局を選んで再生す 
ることびでさます。 

因メモ 

• 本機は下記の技術を使ってネットワーク上の機器に 
保をされている音楽ファイルを再生します。各技術 
の詳細については「用語解説」をあわせてご覧くださ 
い。 

—Windows Media Player 11 
—Windows Media Player 12 
—Windows Media DRM 
—DLNA 

. 画像/動画ファイルは再生でさません。 


• Windows Media Player 11 または Windows 
Media 円 ayer ] 2 をお使いの場合、本機では著作権 
保護のかかっている音楽ファイルを再生することび 
でさます。 

• 本機び対応している形式のファイルでを再生でさな 
いことびあります。 

• 放送局 IJ ストで選択でさる放送局でを再生でさない 
ことや、再生の状態び不安定になることびあります。 

• 接続している機器の種類やソフトウェアのバージョ 
ンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルの形式は接続している機器に 
よって異なります。接続している機器び対応してい 
ない形式のファイルは表示されません。詳しくはお 
使いの機器のメーカーにお問い合わせください。 

• 接続している機器の性能や状態によって再生び停止 
したり、正しく再生でさないことびあります。 

• 再生でさないファイルやインターネットラジオ放送 
局びあった場合は、自動で次の再生でさるファイル 
や受信可能なインターネットラジオ放送局を再生し 
ます。 

• ネットワークの通信び混雑していると、ファイル 
び表示されない、または再生でさないことびあり 
ます。ネットワーク上の機器と接続するとさは 
1日日目 ASE - TX のご利用をお勧めします。 

• ネットワーク上の複数の機器び同じファイルを同時 
に再生すると再生び停止することびあります。 

• 接続している機器にインターネットセキュ U ティー 
ソフトウェアなどびインス I -ールされているとネッ 
トワークに接続でさないことびあります。 

• 当社は、本機とネットワーク上で接続している機器 
の不具合やファイルまたはデータの破損などに関し 
て、一切の責任を負いかねますのであらかじめご了 
承ください。接続している機器のメーカー、またはプ 
□バイダーにお問い合わせください。 


ホームメデイアギヤラリーをお楽しみいた 
だ<ためのステップ 

1 「LAN 端テでネットワークに接続する 
卜31ぺージ） 

2 r 接続しているサーバーに本機を認証させる」 
卜46ぺージ） 


3 「ネットワークの設定を行う」 
卜82ぺージ） 


4 「ホームメディアギヤラリー入力で再生する」 
(一47ぺージ） 


はじめに 


DLN A に準拠した機器の再生について 

本機は下記の機器に保をされているネットワーク上の 
音楽ファイルを再生でさます。 

•OS び Microsoft Windows Vista または XP 
Service Pack 3 で 、 Windows Media Player 11 
びインス I -ールされているパソコン 

• OS び Microsoft Windows 7で 、 Windows Media 
Player 12 びインス I -ールされているパソコン 

• DLNA 1. 日または DLNA 1.5 に準拠したメディア 
サーバー（パソコンやネットワーク型八ードディス 
クなど） 

上記のパソコンまたは、 DLNA 認証を受けたサー 
パ '— (Digital Media Server ) に保をされているファ 
イルは、 DLNA 認証を受けた DMC (Digital Media 
Controller ) と呼ばれる外部コント□ーラーからの指 
示で再生することびでさます。この DMC からコント 
□ールされ、ファイルを再生する機器を DMR (Digital 
Media Renderer ) と呼びます。本機はこの DMR に対応 
しています。 DMR 動作中は、外部コント□ーラーから 
の操作によりファイルの再生、停止などび可能となりま 
す。また、音量調節や消音（ミュート）操作を行ラこと 
びでさます。 DMR 動作中に IJ モコン操作をした場合に 
は DMR 動作は解除します（ただし、 音量+/-、消音 お 
よび表示など一部のボタンは除きます)。 

• 使用する外部コント□ーラーによっては、音量調節 
を行ラと再生び中断することびあります。この場合 
は本体または U モコンで音量調節を行ってくださ 
い。 


iPod touchu iPhone ^ iPacK iTunes で 
AirPlay を使 3 には 

本機は 、 iPod touch 箱2、第3、第4世代 )/ iPhone 
4 /iPhone 3 GS / iPad の iOS 4.2 似降 、 iTunes 10.1 
似降 ( Mac または PC ) からの Airplay の音声スト IJ -ミ 
ングに対応しています。 

Airplay を楽しむには 、 iPod touch , iPhone , iPad , 
iTunes で本機を選びます。木] 

Air 円 ay び開始されると、本機の入力びホームメディア 

ギャラ U —に自動で切り換わります。木2 

Air 円 ay 動作中は、似下の操作や表示びでさます。 


• iPod touch 、 iPhone 、 iPad や iTunes からの本機の 
音量調負口 

• 本機の U モコン操作での一時停止/再開、スキップ、 
ランダム /IJ ピート 

• アーティスト名、曲名、アルバム名を含む再生中の情 
報を表 

*1 ;iPod touch 、 iPhone 、 iPad や iTunes の操作は、 
Apple 社のホームページを参照してください。 
http :// www . apple.com 

木2 :ネットワーク設定のネットワークスタンバイび 

ON のとさは、本機の電源び自動で日 N になります。 

因メモ 

• Air 円 ay を使うにはネットワーク環境び必要です。 

• 本機の名前び iPod touch 、 iPhone 、 iPad、iTunes 
上に再生機器として表示されます。 

また、 ネットワーク設定のフレンドリーネームで 本 

機の名前を変更でさます。 

• 本機に搭載されている Air 円 ay 機能は、パイオニア 
ホームぺージに記載されている iPod 、 iPhone、iPad 
のソフトウェアバージョンおよび、 iTunes のソフト 
ウェアバージョンに基づいて開発、テストされたを 
のです。パイオニアホームページに記載されている 
パージョン iU 外の iPod 、 iPhone 、 iPad のソフトウェ 
アまたは iTunes を使用した場合、 Air 円 ay 機能の互 
換性び無くなる場合びあります。 


DHCP ヴ ー / V — 機能について 

ネットワーク上の機器に保存されている音楽ファイル 
やインターネットラジオを再生するには、ルーターの 
DHCP サーバー機能び日 N になっている必要びありま 
す。 DHCP サーバー機能びないルーターの場合はネッ 
トワークの設定を行わなければネットワーク上の音楽 
ファイルやインターネットラジオの再生びでさません。 
詳しくは82ページの r ネットワークの設定を行う」を 
ご確認ください。 


接続しているヴー/ V —に本機を認証させる 

ホーム メディアギャラ U —を使ってサーバーに保存さ 
れているファイルを再生するには、あらかじめサーパー 
び本機を認証（許可）している必要びあります。認証 
滸可）方法は接続しているサーパーによって異なりま 
す。詳しくはサーノ（一の取扱説明書をご覧ください。 


















ホームメディアギヤラ IJ - 入力で再生 
する 


1 ( SC - LX 8 曰のみ） 
モードにする。 


テレビー I I I-AV アンプ 


リモコンを入力機器操作 


こ - UJ-A 

曲 


2 HMG ボタンを巧して、入力をホームメディア 
ギヤラリーにする。 

ネットワークに接続するため、多少時間びかかることび 
あります。起動後は1；1下の画面び表示されます。圍の横 
の数字は接続されているサーノ（一の数を表しています。 


. サーバー： 47ページの「ネットワーク上の機器の 
再生について」 

◎ メモ 

• 本機の GUI 画面で表示でさない文字は「#」で表示さ 
れます。また、サブゾーンの画面で表示でさる文字は 
英数字のみです。 

• Windows のネットワーク環境で、ドメインび構成さ 
れている場合、ドメインに□グオンしているとパソ 
コンに接続でさません。ドメインではなく□一カル 
マシンに□グオンして<ださい。 

• 可変ビットレート ( VBR ) で圧縮されたファイルを 
再生でさますび、経過時間び正しく表示されないこ 
とびあります。 

• 己分間何を操作びないとさはスク IJ ーンセーノ（一機 
能び働さます。スク IJ ーンセーバー機能を解除する 
とさは何かボタンを押します。 

ネットワーク上の機器の再生について 

再生画面について 

ファイルの再生を行うとの画面び表示されます 

(ファイルによってはすべての項目び表示されないこと 

びあります)。 


• D マークの ついていない サーバーには アクセスで 
さません。 

3 t /4^ ボタンで再生したいカテゴリーを選ん 
で、ミ夫定ボタンを巧ず。 

カテ 3' U —は下の中から選びます。_ 

• Internet Radio :インターネットラジオ 
• サーバー 名；ネット ワーク 上の サーバー 

• Favorites :登録されたお気に入りのファイル _ 

• Recently played: インターネットラジオの受信履 
歴（最新20件） 

選んだカテ 3' U —によってファイ j レや放送局などの U 
ストび表示されます。 

4 ボタンで再生したいフォルダ—やファ 
イル、放送局などを選んで、決定ボタンを巧す。 

t / l ^ で画面をスク□ールでさます。選んだ項目び音楽 
ファイルの場合、再生画面び表示され、再生び始まりま 
す。前の画面に戻るには 戻る を押します。 

再生画面からフォルタ'一/ファイル U スト画面を表示 
させたとさ、フォルタ'一/ファイル U スト画面で]日砂 
間操作びないと自動的に再生画面に戻ります。 

再生でさるのは々マークのついている音楽ファイルで 
す。 f / l . ミ夫定ボタンでファイルを選びます。 

己手順3を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

それぞれの詳しい操作はをご確認ください。 

• インターネットラジオ： 47ページの「インター 
ネットラジオを聴く」 


因トップメニュ ー 


Now Playing 


ジャン j レ 
フォーマット 
ビットレート 
バッファー 


戻る因 


-曲名 

-再生モード 
-アーティスト名または 
ファイル名 

-アルバム名 

-再生時間表示 
-ファイル情報 


本機の IJ モコンで下の操作びでさます。再生している 
カテ 3' ij —によっては使用でさないボタンびあります。 


ボタン 

機能 

► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 

■ 

再生を停止し、 U スト画面に戻ります。 

決定 

再生と一時停止の切り換えをします。 


再生中のトラックの先頭に戻ります。続けて 
巧すと、前のトラックに戻ります。 

►►1 

次のトラックの先頭に進みます。 


U ピート再生を設定します。押すたびに]巧1」 
ピート、 U ピートオール、 U ピートオフに切 
り換わります。 

文 

ランダム再生を設定します。押すたびにラン 
ダムオン、ランダムオフに切り換わります。 




ホームメディアギヤラリーの再生 


ボタン 

機能 

表示 

フ□ントパネル表示の内容を切り換えます。 

告/崎 

フオルダー/ファイル U ストの階層を前後へ 
切り換えます。 

トップメ 

ニユー 

トップメニューを表示します。 

戻る 

前の画面に戻ります。 


インターネットラジオを聴< 

インターネットラジオとは、インターネットを通じて配 
信しているラジオのことです。インターネットラジオの 
放送局には個人び運営するをのから地上波の放送局び 
運営するをのまで、さまざまな放送局び世界中に多数を 
在しています。地上波のラジオは電波の届く範囲でのみ 
放送を聴くことびでさますび、インターネットラジオで 
はインターネットを通じて世界中の放送を聴くことび 
でさます。 

インターネット回線の状況によっては、放送局の音声び 
中断したり、とぎれて聞こえることびあります。 

• インターネットラジオを聴くとさはインターネット 
をブ□ー ドバンドで接続してください。56 K モデム 
や ISDN では十分にお楽しみいただけないことびあ 
ります。 

• インターネットラジオは放送局によってポート番号 
び異なりますので、ファイアウォールの設定をご確 
認ください。 

• vTuner から提供されている放送局 U ストは予告な 
く停止される場合びあります。 

• ラジオ局によっては放送び中止、中断されているこ 
とびあります。この場合は放送局 U ストで選択でさ 
る放送局でを再生することびでさません。 

• 放送局によっては曲名などび正しく表示されない場 
合びあります。 

再生画面について 

放送局を受信すると似下の画面び表示されます。 OU 下 
の画面は一例で、実際の表示はラジオ局によって異なり 
ます。） 



曲名 

再生モード 
アーティスト名 
放送局名 


再生時間表示 
ファイル情報 


ラジオ局の U ストについて 

本機のインターネットラジオ局 IJ ストは、ラジオ局デー 
タベースサービス ( vTuner ) を利用しています。この 
データベースサービスは、本機用に編集•作成された IJ 
ストです。 vTuner について、詳しくは ] 日3ページの 
「 vTuner 」 をご確認ください。 

放送局の記憶と呼び出し 

インターネットラジオの放送局を記憶したり、記憶した 
放送局を簡単に呼び出すことびでさます。詳しくは49 
ページの「インターネットラジオの応用操作」をご覧 
ください。 

パイオニア専用サイトか SvTuner のリストにな 
い放送局を営録する 

本機では vTuner から配信される放送局 U ストにない放 
送局を登録し、再生することびでさます。本機で登録に 
必要なアクセスコードを確認し、そのアクセスコードを 
使ってパイオニア専用のインターネットラジオサイト 
にアクセスし、お気に入りの放送局の登録などを行いま 
す。パイオニア専用のインターネットラジオサイトは似 
下のアドレスです。 
http :// www . radio - pioneer.com 

1インターネットラジオのリスト画面を表示す 
る。 

47ページの「ホームメディアギャラ IJ 一入力で再生す 
る」を参照して手順]〜3を行います。 

2 t ボタンで [ Help ] を選んで決定ボタンを 
巧す。 



3 t /4 ボタンで [Get access code ] を選んで 

決定ボタンを巧す。 

パイオニア専用のインターネットラジオサイトでの登 
録に必要なアクセスコードび表示されるので、メモを 
取っておさます。 

Help 画面では似下の点を確認でさます。 

• Get access code ;パイオニア専用インターネッ 

トラジオサイトの登録に必要なアクセスコードび 
表示されます。 
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ホームメディアギヤラリーの再生 


• Show Your WeblD/PW :パイオニア専用イン 
ターネットラジオサイトで登録したあと、登録され 
た ID とパスワードび表示されます。 

• Reset Your WeblD/PW ;パイオニア専用イン 
ターネットラジオサイトで登録した内容をすべて 
U セットします。 U セットすると登録した放送局を 
すべて消えてしまいますので、同じ放送局を聞さた 
いとさは U セット後、再度登録をしてください。 

4お手持ちのパソコンでパイオニア専用のイン 
ターネットラジオサイトへアクセスし、登録操作 
を行う。 

http :// www . raclio - pioneer.com 

上記サイトへアクセスし、手順3のアクセスコードを使 

い、画面に従ってユーヴー登録を行います。 

己パソコンの画面に従ってお気に入りの放送局 
を登録ずる。 

vTuner の U ストにない放送局はをちろん、 vTuner の放 
送局 IJ ストにある放送局を登録でさます。この場合はお 
気に入りの放送局として本機に登録され、再生すること 
びでさます。 


Favorites の再生について 

お気に入りの曲やインターネットラジオ局を、 

Favor け es フォルタ'—に最大2日まで登録することびで 
さます。 

Favorites フォルダーへの登録と削除 

登録したい曲の再生画面または登録したい曲び U スト 
で選ばれているとさに PGM ボタンを押します。選んだ 
曲び Favorites フォルダーに登録されます。 

登録された曲を削除するときは、 Favorites フォル 
ダーを選択し、削除したい曲を選んで クリア ( SC - 
LX 85) /’/CLR ( SC - LX 75) ボタンを押します。選ん 
だ曲び Favorites フオルダーから削除されます。 


めに VVMDRM ソフトウェアを使用します 。 WMDRM 
ソフトウェアびコンテンツの保護に失敗した場合、コン 
テンツ所有者は保護されたコンテンツの再生やコピー 
のために VVMDRM を使用しているソフトウェアの能 
力を無効にするよラ、マイク□ソフトに要請することび 
あります。無効化は、保護されていないコンテンツには 
影響を与えません。保護されたコンテンツに対するライ 
センスをダウン□ー ドするとさは、マイク□ソフトび 
そのライセンスと一緒に失効 U ストを含ませることび 
あることに同意する必要びあります。コンテンツ所有者 
は、それらのコンテンツのアクセスに対して WMDRM 
をアップグレードすることを要求することびあります。 
ちしをアップグレードを断ると、アップグレードを要ホ 
するコンテンツへアクセスすることびできなくなりま 
す。 

本製品は、米国 Microsoft Corporation の知的 
所有権により保護されています。米国 Microsoft 
Corporation の許可を得ずにこの技術を本製品し义外で 
使用または頒布することは禁じられています。 


ネットワークを使つたか部コンテンツのご 
利用について 

外部コンテンツのアクセスには高速インターネットへ 
の接続び必要であり、プ□バイダーへの登録や契約び必 
要となります。第兰者び提供するコンテンツのサービス 
は、予告なく、変更、中断、中止される可能性びあり、 
パイオニアは、そのような事態に対していかなる責任も 
負いません。パイオニアは、外部コンテンツの提供サー 
ビスの継続や利用可能期間について、いかなる保証をし 
ません。 


Windows Media DRM にごいて 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) (し: TF 、 
WMDRM ) は、コンピューター、デジタルオーディオ 
プレーヤー、ネットワーク機器などの再生を防いだり、 
デジタルコンテンツを安全に配信するためのプラット 
フォームです。ホームメディアギヤラ IJ 一のネット 
ワークオーディオでは、 WMDRM 10 for networked 
devices に基づいて機能します。 WMDRM で保護さ 
れたコンテンツは VVMDRM の機能を有するメディア 
サーノ く一と接続したとさのみ再生でさます。 

コンテンツ所有者は、著作権を含む知的所有権を保 
護するために Windows Media デジタル著作権管理 
テクノ□ジー （ VVMDRM ) を使用します。本製品は、 
WMDRM で保護されたコンテンツにアクセスするた 


巧庶ファイルフオーマツトについて 

本機のホームメディアギャラ U —入力は ■ tU 下のファイルフオーマットに対応しています。 

• 本機び対応している形式のファイルでを再生でさないことびあります。 

• 接続している機器の種類やソフトウエアのバージョンによって働かない機能びあります。 

• 対応しているファイルの形式は接続している機器(サーバー)によって異なります。接続している機器び対応して 
いない形式のファイルは表示されません。詳しくはお使いの機器(サーバー ） のメーカーにお問い合わせくださ 
い。 

• サーバーによっては本機び対応していないフオーマットを変換（トランスコード）して出力でさるをのをありま 
す。詳しくはサーノ（一の取扱説明書をご確認ください。 

• インターネットラジオの再生では、インターネット経由の通信環境に影響を受けることびあり、その場合はここ 
に記載されているファイルフオーマツトでを再生でさないことびあります。 


音声ファイル 


I 種別 

拡張子 

スト U —ム 







サンプリング周波数 

8 kHz へ 

- 48 kHz 

MP 3 

< a > 



量子化ビット数 

16 bit 


. mp 3 

MPEG -1 オーディオレイヤー 3 

チヤンネル数 

2 ch 




ビットレート 

8 kbps 

〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

8 kHz へ 

- 48 kHz 

LPCM 

< b > 

LPCM 

量子化ビット数 

16 bit . 

20 bit 



チヤンネル数 

2 ch 





ヴンプ U ング周波数 

8 kHz へ 

-] 92 kHz 

WAV 

.wav 

LPCM 

量子化ビット数 

] 6 bit 、 

20 bit ' 24 bit 




チヤンネル数 

2 ch 





ヴンプ U ング周波数 

8 kHz へ 

- 48 kHz 




量子化ビット数 

16 bit 




WMA 2/7/8 

チヤンネル数 

2 ch 





ビットレート 

已 kbps 

〜320 kbps 

WMA 

.wma 


VBR/CBR 

対応/対応 


サンプリング周波数 

8 kHz へ 

- 48 kHz 




量子化ビット数 

16 bit 




WMA 9 

チヤンネル数 

2 ch 





ビットレート 

己 kbps 

〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 




サンプリング周波数 

32 kHz 

〜 48 kHz 


. m 4 a 

MPEG -4 AAC LC 

量子化ビット数 

16 bit 


AAC 

.aac 

.3 gp 

.3 呂 2 

MPEG -4 HE AAC 

チヤンネル数 

2 ch 



(aacPIus vl /2) 

ビットレート 

16 kbps 〜320 kbps 




VBR/CBR 

対応/対応 






































非 u —ム 


サンプ U ング周波数 32 kHz - 192 kHz 





量子化ビット数 

8 bit ' 16 bit 、 24 bit 

FLAG 

.flac 

FLAC 

チヤンネル数 

2 ch 




ビットレート 

- 


VBR/CBR 


a MPEG Layer -3 音声復号化技術は、 Fraunhofer IIS および Thomson multime 出 a からライセンスされています。 
b ヘッダーのない LPCM ファイルはサーバーからのスト U —ミングデータのみ対応のため、拡張子はありません。 


インターネットラジオの応用操作 


インターネットラジオの放送局を記憶する 

本機では、よく聴く放送局を A 〜 G のクラスに各9局、 
合計63局まで記憶することびでさます。 

1記憶させたい放送局を再生する。 

47ページの「ホームメディアギャラ IJ 一入力で再生す 
る」の手順1〜4を行い、記憶させたい放送局を再生し 
ます。 

2ツールボタンを巧して、放送局の記憶モード 
にする。 


3クラス （ SC - LX 8 己 ） /ENTER (12) ( SC - 
LX 7 日）ボタンを巧して、記憶させるクラスを選択 
する。 

A 〜 G のいずれかを選びます。 

4 t /4^ ボタンで記憶させるステーション番号 

を選んで決定ボタンを巧ず。 

数字ボタンでステーション番号を選ぶことをでさます。 
] 〜9のいずれかを選びます。 


記憶したインターネットラジオの放送局を 
採び出す 

放送局を呼び出すには、その前に放送局を記憶する必要 
びあります。放送局を記憶していない場合は、49ペー 
ジの「インターネットラジオの放送局を記憶する」を 
ご覧ください。 

1クラス （ SC - LX 8 已 ） /ENTER (12) ( SC - 
LX 7 日）ボタンを巧して、呼び出したいクラスを選 
択する。 

ボタンを押すたびに A 〜 G のクラスび切り換わります。 

2 t /4^ ボタンで呼び出したいステーション番 

号を選んで決定ボタンを巧ず。 

数字ボタンでステーション番号を選ぶことをでさます。 
記憶されていないステーションを選ぶと 

Preset Not Stored と表示されます。 


ホームメディアギヤラリーの再生1 
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Bf いろいろな機能を使う 


いろいろな機能を ffi う 


本機のリモコン操作にごいて 

〇重要 

• SC - LX 85 と SC - LX 7 己では付属のリモコンを AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 SC - LX 8 己は U モ 
コン操作モード切り換えスイッチを AV アンプに 合わせます。 SC - LX 7 己は 防のりヲ 1 ボタンを巧します。本取扱説 
明書で 「 U モコンを AV アンプ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それぞれ上記の操作を行ってくだ 
さい。 


オーディオ調整機能を使用する 

ここでは、の表にある音声に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のう 
え、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

〇重要 

• 入力信号や本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場合は設定項目として表示 
されません。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2オーディオ調整ボタンを巧して、オーディオ調整機能にする。 

3 ta ボタンで設定項目を選ぶ。 

切下の表の設定項目から、お好みで調整したい項目を選びます。 

4手順3で選んだ項目の調整を、和/-►ボタンで行う。 

下の表の設定内容のとおりにお好みで調整します。 

己戻るボタンを巧して、オーディオ調整を終了する。 


才ーデイオ調整機能 


♦:工場出荷時の設定 

(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。表の最後に記載されている注記をご確認く 
ださい。） 


1設定項目 

機能 

表示と設定 1 

MCACC 

(MCACC メモ U -) 

MCACC MEMORY の選択 （ MCACC メモリーの名前を変更 
(77 ページ)しているときは変更した名前で表示されます。） 

参 Ml . MEMORY 1 

◄ Ml.MEMORY ] 〜 

M 6 .MEMORY 6 ► 

EQ 

選択されている MCACC MEMORY の周波数特性の補正の ON / 

参 EQ : ON 

(周波数特性の補正） 

OFF 日受も。 

それぞれの MEMORY ごとに設定でさます。 

OEQ : OFF 

S-WAVE 

選択されている MCACC MEMORY の定在波制御の効まの ON / 

• S-WAVE : ON 

(定在波制御） 

OFF 設定。 

OS-WAVE : OFF 

Phase C + 

(フェイズコント□-ル 
プラス機能） 

フェイズコント□一 J レ規格で作られたディスク似がは、低域 
( LFE ) び遅れて記録されているものびあります。そういった 
ディスクの位相ずれを補正します。 

•Phase C + :巨 ms 
◄ 0 ms 〜] 6 ms ► 


Ja 


1 設定項目 

機能 

表示と設定 1 

DELAY 

(サウンドディレイの調 
整） 

音声全体の遅延時間の調整（映像の動さのちびセ U フなどの音 
声より遅れている場合、音声全体を遅らせることで、映像の動 
さと音声とを合わせることびでさます。） 

•DELAY : 0.0 

◄ 0.0 frame ~ 10.0 frame (0.1 
間幅） ► 

.]frame =1/30# ( NTSC ) 

TONE 

「低音の調整」「高音の調整」をする/しないの設定。 

•TONE : BYPASS ( OFF ) 

(1 ンコント□ー ル） 

OTONE : ON 

BASS 

(低音の調整） 

低音のレベル調整 

•BASS : 0 (服） 

◄ -6 服〜 + 6 服り服間隔） ► 

TREBLE 

(高音の調整） 

《 ] 

高音のレベル調整 

•TREBLE : 0 (服） 

◄ -6 服〜+ 6服り服間隔） ► 


圧縮音声は圧縮処理される際、削除されてしまラ部分び発生し 

参 S.RTRV : OFF 


ます。才ートサウンドレト U バー機能を ON にすると、その削除 
されてしまった部分を巧い、音の密度感、抑揚感を向上させま 
す。 

ON を選ぶと、 HOME MEDIA GALLERY 入力（デジタル音声 
入力のみ）や US 目メモ U —から入力されたコンテンツのビット 
レート情報を元に、サウンドレト U バーの効果を最適化し、高 
音質化します。 

また、オートサウンドレトリバーリンク機能に対応したプレー 


S.RTRV 

(オートサウンドレト1」 
バー機能） 

《2 

OS.RTRV : ON 


ヤーと本機を HDMI で接続している場合、この設定を ON にする 
ことで、プレーヤーで再生している圧縮音声ファイルのビット 
レート情報を HDMI によるコント□-ル機能を使って取得し、そ 
の情報をもとに最適化します（オートサウンドレトリバーリン 
ク機能)。 


DNR 

雑音び多く含まれるソフトのノイズを低減する機能 （ 己2ページ 

•DNR : OFF 

(デジタルノイズ U ダク 
シヨン機能） 

の「デジタルノイズ1」ダクシヨン」参照)。 

2 ch 信号入力時にのみ効果びあります。 

ODNR : ON 

DIALOG E 

センター成分の定位感の調整機能 

(映画やドラマのセ U フ、または音楽のボーカルを際立たせ、よ 
り聴さ取りやすい音にします。） 

•DIALOG E : OFF 

(ダイア□グエン八ンス 
メント機能） 

《3 

◄ OFF / FLAT / UP 1/ UP 2/ UP 3 / 
UP 4^ 


CD や DVD 、 目 D といったデジタル音声信号への、ダイナミック 

参 Hi - bit 32 : ON 

Hi - bit 32 

レンジの拡大をする機能 ( PCM 16 bit または圧縮音声20 bit 
および24 bit を32 bit に再量テ化することで、より滑らかで繊 
細な音楽表現を可能にします。） 

OHi - bit 32 : OFF 

□FILTER 

AUDIO DAC (デジタルアナ□グコンバーター）のデジタルフイ 
ルターの種類を切り換えます。設定は SLOW (柔らかく緩やかな 

•□FILTER : SLOW 
( Hi-Samplin 呂） 

(デジタルフィルター機 
能） 

音の印象)、 SHARP (骨格感のある硬めな音の印象)、 SHORT 
(立ち上びりび早<、前に出てくるような音の印象）の3つから選 
びます。 

ODFILTER : SHARP 

ODFILTER : SHORT 

DUAL 

(デュアルモノラル音声 
の設恐 

] +1デュアルモノラル信号入力時、どちらの音声を再生させる 
かの設定（已2ぺージの「1+1デュアルモノラル信号とは」参 

昭^ 

•DUAL : CHI ( chi のみ再生） 

ODUAL : CH 2 ( ch 2 のみ再生） 

ODUAL : CHICH 2 (左ち同時再 
生） 

Fixed PCM 

( PCM 音声の再生設定） 

OFF の場合、 CD などの PCM 音声を再生したとさに巧の頭び切 

•Fixed PCM : OFF 

れることびあります。その場合は ON を選択してください。 

ON は PCM 音声専用です。 PCM 音声政がの信号では、音び出ず 
にノイズび出ることびあります。 

OFixed PCM : ON 











































いろいろは機能を巧ろ I f 


設定項目 

機能 

表示と設定 


音量の最わ小さい部分と最わ大さい部分の圧縮比率の調整。 
(ダイナ三ツクレンジを圧縮すると、音量を下げて映画などを楽 

•DRC : AUTO 

DRC 

(ダイナミックレンジコ 
ント□ール設定） 

ODRC : MAX (最大圧縮） 

しむ場合でわ、微小な音び聴さ取りやす<なりますび、大さい 
音量で楽しむとさは、 OFF にすることをお勧めします。） 

Dolby または DTS の音声ち式で作成された信号に有効です。 

ODRC : MID 

《4 

ODRC : OFF (圧縮無し：高音質再 
生） 

LFE 

マルチチヤンネルコンテンツには LFE (超低域音声成分）び含ま 

参 LFE : OdB 

( LFE アッテネーターの 
設思 

れていることびあります。 LFE レベルび大きくて、スピーカー 
からの音声に歪みび生じるときは、 LFE レベルをアツテネート 
(減衰）します。 

◄ OFF / -20 服/-15服/-10服/ 
-己服/ OdB ► 


SACD をより高音質で再生するための調整 

•SACD GAIN : OdB 

SACD GAIN 

( SACD ゲインの設定） 

(工場出荷時の「0」は、局レベルで記録されているプ'ィスクを 
再生しても音び歪まない設定になっています。「+日」に設定する 
と、 SACD のデジタル処理に+日 d 目のゲインを持たせ 、 SACD 
ディスクの情報をより忠実に引さ出すことびでさ、高音質再生 
び可能になります。） 

OSACD 白 AIN : +6 服 

HDMI 

( HDMI 音声出力の設定） 
※已 

HDMI IN に入力された音声を、どのよラに再生するかの設定。 
「 THROUGH 」 に設定したときは、本機からは音び出なくなり 
ます。 

参 HDMI : AMP 

(本機と接続したスピーカーで再生） 

OHDMI : THROUGH 

(HDMI OUT と接続したテレビで再 

生） 

A.DELAY 

HDMI どラしで接続された機器に対する機能で、音声と映像の遅 
延時間を自動で調整し、映像の動さと音声を自動で合わせます。 

• A.DELAY : OFF 

(オートディレイ(オート 
U ップシンク)の設定） 

《6 

OA.DELAY : ON 

C.WIDTH 

(センター幅の調整） 
(□□PLIIx MUS に時の 
み） 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにどの 
程度振り分けるかの調整 

(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した音場を創り出すこ 
とびでさます。） 

参 C.WIDTH : 3 
◄ 0〜7 ► 

0:センタースピーカーからのみ再 
生 

7:すべて左ちのフ□ントスピー 
力一に振り分け 

DIMENSION 

(ディメンションの調 
整） 

(□□PLIIx MUS に時の 
み） 

音場の強さのバランス調整（お好みの音場を創り出すことびで 
さます。） 

参 DIMENSION : 0 
◄ —3 〜+3 ► 

一3:後方の音場び強<なる 
+3 :前方の音場び強<なる 

PANORAMA 

前方の音場を左ちに大さ<回り込ませ、サラウンド ch につなげ 
るよラな効まを加える機能（正確な定位よりわ雰囲気を楽しむ 
ための機能です。） 

•PANORAMA : OFF 

(パノラマ調整） 

(□□PLIIx MUS に時の 
み） 

OPAN 0 RAMA : ON 

C.GAIN 

(センターゲインの調整） 
( Ne □: X モード還択時 
のみ） 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにどの 
程度振り分けるかの調整 

(音色の不一致び緩和された音楽再生に適した音場を創り出す 
ことびでさます。） 

♦ C.GAIN : 

NeoiX CINEMA 1.0 

NeoiX MUSIC 0.3 

Neo:X 白 AME 1.0 
◄ 〇〜 1.0 ► 

0 :ほぼすベて左ちのフ□ントス 
ピーカーに振り分け 

1.0 :主にセンタースピーカーから 
再生 


設定項目 

機能 

表示と設定 

EFFECT 

(ADVANCED 
SURROUND モ ー K や 
ALC モードの効果の調 
整） 

現在選択してし^る ADVANCED SURROUND のをモー 
ド （ F . S.SURR FOCUS , F . S.SURR WIDE . SOUND 
RETRIEVER A 旧必が)、または ALC モードの効まの調整 

参 EFFECT : 

EXT . STERE 0 90 
その他己 0 
◄ ] 0〜90 ► 

H.GAIN 

(八イトゲインの調整） 

DOLBY PLIIz HEI 白 HT モード時のフ□ント八イトスピーカー 

OH.GAIN : LOW 

からの出力の調整 ( HIGH にすると、最わ上ち向の臨場感び増し 

参 H.GAIN : MID 

ます。） 

OH.GAIN : HIGH 

V.SB 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとさでわ、仮想 
のサラウンドバックチャンネ J レ音声を創り出すための設定 

参 V.S 目： OFF 

(バーチャルヴラウンド 
バックの設定） 

义1 

OV.SB : ON 

V.HEIGHT 

フ□ント八イトスピーカーを接続していないとさでち、仮想の 
八イトチャンネル音声を創り出すための設定 

参 V.HEIGHT : OFF 

(バーチャル八イトの設 
定） 

《8 

OV.HEIGHT : ON 

V.DEPTH 

(バーチャルデプスの設 


• V.DEPTH : OFF 

ディスプレイの後ろに仮想の音場を広げ、 3 D 映像に適した奥行 

OV.DEPTH : MIN 

定） 

《9 

を感でヴラウンド再生します 

OV.DEPTH : MID 


OV.DEPTH : MAX 


1 TONE を ON にしたとさのみ調整でさます。 

2 iPod/USB、HOME MEDIA GALLERY、ADAPTER PORT 入力のときの工場出荷時の設定は ON です。 

3 UP ] から UP 4 へと設定を変えると、音像び上ち向に移動します。選択している U スニングモードによっては、効まび無いことび 
あります。 （ UP ] 〜 UP 4 は、フ□ント八イトスピーカーを接続しているときのみ選択できます。） 

4工場出荷時の設定では AUTO に設定されていますび、この状態で効まびあるのはドルビー TrueHD 信号のみです。その他の信号 
を入力しているとさは MAX か MID を選んでください。 

已シアターモードを使用しているとさは切り換えることびでさません（已4ページ)。本機の電源びスタンバイの状態で HDMI の音 
声と映像をテレビから出力したいときは、シアターモードを ON にする必要びあります（已4ページ)。 

6 HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効です。 ON に設定しても音声全体の遅延時間び改善されないとさ 
は、 OFF に設定して「サウンドディレイの調整」を手動で調整してください。 

7 •ヘッドホンを接続してし飞るときや、 IJ スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャルサラウンドバックの設定はできません。 

•スピーカー設定 （79 ぺージ）で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、サラウンドバックスピーカーび N0 (無 
し）のとさに、バーチャルサラウンドバックの設定びでさます。 

• スピーカーシステムでサラウンドバックスピーカーを接続しないスピーカー配置/使用パターンを選んでいるとさのみ使用で 
をます。 

8 •ヘッドホンを接続してし飞るときや、 U スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のとさは、バーチャル八イトの設定はでさません。また、実際にフ□ント八イトチャンネルび収録 
されたソースでもバーチャル八イトの設定はでさません。 

•スピーカー設定 （79 ぺージ）で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL で、フ□ント八イトスピーカーび N0 (無 
し）のとさは、バーチャル八イトの設定びでさます。 

• スピーカーシステムでフ□ント八イトスピーカーを接続しないスピーカー配置/使用パターンを選んでいるとさのみ使用でさ 
ます。 

9 •ヘッドホンを接続してし飞るときや、 U スニングモードび STEREO、FRONT STAGE SURROUND、SOUND RETRIEVER 
A 旧および STREAM D 旧 ECT のときは、バーチャルデプスの設定はできません。 

•スピーカー設定 （79 ぺージ）で、サラウンドスピーカーび LARGE または SMALL のときに、バーチャルデプスの設定びでき 
ます。 

• スピーカーシステムび 9.1 ch FH/FW で、 U スニン グモー ドを Neo:XCINEMA 、 Neo:X MUSIC または Neo:X GAME にして 

いるとさはバーチャルデプスの設定はでさません。 








































Bf いろいろな機能を使う 


1+1デュアルモノラル信号とは 

• モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 

一 巨 S デジタル放送 （ MPEG -2 AAC ) などのモノラルの二力国語放送や音声多重放送など 
-こ力国語放送などを HDD / DVD レコーダーやブルーレイディスクレコーダーのドルビーデジタル•デュアルモ 
ノラルモードで録画したをの 

ー ステレオの二力国語放送などは、デュアルモノラルとは異なるフオーマツトになります。 

一] +] デュアルモノラル信号の名称は機器によって異なります。詳しくは、テレビや HDD / DVD レコーダー、ブ 
ルーレイディスクレコーダーの取扱説明書をご覧ください。 

デジタルノイズリダクシヨン 

• し U 下の場合は、日 N にしてをノイズび十分に低減されないことびあります。 

一 突然のノイズ 

一 極端に大きいノイズ 

一高い周波数成分を非常に多<含む信号 

一をとちとノイズの少ない録音状態の良い信号 

• 各音源に対し、デジタルノイズ IJ ダクシヨンは似下のような改善効果びあります（ステレオ再生時)。 

—アナ□グ入力 .] 日 dB 〜18 dB 

—デジタル入力 .] 日 dB 〜 ] 已 dB 

一 ADVANCED 、 STANDARD 、 96 kHz 再生日寺... .6 d 巨〜]日 d 巨 
• STREAM D 旧 ECT モードび日 N になっているとさは使用でさません。 


ビデオ調整機能を®用する 

ここでは、 iU 下の表にある映像に関する「設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のう 
え、お好みで設定する項目を選んで設定を行ってください。 

〇重要 

• 入力信号や本機の設定などによって、調整することびでさない項目びあります。その場合は設定項目として表示 
されません。 

• ビデオ調整機能は、 CD、ADAPTER PORT 入力のときは使用できません。 

• ビデオコンバーターの設定似外の調整は、ビデオコンバーターの設定び ON になっているとさのみ有効です。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ビデオ調整ボタンを巧して、ビデオ調整機能にずる。 

3 ta ボタンで設定項目を選ぶ。 

し处下の表の設定項目から、お好みで調整したい項目を選びます。 

4手順3で選んだ項目の調整を、和/-►ボタンで行う。 

(下の表の設定内容のとおりにお好みで調整します。 

己戻るボタンを巧して、ビデオ調整を終了する。 


ビデオ調整機能 

参：工場出荷時の設定 

(※印び付いている項目には、設定の出現条件や制限などびあります。表の最後に記載されている注記をご確認く 
ださい。） 


設定項目 機能 表示と設定 


V.CONV 

(ビデオコンバーターの 
設恐 




♦RES 

AUTO 



ORES 

PURE 

RES 

入力信号を HDMI OUT 端テから出力する際の解像度の設定 
(RES : 480 P は、 480 p / 已 76 p の解像度指定を指します。） 

ORES 

48 Op 

(解像度の設定） 

ORES 

720 p 

《2 

ORES 

] 080 i 



ORES 

] 080 p 



ORES 

1080/24 P 


PCINEMA 

映画素材の映像をプ□グレッシブ映像に変換出力する設定 
(通常は AUTO に設定しますび、映像び乱れる場合は ON または 

•PCINEMA : 

AUTO 

(PURE CINEMA モー 
ドの設定） 

《 3 i 已 

OPCINEMA : 

ON 

OFF にしてください。） 

OPCINEMA : 

OFF 

P.MOTION 

(プ□グレツシブモー 
シヨンの調整） 

《3，已 

プ□グレッシブ映像に効まをちえる設定 

(プ□グレッシブ映像の動画や静止画び鮮明になるよラに調整 

します。） 

参 P.MOTION : 0 

◄ 一4 (動画向さ）〜+4 (静止画向 
さ） ► 


映像入力信号を MONITOR OUT および HDMI OUT に対して • V.CONV : ON 

ビデオコンバートする機能 - 

(ソース機器とテレビモニターを違う種類のコードで接続して 

いても、映像を出力することびでさる便利な機能です。） (24 OV’CONV : OFF 

ページ） 


























設定項目 


機能 


表示と設定 


STREAM 

(スト U —ムス ムーサー 

機齡 

※己 


主にネットワークコンテンツの再生時に目立つモスキートノイ •STREAM : AUTO 
ズやブ□ックノイズといった画質劣化を改善します。 OSTRFAM - GN ~~ 

AUTO を選択すると、本機と HDMI で接続しているストリーム -:- 

スムーヴー U ンク機能に対応したパイオニア製プレーヤーで 

ネットワークコンテンツを再生すると、本機のストリームス nsTRFAM . OFF 

ムーヴー機能び自動で ON になります （HDMI によるコント□- ■ 

ル機能でプレーヤーと連動動作していることび前提です）。 



接続しているテレビ（モニター）のタイプによって、それぞれ 

参 V . AD 」 

PDP 

V.ADJ 

に適した画質設定にします。プラズマテレビの場合は PDP を、 
液晶テレビの場合は LCD を、フ□ントプ□ジェクターの場合は 
FPJ を、プ□用モニターの場合は PRO を選びます。画質設定を 
お好みで調整したいときは MEMORY を選んでし U 下の設定項目 

OV.ADJ 

LCD 

(アドバンスドビデオア 

OV.ADJ 

FPJ 

ジャスト機能） 

OV.ADJ 

PRO 


を調整でさます。 

OV.ADJ 

MEMORY 


YNR 

(輝度ノイズの調整） 

《 4 ，已 

入力信号の輝度 ( Y ) 信号のノイズを軽減する調整 

•YNR : 0 
◄ 0〜+ 8 ► 

CNR 

(カラーノイズの調整） 

《4，己 

入力信号の色 ( C ) 信号のノイズを軽減する調整 

•CNR : 0 
◄ 〇〜+ 8 ► 

BNR 

(ブ□ックノイズの調整） 
※斗己 

画像のブ□ックノイズ (MPE 白圧縮時に発生するブ□ック状の 
歪)を軽減する調整 

•巳 NR : 0 
◄ 〇〜+ 8 ► 

MNR 

(モスキートノイズの調 

画像のモスキートノイズ (MPEG 圧縮時に発生する輪郭部分の 

•MNR : 0 

整） 

※斗己 

歪)を軽減する調整 

◄ 0〜+ 8 ► 

DETAIL 

(ディテールの調整） 

《4，已 

画像の輪郭強調の調整 

参 DETAIL : 0 
◄ 0〜+ 8 ► 

BRIGHT 

(映像の明るさの調整） 

《4，已 

画面全体の明るさの調整 

•BRIGHT : 0 

◄ 一6 (暗い）〜+ 6 (明るい） ► 

CONTRAST 

(映像のコントラスト調 
整） 

《4，己 

画面の最わ明るい部分と最わ暗い部分との明るさの比率調整 

•CONTRAST : 0 
◄ 一6 (比率最小）〜+目（比率最大） 

► 

HUE 

(映像の色あい調整） 

《4，已 

緑色と赤色のバランス調整 

•HUE : 0 

◄ 一6 (緑強調）〜+目（ホ強調） ► 

CHROMA 

(彩度の調整） 

《4，已 

色の濃さの調整 

•CHROMA : 0 

ィー6 (薄い）〜+目（濃い） ► 

BLK SETUP 

映像入力信号に合わせて黒色のレベルを設定します。 

•巨 LKSETUP : 0 

(黒浮をの調整） 

《6 

通南は [0] を選びます。黒色び浮いているときは [7 .引を選びま 
す。 

〇巨 LKSETUP : 7.已 

ASP 

HDMI 出力映像のアスペクト比（縦横比）の設定 

•ASP : THROUGH 

(アスぺクト比の設定） 

(THROUGH は入力した映像信号をそのまま出力します。 

OASP : NORMAL 

义1 

NORMAL は左ちに黒帯を付加します。） 


いろいろな機能を巧う 


1ビデオコンバーターの設定び ON であることで、映像び悪化してしまうことびあります。その際は設定を OFF にしてください。 

2 •テレビ（モニター）び対応していない解像度に設定した場合は映像び出なくなります。そのとさは設定を変更し直してくださ 
し、また、 DVI 対応機器から映像を入力した場合や、テレビ(モニター）の能力によっては、設定した解像度で出力されない場合 
わくあります。已 76 i ( PAL ) /已7日 p / 72 Op 已0/] 08 Oi 已0/] 08 Op 已〇の日央像イ言号を入力して出力するには、タオ応したテレビが; 
必要です。 

• AUTO を選択すると HDMI で接続されたテレビ（モニター）の能力に合わせて自動的に解像度び選ばれます。また、 PURE を選 
択すると、入力された解像度そのままで出力されます （24 ページの「映像の接続について（パイオニアビデオコンバーター)」 
参照)。 

• テレビ（モニター)を HDMI で接続していて、解像度の設定を PURE または AUTO 政外に設定すると、 480 i / 已7日 i アナ□グ映 
像信号入力時、コンポーネント出力端子からは 480 p / 已7日 P の映像信号び出力されます。 

3 • HDMI およびコンポーネント出力に有効です。 

• PCINEMA モードの設定び ON のときは、 P . M 0 TI 0 N の調整は無効となります。 

•この設定は、インターレースち式の映像信号 (480 し已 76 i または] 080 i ) にのみ有効です。 

4 V.ADJ (アドバンスドビデオアジャスト）の設定を MEMORY に設定しないと調整でさません。 

已 • この設定は政下の場合に表示されます。 

一 480し已76し480 P 、 已 76 p 、 720 p 、 ] 080 i のアナ□グ日央像イ言号入力日寺 
一 480し已76し480 P 、 已 76 p 、 720 p 、 ] 080し ] 080 p 、 ] 080 p 24 の HDMI 日央像イ言号入力日寺 
6コンポジットビデオ端テから 480 i 信号を入力しているとさのみ調整でさます。 

7 •テレビ（モニター）に映像び正しく表示されないとさは、映像を出力しているソース機器およびテレビ（モニター）のアスぺ 
クト設定を行って < ださい。 

• この設定は、480 i / 已7日 i または 480 p / 已7目 P の映像信号を入力しているとさのみ表示されます。 




























Bf いろいろな機能を使う 


HDMI によるコント□-ル機能で 
HDMI 機器を連動動作させる 

HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テ 
レビやブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI に 
よるコント□ール機能と互換性のある他社製品などを、 
HDMI ケーブルで本機と接続することで、下のような 
連動動作び可能になります。 

• テレビから本機の音量調節や消音(ミュート)操作 
• テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生開始 
による本機の自動入力切り換え 
• テレビとの電源連動 

〇重要 

. パイオニア製の機器によっては、 HDMI によるコント 
□ール機能び 「 KUR 日 LINK 」 と表記されていること 
びあります。 

. パイオニア製 HDMI によるコント□ール機能対応機 
器、および HDMI によるコント□-ル機能と互換性の 
ある他社製品 （55 ページ）似外との連動動作は保証 
外です。 HDMI によるコント□ール機能と互換性のあ 
る他社製品であってを、すべての連動操作を保証す 
るをのではありません。 

• HDMI によるコント□ール機能を使うときは八イス 
ピード HDMI ケーブルをお使いください。それ似外の 
HDMI ケーブルでは HDMI によるコント□-ル機能 
び正しく動作しないことびあります。 

• 具体的な操作や設定方法などについては、それぞれ 
の機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


HDMI によるコント□—ル機能が応機器を 
接続する 

本機には HDMI によるコント□-ル機能対応テレビの 
ほかに、最大7台の HDMI 機器を接続して連動動作させ 
ることびでさます。 

接続には八イスピード HDMI ケーブルをご使用くださ 
し、接続方法については、25ページの 「 HDMI で接続 
する」をご覧ください。接続び終わったら 「 HDMI によ 
るコント□ール機能を設定する」（下記）を行ってくだ 
さい。 

〇重要 

• 電源コードをコンセントに差し込むと本機の電源び 
スタンバイになります。この際、2秒から]日砂間、 
HDMI に関する初期化動作を行います。初期化中は 
HDMI インジケーターび点滅しますので、点滅び終了 
してから本機の操作を行ってください。 HDMI 設定の 
コント□ール機能を日 FF にすることで、この処理は 
行われなくなります。 （54 ページ） 


• 本機の HDMI によるコント□ール機能を十分に発揮 
するために、 HDMI 機器は本機に直接接続してくださ 
い。 

• HDMI によるコント□-ル機能対応テレビの音声出 
力と本機の音声入力を接続し、 HDMI によるコント 
□ール機能対応テレビの IJ モコンでシアターモード 
にすることで、テレビのチヤンネルを切り換えたと 
さなど、本機の入力び自動で切り換わり本機から音 
び出るようになります。このとさテレビの音声は消 
音されます。接続は光デジタルまたはアナ□グのい 
ずれかで接続してください。 

• 本機の HDMI OUT 1とテレビを HDMI で接続して 
いて、テレビび HDMI のオーディオ IJ ターンチヤン 
ネル ( ARC ) に対応している場合、テレビの音声は 
HDMI 経由で本機に入力されるため、光デジタル/同 
軸デジタルまたはアナ□グコードによる音声の接続 
は必要ありません。この場合 、 HDMI 設定の TV 音声 
を HDM 幡由に設定してください （54 ページの 
「 HDMI によるコント□ール機能を設定する」参照)。 

• HDMI によるコント□-ル機能は HDMI OUT 1端子 
に接続したテレビに動作します 。 HDMI OUT 2端テ 
に接続したテレビでは HDMI によるコント□-ル機 
能は動作しません。 


HDMI によるコント□—ル機能を設定する 

本機の HDMI によるコント□ール機能を有効にするか 
どうかを設定します。 HDMI によるコント□ール機能を 
有効にした場合 、 Display Power 日 ff 機能により、テ 
レビの電源をオフにしたとさに本機の電源を連動して 
電源オフ（一斉電源オフ）にするかどラかの設定びでさ 
ます。本機の設定似外にを、本機と接続する HDMI によ 
るコント□ール機能対応機器の設定ち必要です。詳しく 
は、それぞれの機器の取扱説明書をご覧ください。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

2 [システム設定]を選んで決定する。 

3 [ HDMI 設定]を選んでミ夫定する。 

4コント□-ル機能の ON / OFF を選択する。 



• ON : HDMI によるコント□-ル機能び有効になり 
よ 9 〇 


• OFF : HDMI によるコント□-ル機能は無効にな 
り、連動動作することはでさません。 

曰コント□ール設定を選択ずる。 

すべての HDMI によるコント□-ル機能 （ 54ページの 
「連動中の動作について」参照）をお使いになる場合は、 
ALL を選びます。 

• ALL : HDMI によるコント□-ル機能びすべて有 
効になります。通常はこの設定を選びます。 

• PQLS ; PQLS 機能のみび有効になり、そのほかの 
HDMI によるコント□ール機能による連動動作は行 
われません。 

6 (手順4で ON を選択したときのみ） 

Display Power Off 機能の丫 ES/NO を選択ずる。 

• YES :テレビの電源オフに連動して、本機の電源を 
オフになります。この機能は、 HDMI で接続してい 
る機器の入力を選んでいる場合や、テレビを見てい 
る場合のみ有効です。 

• N 0 :テレビを電源オフにしてを、本機の電源は連 
動しません。 

7スタンバイスルー機能を選択する。 

コント□—ル機能び ON のとさ、本機に接続している入 
力機器とテレビは、本機の電源びスタンバイの状態でも 
信号を伝送することびでさます（スタンバイスルー状 
態)。このスタンバイスルー状態での消費電力を抑える 
設定びでさます。 

• ノーマル； 通常のモード。スタンバイスルーと電源 
日 N の切り換えびすみやかに行われます。 

•エコ； スタンバイスルー状態の消費電力を抑えま 
す。スタンバイスルーと電源日 N の切り換えに時間 
びかか0ます。 

8 TV 音声の入力方法を選択する。 

HDMI のオーディオ IJ ターンチャンネル ( ARC ) に対応 
したテレビを本機の HDMI OUT 1端テと HDMI で接続 
すると、テレビの音声を HDMI 経由で入力することびで 
さます。また、オーディオ IJ ターンチャンネル ( ARC ) 
機能はテレビでの設定を必要なことびあります。詳しく 
はテレビの取扱説明書をご覧ください。 

• ノーマル； 入力端テの設定で選択している入力端 
テからテレビの音声を入力します。 

• HDMI 経由： HDMI 経由でテレビの音声を入力しま 
す。コント□-ル機能び ON のときのみ選択できま 
す。 

912 V トリガー端子の連動設定を選択する。 

12 V TRIGGER 端テに接続した機器を HDMI OUT の 

切り換えに連動してオン/オフさせることびでさます。 

HDMI OUT K HDMI OUT 2 または OFF を選択でき 

ます。入力切り換えと連動させたい場合は、 OFF を選 
び 、 n 2 V 卜 IJ ガー端テの連動設定」 （8 1ページ）で連 
動させたい入力を選択します。 


10 Speaker B Link 設定を選択ずる。 

ここでの設定を ON にすることで再生するスピーカー 

端テ ( SPEAKERS ボタンでの設定内容）を HDMI OUT 
の 切り換えに連動して変更させることびでさます。 
スピーカーシステムの 設定で 7.1 ch + Speaker B ま 
たは 己. Ich + SP-B Bi - Amp を選んでいるときのみ有 

効です。 

• OFF :再生するスピーカー端テ （ SPEAKERS ボタ 
ンでの設定内容）は HDMI OUT の切り換えに連動 
しません。 

• ON :再生するスピーカー端テ （ SPEAKERS ボタ 
ンでの設定内容）び HDMI OUT の切り換えに連動 
して変更されます。詳細は57ぺージの 「 HDMI 出 
力を切り換える」をご覧ください。 

11ホームメニューボタンを巧して設定を終了す 
る。 


連動動作を開始する前に動作確認する 

接続と設定び終了したら、下記の確認作業を必ず行って 
ください。 

1すべての機器をスタンバイが態にする。 

2テレビ似外のすべての機器の電源をオンにす 
る。 

3テレビの電源をオンにする。 

4テレビの入力を本機が接続された HDMI 入力 
に切り換える。 

己本機の入力を HDMI 機器が接続された HDMI 
入力に切り換える。 

6手順日で選んだ HDMI 入力に接続した機器を 
再生する。 

テレビに映像び表示されることを確認します。 

7手順日〜6を繰り返し、すべての HDMI 入力 
を確認する。 


連動中の動作について 

本機と接続した HDMI によるコント□ール機能対応機 

器は、下のよラな連動動作をします。 

• HDMI によるコント□ール機能対応テレビのメ 
ニュー画面等でアンプから音を出すよラに操作する 
と、シアターモードにすることびでさます。 

シアターモード中は、テレビの U モコンで、本機の音 
量調節や消音(ミュート)操作びでさます。 

• シアターモードのとさに、本機の電源を切ることで 
シアターモードは解除されます。このとさテレビの 
メニュー画面等でアンプから音を出すよラに操作す 
ると、本機の電源びオンになり、再度シアターモード 
になります。 












• シアターモードを解除すると、テレビで HDMI 入力ま 
たはテレビ放送を視聴していた場合、本機の電源び 
切れます。 

• シアターモードのとさに、テレビの メニュー 画面等 
でテレビから音を出すように操作すると、シアター 
モー ドび解除されます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電 
源をスタンバイ状態になります。（本機に HDM 胺続 
されている機器の入力を選択しているとさや、テレ 
ビを視聴している場合のみ。） 

• HDMI によるコント□ール機能対応機器の再生操作 
に連動して、本機の入力び自動的に切り換わります。 
• テレビの入力を切り換えると、本機の入力び連動し 
て切り換わります。 

• 本機の入力を HDM ん U 外に切り換えてを連動モード 
は継続されます。 

パイオニア製 HDMI によるコント□ール機能対応テレ 
ビでは下の動作も可能でず。 

. 本機の音量、消音などを操作したとさに、その状態を 
テレビの画面に表示します。 

• テレビでメニュー言語を切り換えると、本機の言語 
設定を連動して切り換わります。 

HDMI によるコントロール機能と互換性のある他 
社製品と接続する 

本機の HDMI によるコント□ール機能との互換性びあ 
る他社製テレビと接続してお使いになると、下記の連動 
動作びでさます。（お使いのテレビによっては、すべて 
の HDMI によるコント□-ル機能び働くわけではあり 
ません。） 

• テレビのメニュー画面で、本機に接続したスピー 
カーから音を出すか、テレビのスピーカーから音を 
出すか、どちらかに設定でさます。 

• テレビの U モコンで、本機の音量調節や消音(ミュー 
卜)操作びでさます。 

• テレビの電源をスタンバイ状態にすると、本機の電 
源もスタンバイ状態になります。（本機に HDMI 接続 
されている機器の入力を選択しているとさや、テレ 
ビを視聴している場合のみ。） 

• テレビ放送やテレビに接続した外部入力の音声を、 

本機に接続したスピーカーから出力できます。（テレ 
ビびオーディオ U ターンチャンネル ( ARC ) に対応し 
ていない場合は、 HDMI ケーブルのほかに光デジタル 
ケーブルなどの接続び必要です。） 

本機の HDMI によるコント□ール機能と互換性のある 
他社製プレーヤーやレコーダーと接続してお使いにな 
ると、下記の連動動作びでさます。 

• プレーヤーやレコーダーの再生を開始すると、本機 
の入力びその機器を接続している HDMI 入力に切り 
換わります。 


HDMI によるコント□—ル機能と互換性のある他社 
製品 

• 下の他社製テレビと互換性びあります。（順不同） 
ー シャープ株式会社製 AQUOS ファミ IJ ンク対応の 
液晶テレビ「アクオス」 

ーノ（ナソニック株式会社製ビエラ IJ ンク対応のテレ 
ビ 

一 株式会社東ち製レグヴ U ンク対応のテレビ 
一 株式会社日立製作所製 Wooo U ンク対応のテレビ 
ー ソニー 株式会社製ブラビア IJ ンク対応の液晶テレ 
ビ「ブラビア」 

• し^下の他社製プレーヤーやレコーダーと互換性びあ 
ります。（順不同） 

ー シャープ株式会社製 A 日 UCIS ファミ U ンク対応の 
デジタル八イビジョンレコーダー 「 AQU 日 S 八イ 
ビジョンレコーダー」、ブルーレイディスクレコー 
ダー 「 AQUOS ブルーレイ」（シャープ株式会社製 
AQUOS ファミ IJ ンク対応の液晶テレビ「アクオ 
ス」とあわせてお使いのとさのみ） 

ー パナソニック株式会社製ビエラ U ンク対応のプ 
レーヤーおよびレコーダー（パナソニック株式会社 
製ビエラ U ンク対応テレビとあわせてお使いのと 
さのみ） 

一 株式会社まち製レグヴ IJ ンク対応のプレーヤーお 
よびレコーダー（株式会社東ち製レグヴ IJ ンク対応 
テレビとあわせてお使いのとさのみ） 

一 株式会社曰立製作所製 Wooo リンク対応のレコー 
ダー（株式会社曰立製作所製 WoooU ンク対応テレ 
ビとあわせてお使いのとさのみ） 

ー ソニー株式会社製ブラビア U ンク対応のブルーレ 
イディスクプレーヤーおよびレコーダー（ソニー株 
式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレビ「ブラビ 
ア」とあわせてお使いのとさのみ） 

• 似下の他社製商品と互換性びあります。（順不同） 

一 株式会社ソニー-コンピュータエンタテインメント 
製ブラビアリンク対応の「プレイステーション3」 
(ソニー株式会社製ブラビア U ンク対応の液晶テレ 
ビ「ブラビア」とあわせてお使いのとさのみ） 

• 上記切がの他社製品との連動動作は保証がでず。 

• 互換性のある他社製品の型名など最新の情報につい 
ては、パイオニアホームぺージ （ http :// pioneer . 
jp /) をご覧ください。 

《 AQUOS ファミ U ンクは、シャープ株式会社の登録 
ド朽です 

《ブラビア U ンクは、ソニー株式会社の登録商標です。 
《「プレイステーション」は株式会社ソニー-コン 
ピュータエンタテインメントの登録商標です。 

《その他文中の商品名、技術名および会社名等は、当 
社や各社の商標または登録商標です。 


いろいろな機能を巧う 


HDMI によるコント□—ル機能にごいての 
ご注意 

• 本機とテレビは直接接続してください。本機(外の 
アンプや AV コンバーター ( HDMI スイッチ）などに 
接続してから本機に接続すると、誤動作の原因とな 
ります。 

• 本機の HDMI 入力にはソース機器（ブルーレイディス 
クプレーヤーなど)を直接接続してください。本機似 
外のアンプや AV コンバーター （ HDMI スイッチ）な 
どを接続すると誤動作の原因となります。 

• HDMI によるコント□-ル機能を ON に設定すると、 
TV / SAT 入力の HDMI Input ( 3已ぺージの「入力 
端テの割り当てを変更する」）は自動的に OFF になり 
ます。 

• 本機の HDMI によるコント□-ル機能び日 N のとき 
は、本機の電源びスタンバイ状態であっても 、 HDMI 
によるコント□ール機能対応機器（ブルーレイディ 
スクプレーヤーなど）と対応テレビで接続している 
とさのみ、本機から音を出さずにプレーヤーからの 
音声と映像を HDMI を通してテレビに出力でさます。 
このとさ HDMI インジケーターび点なします。 


PQLS 機能を ffi う 

本機は PQLS 機能に対応しています。 PQLS 
(Precision Quartz Lock System) とは、 HDMI (こ 
よるコント□一 j レ機能を使つたデジタル音声の伝送制 
御技術です。より高音質な再生を行うため、本機から 
PQLS 対応プレーヤーなどに対して、音声信号を制御し 
ます。これにより、音質に悪影響をおよぼす、伝送時に 
発生するジッターの影響を除去でさます。ここでは、そ 
の機能を自動で有効にするか、日 FF にするかを切り換え 
よ9 〇 

• PQLS ビットスト IJ ーム機能に対応したプレーヤー 
と接続しているときは常に P 日 LS 機能び働きます。 

• PQLS マルチサラウンド機能に対応したプレーヤー 
と接続した場合、プレーヤーから出力されるすべて 
のソースで PQLS 機能び働さます。プレーヤーの音声 
出力を U ニア PCM に設定してください。 

• PQLS 2ch オーディオ機能に対応したプレーヤー 
と接続した場合、プレーヤーで音楽 CD を再生してい 
るときに PQLS 機能び働きます。 

この機能はコント□—ル機能を ON にしたときのみ有 
効です。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 PQ にボタンを巧して PQLS の設定を選ぶ。 

ボタンを押すたびに似下のように設定び切り換わりま 
す。設定はフ□ントパネルに表示されます。 


• PQLS AUTO : HDMI の機能として P 日 LS に対応し 
たプレーヤーで上記の対応ソースを再生した場合、 
PQLS 機能び有効になります。 

• PQLS OFF : P 日 LS 機能は働きません。 

因メモ 

• プレーヤーの取扱説明書をあわせてご覧ください。 

• P 日 LS 機能に対応するプレーヤーについては、パイオ 
ニアホームページをご覧ください。 

• PQLS 効果び有効のとさに 、 AUTO SURROUND , 
ALC , DIRECT , PURE DIRECT , 

OPTIMUM SURR , STEREO iU 外の U スニング 
モードを選ぶと、 PQLS 効果は解除されます。 

• HDMI 接続での P 日 LS に対応したパイオニア製プ 

レーヤーと本機を HDMI ケーブルで接続し、対応ソー 
スを再生したとさや HDMI 再認証 （ HDMI インジケー 
ターび点滅）を行ったとさに PQLS 効果は有効とな 
り、 U スニングモードび AUTO SURROUND , ALC , 
DIRECT , PURE DIRECT , OPTIMUM SURR , 
STEREOm 夕 i のとさは AUTO SURROUND になり 
ます。 


オートサウンドレトリパーリンク機能 
とスト U— ムスムーヴ ーU ンク接能を 
巧5 

HDMI によるコント□-ル機能を使って、最適な音声/ 
映像を本機から出力でさるようになる連動機能です。そ 
れぞれの機能に対応したプレーヤーと本機を HDMI で 
接続し、プレーヤーで再生している圧縮音声ファイル/ 
映像ファイルに対して最適化します。 

• 圧縮音声ファイル/映像ファイルのフオーマットに 
よっては動作しないことびあります。 


才ートサウンドレト u / v — u ンク機能 

プレーヤーで圧縮音声ファイルを再生している場合、 
ファイルのビットレート情報を HDMI によるコント 
□ール機能を使って取得し、その情報ををとに本機で最 
適化します。 

オートサウンドレト U バー U ンク機能を動作させるた 
めには、 ■ UU 下の設定を行います。 

1 HDMI 設定のコント□ール機能の設定を ON 
にしてか5、コント□—ル設定の設定を ALU こす 
る。 

54ページの 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定す 
る」をご覧ください。 


Ja 










Bf いろいろな機能を使う 


2 S.RTRV (才ートサウンドレトリバー機能） 

の設定を ON にする。 

己0ページの「オーディオ調整機能を使用する」をご覧 
<ださい。 


スト U —ムスムーヴ ー U ンク機能 

HDMI によるコント□-ル機能を使って、プレーヤーで 
圧縮映像ファイルび再生されているかを本機び自動で 
判別し、圧縮映像ファイルび再生されているとさはスト 
U —ムスムーサー機能を自動で有効にします。 

スト IJ ームスムーサー U ンク機能を動作させるために 
は、似下の設定を行います。 

1 HDMI 設定のコント□—ル機能の設定を ON 
にしてか5、コント□—ル設定の設定を ALL にす 
る。 

已4ぺージの 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定す 
る」をご覧ください。 

2 STREAM (ストリームスムーヴー機能）の設 
定を AUTO にする。 

己2ページの「ビデオ調整機能を使用する」をご覧くだ 
さい。 


再生するスピーカー端子を切り換える 

78ページの「スピーカーの使用用途を選択す 
る（スピーカーシステム)」で 9.1 chFH / FW ， 

7. 1 ch + Speaker B ，7. 1 ch FH/FW + ZONE 2 ま 
たは己. 1 ch + SP-B Bi - Amp を選択しているときは、 
SPEAKERS ボタンで再生するスピーカーを切り換え 
ることびでさます。 

7. 1 ch Front Bi - Amp , 7. 1 ch + ZONE 2， 

已 .1 ch Bi-Amp + ZONE 2,已 .1 ch + ZONE 2+3， 

已 .1 ch F+Surr Bi - Amp または已 .1 ch F+C Bi - Amp を 
選択しているときは、 SPEAKERS ボタンでスピーカー 
再生の日 N と日 FF び切り換わります。 

• フ□ントパネルの SPEAKERS ボタンを巧し 
て、再生するスピーカー端テを切り換える。 

ボタンを繰り返し押して、再生するスピーカーを選びま 
す。 

9. 1か FH / FW を款ぞしでし ) る場合の選択項目： 

• SP : FH/FWON :フ□ント、センター、サラウン 
ド、サラウンドバックの最大7チヤンネルにフ□ン 
卜八イトまたはフ□ントワイドチヤンネルを付加し 
て、最大9チヤンネルで再生します。フ□ント八イト 
とフ□ントワイドは音声入力信号によって自動で切 
り換わります。 

• SP : FH ON :フ□ント、センター、サラウンド、サ 
ラウンドバックの最大7チヤンネルにフ□ント八イ 
トチヤンネルを付加して、最大9チヤンネルで再生し 
ます。 


• SP:FWON: フ□ント、センター、サラウンド、サ 
ラウンドバックの最大7チャンネルにフ□ントワイ 
ドチャンネルを付加して、最大9チャンネルで再生し 
ます。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

7. 1 か + Speaker B を設定してし ) る場合の選択項目： 

• SP: A ON :スピーカー端子 A に接続されたスピー 
カーから出力されます。（フ□ント八イトチャンネル 
を含む最大9チャンネルのサラウンド再生び可能で 
す。） 

• SP: B ON :スピーカー端テ目に接続されたスピー 
カーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ 
可能です。） 

• SP: A+B ON :スピーカー端テ A に接続したスピー 
カー（最大7チャンネル）とスピーカー端テ日に接続 
したスピーカー（最大2チャンネル）から同時に音び 
出ます。スピーカー端テ日に接続したスピーカーから 
はスピーカー端テ A に接続したスピーカーと同じ音 
び出ます（マルチチャンネル再生の場合は2チャンネ 
ルにダウンミックスされます）。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

7. 1 か FH/FW + ZONE をを設定してし ) る場合の選択 

踞 

• SP: FH/FWON :フ□ント、センター、サラウンド 
の最大5チャンネルにフ□ント八イトまたはフ□ン 
トワイドチャンネルを付加して、最大7チャンネルで 
再生します。フ□ント八イトとフ□ントワイドは音 
声入力信号によって自動で切り換わります。 

• SP:FHON :フ□ント、センター、サラウンドの最 
大己チャンネルにフ□ント八イトチャンネルを付加 
して、最大7チャンネルで再生します。 

• SP:FWON; フ□ント、センター、サラウンドの最 
大5チャンネルにフ□ントワイドチャンネルを付加 
して、最大7チャンネル再生します。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 

已 . 1 ch + SP-B Bi-Amp を敦ぞしでし ) る場合の選択項 

目： 

• SP: AON :スピーカー端テ A に接続されたスピー 
カーから出力されます。（最大5チャンネルのサラウ 
ンド再生び可能です。） 

• SP: B ON :スピーカー端テ日に接続されたスピー 
カーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ 
可能です。） 

• SP: A+BON :スピーカー端テ A に接続したスピー 
力一 (最大已チャンネル）とスピーカー端テ日に接続 
したスピーカー（最大2チャンネル）から同時に音び 
出ます。スピーカー端テ目に接続したスピーカーから 
はスピーカー端テ A に接続したスピーカーと同じ音 
び出ます（マルチチャンネル再生の場合は2チャンネ 
ルにダウンミックスされます）。 

• SP: OFF : スピーカーから 音び出ません。 


因メモ 

• スピーカーシステムの 設定 （78 ページ）で 

7.1 ch + Speaker B または 已 . 1 ch + SP-B 团 -Amp 
を選んでいて、 Speaker B Link の設定 （ 54ぺージ 
の 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定する」）び 
日 N のときは、 HDMI OUT の切り換えに連動して再 
生するスピーカー端テの設定び変わります。詳しく 
は己7ぺージの 「 HDMI 出力を切り換える」をご覧く 
ださい。 

• サブウーファーからの音の出力については78ペー 
ジの「スピーカーの音を調整する〜マニュアルス 
ピーカー設定〜」での内容によりますび、 SP: B ON 
を選んでいるとさは、サブウーファーから音は出ま 
せん。 

• へッドホンを PH 日 NES 端テに差し込んでいる間は 
スピーカー端テから音び出なくなります。（ただし、 
スピーカー B やゾーン2/ゾーン3を含むスピーカー 
システムを選択しているときは、スピーカー巨または 
ゾーン2/ゾーン3からは音び出ます。） 


別の部屋で本機の音や映像を再生する 
〜マルチゾーン機能〜 

本機を操作して、本機のある部屋（メインゾーン）とは 
別の部屋（サブゾーン）で本機につないだ機器の再生を 
楽しめます（マルチゾーン機能)。本機ではメインゾー 
ンとは別に ZONE 2システムを構築することびでさま 
す。メインゾーンとサブゾーンで同時に同じソースを再 
生することはをちろん、別々のソースを再生することわ 
でさます。 

サブゾーンで再生可能な入力および信号は下記のとお 
0です。 

• サブゾーン (ZONE 2) では、 DVD 、 TV / SAT 、 
DVR / 日肌 VIDE 日 、 HOME MEDIA GALLERY 、 
iPod / us 巨、 CD、ADAPTER PORT のアナ□グ音 
声（ステレオ）入力およびビデオ（コンポジット）映 
像入力び再生可能です （ SC - LX 85 ではコンポーネン 
トビデオにを対応しています)。 

• サブゾーン (ZONE 3) では、 DVD 、 TV / SAT 、 
DVR / 巨肌 VIDE 日 、 HOME MEDIA GALLERY 、 
iPod / us 巨、 CD、ADAPTER PORT のアナ□グ音 
声（ステレオ）入力およびビデオ（コンポジット）映 
像入力び再生可能です。 

• デジタルや HDMI で入力された信号は再生でさませ 
ん （ SC - LX 75 ではコンポーネントビデオで入力され 
た信号を再生でさません)。 

. U スニングモードや低音/高音調整などの各種音声 
機能は使えません。 


フ□ントパネルでマルチゾーンの操作をす 
る 

フ□ントパネルのボタンやダイヤルを使用して、サブ 
ゾーンの入力や音量を操作します。 

1 フ□ントパネルの MULTI-ZONE ON/OFF ボ 
タンを巧す。 

押すたびに似下のように切り換わります。 

• ZONE 2 ON : ZONE 2のマルチゾーン機能をオン 
にします。 

• ZONE 2&3 ON : ZONE 2と ZONE 3のマ J レチ 
ゾーン機能をオンにします。 

• ZONE 3 ON : ZONE 3のマルチゾーン機能をオン 
にします。 

• MULTI ZONE OFF : マルチゾーン機能をオフにし 
ます。 

マルチゾーン機能びオンのとさは、表示部の 
MULTI-ZONE インジケーターび点なします。 

2フ□ントパネルの 
MULTI-ZONE CONTROL ボタンを巧ず。 

押すたびに、メインゾーン操作とサブゾーン操作び切り 
換わります。 

• 1日砂間操作びないと自動的にマルチゾーンコント 
□ールモードび終了します。 

3 INPUT SEI_ECTOR で入カファンクシヨン 
を切り換える。 

たとえば、手順2で ZONE 2を選び、手順3で DVD を選 
ぶと、 DVD 入力の音声を ZONE 2で楽しむことびでさ 
ます。 

4 MASTER VOLUME ダイヤルで音量を調節 
する。 

r-J (無音）から OdB (最大値）の範囲で調節できま 
す。 

• 音量を調節でさるのは、ゾーン2またはゾーン3を 
含んでいる スピーカーシステムを 選んでいるとさ 
のみです （78 ページ)。 

己フ□ントパネルの 
MULTI-ZONE CONTROL ボタンを巧す。 

マルチゾーンの操作を終了します。 

6選んだ機器の再生をする。 

因メモ 

• 旧レシーバーびあるとさは、旧 ZONE 2 IN 端テに旧 
レシーバーを接続して、さらに旧日 UT 端テに機器を 
つなぐと、その機器を旧レシーバーで操作すること 
びでさます。 

• マルチゾーン機能では、電源の入/切をメインゾー 
ンとサブゾーンで別になります。 










• ス u —プ機能び働くとメインゾーンとサブゾーンの 
両方の電源びスタンバイになります。 


リモコンでマルチゾーンの操作をする 

IJ モコンを使用して、サブゾーンの入力や音量を操作し 
ます。 

SC-LX8 曰の場合: 

マルチゾーン用切り換えスイッチを ゾーン 2または3に 
切り換えてから操作します。メインゾーン操作モードに 
戻すとさは メインに セットします。 

SC-LX7 曰の場合: 

IJ モコンの Iゾーン21 または Iゾーン引 ボタンを押してか 
ら操作します。メインゾーン操作モードに戻すとさは 
防 V アンプI ボタンを巧します。 

U モコンで操作でさるマルチゾーンの操作は似下のと 
お0です。 


ボタン 

機能 

(!) 

サブゾーンの電源オン/オフ切り換え 

入力切換 

ヴブゾーンの入カファンクシヨン切り換え 

音量 +/- 

< a > 

サブゾーンの音量調整 

消音 

< a > 

サブゾーンの音を消します。 


a 音量を調節できるのは、ゾーン2またはゾーン3を含んでいる 
スピーカー システムを選んでいるとをのみです （78 ページ)。 


因メモ 

. パイオニア製アンプをサブゾーンで使用する場合 
は、本機の U モコン操作で同時にアンプび動作して 
しまいます。旧レシーバーでのマルチ ルーム 操作を 
するときは、メインゾーン（本機）の U モコンモー 
ドを2〜4のいずれかに設定することで、同時に動 
作することを防ぐことびでさます。詳しくは67ペー 
ジの 「 IJ モコンで複数のパイオニア製アンプを操作 
する」および84ページの 「 U モコンモードを設定 
する」をご覧ください。 


マルチチヤンネルアナ□グ再生する 

マルチチャンネ j レアナ □ グ入力で接続した機器の音声 
を本機で聞さます。 

マルチチャンネルアナ□グ接続については、 28 ページ 
の「マルチチャンネルアナ□グ機器の接続」をご覧くだ 
さい。 

• 入力切換卜/一で MULTI CH IN 入力にする。 

入力切換^/^ ボタンを繰り返し押すか、本体の 
INPUT SELECTOR ダイヤルを回して入力を切り換え 
ます。 


MULTI CH IN を押すことでも MULTI CH IN 入力にす 

ることびでさます。 

因メモ 

• センタースピーカーまたはサラウンドスピーカーを 
バイアンプに設定しているときは MULTI CH IN を 
選択してを音声び出ません。 ] 4ページの「スピー 
カーの配置/使用パターンを選ぶ」および]7ページ 
の「バイアンプ接続」をご確認ください。 

• MULTI CH IN 入力で映像を同時に再生することび 
でさます。詳しくは85ページの「マルチチャンネ 
ル入力を設定する」をご覧ください。 

• DVD プレーヤーによってはサブウーファー 
チャンネルのアナ□グ出カレベルび小さい 
をのびあります。この場合は その他の 設定の 
マルチチャンネル入力 設定で、サブウーファーの入 
カレべルを]日 d 日上げることびでさます。詳しくは 
8己ページの「マルチチヤンネル入力を設定する」を 
ご覧ください。 


接続した機器巧で録音/録画をずる 

本機を通して録音/録画を行ラ場合、入出力それぞれの 

機器はアナ□グの同じタイプのケーブルで接続してく 

ださい。詳細は ] 3 ページの「接続」をご覧ください。 

. 本機の音量、チャンネルレベル、オーディオ調整機 
能、ビデオ調整機能、サラウンドの設定などは、録音 
信号には効果びありません。 

• デジタル録音についてはコピー制限びあります。詳 
しくは、録音機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除 
いて、著作権法上認められていません。また、コピー 
ガード信号により録音/録画のでさないをのをあり 
ます。 

1録音/録画するソースを選ぶ。 

2 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

3音声切換ボタンを巧して、 ANALOG を選択す 

る。 

ソース機器からの音声入力信号びアナ□グに切り換わ 

ります。詳しくは 37 ページの「音声入力信号の切り換 

え」をご覧ください。 

4録音/録画機器の録音/録画を開始する。 

己録音/録画するソースを再生する。 

◎ メモ 

• MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでくださ 
い。 


いろいろな機能を巧5；) 


ス U -プタ斗マーを設定する 

指定した時間び経過すると、本機の電源び切れるように 
設定でさます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2スリープボタンを巧してタイマーを設定す 
る。 

押すたびにス IJ ープタイマーの時間び iU 下のように切 
り換わります。 

SLEEP 30 min - ► SLEEP 60 min —i 

SLEEP OFF ◄ — SLEEP 90 min ◄~~I 

XU —プタイマーび設定されると SLEEP インジケー 
ターび点なします。 

• ス U —プタイマーを設定したあとに スリープ ボタ 
ンを]回押すと、残り時間び表示されます。 

• マルチゾーン機能び日 N のとさにス U —プタイマー 
を設定すると、すべてのゾーンの電源び同時に切れ 
ます。 


フ□ントパネル表巧部の明るをを調整 
する 

フ□ントパネル表示部の明るさを4段階に調整するこ 
とびでさます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2ディマーボタンを巧してお好みの明るさに調 
巧する 

押すたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 

◎ メモ 

• 表示をすべて消なすることびでさます。この場合、 
FL OFF インジケーターのみ点なします。 

• 設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたと 
さは明るく点なし、数砂後に元の明るさに戻ります。 
• 本体や U モコンで操作時や、エラー表示および禁止 
メッセージ発生時は、この設定にかかわらず明るく 
表示されます。 


HDMI 出力を切り換える 

HDMI 出力端子から映像/音声を出力するとさ 、 HDMI 
OUT 1と HDMI OUT 2のどちらの端テから出力する 
かを設定します。工場出荷時は HDMI OUT ALU こ設定 
されていて、どちらの端テからを映像/音声を出力しま 
す。 


HDMI OUT 1端子は HDMI による コント□-ル 機能に 
対応しています 。 HDMI OUT 2端テに接続したテレビ 
で視聴するときは、 HDMI による コント□-ル 機能を 
OFF にすることをお勧めします。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2 HDMI OUT ボタンを巧して HDMI 出力を切 
り換える。 

Please wait ...と表示されている間、しばらくお待ち 
ください。 

押すたびに HDMI OUT ALL、HDMI OUT 1 と 
HDMI OUT 2 び切り換わります。 

• HDMI 出力を切り換えるとシアターモード（一已 4 
ページ）は解除されます。シアターモードを使いた 
いときは HDMI OUT 1に切り換え、テレビの IJ モ 
コンでシアターモードを選択します。 

• HDMI OUT 1と HDMI OUT 2の両方の端テに機 
器を接続しているとき 、 HDMI OUT ALL に設定す 
ると機器の状態により映像の解像度などび制限さ 
れることびあります。また 、 HDMI OUT ALL 設定 
時に、いずれかのテレビの電源をオン/オフすると、 
をラー方のテレビの画像、音声び一瞬とざれます。 


Speaker B Link 機能について 

スピーカーシステムの設定 （78 ページ）で 
7.1 ch + Speaker B または已 • 1 ch + SP -已 Bi - Amp を 
選んでいて 、 Speaker B Link の設定 （ 54ぺージの 
「 HDMI によるコント□ール機能を設定する」）び日 N の 
とさは 、 HDMI OUT の切り換えに連動して再生するス 
ピーカー端テの設定び変わります。切り換わる内容は似 
下のとおりです。 

• HDMI OUT ALL : SP : A+B ON に切り換わります。 
A スピーカーを日スピーカーを同時に音び出ます。 

• HDMI OUT 1: SP : A ON に切り換わります。 A ス 
ピーカーの音のみび出るよラになります。 

• HDMI OUT 2 : SP : B ON に切り換わります。目ス 
ピーカーの音のみび出るよラになります。 


再生中の音声や設定内容を確認する 
(ステータス表示） 

U モコンの 状態確認 ボタンを押すことで、本機の設定や 
再生状態などの情報を確認することびでさます。確認項 
目は本体のディスプレイに表示されます。情報は各入力 
ごとに確認することびでさます。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

2が態確認ボタンを巧して設定内容を確認す 
る。 

ディスプレイに下記の情報び表示されます。表示は 3 秒 
ごとに切り換わります。 


Ja 
































Bf いろいろな機能を使う 


音声入力信号ーサンプリング周波数 一 MCACC 
MEMORY 一 ZONE 2 入力 一 ZONE 3 入力一 
HDMI OUT 

3もう一度、状態確認ボタンを巧して元の表示 
に戻す。 


本機のすべての設定を工場出荷時に戻 
ず 

設定オール U セットは似下の手順で実行します。操作は 
本体フ□ントノ（ネルで行います。設定オール IJ セットを 
行ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になり 
ますので十分ご注意ください。 

マルチゾーン機能び MULTI ZONE OFF でないと、才一 
ル U セットを行ラことびでさません (一5目ページ)。 
また、 HDMI によるコント□-ル機能び ON のときも 
才ール U セットできませんので、 OFF にしてからし^(下の 
操作を行ってください。 （54 ぺージの 「 HDMI による 
コント□ール機能を設定する」参照。） 

• オール IJ セットの前に、 iPod や US 日メモ IJ 一を本機 
から取り外してください。 

• 電源コンセントからコンセントを長時間抜いた状態 
にしていてを、本機で設定した各種設定び消去され 
ることはありません。 

1電源をスタンバイ状態にする。 

2フ□ントパネルの ENTER を巧しなが!5 
む STANDBY / ON ボタンを巧す。 

表示部に RESET ◄ N0 ►と表示されます。 

3和/-►ボタンを繰り返し巧して、 「 RESET 」 を 
選び、 ENTER ボタンを巧す。 

RESET? OK と表示されます。 

4もう一度 ENTER ボタンを巧す。 

0 K と表示され、本機のすべての設定び工場出荷時の状 
態に戻り、電源び入ります。 


工場出巧時の設定一覧 

設定項目 

初期値 

ビデオコンバーターの設定 

ON 

SPEAKERS 

FH/FW 

スピーカーシステムの設定 

g.lch FH/FW 


Front SMALL 


Center 

SMALL 

スピーカーの有り無 fh/fw 

SMALL 

し/低域再生能力 Suit 

SMALL 

SB 

SMALLX 2 

SW 

YES 

サラウンドスピーカーの設置位置 

後ち 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

広い部屋での高音域を抑制する（ X カー 
ブ） 

OFF 

フ□ントパネル表示部の明るさ 

一ま明るい 

ネットワークスタンバイ機能 

OFF 

入力の設定 

23ページの「他機器の接続を行う前に」参照 

HDMI 

HDMI 音声出力の設定 

AMP 

HDMI 出力設定 

HDMI OUT ALL 

HDMI によるコント□-ル機能 

ON 

コント□ール設定 

ALL 

Display Power Off 

YES 

音芦の再生 

電源オン時音量 

前回音量 

音量制限 

OFF 

ミュートレべル 

フル 

フェイズコント□-ル 

ON 

iPod/us 巨， 

HOME MEDIA 


才ートサウンドレト gallery , 

IJ j く一機能 ADAPTER PORT 

入力 

ON 

その他の入力 

OFF 

サウンドディレイの調整 

0.0 frame 

デュアルモノラル音声の設定 

CHI 

ダイナミックレンジコント□ールの設定 

AUTO 

SACD ゲインの設定 

Od 巨 

LFE アッテネーターの設定 

Od 巨 


1 設定項目 


初期値 

オートディレイの設定 

OFF 

DIGITAL SAFETY 


OFF 

EFFECT 効果の調整- 

EXT . STERE 0 

90 

その他のモード 

50 


センター幅の調整 

3 

□□ PL II MUS に才 

ディメンションの 

0 

プション 

調整 


パノラマ調整 

OFF 



Neo:X 

CINEMA :1.0 

Neo : X オプション 

センターゲインの 
調整 

Neo:X MUSIC : 
0.3 

Neo:X GAME : 



1.0 

□□ PLIIz HEIGHT 

八イトゲインの調 

MID 

オプション 

整 

すべての入力 - 

U スニングモード 

AUTO 

SURROUND 

IJ スニングモード 
(へッドホン時） 

STEREO 

上記じ(がにわ、50ぺ- 

-ジの「オーディオ調整機能を使用す 

る」をご参照ください。 


MCACC 

MCACC 


Ml : MEMORY 

1 

スピーカー出カレベル （ M ] 〜 M 6) 

0.0 d 目け甫正無 
し） 

スピーカーまでの距離 （ M ] 〜 M 6) 

すべて3.00 m 



ON (ただし全 

定在波制御 


フイルター0.0 
dB 、 補正無し） 

視聴環境の周波数特性の補正 （M ] 〜 M 6) 

全帯域 0.0 d 目 
(補正無し） 































































リモコンによる他機器の操作 （SC-LX85) 


リモコンの設定 （SETUP MENU ) に 
ごいて 

〇重要 

• ここでは SC - LX 85 の「リモコンによる他機器の操 
作」をまとめて説明します。 SC - LX 7 已の「リモコン 
による他機器の操作」は目 7 ページをご覧ください。 
他機器連動を押しなびらホームメニューボタンを押す 
ことで IJ モコン設定モードとなり、 U モコンデイスプレ 
イに SETUP MENU び表示されます 。 SETUP MENU 
の各項目は(下のとおりです。それぞれの設定方法は各 
項目の説明をご覧ください。 

設定項目 

機能 

PRESET 

RECALL 

を入カフアンクシヨンにプ U セツトコード 
を設定することびできます。 AV アンプしが 
の機器を操作できるように、あらかじめいく 
つかの他機器（他社製品ち含む）のリモコン 
コードび用意されています。己9ページの 
「他機器のリモコン信号を本機のリモコンに 
呼び出す（プ U セットコード設定)」参照。 

CODE 

LEARNING 

プ U セットコードを設定してわご希望の操 
作びでさないとさは、他機器のリモコンから 
直接 U モコン信号を学習させることびでさ 
ます。60ページの「好さなボタンに他機器 
の操作を記憶させる（学習モード)」参照。 

MULTI 

OPERATE 

視聴を開始する際の1」モコン操作の流れを、 

プ□グラムして覚えさせることびでさます。 

各入カフアンクシヨンに、複数のリモコン 
コードび設定でさます。目]ページの「1」モ 
コンの他機器連動機能を使いこなす」参照。 

SYSTEM 

OFF 

AV アンプに接続されている機器を自動的に 
電源オフさせる機能です。任意に複数の U モ 
コンコードび設定でさます。日1ページの 
「 U モコンの他機器連動機能を使いこなす」 
参照。 

DIRECT 

FUNG 

U モコンのマルチコント□ールボタンを押 
す際に、 U モコンの操作面だけを変更して 

AV アンプの入力は切り換わらないよラにす 
る設定です。 AV アンプには接続していない 
機器の U モコンとして使用するのに便利で 
す。61ページの「マルチコント□ールボタ 
ンの入力切換を解除する（ダイレクトフアン 
クシヨン)」参照。 


設定項目 

機能 

RENAME 

U モコンに表示されるを入カファンクシヨ 
ンの名称を自由につけることびでさます。 

61ページの「リモコンに表示される入力名 
称を手動で変更する」参照。 

SYNC 

RENAMING 

AV アンプで変更した入力名を U モコンで取 
得して、名称を同じにすることびでさます。 
日已ページの 「 AV アンプで設定した各入力の 
名称を自動取得する」参照。 

ERASE 

LEARNING 

学習させた U モコンコードを消去します。各 
入カファンクシヨンで学習された ] コードご 
とに消去可能です。目0ページの「登録（学 
習）された]つのボタン操作を解除する」参 
照。 

旧/ RF 
SELECT 

各機器の U モコンでの操作の方式を、無線 
( RF ) かホが線（旧）に選択する機能です。 
64ページの「本機を RF 双ち向通信で操作す 
る」および「他機器を RF 双ち向通信で操作す 
る」参照。 

OPERATION 

MODE 

AV アンプの入力切り換えに連動して、 U モ 
コンの操作面ち自動で切り換わります （ U モ 
コン操作モード切り換えスイッチび 入力機 
器に設定されているとさのみ有効)。6己ペー 
ジの ru モコン操作モードの連動機能を切り 
換える」参照。 

KEY RESET 

設定されたプ U セットコードを初期化する 
機能です 。 KEY RESET は入カファンクシヨ 
ンごとに行うことびでをます。日0ページの 
「登録されたプ U セットコードを解除する」 
参照。 

ALL RESET 

お客様によるすベての U モコン設定を初期 
化し、工場出荷時の状態に戻す機能です。60 
ページの n 」 モコンの設定を U セットする」 
参照。 

READ 
PRESET ID 

各入カファンクシヨンに設定したプ U セッ 
トコードを確認でさます。目]ページの「プ 

U セットコードを確認する」参照。 

CHANGE RC 
MODE 

パイオニア製の AV アンプ、 AV レシーバー 
などを複数お持ちの場合、 U モコン操作で同 
時に動作させた<ない時に設定します。已9 
ページの「1」モコンで複数のパイオニア製ア 
ンプを操作する」参照。 

EXIT SETUP 

SETUP MENU を終了します。 


◎ メモ 

• IJ モコンの設定 （「SETUP MENU 」） は他機器連動 
ボタンを約2砂間押し続けることで終了します。設定 


リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 8 已 )) 


中、 ] つ前の画面に戻したいときは戻るボタンを押し 
ます。 

• IJ モコンの設定中、 ] 分間何を操作びないと、それ 
までの設定び保をされ、 IJ モコンの設定 (SETUP 
MENU ) は終了します。 


リモコンで複数のパイオニア製アンプ 
を操作する 

複数のパイオニア製アンプをお持ちの場合、ひとつの 
U モコンで複数のアンプび同時に動作してしまわない 
ように、操作するアンプを3台まで別々に指定すること 
びでさます（指定でさるアンプは、本機と同型機のみで 
す)。 

• 本 U モコンの 旧 / RF SELECT の設定で AV AMP 
び 旧 MODE になっているとさのみ有効の機能です 
(64 ぺージ)。 

• この機能を使用する前に、操作したいアンプに U モ 
コンモードを設定してください。詳しくは84ページ 
の nj モコンモードを設定する」をご覧ください。 

• 本機よりを前に発売されたパイオニア製アンプをお 
使いの場合でを、一部機能は本機の U モコンで操作 
でさることびあります（電源オン/オフ、入力切り換 
え、音量操作など)。この場合、お使いのアンプをア 
ンプ]として使用し、本機をアンプ2〜4に設定する 
ことで、別々に操作することびでさます。 

1マルチゾーン切り換えスイッチがメインに 
なつていることを{崔なする。 

2 リモコンを AV アンプ操作モードにする。 

3他機器連動ボタンを巧しなが6 
ホーム メニユ ーボタンを巧ず。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

4 t /4^ で CHANGE RC MODE を選んで決定 
を巧す。 

己でリモコンモードを選ぶ。 

RC MOD 曰ま]〜4まで選択できます。 

6決定を巧してリモコンモードを決定する。 

選んだモードび3砂間点滅して設定完了になります。 
他のアンプを操作する場合は、上記手順1からをラー度 
操作して番号を入力し直してください。 


U モコンで他機器を操作する 

付属の IJ モコンを使って、本機似外のパイオニア製品や 
他社の機器（テレビやブルーレイディスクプレーヤー、 
DVD プレーヤーなど)を操作でさます。 

お手持ちの機器のプ U セツトコードび U モコンに登録 
されている場合は、該当するコードを呼び出すだけで操 
作でさるようになります。 

また、プ IJ セツトコード非対応の機器でを、その機器に 
付属の IJ モコンから直接登録（学習）することび可能で 
す。詳しくは目日ページの「好さなボタンに他機器の操 
作を記憶させる（学習モード)」をご覧ください。 


他機器のリモコン信号を本機のリモコンに 
呼び出す（プリセットコード設定） 

本機付属のリモコンには、複数の A V 機器(他社製品を含 
む)のプ IJ セットコードび登録されています。登録する 
機器のブランド名から検索することびでさます。 

• 各ボタンの役割は62ページの「他機器の操作につ 
いて」をご覧ください。 

1他機器連動ボタンを巧しなが5 
ホーム メニユ ーボタンを巧す。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t /4^ で PRESET RECALL を選んでミ夫定を 

巧す。 

EXIT SETUP を選んでミ夫定すると設定を終了します。 

3操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を選んで決定を巧す。 



テレビコント□ールボタンで操作したいテレビのプ U 
セットコードを登録するとさは、 IJ モコン操作モード切 
り換えスイッチをテレビにしてから決定ボタンを押し 
ます。 

• HMG NET RADIO 、 ADAP および iPod USB 入力 

フアンクシヨンに登録することはでさません。 

4 t /4^ で登録する機器のブランド名の頭文字 

を選んで決定を巧す。 

たとえば、パイオニアを登録するとさは、 「 P 」 を選び 
ます。 


Ja 


































■ 9 (リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 8 已) 


5 t/4 で登録ずる機器のブランド名を選んで 
決定を巧ず。 

6 ta で登録する機器とコード番号を選ぶ。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場合は 「 DVD 」、 コード 

番号び複数あるとさはそれぞれのコード番号で試して 

みてください。 

6 入力機器 ボタンを押して、その機器の電源を入/切 

でされば正しいコードま号び選ばれたことになります。 

• すべてのモデルには対応していませんので、機器の 
ブランド名び見つからないとさや、プ U セットコー 
ドを登録してを使用でさない機能などびあるとさ 
は学習させてください。詳しくは目日ページの「好 
さなボタンに他機器の操作を記憶させる（学習モー 
ド)」をご覧ください。 

. パイオニアの HDD 内蔵 DVD レコーダーまたは巨 D 
レコーダーをお持ちの方は、 PIONEER 、 DVR / 
BDR と選び、487、488、489、493のし^ずれわ、 
のコード番号を選んでください。また、リモコンの 
設定を変更する場合は、 HDD 内蔵 DVD レコーダー、 
巨 D レコーダーの IJ モコン モー ド設定をあわせてご 
確認ください。 

• 日5年夏前に発売されたパイオニアのプラズマテ 
レビをお持ちの方は、 TV の目目日 1( BS デジタルの 
チャンネルに対応)を、必要に応じてお試しくださ 
し、一部海外向けのコードを内蔵されているため、 
TV の]日 ch /] ] ch /12 ch び誤作動するをのをあり 
ます。 

7ミ夫定を巧してプリセットコードを登録する。 

0 K と表示されて、登録び終了します。 

8他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 

コンの設定を終了する。 


巧をなボタンに他機器の操作を記憶をせる 
(学習モード） 

他機器の IJ モコンの操作を本機の U モコンに直接学習 
させることびでさます。プ U セットコードを登録しただ 
けでは使用でさない操作などは、の手順で追加登録 
(学習）してください。 

登録（学習）でさる操作の数はパイオニアフオーマット 
で、およそ2日日コードです。 

下のイラストで強調表示されているボタンに登録（学 
習）び可能です。 



[iPod I 〔AUX) I VIDEO]〔CD-R〕 


_ MULILCH 入:^ 切換 
[PHONOI QiN ) I 1 [^] 

回 



入力機器 ょ 

__ テレビ —I I厂 AV アンプ 

の L 地 [7 

巧:/巧レ 音量 I 



テレビコント□—ル 

f 消音1 



状態確認 PHASE CTRL CH レベル 

田 〇 

DIRECT ^ STEREO STANDARD ADVSURR 

l|yp ^9 


音声切あスバディマ-音青 

DBBB 

アナ□ク "ATTSBch 姐理 MCACC 表示 

DQQB 


ae 

クリア 

D a 

10 11 


HDMIOUT 

〇〇 

クラス^ 

函 a 


1他機器連動ボタンを巧しなび5 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

IJ モコンデイスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 


2 t/4 で CODE l_EARNING を選んで決定を 

巧す。 

EXIT SETUP を選んで決定すると設定を終了します。 


3操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を選んで決定を巧ず。 



NET RADIO 


し hmgJ IadapI 


QPodJ 

MULTI CH 入クタ換 

f 1 { ^ 1 


の 


PRESS KEY び点滅します。 

• HMG NET RADIO 、 ADAP および iPod USB 入力 

フアンクシヨンに登録することはでさません。 

• テレビコント □-ルボタン（6、音量+/—、 

チヤンネル +/-、 消音 および 入力） は、 U モコン 

操作モード切り換えスイッチを テレビに 合わせた 
とさのみ登録（学習）でさます。 


4本機と他機器のリモコンを向かい合わせて、 
記憶させたい本機のボタンを巧す。 



PRESS KEY び点抑こ変わり、登録皆習）待機状態 
になります。 

己記憶させたい他機器のリモコンのボタンを、 
数秒巧して放す。 

たとえば、再生操作を学習（登録）したいときは►を押 
し永9 〇 

登録（学習）び正しく行われると 0 K と表示されて、終 
了します。 

ERROR び表示された場合は、登録している場所や U モ 
コンどラしの距離を変えるなどして、手順4からやり直 
してみてください。 

6同じ他機器リモコンについて登録（学習）を 
続けるには、手順4〜己を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、手順7へ進み、 
いったん終了し、をう一度手順 ] から行ってください。 

7他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 

◎ メモ 

• 手順4〜已は、強い堂光なの下や TV の前で行わない 
でください。異なるコードび登録されてしまラこと 
びあります。 

• MEMORY FULL と表示されたときは、登録できる 
コードの数を超えてしまっています。この場合は、他 
の登録したコードを解除することで、新しいコード 
を登録でさるようになります。詳しくは6日ページ 
の「登録（学習）された]つのボタン操作を解除す 
る」をご覧ください。 

• 登録（学習）したコマンドによっては RF 双方向通信 
で操作でさないことびあります。その場合は IR 信号 
送信で操作してください。旧モードと RF モードの切 
り換えは64ページの「他機器を RF 双方向通信で操 
作する」をご覧ください。 


登録（学習）された1つのボタン操作を解除 
する 

学習モードで登録したボタン操作を解除し、工場出荷時 
の設定に戻します。 

1他機器連動ボタンを巧しなび5 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

U モコンデイスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 


2 t/4^ で ERASE l_EARNING を選んで決定を 

巧す。 

3解除したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧してか5決定を巧ず。 

PRESS KEY び点滅します。 

4解除したい操作ボタンを2秒間巧し続ける。 

0 K と表示されて、解除び終了します。 

登録皆習）されていないボタンのときは N 0 CODE と 
表71^されます。 

曰解除を続けるには、手順4を繰り返ず。 

6他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


登録をれたプリセットコードを解除する 

U モコンの入カファンクシヨンボタンに登録されてい 
るプ U セットコードを U セットして、工場出荷時の状態 
におします。 

1他機器連動ボタンを巧しながら 
ホーム メニユ ーボタンを巧ず。 

IJ モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/4^ で KE 丫 RESET を選んで決定を巧ず。 

3プリセットコードを解除したい機器のマルチ 
コント□ールボタンを巧ず。 

選んだ入カファンクシヨンび点滅表示します。 

4決定を2秒間巧し続ける。 

0 K と表示されて、プ IJ セットコードの解除び終了しま 
す。 

已他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


■ J モコンの設定を IJ セツトする 

IJ モコンの設定をすべて IJ セットし、工場出荷時の状態 
に戻します。 

1他機器連動ボタンを巧しなび5 
ホーム メニユ ーボタンを巧す。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 f/lHALL RESET を選んでミ夫定を巧す。 

ALL RESET び点滅します。 

3決定を2秒間じ Lb 巧し続ける。 

NOW RESET と表示されます。 U セットび完了すると 
0 K と表示され、すべての設定び IJ セットされます。 















































ERROR と表示されたとさはをラー度手順1からやり直 
して < ださい。 

4他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


プ u セツトコードを確認する 

マルチコント□ールボタンに登録されているプ U セツ 
トコードを確認でさます。 

1他機器連動ボタンを巧 しながら 
ホームメニユー ボタンを巧ず。 

IJ モコンデイスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/4^ で READ PRESET ID を選んで決定を 
巧す。 

3 5崔認したいマルチコント□ールボタンを巧し 
てか S 決定を巧す。 

登録されているブランド名とコード番号び約3秒間表 
示されます。 


リモコンに表示をれる入力名祿を手動 
で変更する 

U モコンディスプレイに表示される入カファンクショ 
ン名を変更することびでさます。たとえば、日 D 入力を 
機器の名称（例； DVR BDR を巨 DP - LX 71 など）に変 
要することびでさます。各入カファンクション（他機器 
操作ボタン）ごとに接続された機器やメーカー名などを 
入力すれば、どの入カファンクション（他機器操作ボタ 
ン）にどんな機器び接続されているのかを簡単に確認す 
ることびでさます。 

1他機器連動ボタンを巧しなが!5 
ホーム メニュ ーボタンを巧す。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/4^ で RENAME を選んで決定を巧す。 

3名前を変更したい入カファンクション（マル 
チコント□ールボタン）を巧してか6決定を巧す。 

IJ モコン操作モード切り換えスイッチをテレビに切り 
換えると、テレビ コント □-ルの名前を変えることびで 
さます。各入カファンクションの名前を変更したいとさ 
は、 IJ モコン操作モード切り換えスイッチは 入力 機器 
にします。 

4 t/4^ で NAME EDIT を選んで決定を巧す。 

名前ををとに戻したいときは NAME RESET を選びま 
す。 


5入力する文字を選んで入カフアンクシヨン名 
を変更する。 

t / l ^ で入力する文字を選んで、和/今でカーソルを左 
ちに動かします。 

最大14文字まで入力することびでさます。 

6決定を巧して入力を終了する。 

7他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


マルチコント□-ルボタンの入力切換 
を解除する 

(ダイレクトフアンクシヨン） 

• 工場出荷時； ON 

ダイレクトファンクシヨンはマルチコント□ールボタ 
ンを押したとさに、本機の入カファンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。 

オフにすると入カファンクシヨンは切り換わらず JJ モ 
コンの操作ボタンの機能だけび切り換わります。本機に 
接続していない機器を操作するとさに便利です。 

1他機器連動ボタンを巧しなが5 
ホーム メニユ ーボタンを巧ず。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/4^ で D 旧 ECT FUNC を選んで決定を巧 

す。 

3操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を選んで決定を巧す。 

• HMG NET RADIO 、 ADAP および iPod USB 入力 

ファンクシヨンではダイレクトファンクシヨンの 
切り換えはでさません。 

4 t/4^ でダイレクトフアンクシヨンの ON、 

OFF を選んで決定を巧ず。 

0 K び表示されます。 

己他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


リモコンの他機器連動機能を®いこな 
す 

本機に付属の IJ モコンでは他機器連動機能として、マル 
チオペレーション（起動時連動操作）とシステムオフ 
(終了時連動操作）の2つの機能び使用でさます。 

マルチオペレーションは視聴を始めるための一連の動 
作を、2つのボタンを押すだけで実現させる機能です。 
あらかじめミ夫められているコマンドに加え、各他機器 


リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 8 已 )) 


操作面に対し、目つまで自由に登録でさる操作（コマン 
ド）を設定でさます。 


ユーザー により 
\自由に設定が可能 


設定び無い場合は 
下記コマンドのみ 
送信されます 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ 
有効で一部無効 
のちのちあります） 


必要びあります （59 ページの nj モコンで他機器 
を操作する」参照)。 

• 機器によっては電源び入るまで時間びかかる場合び 
あり、その場合はその機器への操作び正しく行われ 
ないことびあります。 

• 登録した機器の状態によっては、登録した動作と異 
なる場合びあります。 

操作の登録びでさるボタンはし U 下のとおりです。 


《 DVD レコーダーなど、一部対応していない機器もあります。 

録画中に電源び切れてしまラことのないよラに、 r 必ず送信される特定 
のコマンド」 に DVD レコーダーの 電源を OF 円 こする コマンドは入って 
いません。 

システムオフは視聴び終了したとさに、すべての機器の 
電源を一斉にオフにする動作を2つのボタンを押すだ 
けで実現させる機能です。 

5つまで自由に登録でさる操作（コマンド）と、本機を 
含めたすべてのノ（イオニアの機器の電源オフのコマン 
ドび送信されます。 




状態確認 PHASE aRL CH レベル 

口 OS 口 

^^9 

W ふ施冷 。 STEREO STANDARD ADVSURR 


ユーザーにより 
\自由に設定び可能 

設定が無い場合は 
下記コマンドのみ 
送信されます 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ 
有効で一部無効 
のちのちあります） 


《 DVD レコーダーなど、一部対応していない機器もあります。 

録画中に電源び切れてしまラことのないよラに、 r 必ず送信される特定 
のコマンド」 に DVD レコーダーの 電源を OFF にする コマンドは入って 
いません。 

• 設定を行う前に、この機能で使用したい IJ モコン 
コードは、必ずプ U セツトコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン（キー）に割り当てておく 


連動操作を設定する 

本機の操作を登録したいとさは、 U モコンの操作モード 
切り換えスイッチを AV アンプに、 他機器の操作を登録 
したいときは 入力機器に しておきます。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD を再生（また 
は停止）する」といラ操作を記憶させます。 

1他機器連動ボタンを巧しなが5 
ホーム メニュ ーボタンを巧す。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/4^ で MULTI OPERATE または 

SYSTEM OFF を選んで決定を巧す。 

MULTI OPERATE (マルチオペレーション）を選んだ 
とさは手順3へ進みます。 

SYSTEM OFF (システムオフ）を選んだとさは手順4 
へ進みます。 


1 ST CODE 


2 ND CODE 


3 RD CODE 


4 TH CODE 


己 TH CODE 


本機の電源を OFF にする 


他の機器の電源を 
OFF にする& 


1 ST CODE 


2 ND CODE 


3 RD CODE 


4 TH CODE 


己 TH CODE 


本機の電源を OFF にする 


他の機器の電源を 
OFF にする^ 


量通巧占 
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■9(リモコンによる他機器の操作 （SC-LX8 已) 


3起動動作を記憶させたい他機器操作ボタンを 
巧してか S 決定を巧す。 

ここで選んだ入カファンクシヨンび、連動操作を実行し 
たとさ自動で切り換わる入力です。 

例の場合） DVD ボタンを押します。 

4 t/4 で EDIT CODE を選んで決定を巧す。 
CLEAR CODE を選択すると現在登録しているコマン 
ドを消去します。 

己 t/4^ で登録したい CODE の順序を選んでか 
S 決定を巧ず。 

例の場合）1 ST CODE を選んで決定を押します。 
PRESS KEY び点滅してコマンドの登録になります。 

6必要に応じて操作したい他機器操作ボタンを 
巧ず。 

例の場合） DVD ボタンを押します。 

7操作したい操作ボタンを巧す。 

例の場合）再生 ► (または停止 ■) ボタンを押します。 
0 K と表示されて、操作の登録び終了します。 

8さ5にコマンドを登録したいときは手順日〜 
7を繰り返す。 

] つの他機器操作ボタンに対してマルチオペレーシヨ 
ンでは最大6つ、システムオフでは最大己つまで登録す 
ることびでさます。 

9 t/4^ で EDIT EXIT を選んで決定を巧す。 

COMPLETE と表示され登録び完了します。 

10他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


連動操作（マルチオペレーシヨン）を実行す 
る 



JET RADIO _ 
IHMGI 


[[PodJ 

MULTI CH 入;^切換 

] f 八 1 


る入力機器をマルチオペレーションで連動操作さ 
せたいとさは、 U モコンをその機器の受光部に向け 
て、実行してください。 


連動操作（システムオフ）を実行する 



1他機器連動を巧す。 

MULTI OPERATE び点滅します。 

IJ モコンを受光部に向けてください。 

2む入力機器を巧ず 

SYSTEM OFF で登録したコマンドと、パイオニア製品 

の電源オフコマンドび送信されます。 

• 録画中に電源び切れてしまラことのないよラに、 
「必ず送信される特定のコマンド」に DVD レコー 
ダーの電源を日 FF にするコマンドは入っていませ 
ん/。 

• 本 U モコンは各入カフアンクシヨンごとに旧/ RF 
モードの選択びでさます。旧モードび選択されてい 
る入力機器をシステムオフで連動操作させたいと 
さは、 IJ モコンをその機器の受光部に向けて、実行 
して < ださい。 

• 他のメーカーの電源コマンドび登録されている場 
合、電源のオン/オフび逆転することびあります。 
他のメーカーの電源コマンドを含んだシステムオ 
フ機能を行う際は、必ず機器の電源び切れたことを 
お確かめください。 


1他機器連動を巧ず。 

MULTI OPERATE び点滅します。 

U モコンを受光部に向けてください。 

2操作したい機器の他機器操作ボタンを巧す。 

プ U セツト動作と、このボタンに登録されているコマン 
ドび実行されます。 

• 本 U モコンは各入カフアンクシヨンごとに旧/ RF 
モードの選択びでさます。旧モードび選択されてい 




_ .テ レ ち丄 「 AV ァンプ 
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DIRECT ^ STEREO STANDARD ADVSURR 

^3 ^3 


I 



他機器の操作について 

• iu 下の IJ モコン操作を行うには、あらかじめ操作したい機器の IJ モコンコードを登録しておく必要びあります。 
詳しくは59ページの「他機器の IJ モコン信号を本機の IJ モコンに呼び出す（プ IJ セットコード設定)」をご覧 
ください。 

• 他機器を操作するときは、操作切換スイッチを入力機器またはテレビに合わせます。入力機器にしたときは、操 
作したい機器の他機器操作ボタンを押して、 IJ モコンをその機器の操作モードにしてください。各機器の詳しい 
機能については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 
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テレビやオーデイオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

テレビ 

テレビ 

(モニター） 

ブルーレイデイ 
スクプレーヤー/ 
DVD プレーヤー 

HDD/DVD レ 
コータ.一/ 

ブルーレイ 
デイスクレ 
コー タ.一 

ビデオデッキ 

衛星チュー 
ナー /ケー 
ブルテレビ 
チューナー 

む 入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

チャンネレの 
選択 

数字の入力 

数字の入力 

チャンネルの 
選択 

チヤンネルの 
選択 

数字の入力 

- (10) 

10 

• 

ク U ァ 

10 

10 

• 

決定（クラス） 

12 

チャンネルみ定 

み定 

12 

12 

み定 

X 

元の画面 

元の画面 

トップメニュー 

トップメニュー 
/ディスクナビ 

- 

ナビ 

よ 

番組表 

ユー ヴーメ 

ツール 

(ブルーレイディス 
クプレーヤー） 

ま組表 

- 

番組表 

MM ^!^ 


t/*/ 和 /- ► 



— 

MM ^!^ 

決定 

ミ夫定 

み定 

ミ夫定 

み定 

— 

ミ夫定 

な 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

- 

メニュー 

ろ 

戻る 

戻る 

戻る 

戻る 

— 

戻る 

PGM 清） 

青ボタン 

青ボタン 

— 

HDD/DVD 

— 

青ボタン 

MENU (ホ） 

ホボタン 

ホボタン 

メニュー 

(ブルーレイディス 
クプレーヤー） 

メニュー 

- 

ホボタン 

が 緑） 

緑ボタン 

緑ボタン 

- 

ビデオ 

— 

緑ボタン 

:<横） 

黄ボタン 

黄ボタン 

メニュー 

— 

— 

黄ボタン 

► 

— 

— 

► 

► 

► 

► 

II 

地上デジタル放 
送 

- 

II 

II 

II 

II 

■ 

目 S 放送 

- 

■ 

■ 

■ 

■ 

◄◄ 

— 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

►► 

— 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 


アナ□グ放送 

- 





►►1 

CS 放送 

— 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

AUDIO 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

表示 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

CH +/- 

チャンネル切換 

チャンネル切換 

解像度切換 +/- 

チャンネル切換 

チヤンネル切換 

チヤンネル切換 

■ + ►► 

— 

- 

- 

- 

- 

録画 


• 機種によっては操作できないボタンわあります。 

• テレビのプ U セットコードを登録すると、登録したプ U セットコードによって上記表のテレビまたはテレビ（モニター）どちら 
かに割り当てられます。 

• DVD プレーヤーによっては、]0政上を選ぶときに+]0方式ではなく ENTER 方式で番号をみめる機種びありますび、その機種 
も本機 U モコンでは- (10) ボタンで操作することびできます。 


リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 8 已 


オーデイオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

LD プレーヤー 

CD プレーヤー / 
SACD プレーヤー / 
CD レコーダー 

MD プレーヤー / 
DAT プレーヤー 

カセットデッキ 

チューナー 

む 入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

- 

周波数/ステー 
シヨンの選択 

- (10) 

+ 10 

>10/クリア 

ク U ァ 
( MD ) 

ク U ァ 

ダイレクト選局 

決定 （クラス） 

ミ夫定 

ディスク/ミ夫定 

開/開 

( MD ) 

ミ夫定 

CLASS 

X 

トップメニュー 

- 

- 

- 

- 

よ 

— 

LEGATO LINK 
( SACD ) 

- 

- 

- 

*/*/◄-/-► 


— 

— 

11/ 

— 

決定 

ミ夫定 

— 

— 

!► 

— 

か 

- 

SACD SETUP 
( SACD ) 

- 

- 

— 

ろ 

戻る 

— 

- 

— 

— 

PGM 清） 

— 

PRO 白 RAM 

— 

— 

— 

0 (緑） 

— 

REPEAT 

— 

— 

— 

乂 横） 

— 

SHUFFLE 

— 

— 

— 

► 

► 

► 

► 

► 

— 

II 

II 

II 

II 

II 

MPX 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

— 






— 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

- 

AUDIO 

音声切換 

PURE AUDIO 
( SACD ) 

— 

— 

- 

表示 

表示切換 

TIME 

( SACD ) 

- 

- 

- 






































































■9(リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 8 已) 


RF 双方向通信機能について 

付属の RF アダプターを本機の RS -232 C と CU - RF 100 に接続することで、本機と U モコンの RF 双方向通信を実 
現します。 RF アダプターの接続は下図をご覧ください。 RF 双ち向通信を行うことで、似下の機能び使用でさるよ 
うになります。 



■ 旧ブフスターケーブル 

(他機器を RF 双方向通信で操作したい 

とさのみ接続しま古）（最大4台まで） 


■ U モコンを3目0度どこに向けてを操作可能！ 

■ AV アンプや他機器をラックに入れたまま操作巧能! 



• IJ モコンを36日度どこに向けてを本機の操作びでさます （ RF 双方向通信見通し距離：約]日 m )。 

• 障害物の影響を受けずに操作びでさます（製品をラックに入れた状態で操作びでさます)。 

• 本機のディスプレイに表示されている情報を、 IJ モコンのディスプレイに表示させなびら操作でさます。 

• 本機と接続した他機器の操作を最大4台まで RF 双方向通信で操作でさます（付属の IR ブラスターケーブルを使 
用します。詳しくは目4ページの「他機器を RF 双方向通信で操作する」をご覽ください)。 

• U モコンのディスプレイに表示される入力名を、本機の 入力端子の設定で 変更した入力名にシンク□させ、自動 
取得します。詳しくは65ページの 「 AV アンプで設定した各入力の名称を自動取得する」をご覧ください。 

• AV アンプ側の入力び切り換わると、 IJ モコンの表示と操作モードち自動で AV アンプ側の入力に切り換わりま 
す。詳しくは59ページの 「 IJ モコンで他機器を操作する」をご覧ください。 

〇重要 

• 双方向通信見通し範囲は目安であり、周囲環境により通信距離び変わることびあります。 

• 通信環境によっては、本体と IJ モコンの双方向通信による機能び正常に動作しないことびあります。通信環境や 
使用方法についての注意点など、詳しくは目日ページの「全指向性 RFU モコン使用時の注意」をご覧ください。 

因メモ 

• U モコンの設定 (SETUP MENU ) は 他機器連動 ボタンを約2秒間押し続けることで終了します。設定中、]つ 
前の画面に戻したいときは 戻る ボタンを押します。 


RF アダプターとリモコンをぺアリングする 

ペア IJ ングは RF 双方向通信機能を使用するために必ず 
必要な操作です。本機と RF アダプターを接続してから 
の操作を行ってください。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れる。 

2本機のその他の設定か6 RF リモコン設定を 
選んで、設定を ON にする。 

詳しくは85ぺージの 「 CU - RF ] 日日 IJ モコン使用時の 
設定を行ラ （ RFU モコン設定)」をご覧ください。 

3 RF アダプターの 前面にある SETTING ボタン 
を巧す。 

RF アダプターの LED ランプびホく点滅し、ペア U ング 
の待機状態になります。待機状態は約30秒間続さます 
ので、その間に手順4〜5を行います。 

4リモコンの他機器連動ボタンを巧し なげら 
ビデオ調整ボタンを巧す。 

U モコンディスプレイに PA 旧 ING と表示されます。 

曰リモコンの決定ボタンを巧ず。 
AUTHORIZATION と点滅し、ペア U ングを行います。 
成功すると SUCCESS と表示されペア U ングび終了し 
ます。このとさ RF アダプターの LED ランプは緑の点な 
に変わります。 

ERROR と表示されたとさはペア U ングび成巧してい 
ません。接続や RF アダプターとの距離を確認し、手順 
] からやり直してください。 

本機を RF 双方向通信で操作するためには、 U モコンの 
AMP 操作モードを RF に設定する必要びあります。引さ 
続さ「本機を RF 双方向通信で操作する」で設定を行つ 
て < ださい。 


本機を RF 双方向通信で操作する 

本機の操作を RF 双方向通信で行うための IJ モ コン 設定 
を行います。メインゾーンと Z 0 NE 2、 ZONES のそれ 
ぞれに設定でさます。本機と RF アダプターを接続し、 
RF アダプターと U モ コンのペア IJ ングを 行って からし^ 
下の設定を行ってください。 

1他機器連動ボタンを巧しなが!5 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

U モコンディスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/4^ で旧/ RF SEI_ECT を選んで決定を巧 

す。 

ペア U ングされているかどうか確認します。 

AV AMP MAIN と表示されたときはペア IJ ングび正し 
く行われていますので、手順3へ進みます。 


RF MODE ONLY と表示されたときはペアリングび正 
しく行われていないので、ペア U ングを正しく行ってか 
らやり直してください（詳しくは目4ページの 「 RF ア 
ダプターと IJ モコンをペア U ングする」をご覧くださ 
い)。 

3 t/4^ で RF 双方向通信に設定したい AV アン 
プのゾーンを選んでミ夫定を巧す。 

4 t/4^ で RF MODE を選んで決定を巧ず。 

旧信号送信での操作に戻したいとさは、ここで 
旧 MODE を選びます。 

手順3で AV AMP を選んで RF MODE に設定すると、 
HMG NET RADIO 、 ADAP および iPod USB は自動 
で RF MODE になります。 

己他のゾーンも RF 双方向通信での操作に切り 
換えるときは、手順3〜4を繰り返す。 

6他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


他機器を RF 双方向通信で操作する 

本機に接続した他機器の操作を、最大4台まで RF 双方 
向通信で操作でさます。 RF アダプターと他機器を旧ブ 
ラスターで通信させ、 U モコンの設定を RF に切り換え 
ます。 IJ モコンの設定は各入力ごとに切り換えることび 
でさます。 


















































































1RF アダプターの旧 OUT 端テに旧ブラス 
夕ーケーブルを接続し、送信部を RF 双方向通信で 
操作したい他機器に取り付ける。 



• 旧ブラスターの取り付け位置び適切でないと操作 
でさません。なるべく、他機器 U モコン受光部の上 
側に取り付けてください。下側に取り付けるとが光 
などの影響を受けて受信しづらくなることびあり 
ます。 

• 旧ブラスターは、他機器の IJ モコン受光部のおくに 
確実に取り付けてください。他機器の U モコン受光 
部の位置は各機器の取扱説明書をご確認<ださい。 

. 両面テープを貼り付ける箇所の 3' ミやほこりを、あ 
らかじめ取り除いておいてください。 


. 両面テープは強力なため、棚などに貼り付けたあと 
無理にはびすと、板の表面を傷めることびありま 
す。ご注意ください。 

2他機器連動ボタンを巧しなが!5 
ホーム メニユ ーボタンを巧ず。 

IJ モコンデイスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

3 t/4^ で旧/ RF SEI_ECT を選んで決定を巧 
す。 

ペア U ングされているかどうか確認します。 

AV AMP MAIN と表示されたときはペア U ングび正し 
く行われていますので、手順4へ進みます。 

RF MODE ONLY と表示されたときはペア U ングび正 
しく行われていないので、ペア U ングを正しく行ってか 
らやり直してください（詳しくは64ぺージの 「 RF ア 
ダプターと U モコンをペア U ングする」をご覧くださ 
い)。 

4 ta で RF 双方向通信に設定したい入カファ 
ンクシヨンを選んで決定を巧ず。 

手順1で旧ブラスターを取り付けた機器の入カファン 
クシヨンを選びます。 

5 t/4^ で RF MODE を選んで決定を巧す。 

旧信号送信での操作に戻したいとさは、ここで 
旧 MODE を選びます。 

6他の入カファンクシヨンも RF 双方向通信で 
の操作に切り換えるときは、手順4〜己を繰り返 
す。 

7他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


AV アンプで設定した各入力の名が;を 
自動取得する 

• 工場出荷時； MANUAL 

U モコンの入力名表示を、本機の 入力端子の 設定で変更 
した入力名にシンク□させて自動で取得することびで 
さます。すべての入力で入力切り換えを行うたびに本 
体の入力名を自動取得する AUTO モードと、手動で選 
んだ入カファンクシヨンのみ本体の入力名を取得する 
MANUAL モードびあります。 6] ページの「1」モコン 
に表示される入力名称を手動で変更する」で、 U モコン 
の入力表示名を変更していてを、ここで自動取得を行ラ 
と RENAME で入力した名称は自動取得の入力名に上 
書さされます。 

1他機器連動ボタンを巧しなび!5 
ホーム メニュ ーボタンを巧す。 

U モコンデイスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 
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2 t/4^ で S 丫 NC RENAMING を選んで決定を 
巧ず。 

MANUAL と表示されます。 

RF MODE ONLY と表示されたとさはペア IJ ング 
び正しく行われていないか、旧 / RF SELECT 設定 
で AV AMP び旧 MODE になっている可能性びあ 
ります。この場合、ペア IJ ングを正しく行ってから 
IR/RF SELECT 設定で AV AMP を RF MODE に切り 
換えます。詳しくは目4ページの 「RF アダプターと IJ 
モコンをペア IJ ングする」および「本機を RF 双方向通 
信で操作する」をご覧ください。 

3 t/4^ で AUTO または MANUAL を選んで 
決定を巧す。 

AUTO を選んだ場合、設定は完了です。 U モコンの入力 
を切り換えるたびに本体とシンク□して、本体の入力名 
を自動取得します。手順7へ進みます。 

MANUAL を選んだとさは手順4へ進みます。 

4 AV アンプ本体の入力名を取得したい入力 
ファンクシヨンボタンを巧して決定を巧す。 

本体の入力名を取得します。 P に ASEWAIT と表示 
されたあと、本体の入力名び点滅表示されます。本体 
の 入力端子の 設定で入力名び変更されていないとさは 
N0 CHANGE と点滅表示されます。 

HDMI 入力は入力名の自動取得に対応しておりません。 

己決定を巧してリモコンに表示される入力名を 
決定する。 

COMPLETE と表示されて、入力名び登録されます。 

6他の入カファンクシヨンでも本体の入力名を 
取得するときは手順4〜曰を繰り返す。 

7他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


リモコン操作モードの連動機能を切 D 
換える 

• 工場出荷時； SYNCHRO ON 

U モコン操作モードの連動機能び日 N のとさは、 AV ア 
ンプ本体の入力切り換えに連動して IJ モコンの表示と 
操作モードを自動で本体側の入力に切り換わります 。 IJ 
モコンを本体の入力切り換えに連動させたくないとさ 
は SYNCHRO OFF を選びます。 

• IJ モコンの入力を切り換えると本体の入力を切り換 
わりますび、 IJ モコンのダイレクトフアンクシヨン 
(目1ページ）び日 FF に設定されている入力では、 U モ 
コンの入力を切り換えてを本体の入力は連動せず、 

IJ モコンの操作面のみ切り換わります。 

• IJ モコン操作モードの連動機能は、 U モコン操作 
モード切り換えスイッチび 入力 機器になつていると 
さのみ有効です。 


1他機器連動ボタンを巧 しながら 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

U モコンデイスプレイに SETUP MENU び表示されま 
す。 

2 t/* で OPERATION MODE を選んで決定 
を巧す。 

SYNCHRO ON と表示されたときはペアリングび正し 
く行われていますので、手順3へ進みます。 

RF MODE ONLY と表示されたとさはペア U ングび正 
しく行われていないので、ペア U ングを正しく行ってか 
らやり直してください（詳しくは64ページの 「 RF ア 
ダプターとリモコンをペア U ングする」をご覧くださ 
い)。 

3 t/4^ で SYNCHRO ON または 
SYNCHRO OFF を選んで決定を巧ず。 

0 K び表示されます。 

4他機器連動ボタンを2秒間巧し続けて、リモ 
コンの設定を終了する。 


を指向性 RF リモコン使用時のを意 


電液にごいてのを意 

本機は、 2.4 GHz の周波数帯の電波を利用しています。 
この周波数の電波は、下記]に示すようにいろいろな機 
器び使用しています。また、お客様に存在びわかりにく 
い機器として下記2に示すような機器をあります。 

1 2.4 GHz を使用する主な機器の例 

• コードレスフオン 
• コードレスファクシミ IJ 
• 電子レンジ 

• 無線 LAN 機器 （ IEEE 8 日 2.1 lb / 旨） 

• ワイヤレス AV 機器 
• ゲーム 機のワイヤレスコント □ーラー 
• マイク□波治療機器類 
• Bluetooth 機能搭載機器 

2存在がわかりにくい 2.4 GHz を使用する主 
な機器の例 

• 万引さ防止システム 
• アマチュア無線局 
• 工場や倉庫などの物流管理システム 
. 鉄道車両や緊急車両の識別システム 
これらの機器と本 IJ モコンを同時に使用すると、電波の 
干渉により、通信びとぎれて操作でさなくなることびあ 
ります。 

通信状況の改善方法としては下の方法びあります。 

• 電波を発生している相手機器の電源を切る 


Ja 
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• 干渉している機器の距離を離して設置する 0 J モコ 
ンと RF アダプターの両方を干渉している機器から 
離してください。） 

次の場所では本 IJ モコンを使用しないでください。双方 

向通信びでさなくなる場合びあります。 

• 2.4 GHz を利用する無線 LAN ( IEEE 802.1 lb / 
旨)、また電子レンジなどの機器の磁場、静電気、電 
波障害び発生するところ。（環境により電波び届か 
ない場合びあります） 

• ラジオからは離してお使いください。 

• テレビにノイズび出た場合、本 IJ モコン（および RF 
アダプター）びテレビ、ビデオ、目 S チューナー、 
CS チューナーなどのアンテナ入力端テに影響を及 
ぼしている可能性びあります。本リモコン（および 
RF アダプター）をアンテナ入力端テから遠ざけて設 
置してください。 

機器認定について 

本機は、工事設計認証済みの無線モジュールを内蔵して 

いますので、 ■ tU 下の事項を行ラと法律で罰せられること 

びあります。 

• 分解/改造すること。 

• 本機に貼ってある証明ラベルをはびすこと。 

周液数について 

周波数表示の見方 

(本機背面のラベルに記載） 

2.4DS1 

] 1 

- *-2 

- ► 3 

1 rij 想定される与干渉距離（約1日 m ) を表 

します 

2 「 DS 」 変調方式を表します 
3に.4」 GHz 帯を使用する無線設備を表しまず 


使用轟囲について 

ご家庭内での使用に限ります（通信の環境により通信距 
離び短 < なること びあります)。 

次のよラな場合、電波状態び悪 < なったり電波び届かな 
くなることび原因で、双方向通信びとぎれて、操作でき 
な<なったりしまず。 

• 鉄筋コンク IJ ートや金属の使われている壁や床を通 
して使用する場合。 

• 大型の金属製家具の近 < など。 

• 人混みの中や、建物障害物の近< など。 


• 2.4 GHz を利用する無線 LAN ( IEEE 802.1化/旨)、 
また電子レンジなどの機器の磁場、静電気、電波障害 
び発生するところ。 

• 集合住宅（アパート•マンションなど）にお住まい 
で、お隣で使用している電子レンジ設置場所び本機 
に近い場合。なお、電子レンジは、使用していなけれ 
ば電波干渉は起こりません。 

• 全指向性 RFU モコンを同じ場所で使用している場 
合。 


電波の反がにごいて 

• 本機び通信する電波には、直接届く電波（直接波）と、 
壁や家具、建物などに反射してさまざまなち向から 
届く電波（反射波）びあります。これにより、障害物 
と反射物とのさまざまな反射波び発生し、電波状態 
の良い位置と悪い位置び生じ、双方向通信びラまく 
でさなくなることびあります。 

このようなとさは、 IJ モコンや RF アダプターの場所 
を少し動かしてみてください。 IJ モコンと RF アダプ 
ターの間を人間び横切ったり、近づいたりすること 
によってわ、反射波の影響で双方向通信びとぎれた 
りすることびあります。 

A 

• 本機の使用によって発生した損害については、ま令 
上賠償責任び認められる場合を除さ、当社は一切の 
責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

まをにお使いいた だ< ために 

• 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機器の近 
くでは使用しない。電子機器に誤動作するなどの影 
響を与え、事故の原因となる恐れびあります。 

• 航空機器や病院など、使用を禁止された場所では使 
用しないでください。電子機器や医療用電気機器に 
影響を与え、事故の原因となる恐れびあります。医療 
機関の指示に従ってください。 

ご注意いたださたい電子機器の例 

• 補聴器、ペースメーカー、その他医療用電気機器、乂 
災報知器、自動ドア、その他自動制御機器など。ペー 
スメーカー、その他医療用電気機器をご使用される 
方は、該当の各医療用電気機器メーカーまたは販売 
業者に電波による影響についてご確認ください。 

ミち意 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業- 

科学•医療用機器のほか、工場の製造ラインなどで使用 

されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無 

線局）および特定ル電力無線局（免許を要さない無線 

局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）び 

運用されています。 


• この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構 
内無線局および特定ル電力無線局並びにアマチュア 
無線局び運用されていないことを確認してくださ 
い。 

• 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対 
して有害な電波干渉の事例び発生した場合には、す 
みやかに電波の発射を停止したラえ、ご相談窓 □ 

(1 日2ページ）にご連絡いたださ、混信回避のための 
処置など（たとえば、パーティションの設置など）に 
ついてご相談してください。 

• その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無 
線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波 
干渉の事例び発生した場合など、何かお困りのこと 
び起さたとさは、ご相談窓 □(1 日2ページ）へお問 
い合わせください。 
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■ J モコンの設定にごいて 

〇重要 

• ここでは SC - LX 75 の 「IJ モコンによる他機器の操 
作」をまとめて説明します。 SC - LX 8 日の 「IJ モコン 
による他機器の操作」は59ページの 「IJ モコンに 
よる他機器の操作 （ SC - LX 85)」 をご覧ください。 

リモコン 設定ボタンを押しなびら数字ボタンを押すこ 
とで、 U モコン設定モードとなります。 U モコン設定 
モードの各項目はし U 下のとおりです。それぞれの設定方 
法は各項目の説明をご覧ください。 

設定項目 

機能 

プ IJ セット 
コードの呼び 
出し 

各入カファンクションにプリセットコードを 
設定することびできます。 AV アンプ政がの機 
器を操作でさるよラに、あらかじめいくつか 
の他機器（他社製品ち含む）の U モコンコー 
ドび用意されています。目7ページの「他機 
器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出 
す（プ U セットコード設定)」参照。 

学習モード 

プ U セットコードを設定してわご希望の操作 
びでさないとさは、他機器の U モコンから直 
接1」モコン信号を学習させることびでさま 
す。日7ページの「好をなボタンに他機器の 
操作を記憶させる（学習モード)」参照。 

マルチオペ 
レーシヨン 

視聴を開始する際の1」モコン操作の流れを、 

プ□グラムして覚えさせることびでさます。 

各入カファンクションに、複数のリモコン 
コードび設定でさます。目8ページの n 」 モ 
コンの他機器連動機能を使いこなす」参照。 

システムオフ 

AV アンプに接続されている機器を自動的に 
電源オフさせる機能です。任意に複数の U モ 
コンコードび設定でさます。68ページの「1」 
モコンの他機器連動機能を使いこなす」参照。 

ダイレクト 
フアンクシヨ 
ン 

リモコンのマルチコント□ールボタンを巧す 
際に、 U モコンの操作面だけを変更して AV ア 
ンプの入力は切り換わらないよラにする設定 
です。 AV アンプには接続していない機器の U 
モコンとして使用するのに便利です。日8ペー 
ジの「マルチコント□ールボタンの入力切換 
を解除する（ダイレクトファンクション)」参 
照。 

学習コードの 
解除 

学習させた U モコンコードを消まします。を 
入カファンクションで学習された]コードご 
とに消ま可能です。日8ページの「登録（学 
習）された]つのボタン操作を解除する」参 
照。 


設定項目 

機能 

バックライト 
の設定 

使い勝手や電池寿命を考慮して、リモコンの 
照明パターンを4つのモードから選択するこ 
とびできます。68ページの 「 IJ モコンの照 
明モードを還択する」参照。 

フアンクシヨ 
ン U セット 

各入カフアンクシヨンに設定したプリセット 
コードを確認でさます。日8ページの「ひと 
つのマルチコント□ールボタンに登録された 
すべての設定を消去する」参照。 

オールリセッ 
卜 

お客様によるすベての1」モコン設定を初期化 
し、工場出荷時の状態に戻す機能です。日9 
ページの n 」 モコンの設定を U セットする」 
参照。 

アンプ操作 
モード 

パイオニア製の AV アンプ、 AV レシーバーな 
どを複数お持ちの場合、 U モコン操作で同時 
に動作させたくない時に設定します。67ペー 
ジの「1」モコンで複数のパイオニア製アンプ 
を操作する」参照。 

◎ メモ 

• 途中で設定を中止する場合は、 リモコン 設定ボタン 
を押して < ださい。 

• IJ モコンの設定中、 ] 分間何を操作びないと、 U モコ 
ンの設定はキャンセルされます。 


リモコンで複数の/ イオニア製アンプ 
を操作する 


複数のパイオニア製アンプをお持ちの場合、ひとつの 
U モコンで複数のアンプび同時に動作してしまわない 
ように、操作するアンプを3台まで別々に指定すること 
びできます（指定できるアンプは、本機と同型機のみで 
す)。 

• この機能を使用する前に、操作したいアンプに IJ モ 
コンモードを設定してください。詳しくは84ページ 
の 「 IJ モコンモードを設定する」をご覧ください。 

• 本機よりを前に発売されたパイオニア製アンプをお 
使いの場合でを、一部機能は本機の U モコンで操作 
でさることびあります（電源オン/オフ、入力切り換 
え、音量操作など)。この場合、お使いのアンプをア 
ンプ]として使用し、本機をアンプ2〜4に設定する 
ことで、別々に操作することびでさます。 

1リモコン設定を巧しなび5、数字ボタンの 
「4」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 


リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 7 已 )) 


2操作したいアンプ（アンプ1〜アンプ 4) の 
番号を数字ボタン （1 〜 4) で入力する。 

LED ランプび1砂間点なすると、設定は完了です。 
正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点滅 
します。この場合は設定をやり直してください。 


U モコンで他機器を操作する 


3数字ボタン （0 〜 9) で、操作したい機器に 
対応した巧の番号を入力する。 

LED ランプび1砂間点なすると、設定は完了です。 
正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点滅 
します。この場合はをラー度4巧の番号を入力してくだ 
さい。 

6 入力機器ボタンを押して、その機器の電源を入/切 
でされば正しいコード番号び選ばれたことになります。 


付属の U モコンを使って、本機がのノくイオニア製品や 
他社の機器（テレビやブルーレイディスクプレーヤー、 
DVD プレーヤーなど)を操作でさます。 

お手持ちの機器のプ IJ セツトコードび IJ モコンに登録 
されている場合は、該当するコードを呼び出すだけで操 
作でさるようになります。 

また、プ U セツトコード非対応の機器でを、その機器に 
付属の IJ モコンから直接登録（学習）することび可能で 
す。詳しくは67ページの「好さなボタンに他機器の操 
作を記憶させる（学習モード)」をご覧ください。 


他機器のリモコン信号を本機のリモコ 
ンに極び出す（プリセットコード設定) 

本機付属の IJ モコンには、複数の AV 機器(他社製品を含 
む)のプ IJ セットコードび登録されています。操作可能 
な他機器のプ U セットコードー覧は]日6ページの r プ 
U セットコードー覧表」をご覧ください。 

• 各ボタンの役割は目9ページの「他機器の操作につ 
いて」をご覧ください。 

1リモコン設定ボタンを巧し なげら 、数字ボタ 
ンの「1」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧ず。 



BD 円 

SAT _ _ 

|hmg| IadptI 


USB OPTION 
[iPod I 


入力切換 


卜 I r 一 I 
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4 手順 2 〜 3 を繰り返して他のマルチコント 
□ールボタンに機器を登録する。 

己リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 

因メモ 

• HMG 、 ADPT、iPod USB ボタンにはプ IJ セット 
コードを登録することびでさません。 

• 正しく設定でさているよラでを、一部のボタンのみ 
違ラコードま号を複数あります。実際に操作でさる 
かを確認してください。 

• お手持ちの機器を操作でさるプ U セットコードびな 
い場合は、操作したい機器に付属の IJ モコンから、操 
作を学習させることびでさます （67 ページ)。 

• TV SAT ボタンには TV/SAT 入力端テに接続したテ 
レビチューナーを 、I テレビ I ボタンには MONITOR 
OUT または HDMI OUT 端テに接続したテレビ（モニ 
ター）を設定すると便利です。一台のテレビを TV/ 
SAT 入力端子と MONITOR OUT または HDMI OUT 
端テの両方に接続している場合、 TV SAT ボタンと 

I テレビ I ボタンには同じプ IJ セットコードを設定す 
ると使いやすくなります。 


巧をなボタンに他機器の操作を記憶さ 
せる（学習 モー ド） 

他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習 
させることびでさます。プ IJ セットコードを登録しただ 
けでは使用でさない操作などは、似下の手順で追加登録 
(学習）してください。 

登録（学習）でさる操作の数はパイオニアフオーマット 
で、およそ] 2日コードです。 

下のイラストで強調表示されているボタンに登録（学 
習）び可能です。 


テレビコント□ールボタンでお手持ちのテレビを操作 
したい場合は、ここで I テレビ1 ボタンを巧します。 

U モコンの LED ランプび]回点なしてから、ふたたび点 
滅します。 


Ja 







































■ D ( リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 7 已) 
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1リモコン設定ボタンを巧 しなげら 、数字ボタ 
ンのに」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧す。 



SAT _ _ 

[hmgJ [adpt) 

USB OPTION I テレヒ I 

[iPod I 

IAV7 ンス 


入力切換 

回回 


テレビコント □ ールボタンでお手持ちのテレビを操作 
したい場合は、ここでボタンを巧します。 

U モコンの LED ランプび]回点なしてから、ふたたび点 
滅します。 

3本機器と他機器のリモコンを向かい合わせ 
て、記憶させたい本機のボタンを巧す。 

U モコンの LED ランプび]回点滅してから、点なし続け 
ます。 


□ □□ 
□ □□ 
□皿 


□ □□□ 

〇 

DDDD 
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□ □□ 


DDDD 
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4記憶させたい他機器のリモコンのボタンを、 
数秒巧して放す。 

LED ランプび1砂間点なしてから点滅に変われば設定 
は完了です。 

• LED ランプび5秒間点滅した場合は、登録でさる 
コードびいっぱいになっています。不要なコードを 
削除してから、登録し直してください（目8ページ 
の「ひとつのマルチコント□ールボタンに登録され 
たすベての設定を消去する」）。 

• 手順3〜4は、強い壁光なの下や TV の前で行わな 
いでください。異なるコードび登録されてしまラこ 
とびあります。他機器の U モコンの種類によって 
は、学習させる際の距離び近すざてを同様の症状に 
なることびあります。 

• 他機器の IJ モコンコードによっては、本機では正し 
く登録でさないをのびあります。 

己同じ他機器リモコンについて登録（学習）を 
続けるには、手順3〜4を繰り返す。 

別の他機器 U モコンを登録するには、設定をいったん終 
了し、手順]からをラー度行ってください。 

6リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


登録（学習）された1つのボタン操作 
を解除する 

学習モードで登録したボタン操作を解除し、工場出荷時 
の設定に戻します。 

1リモコン設定ボタンを巧し なげら 、数字ボタ 
ンの「7」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2消去したいボタンが登録されているマルチコ 
ント□ールボタンを巧してか5決定を巧す。 

U モコンの LED ランプび]回点滅します。 

3登録を消去したいボタンを3秒間巧し続け 
る。 

LED ランプび1秒間点なすると、消去は完了です。 

4他にも消去したいボタンがある場合は、手順 
2〜3を繰り返す。 

別のマルチコント□ールボタンに対して登録された内 
容を消去する場合は、設定をいったん終了し、手順1か 
らちう一度行ってください。 

5リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


ひとつのマルチコント□-ルボタンに 
登録されたすベての設定を消去する 

あるマルチコント□ールボタンに対して設定された、す 
ベてのボタンの登録内容を消去します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが！5、数字ボタ 
ンのの」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2設定を消去したいマルチコント□ールボタン 
を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1秒間点なすると、消去は完了です。 


マルチコント□-ルボタンの入力切換 
を解除する（ダイレクトファンクシヨ 
ン） 

• 工場出荷時の設定；オン 

ダイレクトファンクシヨンはマルチコント□ールボタ 
ンを押したとさに、本機の入カファンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。 

オフにすると入カファンクシヨンは切り換わらず、 IJ モ 
コンの操作ボタンの機能だけび切り換わります。本機に 
接続していない機器を操作するとさに便利です。 

1リモコン設定ボタンを巧しなが5、数字ボタ 
ンの「己」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2操作したい機器のマルチコント□ールボタン 
を巧す。 

U モコンの LED ランプび]回点滅します。 

3数字ボタンでダイレクトファンクシヨンの才 
ン （1) またはオフ （0) を選ぶ。 

LED ランプび1砂間点なすると、設定は完了です。 
正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点滅 
します。この場合は設定し直してください。 

4リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


リモコンの照明モードを選 J 尺する 

• 工場出荷時の設定：1(ノーマル） 

使い勝手や電池寿命を考慮して、 IJ モコンの照明パター 
ンを4つのモードから選択することびでさます。 

1リモコン設定ボタンを巧し なげら 、数字ボタ 
ンの目を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2設定したいリモコン照明モードの数字ボタン 
を巧す。 

• 1(ノーマル）：照明ボタンを押して U モコンの照 
明を日 N / 日 FF します。点な後、何を操作びないと]日 
秒後に自動で消なします。 

• 2 (照明モード）： U モコンのどのボタンを押して 
を照明び点なします。照明ボタンで消なします。点 
な後、何を操作びないと]日秒後に自動で消なしま 
す。 

• 3 (エコモード）：照明ボタンを押して IJ モコンの 
照明を日 N / 日 FF します。点な後、何を操作びないと 
5秒後に自動で消なします。 

• 4 (オフ）；照明ボタンを押してを IJ モコンの照明 
は点なしません。 

LED ランプび1砂間点なすると、設定は完了です。 
正しく設定できなかった場合は、 LED ランプび3回点滅 
します。この場合は設定し直してください。 

3リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


リモコンの他機器連動機能を巧いこな 
ず 

視聴を始めるまでの一連の動作（起動時連動）や、視 

聴び終了したとさにすべての機器の電源をオフにする 

動作（終了時連動）を、それぞれ5つまで操作（コマン 

ド）を登録でさます。 

• 設定を行う前に、この機能で使用したいリモコン 
コードは、必ずプ U セツトコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン（キー）に割り当てておく 
必要びあります （67 ページ参照)。 

• 機器によっては電源び入るまで時間びかかる場合び 
あり、その場合はその機器への操作び正しく行われ 
ないことびあります。 

• 登録した機器の状態によっては、登録した動作と異 
なる場合びあります。 

• 通常、6ボタンにはパワーのオン/オフコードび入っ 
ています。このコードでは、電源は前の状態の逆にな 
るため、確実にオン(またはオフ）させることはでさ 
ませんので、自由コマンドとして設定することはお 
勧めしません。 






























































起動時連動（マルチオペレーション）は視聴を始めるた 
めの一連の動作を、2つのボタンを押すだけで実現させ 
る機能です。マルチコント□ールボタンごとに操作を登 
録でさ、切下のような動作を実現でさます。 

(例） 

他機器連動ボタンを押してから DVD ボタンを押す： 

1. 本機の電源をオンにする 

2. 本機を DVD 入力にする 

3. DVD プレーヤーなどの他機器に対して5つまでコマ 
ンドを順次送信（ユーヴーにより自由に設定可能） 

終了時連動（システムオフ）では2つのボタン操作だけ 
で切下の動作を実現でさます。終了時連動は]つだけ登 
録でさます。 

他機器連動ボタンを押してから6入力機器ボタンを押 
す： 

1. 他機器に対して已つまでコマンドを順次送信（ユー 
ヴーにより自由に設定可能） 

2. 本機を含めたすべてのパイオニア製機器の電源を才 
フにする （ HDD / DVD レコーダーやビデオデッキなど 
の録画機器を除さます） 

起動時連動や終了時連動は、他社製品の電源操作や再 
生/停止などを登録させると便利に使用でさます。（何を 
登録しなくてを、パイオニア製機器に対するコマンドは 
送信されます。） 


連動操作を設定する 

1リモコン設定ボタンを巧しなび5、数字ボタ 
ンの「3」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2起動時連動の設定は、連動させたい機器のマ 
ルチコント□ールボタンを巧し、終了時連動の設 
定は、む入力機器ボタンを巧ず。 

U モコンの LED ランプび2回点なしてから、ふたたび 
点滅します。 

3必要に応じて操作したい他機器操作ボタンを 
巧す。 


4操作したい操作ボタンを巧ず。 

例）再生 ► (または停止 ■) ボタンを押します。 
操作の登録びでさるボタンは似下のとおりです。 
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U モコンの LED ランプび]回点なしてから、ふたたび点 
滅します。 

パイオニア製機器の場合、電源オフの操作は事前に登録 
されているため登録する必要はありません。 


己手順3〜4を繰り返して、己つまでコマンド 
を登録する。 

已つまでコマンドび登録されると、自動的に設定び終了 
します。 

6リモコン設定ボタンを巧して設定を終了す 
る。 


連動操作（マルチオペレーシヨン）を実行す 
る 

1他機器連動ボタンを巧す。 

LED ランプび点滅し始めます。 

2連動させたい機器のマルチコント□ールボタ 
ンを己秒間巧し続ける。 

プ IJ セツト動作と、このボタンに登録されているコマン 
ドび実行されます。 


連動操作（システムオフ）を実行する 

1他機器連動ボタンを巧す。 

LED ランプび点滅し始めます。 

2り入力機器ボタンを已秒間巧し続ける。 

このボタンに登録したコマンドと、パイオニア製品の電 
源オフコマンドび送信されます。 


リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 7 已) 


連動設定を消まする 

ひとつのマルチコント□ールボタンに設定された起動 
時連動、または終了時連動の設定を消去します。 

1リモコン設定ボタンを巧しなびら、数字ボタ 
ンの「8」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2起動時連動を消去する場合は、そのマルチコ 
ント□—ルボタンを3秒間巧し続け、終了時連動 
を消去する場合は、む入力機器ボタンを3秒間巧 
し続ける。 

LED ランプび1砂間点なすると、消去は完了です。 


■ J モコンの設定を IJ セツトする 

U モコンの設定をすべて U セツトし、工場出荷時の状態 

( し民しよ。 

1リモコン設定ボタンを巧しなび5、数字ボタ 
ンの「0」を3秒間巧し続ける。 

LED ランプび]回点滅します。ボタンを放すと点滅し 
続けます。 

2決定ボタンを3秒間巧し続ける。 

LED ランプび1砂間点なすると、消去は完了です。 


工場出荷時のプリセットコード 

工場出荷時にボタンに割り当てられているプ IJ セット 
コードは切下のとおりです。 


ボタン プリセツ 


DVD 

2246 

BD 

2248 

DVR BDR 

2238 

HDMI 

2247 

TV SAT 

0186 

CD 

已066 

CD-R 

5067 

VIDEO 

1077 

I テレビ I 

0192 


他機器の操作にごいて 

• の IJ モコン操作を行うには、あらかじめ操作し 

たい機器の IJ モコンコードを登録しておく必要びあ 
ります。詳しくは67ページの「他機器の U モコン 
信号を本機の U モコンに呼び出す（プ U セットコー 
ド設定)」をご覧ください。 

-実際に操作を始める前に、操作したい機器の他機器 
操作ボタンを押して、 IJ モコンをその機器の操作 
モードにしてください。各機器の詳しい機能につい 
ては、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 


與他艦連動 入輩器 

© a を•の 

_ _ BDR — 

[bd] [DVD] [dvr I (hDMII 

SAT _ _ _ 

[TV ) I CD I [hMG] 区 dpt] 
USB OPTION 「テレビ I 

I iPod I I I M I J 



メニ: L - 

_ _ — .....— A 肌 SURR 

^9 ^9 

THX PHASE CTRL 状態確認 
PQLS 

HDMI OUT 音黃 

a o D ■ 

音声切換 MCACC ス IJ- プ表示 
CH レベルアナ□グ ATT デイマー_ 

a Q 〇 a 

CH 

圆1。 田 11 IS 。 占 


I ゾーン 2 U ゾーン 3 I 


I I I I 


面 


Pioneer 


L AV アンプ 


Ja 




































































■ D ( リモコンによる他機器の操作 （ SC - LX 7 已) 


テレビやオーデイオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

テレビ 

テレビ（モニ 
夕一) 

ブルーレイ 
ディスクプ 
レーヤ ー/ 
DVD プレー 
ヤ— 

HDD/DVD レ 
コーダー/ブ 
ルーレイデイ 
スクレコー 
夕.一 

ビデオデッキ 

衛星チュー 
ナー /ケー 
ブルテレビ 
チューナー 

0 入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

チャンネルの選 
択 

数字の入力 

数字の入力 

チャンネルの選 
択 

チヤンネルの選 
択 

数字の入力 

•/CLR (10) 

10 

. (ドット） 

ク U ァ 

10 

10 

. (ドット） 

ENTER (12) 

12 

チャンネルミ夫定 

み定 

12 

12 

み定 

X 

元の画面 

元の画面 

トップメニュー 

トップメ 
ニュー/デイス 
クナビ 

- 

ナビ 

よ 

番組表 

ユー ヴーメ 

ツール 
(ブルーレイ 
ディスクプレー 
ヤー） 

番組表 

- 

番組表 



MM ^!^ 



— 

*/*/◄-/-► 

決定 

み定 

み定 

ミ夫定 

ミ夫定 

— 

み定 

な 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

ホームメニュー 

- 

メニュー 

ろ 

戻る 

戻る 

戻る 

戻る 

— 

戻る 

HDD 清） 

青ボタン 

青ボタン 

— 

HDD 

— 

青ボタン 

DVD 啸） 

ホボタン 

ホボタン 

— 

DVD 

— 

ホボタン 

が 緑） 

緑ボタン 

緑ボタン 

- 

ビデオ 

- 

緑ボタン 

:<横） 

黄ボタン 

黄ボタン 

メニュー 

メニュー 

— 

黄ボタン 

► 

— 

— 

► 

► 

► 

► 

II 

— 

— 

II 

II 

II 

II 

■ 

- 

- 

■ 

■ 

■ 

■ 

◄◄ 

— 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

►► 

— 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 


- 

- 



— 


►►1 

— 

— 

►►1 

►►1 

— 

►►1 

AUDIO 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

音声切換 

表示 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

表示切換 

- 

表示切換 

CH +/- 

チャンネル切換 

チャンネル切換 

解像度切換 +/- 

チャンネル切換 

チヤンネル切換 

チヤンネル切換 


• 機種によっては操作できないボタンわあります。 

• テレビのプ U セットコードを登録すると、登録したプ U セットコードによって上記表のテレビまたはテレビ（モニター）どちら 
かに割り当てられます。 

• DVD プレーヤーによっては、]0政上を選ぶときに+]0方式ではなく ENTER 方式で番号をミ夫める機種びありますび、その機種 
も本機リモコンでは -/CLR (10) ボタンで操作することびできます。 


オーデイオ/ビデオ機器の再生操作 


ボタン 

LD プレーヤー 

CD プレーヤー/ 
SACD プレー 
ヤー / CD レコー 
夕.一 

MD プレー 
ヤー / DAT プ 
レーヤー 

カセットデッキ 

AM/FM チユー 
ナー 

0入力機器 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

電源オン/オフ 

数字ボタン 

数字の入力 

数字の入力 

数字の入力 

- 

周波数/ステーシヨ 
ンの選択 

•/CLR (10) 

+ 10 

>10/クリア 

ク U ァ 
( MD ) 

クリア 

ダイレクト選局 

ENTER (12) 

み定 

ディスク/ミ夫定 

開/開 

( MD ) 

ミ夫定 

クラス （ A , B , C ) 

の選択 

X 

トップメニュー 

- 

- 

MS 卜 

AM / FM 切換 

よ 

- 

LEGATO LINK 
( SACD ) 

- 

MS 一 

設定 

t /*/ 分/- ► 

t /*/ 户一 

- 

- 

11/ 

\1 \'.周波数選択 
户/崎：ステーシヨ 
ン選択 

決定 

ミ夫定 

— 

— 

— 

み定 

な 

- 

SACD SETUP 
( SACD ) 

— 

- 

- 

ろ 

戻る 

— 

— 

— 

戻る 

► 

► 

► 

► 

► 

— 

II 

II 

II 

II 

II 

MPX 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

— 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

◄◄ 

— 

►► 

►► 

►► 

►► 

►► 

— 






— 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

►►1 

- 

AUDIO 

音声切換 

PURE AUDIO 
( SACD ) 

- 

- 

— 

表示 

表示切換 

TIME 

( SACD ) 

- 

- 

表示切換 


• 機種によっては操作できないボタンわあります。 


































































音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


本機で設定でまること 

本機のホームメニュー (HOME MENU ) で設定でさる全項目です。 



-0 スピーカー設定 
-13 スピーカー出カレベル 
一13スピーカーまでの距離 
一 E1 定在液制御 
-且 Acoustic Cal EQ 


スピーカー接続の有り/無し、低域再生 
能力などの確認 -76 ページ 

各チヤンネルの出カレベルの確認 -76 ページ 

を スピーカーまでの 距離の確認 -76 ページ 

定在波制御設定値の確認 -76 ページ 

周波数特性の補正値の確認 -76 ページ 


し □ 群遅延特性 


スピーカー群遅延特性グラフ（補正前/後）の表示 一7日ページ 


音の詳細設定ヴドバンスド MCACCgOH 



- □ MCACC メモリーの名称変更 

MCACC メモ U - の名前を変更 
一77ページ 

-□ MCACC メモリーのコ ピー 

MCACC メモ U —のコピー 
一77ページ 

-旦 MCACC メモリーの消去 

MCACC メモ U - を消去 
一77ページ 


I 日ネツ トワーク情報 1ノ 

(ネツトワ-クに関する ん 

さまざまな’ I 離） HTfl 

L ネットヮ-ク情報 

ネツトワークに関する情報の表示 
一83ページ 


| 口操作モード設定 

(本機の操作モードの設定) 


操作モード設定 

2つのモードか S お好みの操作モードを還お 
一3已ページ 



日マニュアルスピーカー設定 

~ U ( スピーカーの構成やサラウンド環境の手動設定） 

□ スピーカーシステム 

スピーカーの用途設定 一 78ページ 

且スピーカー設定 

スピーカー接続の有り/無し、低域再生能力 
などの設定 -79 ページ 

□ スピーカー出カレベル 

各チャンネルの出カレベルの設定 一 80ページ 

0スピーカーまでの距離 

各スピーカーまでの距離の設定（最適な 
ディレイ値に設定） 一 80ページ 

且X力ーブ 

部屋の大ささに合わせた高音域の減衰カーブ 
の設定 一 80ページ 

且 THX 才ーディオ設定 

THX オーディオについての各種設定 一 80ページ 


各入力の音声入力や映像入力の切り換え、入力名の 
変更などの設定 一35、81ページ 

OSD 言語の表示言語の設定 -86 ページ 

Dip アドレス、プ□キシ IP アドレスやフ□キシの設定 一 82 ぺージ 

S ネットワークスタンバイ ネットワークスタンバイ機能の設定 一 82 ぺージ 

且 フレンドリーネーム フレンド U - ネームの設定 一 82 ページ 

□ ペアレンタル□ック 暗証番号の設定 一 82 ぺージ 

日 ポート番号の設定 ポート番号の設定 一 83 ぺージ 

回 無線 LAN コン/ (- 夕一 無線 LAN コンノ（一夕一の設定 一 83 ぺージ 



- Qhdmi 設定 

*-D その他の設定 


HDMI によるコント□-ル機能に対応した機器 
と連動操作するための設定一已4ページ 


□ 自動電源オフ 

電源を自動でオフにする設定 -84 ページ 

台 龍設定 

電源をオンしたとさの音量や最大音量制限、 
消音時の音量の設定 -84 ページ 

E] リモコンモード設定 

本機側の1」モコンモードの設定 -84 ページ 

Q Flicker Reduction 設定 

且ソフトウエアの更新 

[3RFU モコン設定 

GUI 画面の見え方の調整 一 84ページ 

ソフトウエアの更新 -85 ページ 

( SC - LX 8 已のみ） CU - RF 100 端子の設定 
一 8已ページ 

□ エクステンション設定 

( SC - LX 7 已のみ） EXTENSION 端子の設定 
一 8已ページ 

己マルチチャンネル入力設定 

マルチチヤンネル入力の設定 -85 ページ 

回 团 uetooth 機器のぺアリング 

Bluetooth 機器を使用するための初期設定 
一 40ページ 







































■D ( 音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


本機のリモコン操作について 

〇重要 

• SC - LX 85 と SC - LX 7 日では付属の IJ モコンを 
AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 
SC - LX 8 己は U モコン操作モード切り換えスイッチ 
を AV アンプに 合わせます。 SC - LX 75 はボタ 
ンを押します。本取扱説明書で nj モコンを AV アン 
プ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それ 
ぞれ上記の操作を行ってください。 


U スニング環境の設定にごいて 
〜サラウンド再生のための設定〜 

本機の 才ート MCACC セットアップ機能では、下記の 
設定（音場補正）を自動で行ラことびでさます。 

スピーカー 設定 

ソースに含まれる音声成分のすべてを再生するために、 
スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力、ク□ス 
オーバー周波数などを設定します。この項目は、すべて 
の MCACC MEM 日 R 丫に共通の設定となります。 

スピーカー 出カレベル 

U スニングポジションでの各チャンネルの音量レベル 
を一定に合わせる設定です。 

スピーカーまでの 距離 

距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレ 
イ）を算出-補正します。 

定在波制御 

壁などの影響で発生した低域の特定周波数での極端な 
ピーク音を除去します。 

残響特性の測定 

U スニングルームの残響特性を測定し、 MCACC の補正 
精度を向上します。 

視聴環境の周波数特性の補正 (Ago Cal EQ Pro) 

スピーカーの種類や、部屋の環境差によって生じた各 
チャンネル周波数特性のばらつさを補正します。 EQ 補 
正のカーブを3タイプから選べます。 


ホームメニュー設定の手順 

ホームメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各 
設定の操作に進めます。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか5テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるようテ 
レビ側の入力切換を合わせてください。 


2 リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 
ホームメニューボタンを巧す。 


HOME MENU 

AV アンプ 

2. MCACC データチェック 
玉データ管理 
んシステム設定 

5. ネットワーク情報 

6■操作モード設定 

面終了 

advanced 

戻る回 


テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

和/-►とミ夫定ボタンを使って力ーソル移動と設 

定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 

ンで]つ前の画面に戻ります。 

• ホームメニュー画面表示中は、 ホームメニュー ボタ 
ンを押すことでいつでをホームメニュー画面を開 
じることびでさます。 

◎ メモ 

• へッドホン使用中は、ホームメニュー画面は表示で 
さません。 

• 約已分間放置するとホームメニュー画面には自動的 
にスク IJ ーンセーノ（一機能び働さます。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、本 
機を使用するたびに設定し直す必要はありません。 
ただし、スピーカーシステムの構成や配置を変更し 
たり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定し 
直す必要びあります。 

. ホームメニューの設定中は電源を切らないでくださ 
し、電源を切るとさはホームメニューの設定を終了 
して < ださい。 


才ート MCACC で詳細に測定/設定 
する 

オートセットアップ （フルオート MCACC) の基本的 
な使用ち法は34ページをご覧ください。 

72ページの「ホームメニュー設定の手順」の手順]〜 
2を行つてから似下の操作を行つてください。 

ミち意 

• 測定中は大さな音でテスト I -ーンび出力されます。 
近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いし 
ます。 

1[アドバンスド MCACC] を選んで決定する。 

2 [才ート MCACC] を選んで決定する。 

オート MCACC 画面び表示されます。 


3測定/設定の項目を選択する。 


比•才ート MCACC 

AV アンプ 

スピーカー設定 
スピーカー出カレベル 
SYMMETRY : MLIVEM0RY1 スピーカーまでの距離 
ALL CHAD) : M2.IVEMORY2 EQ Pro & 定在液制御 
FROI^ALIGH: IVB.IVEM0RY3 Full Band Phase Ctri 
THXX ピーカー: NO 


戻る因 


各項目に対する測定/設定内容は、画面ち側に表示され 
ます。 

• 全項目： すべての項目を測定/設定します。 

• スピーカーシステム 保持： スピーカーシステムの設 
定し U 外の全項目を測定/設定します。 

上記似外の場合は、それぞれの項目について個別に測 
定/設定します。 

4保巧先を選択ずる。 

測定/設定した結果の保を先を 「 M 1. MEM 0 RY 1」〜 
「 M 6. MEM 0 RY 6」 から選択します。 

• MEM 日 RY 内のデータは上書さされます。 

• 測定終了後、 MCACC ボタンを押して MEM 日 RY を 
切り換えることで、本機を各補正後の状態にするこ 
とびできます。 （44 ページ） 

己付属のセットアップ用マイクを接続する。 

スピーカーと IJ スニングポジション（マイク）の間に障 
害物びあると、正確に測定でさない場合びあります。 


セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して IJ スニン 
グポジシヨンの耳の高さに設置してください（兰脚びな 
い場合は、なるべく兰脚に代わるものを用意してくださ 
い)。 

• テーブルやソファーの上などに置くと、正しく測定 
でさない場合びあります。 

6 [スタート]を選んで決定する。 

オート MCACC で選択した項目の自動測定に進みま 
す。 

アドバンスド MCACC のメニュー画面び表示されたら 
自動測定は終了です。測定び終わったら、必ずセット 
アップ用マイクを本機から抜いてください。 

測定した内容を確認することびでさます。76ページ 
の 「 MCACC データを確認する」をご覧ください。 

因メモ 

• スピーカー設定は、全項目で 測定するたびに測定結 
果び更新されます。 

• フルオート MCACC や 全 項目での測定後に IJ 

スニングポイントを変えて測定したいとさは、 

スピーカーシステム保持で 測定してください。 

• 使用するスピーカーの構成を変更した場合は、 

フルオート MCACC または 全項目で 測定し直してく 

ださい。 

• 各スピーカーと視聴環境との相互作用によって、ま 
れに オート MCACC の測定び正しく行われないこと 
びあります。その場合は手動で設定を調整すること 
をお勧めします。 


-MULTI ZONE- iPod iPhone iPad AUTO SURR/ALC/ ADVANCED 

CONTROL on7ofF DIRECT CONTROL STREAM DIRECT SURROUND 

o o o o o 



EQ タイプ（視聴擇境の周液数巧性の補正） 
にごいて 

EQ タイプは 全項目、スピーカーシステム 保持を選択し 

たとさのみ設定可能です。 

各 EQ タイプの保存先をそれぞれ設定すれば、一度の測 

定で複数タイプの EQ 補正び行われ、内容び保ちされま 

す。 

なお、 SYMMETRY, ALL CH ADJ, FRONT ALIGN 

のうち]つを測定すれば、他の項目は測定を省略できま 

す。 

• SYMMETRY : L / R でペアになっているスピーカー 
] 組ごとの周波数特性をフラットに補正します。セ 
ンターなどペアでないスピーカーは個別に補正しま 
す。位相特性を重視した補正をしたい場合にお勧め 
します。 

• ALL CHAD J: 全チャンネルの周波数特性を、それ 
ぞれ個別にフラットに補正します。周波数特性を重 
視した補正をしたい場合にお勧めします。 

• FRONT ALIGN :フ□ントじ(外のスピーカーをフロ 
ントの特性に合わせこむ補正をします（フ□ントス 
ピーカーは補正しません）。フ□ントスピーカーの特 
性を重視した補正をしたい場合にお勧めします。 


























その他の設定頂目について 

THX スピーカー 

(才ート MCACC で全項目、スピーカー設定を選択し 

たとさのみ設定可） 

• THX 認証のスピーカーを使用しているとさは YES を 
選択します（このとさ、 スピーカー設定で フ□ントし U 
外のスピーカーはすべて SMALL (ル）の設定になり 
ます。サブウーファーび接続されている場合は、フロ 
ントスピーカーを必ず SMALL (ル）の設定になりま 
す)。 THX 認証のスピーカーを使用しない場合は N 0 
のままにしておさます。 

MCACC 

(才ート MCACC でスピーカー出カレベル、 

スピーカーまでの 距離、 EQ Pro &定在波制御を選 

択したときのみ設定可） 

• 測定/設定値の保を先を選びます。各項目についての 
データのみ上書さされます。 

EQ タイプ 

(才ート MCACC で EQ Pro &定在波制御を選択し 

たとをのみ設定可） 

• EQ 補正カーブ（視聴環境の周波数特性の補正）を] 
つ選択します（各 EQ 補正カーブの説明は上記をご覧 
ください)。 

定在波制御を点測定 

• YES にすることでメインの IJ スニングポジションと 
それ似外の U スニングポジション2力所（計3力所） 
の定在波制御を行ラことびでさます。設定の手順は 
GUI 画面に従って、(下のイラストのようにメインポ 
ジションでの測定び最後になるようにセットアップ 
用マイクを設置していさます。 U スニングポジシヨ 
ンを]力所でお楽しみいただくとさは N 0にすること 
をお勧めします。 


1」スニングポジション I 」スニングポジション 



メインリスニングポジション 


フルオート MCACC のデモモードについて 

アドバンスド MCACC の デモを 選ぶと、 

フルオート MCACC のデモモードになります。デモ 
モードはセットアップ用マイクを使用せずに行ラこと 
び可能で、スピーカーを接続していればテスト I -ーンを 
出力されます。デモモードでの測定内容は本機の設定に 
反映されず、エラーを発生しません。デモモードは一度 
開始すると繰り返し行われます （1 回目び終わるとスク 
リーンセーバーび働きます）。終了させるには 戻る ボタ 
ンを押して < ださい。 


リスニング環境をお巧みに調整する 
〜マニュアル MCACC 〜 

マニュアル MCACC では、設定をより詳しく手動で調 

整することびでさます。それぞれの調整を行ラ前にフル 

オート MCACC を行っておいてください （34 ページ)。 

A を意 

• マニュアル MCACC ではテスト!-ーンび出力される 
設定びあります。テスト!-ーンは大さな音で再生さ 
れますので、ご注意ください。 

〇重要 

• それぞれの調整を行ラ前に、 U モコンをアンプ操作 
モードにしてから MCACC ボタンを押し、調整した 
い MCACC MEM 日 RY を選んでおいてください。 

• 設定にはセットアップ用マイクを使用することびあ 
ります。マイクの接続のしかたは、34ページをご覧 
ください。マイクを接続する際は、 ホームメニュー 
ボタンを押してホームメニュー画面び表示されてい 
る状態で差し込んでください。ホームメニュー画 
面び表示されていない状態でマイクを差し込むと、 
フルオート MCACC のスタート画面になります。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 

ホーム メニュ ーボタンを巧す。 

2 [アドバンスド MCACC] を選んで決定ずる。 

3 [マニュアル MCACC] を選んで決定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

詳しくはそれぞれの項目の説明をご覧ください。 


スピーカー出カレベルの微調整 （Fine 
Channel Level ) 

• 工場出荷時； O.OdB (全チャンネル） 

フ□ント左スピーカーを基準として、その他のチャンネ 
ルレべルを調整します。選択したチャンネルとそのチャ 
ンネルに対して基準となるチャンネルからテスト I -一 
ンび再生されますので、両方のテスト I -ーンび同じ大さ 
さに聞こえるように調整します。 



音の詳細設定ヴドバンスド MCACCgOH 


1 [Fine Channel Level] を選んで決定ずる。 



スピーカー出カレベルの微調整を行う画面になります。 
MASTER V 日 LUME び自動的に0.日 d 日になり、テスト 
トーンび出力されます。 

2フ□ント左チヤンネルのレベルを調整して決 
定する。 



4設定が終了した5、戻るボタンを巧ず。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


スピーカーまでの距離の微調整 （FineSP 
Distance ) 


• 工場出荷時： 3.00 m (すべてのスピーカー） 

フ□ント左スピーカーを基準として、その他のスピー 
カーの距離を調整します。選択したチヤンネルと、その 
チヤンネルに対して基準となるチヤンネルからテスト 
パルスび再生されます。その2つのスピーカーに対して 
U スニングポジションから下図のように向さ、2つのテ 
ストパルスの聞こえるポイントび中央に定位するよラ 
に数値を調整します。 



信傲 



W 


このとささらに細かく中央に定位させたいとさは、ス 
ピーカーの位置を数 mm 単位で動かしたり、向さを少し 
動かすことでポイントを中央に定位させることびでさ 
ふ9 〇 


フ□ント左チヤンネルからテスト I -ーンび出力されま 
す。 

音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス 
□ーモードで75 d 目 SPU こ調整してください。 

3フ□ントちチヤンネルか5順勘こ、各チヤン 
ネルのレベルを調整する。 


IcLFine Channel Level 

AV アンプ 

R か L 

L 0.0 dB 

aiffic 

FHL : 0.0 dB 

FHR 0.0 dB 

C 0.0 dB 

SL 0.0 dB 

SR 0.0 dB 

SBL 0.0 dB 

SBR 0.0 dB 

FWL 0 0 dB 


因終了 

戻る因 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して基準と 
なるチヤンネルから、交互にテスト!-ーンび出力されま 
す。両方のテスト I -ーンび同じ大ささになるよラに調整 
します。 

-12.0 d 目から+ ] 2.日 d 目の範囲内で、日.5 d 日間隔で 
調整することびでさます。 

• サブウーファーからのテスト!-ーンは周波数び低 
いため、実際のレベルよりを小さく聞こえる場合び 
あります。 




スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になります。 
MASTER VOLUM 曰ま自動的に日.日 d 巨になり、テスト 
パルスび再生されます。 





































■D ( 音の詳細設定（アドバンスド MCACC ) 


2 フ□ン ト左 チヤンネルのスピーカーまでの 実 
測距離を入力して決定する。 



3フ□ントちチヤンネルか S 順番にスピーカー 
までの距離を調整する。 



選択したチャンネルとそれに対して基準となるスピー 

カーから、テストパルスび出力されます。 

0.01 m から9.0日 m の範囲内で、日.日] m (1 cm ) 間 

隔で設定でさます。 

4設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーまでの 距離の微調整を終了し ます。 

因メモ 

• サブウーファーのテストパルスは他 ch と音色び異な 
ります。サブウーファーの音びはっさり聞こえるよ 
ラに調整してください。また、サブウーファーの調整 
はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設 
定値を上下したりスピーカーの位置を変えてを聞こ 
え方の変化びわかりにくい場合びあります。 

• テストパルスの聞こえるポイントびどラしてを中央 
に定位しないとさは、スピーカーと本機の+、一端テ 
び正しく接続されているかを確認してください。+ 
と一び逆に接続されていると中央に定位しません。 

• スピーカーまでの距離の調整は、映像の「ピント合わ 
せ」によく似ています。ピントび合っていない映像は 
どこで見てをぼやけて見えますび、ピントび合った 
映像は遠くからでを見ることびでさます。音の焦点 
を同じで、ある一点（マイクを置いた IJ スニングポジ 
ション）に音源からの到達時間をしっかり合わせる 
ことで、 U スニングポジションー点だけでなくマル 
チチャンネ>1レ環境における音場全体を正しく形成し 
ふ^ 〇 


定巧波フィルターの調整（定巧波制御） 

• 工場出荷時： ON/ATTO.OdB (全フィルター) 
才ーディオの世界で問題となる定在波 （Standing 
Wave ) は、音波び壁などで反射し、をとの音波と干渉 
することで発生します。定在波は特定の低域周波数に極 
端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えま 
す。定在波の影響はスピーカーの位置や IJ スニングポジ 
シヨンによってを変化します。ここでは実際に音楽ソー 
スなどの再生音を聴さなびら、定在波の影響を制御しま 
す。 

• 音声入力で HDMI を選んでいるときは、実際に音を聞 
さなびらの補正を行ラことはでさません。 




定在波制御のフィルター設定画面になります。 

2 フイルターチヤンネルを 選ぶ。 


lc 3 ■定在波制御 

AV アンプ 

I ■フィルターフィルター 2 11■フィルター马 

棉9溫棉9瓶棉9お 


间网顶岡岡顶网网顶 I 



居!終了 戻る巨) 


どのチャンネルの定在波を制御するか選択します。 

各チャンネルごとに用意された、3つのフイルターで定 
在波の影響を制御します。 

• MAIN ;センタースピーカーとサブウーファーじ(外 
のすベてのチヤンネル 

• Center :センターチヤンネルのみ 
• SW :サブウーファーのみ 


3 フィルター N0.1 か SN0.3 について、各項目 
を調整する。 

Freq :各フィルターの中必周波数を、63 Hz 〜2已日 
Hz の範囲で調整します。 

Q; 各フィルターの帯域幅を2.日〜 9.8 の範囲内、日.2 
間隔で調整します。数値び大さくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、日.0 d 日〜] 2.日 d 巨 
の範囲内、日.5 d 目間隔で設定します。 

TRIM ;サブウーファーのレベルを一] 2.0 d 巨〜 

+ ]2.0 d 巨の範囲内、日.5 d 巨間隔で調整します。 

(フィルターチヤンネ>1レで SW を選んだとさのみ調整で 
さます） 

4設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

定在波フィルターの調整を終了します。 


チヤンネルごとの周液数巧性の補正 （ EQ の 
調整） 

• 工場出荷時： ON/O.Od 己 

補正カーブを手動で調整します。 



[EQ の調整]を選んで決定する。 


1 C マニュアル MCACC 


1. Fine Channel Level 

2. Fine SP Distance 

玉定在波制御 



居!お了 戻る回 

補正カーブの調整画面になります。 


2調整したいチャンネルを選ぶ。 


1 C 4. EQ の調整 



63 125 250 500 Ik 2k 4k 8k 16k TRIM 

[Hz] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] 

居]終了 戻る巨) 


3調整したい周波数帯域を選んで調整する。 

lc 4 .EQ の調整 

AV アンプ 

♦ dB 

Ch : L I go 11-8.0 い -6.011 0.0 lEgyni 48.511 4a5|| 43.011 go ll 0.0 I 

欄删册 li 

[Hz] [H2l [H2] [Hz] [H2] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] 

居]終了 戻る巨） 



-12.0 dB から+ ] 2.日 dB の範囲内で、日.已 d 目間隔で 
調整することびでさます。 

• 調整中に OVEW びディスプレイに表示されたとさ 
は、その帯域または他の帯域のレベルび高すざるの 
で、 OVER! 表示び消えるまで、さまざまな帯域のレ 
ベルを下げてください。 

• スピーカー 設定で SMALL (ル）に設定されたチヤ 
ンネルは「63 Hz 」 を選ぶことはでさません。 

• TRIM では、それぞれの帯域を調整することで、変 
わってしまつた全体的なレべ j レのバランスを再調 
整します。 


4手順2〜3を繰り返して、各チヤンネルの周 
波数帯域を調整ずる。 

已設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

チャンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 


部屋の巧響巧性の測定と巧響を考慮した補 
正 （ EQ プ□フェツシヨナル） 

視聴環境の残響特性（音の響さ方）び1；1下の 
ケース]〜3のいずれかに当てはまる場合は、 

EQ プ□フェツシヨナルを行うことで、理想的な音場に 
補正されます。 

GUI 画面（テレビ画面）に表示される残響特性を参考に 
しなびら、周波数特性の補正を行ラための「時間軸上の 
位置」をお好みで選択し補正を行ってください。 






























































. ケース！）周波数ごとに残響特性び異なる場合 
アドバンスド EQ セットアップで 30- 已 0ms くらいを 
指定すると、スピーカーからの直接音（初期反射音を 
含む）びフラットになり、聴さやすい音場になります。 



• ケース 2 ) チャンネルごとに 残響 特性び異なる場合 
アドバンスド EQ セッ ト アップで 30- 已 0ms くらいを 
指定して補正をすると、直接音の特性びそろった理 
想的な音場でお楽しみいただけるよラになります。 



- ケース 3) 全体的に 残響 特性び似ている場合 

アドバンスド EQ セッ ト アップで 60-80ms くらいを 
指定して補正することをお勧めします。直接音と残 
響音をすべて含んだトータルでの補正び行われ、理 
想的な音場空間を再現することびでさます。 

〇重要 

• アドバンスド EQ セットアップを行う前に必ず 
フルオート MCACC (34 ページ）を行ってください。 
フルオート MCACC では残響特性の測定から最適な 
時間位置による EQ 補正を含めすベて自動で行われ 
るため、理想的な環境に補正されます。 

• アドバンスド EQ セットアップは、似前に測定 
したフルオート MCACC (34 ぺージ）または 
オート MCACC (72 ページ）の補正カーブを上書さ 
してしまいますのでご注意ください。過去のデータ 
を残したいとさは、別の MCACC MEM 日 RY を選ん 
でからアドバンスド EQ セットアップを行ってくだ 
さい。 

• 残響 特性の 確認では、定在波制御の設定値によっ 
て残響特性のグラフに違いび出ることびあります。 
フルオート MCACC では、定在波の影響を排除した 
残響特性グラフび表示され、残響 特性の 測定では定 
在波を制御せずに残響測定するため、定在波の影響 
を含んだ残響特性グラフび表示されます。 

• 残響特性グラフの表示について、残響びない場合は 
下図 A のよラになります。残響びある場合は、徐々に 
音響ノ（ワーび累積されて下図日のようになります。 



A 


今 


時間 


B 


う 


時間 



1忙〇プロフェツシヨナル]を選んで決定する。 

2 [残響特性の測定]を選んでミ夫定する。 

3 [ EQ オン]または [ EQ オスを選ぶ。 



• EQ オフ： EQ 補正前の残響特性を測定します。 

• EQ オン；現在選択している MCACC MEM 日 RY の 
EQ で、 EQ 補正後の残響特性を測定します。あら 
かじめ、補正後の残響特性を測定したい MCACC 
MEM 日 RY を選択したうえで、このメニューへ進ん 
で < ださい。 


4マイクを接続して残響特性の測定の準備をす 
る。 

• セットアップ用マイクは、兰脚などを使用して U ス 
ニングポジションの耳の高さに設置してください 
(兰脚びない場合は、なるべく兰脚に代わるをのを 
用意してください)。 

• 測定は静かな環境で行ってください。 

• スピーカーと IJ スニングポジション（マイク）の間 
に障害物びあると、正確に測定でさない場合びあり 
ます。 


己[スタート]を選んで決定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ]〜3分程 
度かかります。 

測定終了後、測定結果を GUI 画面で確認するとさは次の 
手順へお進み < ださい。測定結果を確認せずに周波数特 
性の補正を行うとさは、手順9へお進みください。 


音の詳細設定ヴドバンスド MCACCgOH 


6 [残響特性の確認]を選んで決定する。 



残響特性の測定結果（残響特性グラフ）び表示されま 
す。 


9 [アドノ V ’ンスド EQ セットアップ]を選んで決 
定する。 



補正時間位置を指定する画面になります。 


7測定結果を確認したいチヤンネル、周波数を 
選ぶ。 


周波数 チャンネル 



各チャンネルにおける各周波数の残響特性を確認して 
ください。グラフの縦軸はレベル阳日]、横軸は時間 [ m 引 
を 7]^ しています。 

補正前後の表示を切り換えることびできます。 補正 後は 
EQ 補正後の残響特性を表示します。 補正 前に比べ、各 
周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ上下に平行移動 
し、指定した補正時間位置 （Time Position ) でそろう 
ことび確認でさます。 

8戻るボタンを巧す。 

残響特性の測定結果画面を終了します。 

• 部屋の残響特性を改善したいとさはここで吸音材 
の調整などを見直し、視聴環境の整備を行って<だ 
さい。調整後は再度残響 特性の 測定を行い、その効 
果を確認することをお勧めします。 


1日補正時間位置 (Time Position ) を指定する。 



0-20ms 〜 60-80ms の間を]日 ms 間隔で選択でき 
ます。 


11必要に応じて [ EQ タイスと 
[定在波制御多点測定]を設定する。 

それぞれの詳しい説明は73ページをご覧ください。 


12 [スタート]を選んで決定する。 

手順1日で選んだ時間帯の音で、周波数特性の補正を自 

動で行います。測定にはおよそ2〜4分程度かかりま 

す。 

13設定が終了した5、戻るボタンを巧ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正た〇プ〇 

フェッシヨナル)を終了します。 

76ページの 「 MCACC データを確認する」で測定結果 

を確認でさます。 

因メモ 

• 本機の「残響特性測定およびグラフ表示機能」は、視 
聴環境整備のツールとして有効にお使いいただけま 
す。スピーカーの L/R (左ち）で特性び大さく異なる 
場合は、片側の設置に問題びあったり、左ちの壁の反 
射び大さく影響している、などび考えられます。設置 
の見直しや、吸音材の使用効果などを何度を確認し 
なびら、より理想的な視聴環境をつくるためにお役 
立てください。 
















































■D ( 音の詳細設定（アドバンスド MCACC) 


• フルオート MCACC を行ったあとでを、 

残響 特性の 確認で補正前の残響特性を表示でさま 
す。 EQ タイプ： SYMMETRY で測定を行った場 
合は、補正後の残響特性(予測値)を表示でさます。 

S 丫 MMETRY 似外の EQ タイプで測定を行った場合 
は、補正前の残響特性は表示されますび、補正後の残 
響特性は No Data となります。実測による補正後を 
確認したい場合は、手順8で EQ オンを選んでくださ 
い。 

• EQ カーブの特性上、 EQ タイプ ： SYMMETRY (お 
よび FRONT ALIGN ) の補正後の残響特性は各 L/R 
のチヤンネルを一組のペア （ Front など）で表示され 
ます 。 ALLCH ADJ では各個別のチヤンネルごとに 
表示されます。 


スピーカー位置の精密調整 (Precision 
Distance) 

SC-LX8 己のみ 

この機能を使う前に、 フルオート MCACC (34 ぺージ） 
を行ってください。 フルオート MCACC のスピーカー 
距離補正によってスピーカーまでの距離は] cm 精度 
で補正されますび、ここでは] cmi ^ TF の精度でスピー 
カーの距離（位置）を微調整します（サブウーファーは 
調整の対象外です)。マイクからの入力び画面に表示さ 
れるので、ゲージび最大になるよラに各スピーカーの位 
置を微調整してください。従来は熟練した専門業者び聴 
覚により行っていた微細な距離調整を、モニター上に表 
示されるゲージを見なびら簡単に調整でさます。 

本機能ではマイクを使用します。マイクの接続の 
しかたは、34ページをご覧ください。マイクは 
フルオート MCACC を行ったとさと同じ位置に配置し 
ます。 

A を意 

• 測定中は大さな音でテストパルスび出力されます。 
近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮をお願いし 
ふ^ 〇 

1 [Precision Distance ] を選んで決定する。 


Ic マニュアル MCACC 

AV アンプ 

1. Fine Channel Level 

2. FineSP Distance 

玉定在放制御 

ん EQ の調整 

5. EQ プ□フェツシヨナル 


スピーカーの位置の微調整を行ラ画面になります。 


2フ□ントちチヤンネルか5順番にスピーカー 
の位置を微調整ずる。 


lc6.Precision Distance 

AV アンプ 

t ay の 

20 ん®ぶ 
み 夕 

団ぉ了 終了回 


選択したチヤンネルとそれに対して基準となるスピー 
カーからテストパルスび出力されます。選択しているス 
ピーカーの位置を動かし、微調整します。画面を見なび 
らスピーカーの位置をマイクに対して] cm 程度前後に 
動かし、ゲージと数字び最大になるよラに微調整してく 
ださい。また、調整するチヤンネルによって基準とな 
るチヤンネ j レび変ねっていくので、基準チヤンネ>1レのス 
ピーカーは動かさないでください。 

ゲージは最大で]日.日まで上げることびでさます （ 1日.日 
にならない場合は、最大値び出る位置にスピーカーを調 
整してください)。 

3設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーの位置の精密調整を終了します。 

◎ メモ 

• スピーカーまでの距離の調整は、映像の「ピント合わ 
せ」によく似ています。ピントび合っていない映像は 
どこで見てをぼやけて見えますび、ピントび合った 
映像は遠くからでを見ることびでさます。音の焦点 
を同じで、ある一点（マイクを置いた U スニングポジ 
ション）に音源からの到達時間をしっかり合わせる 
ことで、 U スニングポジションー点だけでなくマル 
チチヤンネ>1レ環境における音場全体を正しく形成し 
ます。 

• フルオート MCACC を行った位置と異なる位置にマ 
イクを設置すると正しく調整でさないことびありま 
す。その場合は Fine SP Distance (73 ぺージ）を 
行い、マイク位置をそのままの状態にしてここでの 
調整を行ラことをお勧めします。 

• ここでの調整はオート MCACC では調整でさない 
1 cm し: TF の誤差を調整する機能なので、オート 
MCACC による距離補正後でち「0.0」と表示される 
ことびありますび、その場合でを最適な調整び行ラ 
ことびでさます。また、ここでの精密調整完了後に 
再度オート MCACC を行ラと] cm 精度での補正に 
戻ってしまいますのでご注意ください。 

• オート MCACC と同じように、できるだけ静かな環 
境で調整してください。また調整中に突発的なノイ 
ズなどび入力されたとさは「0.0」と表示されます。 


• Rch から順番どおりに調整しないと、すべてのチャ 
ンネルの距離はそろいません。 

• スピーカーを 動かす 際は、スピーカーび 倒れたり し 
ないよラに十分にご注意ください。 

• ここでの調整を行ったあとに、73ページの「スピー 
力一までの距離の微調整 (Fine SP Distance )」 の 
テストパルスを聞くと調整した効果び確認でさます 
(調整前よりを各スピーカー間のテストパルスび中 
央に定位します)。その際には距離の値を変えないよ 
うにご注意ください。 


定在波制御： 定在波制御フィルター設定 


2 d ■定な波制御 


[■フィルタ ーII [■フィルター21’■フィルター 3 ] 

ごィ少ミ77 Freq Q ATT Freq Q ATT Frea O ATT TRIM 

ナヤノネル [Hz] [dB] [Hz] [dB] [Hz] [dB] [dB] 

间网而阿网而网 15.0111D II +10.01 



W7 


因 お了 


戻る因 


MCACC データを確認する 

34ページの「スピーカーの自動設定を行う〜フル 
オート MCACC 〜」や72ページの「才ート MCACC 
で詳細に測定/設定する」、73ページの 「 IJ スニング 
環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜」で 
設定された、の各設定項目の内容や設定値を確認す 
ることびでさます。 

• スピーカー 設定； スピーカー システムの設定 


• Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の補正 

値 


ZaAcoustic Cal EQ 


夺 地 

■■ I 0.0 1| -8.〇1|~-ら〇 |「〇.〇い +3.〇1[4&5|[4&5|| 43.011 0.011~〇.〇 I 



[Hz] [Hz] [Hz] [Hz] [H 2 ] [Hz] [Hz] [Hz] [Hz] 


2a スピーカー設定 

AV アンプ 

SW : YES 風 _ 圖） 

Center : 
Suit 

LARGE 

LARGE 


FH 

FW 

LARGE 

LARGE 

义 ® ク 

SB 

X.OVER : 

LARGE X 2 
80 Hz 

み夕 

因終了 


戻る因 


• スピーカー出カレベル： スピーカー 出カレベルの設 
定 


2 b スピーカー 出カレベル 

AV アンプ 

^HL 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

感 iff? 致 

FHR 
目 WR 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

んク 

SR 

SBR 

SBL 

FWL 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

み夕 

因終了 


戻る因 


• スピーカーまでの距離： スピーカーまでの 距離 


2C スピーカー までの距離 

AV アンプ 

L 3.61m 

FHL 3.75m 

C 3.69m 

gl 日留 1 g 

FHR 3.82m 

R 3.51m 

FWR 3.82m 

SR 2.74m 

SBR 5.77m 

SBL 5.13m 

SL 2.26m 

ん©ぶ 
み 夕 

FWL 3.82m 

SW 3.54m 

因終了 

戻る因 


因 お了 


戻る因 


-群遅延特性： スピーカーの群遅延特性（補正前と補 
正後） 




1リモコンを AV アンプ操作モードにしてか!5 
ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
t / IV 和/-►と ミ夫定 ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

2 [ MCACC データチエック]を選んで決定す 
る。 

確認したい設定項目の選択画面になります。 






































































BaMCACC メモリーの名称変更 

AV アンプ 

MCACC ポジションを称変を 


3 確認したい設定項目を選んで決定する。 

4 必要に応じて確認したい MCACC 
MEMOR 丫ゃ Ch などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEM 日 RY を変えるこ 
とで、各 MEM 日 RY の設定値を確認しなびらそのサウン 
ドの変化を確認することびでさます。 

他の設定項目を確認するときは、 戻る ボタンを押して前 
の画面へ戻ります。 

己確認が終了した！ 5、 戻るボタンを巧す。 

MCACC データの確認を終了します。 


MCACC MEMORY のデータを管理 
する〜データ管埋〜 

34ページの「スピーカーの自動設定を行ラ〜フル 
オート MCACC 〜」や72ページの「才ート MCACC 
で詳細に測定/設定する」、73ページの 「 IJ スニング 
環境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜」で 
設定された各種設定内容や設定値をコピー、消去するこ 
とびでさます。また MCACC MEM 日 RY の名前を変更 
することをでさます。 

1 リモコンを AV アンプ操作モードにしてか! 5 
ホームメニューボタンを巧ず。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

►と決定ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

2 [データ管理]を選んでミ夫定する。 

3 調整したい項目を選ぶ。 

• MCACC メモリーの名称変更： MCACC メモ IJ - 
の名前を変更します （77 ページ） 

• MCACC メモリーのコピ ー ： MCACC メモ U —を 
コピーします （77 ページ） 

• MCACC メモリーの消去； MCACC メモリーを消 
去します （77 ページ） 


設定データの名前を変更する （ MCACC メ 
モリーの名觀変更） 

MCACC MEMORY ! 〜目の名前を変更することびで 
きます。たとえば、映画を楽しむ U スニングポジション 
で音場補正を行ったとさは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ 
リスニングポジションであれば 「 GAME 」 のように変 
要することびでさます。 

変更したい設定データの名前は ■ tU 下の中から選びます。 
[ SYMMETRY ] [ALL ADJ ] [ F . ALIGN ] [ MOVIE ] 
[ MUSIC ] [ GAME ] [ PARTY ] [ SOFA ] [ SEAT ] 


1[MCACC メモリーの名称変更]を選んでミ夫定 
ずる。 

名前を変更したい MCACC MEM 日 RY の選択画面にな 
ります。 

2 名前を変更したい MCACC MEMOR 丫を選 
んで名前を変更する。 


t / l ^ で MCACC メモ IJ 一を選んで、和/一で変更した 
い名前を選びます。 

3 戻るボタンを巧す。 

MCACC メモ U —の名称変更を終了します。 


設定データをコピーする （ MCACC メモ 
■ J 一の コピー） 

34ページの「スピーカーの自動設定を行う〜フル 
オート MCACC 〜」や72ページの「オート MCACC で 
詳細に測定/設定する」、73ページの 「 U スニング環 
境をお好みに調整する〜マニュアル MCACC 〜」で設 
定された MCACC MEM 日 RY を、他の已つの MEMORY 
のいずれかにコピーすることびでさます 。 MCACC 
MEM 日 RY は全部で6つまで設定することびでさます。 



ホームメニユーで使用するボタン 



技旨 

i 渡渡 

W 謂謂 


I 應 I 器 


音の詳細設定ヴドバンスド MCACCgOH 


1 [MCACC メモリーのコピ ー] を選んで決定す 
る。 

コピーしたい MCACC MEM 日 R 丫(コピー元）と、コピー 
される MCACC MEM 日 RYp ピー先）の選択画面にな 
0ます。 

2コピーする内容を選ぶ。 



• 全データ； コピーされる MCACC MEM 日 RY のす 
ベての内容をコピーします。 

• レベルと距離のデータ： コピーされる MCACC 
MEM 日 RY のスピーカー出カレベルとスピーカーま 
での距離の設定のみコピーします。 

3 コ ピーしたい MCACC MEMORY 
(コピー元）を選んでか! 5 コピー先の MCACC 
MEMORY (コピー先）を選ぶ。 

すでに設定されている MCACC MEM 日 RY をコピー先 
にすると、データは上書さされてしまいますのでごを意 
ください。 

4 [0K] を選んでコピーする内容を決定する。 

コピー確認のメッセージび表示されるので、 YES を選 
びます。 N 0 を選ぶとコピーは行われません。 

完了しましたと 表示されたらコピーは終了です。 


設定データを消去する （ MCACC メモリー 
の消去） 

6つある MCACC MEM 日 R 丫の中から、必要のない 
MEM 日 RY の内容を消去します。 


2 消去したい MCACC MEMOR 丫を選ぶ。 

3 C.MCACC メモリーの消去 



(D 絵了 キャンセル巨) 


3 [0K] を選んで消去を決定する。 

消去確認のメッセージび表示されるので、 YES を選び 
ます。 N 0 を選ぶと消去は行われません。 

完了しましたと 表示されたら消去は終了です。 

4 他にも消去したい MCACC MEMORY があ 
るときは手順 1 〜 3 を繰り返す。 


ホームメニューで ffi 用ずるボタン 



1 [MCACC メモリーの消去]を選んでミ夫定す 
る。 

消去したい MCACC MEM 日 RY の選択画面になりま 
す。 











































■9(システム設定およびその他の設定を巧う 


システム設定およびその他の設定を巧う 


本機のリモコン操作にごいて 

〇重要 

• SC - LX 8 己と SC - LX 7 己では付属のリモコンを 
AV アンプ操作モードにする方法び異なります。 
SC - LX 85 は U モコン操作モード切り換えスイッチ 
を AV アンプに 合わせます。 SC - LX 75 はボタ 
ンを押します。本取扱説明書で 「 IJ モコンを AV アン 
プ操作モードにする」といラ操作手順のとさは、それ 
ぞれ上記の操作を行ってください。 


システム設定で本機のさまざまな設定 
を行ミ 

システム設定では、スピーカーの構成やサラウンド環境 
を手動で設定したり、入力端テの設定などを行います。 
また、日 SD 言語の設定やネットワークの設定、その他 
の設定などさまざまな設定を行います。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか6テレビの電源も入れる。 

テレビに本機の GUI メニュー画面び表示されるようテ 
レビ側の入力切換を合わせてください。 

2 リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 
ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
t/|V 和/-►と 決定 ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

3 [システム設定]を選んで決定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• マニュアルスピーカー設定； スピーカーの 構成やサ 
ラウンド環境の手動設定を行います （78 ページ） 

• 入力端子の設定： 各入力の音声入力や映像入力の切 
り換えや入力名の変更などを行います （35 ページ） 

• OSD 言語設定： 日 SD 表示言語の設定を行います 
(86 ページ） 

• ネットワーク設定： 本機のネットワークに関する設 
定を行います （82 ページ） 

• HDMI 設定； HDMI によるコント□-ル機能に対応 
した機器と連動操作するための設定 （54 ページ） 

• その他の設定； 本機のさまざまな設定を行います 
(84 ページ） 


スピーカーの音を調整する 
〜マニュアルスピーカー設定〜 

34ページの「スピーカーの自動設定を行う〜フル 
オート MCACC 〜」でオートセットアップを行った場 
合は、すでに設定されています。必要に応じてお好みで 
再設定でさます。 

ミち意 

• マニュアルスピーカー設定では テスト!-ーンび出力 
される設定び あります。 テスト!-ーンは大さな音で 
再生され ますので、 ご注意ください。 

1[マニュアルスピーカー設定]を選んでミ夫定す 
る。 



んシステム設定 

AV アンプ 


b •入力端子の設定 

C.OSD 言語設定 

cL ネットワーク設定 




e . HDMI 設定 

f - その他の設定 




因 終了 



戻る因 


ここから読む場合は78ページの「システム設定で本 
機のさまざまな設定を行う」の手順]〜3を行ってくだ 
さい。 

2調整したい項目を選ぶ。 

• スピーカー システム； スピーカーの配置/使用パ 
ターンに合ったスピーカーシステムを設定します 
(78 ページ） 

• スピーカー 設定； スピーカーの本数や サイズな ど 
を設定します （79 ページ） 

• スピーカー出カレベル； スピーカーの 出カレベル 
を調節します （8 日ページ） 

• スピーカーまでの距離； スピーカーまでの 距離を 
設定します （8 日ページ） 

• X 力ーブ； 聴感上の高域補正を行います （80 ペー 
ジ） 

• THX オーディオ設定； THX オーディオに関する設 
定を行います （8 日ページ） 


スピーカーの使用用途を選択する 
(スピーカーシステム） 

• 工場出荷時： 9.1か FH/FW 

本機では9 ch 分のアンプを使用してさまざまなスピー 
カーシステムを構築することびでさます。工場出荷時の 
設定ではフ□ント八イトまたはフ□ントワイドを使用 
した9 ch サラウンドシステムとなっておりますび、パ 
イアンプ接続やマルチゾーン接続、スピーカー目端テを 
使用したスピーカーシステムといったスピーカー配置 
び選択でさます。ここでは ] 4ページの「スピーカーの 
配置/使用ノ（ターンを選ぶ」で選んだスピーカー配置に 
合った設定を似下の項目から選択します。 

• 9.1 chFH/FW ;フ□ント八イトまたはフ□ントワ 
イドスピーカーを接続して最大 9.2 ch のサラウンド 
再生を行う、一般的なサラウンドシステム 

• 7.1 ch + Speaker B : メインの 7.1 ch システムの 
音を、スピーカー巨端テでメインとは別に 2 ch ダウ 
ンミックスしてステレオ再生します 

• 7.1 ch Front Bi-Amp :フ□ントスピーカーのバイ 
アンプ駆動用 （7.] ch システム） 

• 7.1 ch + Z 0 NE 2 : メインの7.] ch システムの音 
とは別に、フ□ントワイドスピーカー端テを使って 
ゾーン2接続します（已目ページ） 

• 7.1 chFH/FW + Z 0 NE 2 : メインの 7.1 ch システ 
ムの音とは別に、サラウンドバックスピーカー端テ 
を使ってゾーン2接続します （5 目ページ） 

• 已 .1 か Bi-Amp + ZONE 2 : メインの己.1かシス 
テム（フ□ントバイアンプ接続）の音とは別に、サラ 
ウンドバックスピーカー端テを使ってゾーン2接続 
します 

• 己 . lch + Z 0 NE 2+3 ; メインの 5.1 ch システム 
の音とは別に、サラウンドバックスピーカー端テを 
使ってゾーン2接続、フ□ントワイドスピーカー端テ 
を使ってゾーン3接続します （ 56ページの「別の部 
屋で本機の音や映像を再生する〜マルチゾーン機能 
〜」） 

SC - LX 85 のみ 

• 已 .Ich + SP - 己 Bi-Amp : メインの 5. 1 ch システム 
の音とは別に、スピーカー目をバイアンプ接続します 
(] 7ページの「バイアンプ接続」） 

• 已 .1 ch F+Surr Bi-Amp : メインの 5. 1 ch システム 
の音とは別に、フ□ントスピーカーおよびサラウン 
ドスピーカーをバイアンプ接続します （17 ページ 
の「バイアンプ接続」） 

• 已 .Ich F+C Bi-Amp ; メインの已 . Ich システムの 
音とは別に、フ□ントスピーカーおよびセンタース 
ピーカーをバイアンプ接続します （] 7ページの「パ' 
イアンプ接続」） 

また、サラウンドバックスピーカーを接続している場合 
は、サラウンドスピーカーの設置位置 （ SurrPos ) を 
指定します。本来の 5. ] ch サラウンドチヤンネルは斜め 


後方から聞こえるように収録されていますび、 7. 1か!サ 
ラウンドの推奨スピーカー配置では、サラウンドスピー 
カーを IJ スニングポジションの真横（横）に配置するた 
め、 5.1 ch のサラウンドチャンネル音声び真横から聞 
こえてしまいます。このような場合、本機でサラウンド 
チャンネル音声をサラウンドスピーカーとサラウンド 
ノ（ックスピーカーでミックスし、 U スニングポジション 
の斜め後方から正しく聞こえるように出力します。 
詳細については、 ] 4ページの「スピーカーの配置/使 
用パターンを選ぶ」をご覧ください。 



1[スピーカーシステム]を選んで決定する。 

ここから読む場合は78ページの「スピーカーの音を 
調整する〜マニュアルスピーカー設定〜」の手順]を 
行ってください。 

スピーカーシステムの選択画面び表示されます。詳しい 
説明は上記をご覧ください。 

2スピーカー配置/使用パターンに合ったス 
ピーカーシステムを選ぶ。 


4al. スピーカー システム 

AV アンプ 



Front 

Center 

Suit 

:ノ ー7 ル 
:ノ ー7 ル 
:ノ ー7 ル 

FW 

SB 

Suit Pos 

:ノ ー7 ル 
:ノ ー7 ル 
: をち 

1 OK 1 

A ® ク 

み が 

因 お了 


戻る因 


3手順2で [9.1 chFH / FW ] か 

[7 .Ich + Speaker B ], [7 .Ich Front Bi - Amp ] ， 

[7.1 ch + ZONE 2] のいずれかを選んだ場合、ヴ 

ラウンドスピーカーの設置位置 （ Suit Pos ) を選 

ぶ。 

視聴位置の真横に設置している場合は横を、斜め後方に 
設置している場合は後方を選択します。 

4 [0 K ] を選んで決定する。 

設定を変更しまずか？ と確認画面び表示されます。 

曰 [ Yes ] を選んで決定ずる。 

選択画面に戻って設定し直す場合は、 No を選んでくだ 
さい。 























6 設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 2それぞれのスピーカーについて、それ5のヴ 

スピーカーシステムの設定を終了します。 イズや再生能力に合わせて設定する。 


因メモ 

• スピーカーシステムによっては、サラウンドバック、 
フ□ント八イト、フ□ントワイドスピーカーびそれ 
ぞれ設定でさなくなる場合びあります。 


スピーカー接続と低音再生能力を設定する 
(スピーカー設定） 


ぉ2•スピーカー設定 


LARGE 

LARGE 

LARGE 


日留 I ® 


因終了 


戻る因 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無やお域再 
生能力の大小を設定することで、再生するソースの全音 
域を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピー 
カーシステムや視聴環境などに合わせて、正しく設定 
してください。 SMALL (ル）に設定されたスピーカー 
びあるとさ、何 Hzi ^ U 下の低音域を他のスピーカー（サ 
ブウーファーを含む）で再生するか、または LFE 信号 
の何 Hzi ^ U 下の低音域を再生するかを X . 日 VER (ク□ス 
オーバー周波数）の設定で行います。サブウーファーの 
再生する音域成分については、79ページの「サブウー 
ファーの再生する音域成分」をご覧ください。 

• THX 認証のスピーカーシステムをご使用の際は、す 
ベて SMALL に設定してください。 



1[スピーカー設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は78ぺージの「スピーカーの音を 
調整する〜マニュアルスピーカー設定〜」の手順]を 
行ってください。 

スピーカーシステムの設定になります。 


スピーカーごとに下を選べます。各項目の意味と設 
定方法については、79ぺージの「スピーカー設定の目 
ま」をご覧ください。 


SW (サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ NO ] 

Front (フ□ント） 

[ LARGE ] [ SMALL ] 

Center ( センター） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit (サラウンド） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

FH (フ□ント八イト） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ N 0] 

FW (フ□ントワイド） 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ N 0] 

SB (サラウンドバック） 

[LARGE X 2] [LARGE X 1 ] 
[SMALL X 2] [SMALL X 1] [ N 0] 

X.0VER 

(ク□スオーバー周波数） 

[已 OHz ] 旧 OHz ] [ lOOHz ] 

[1 已 OHz ] [200 Hz ] 


3設定が終了した5、戻るボタンを巧ず。 

スピーカー設定を終了します。 


◎ メモ 

• 工場出荷時、ク□スオーバー周波数は 80 Hz に設定さ 
れています。 

• THX スピーカーを ご使用の場合、 ク□スオーバー 周 
波数は 80 Hz に設定してください。 

• それぞれのスピーカーの性能によりますび、ル型ス 
ピーカーを使用している場合、ク□スオーバー周波 
数は 200 Hz に設定することをお勧めします。 


システム設定およびその他の設定を巧う) 


スピーカー 設定の目安 

サブウーファーとフ□ントスピーカーの関係 


チヤンネル 

設定可能な組み合わせ 

SW (サブウーファー) 

[ YES ] 

[PLUS] 

[NO] 

Front (フ□ント） 

[LARGE] [ SMALL ] 

[LARGE] [SMALL] 

[LARGE] 


太字:工場出荷時の設定 


フ□ン トス ピーカーと その他の スピーカーの 関係 


チヤンネル 

設定可能な組み合わせ 

Front (フ□ント） 

[ SMALL ] 

[LARGE] 

Center (センター） 

[ SMALL ] [NO] 

[LARGE] [SMALL] [NO] 

Suit (サラウンド） 

[ SMALL ] 

[NO] 

[LARGE] 

[SMALL] 

[NO] 

FH (フ□ントハィト） 

[ SMALL ] [NO] 

[NO] 

[LARGE] [SMALL] 
[NO] 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

FW (フ□ントワイド） 

[ SMALL ] [NO] 

[NO] 

[LARGE] [SMALL] 
[NO] 

[SMALL] [NO] 

[NO] 

SB (サラウンドバック） 

[SMALL X2/X1] 
[NO] 

[NO] 

[LARGE X2/XI] 
[SMALL X2/XI] 
[NO] 

[SMALL X2/XI] 
[NO] 

[NO] 


太字:工場出荷時の設定 


• SMALL ;低域再生能力び十分ではないル型スピーカー（低音域は他の LARGE スピーカーやサブウーファーか 
ら出力） 

• LARGE :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 

• X2/X1 :サラウンドバックスピーカーの接続本数に本または]本） 

• YES :サブウーファーを接続している場合 

• PLUS :フ□ント/センターの低域成分をサブウーファーからを同時に出力させる、低域の再生量び最わ多い 
モード。常に (2 ch 再生時でを)サブウーファーから低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの方にお 
勧めの設定(詳しくは79ページの「サブウーファーの再生する音域成分」をご覧ください） 

• N 0 :接続していない場合（該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの PLUS は、 フルオート MCACC や オート MCACC では設定されません。お好みに応じて設定を 
変更してください。 

サブウーファーの再生する音域ぶ分 

フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は、似下のようになります。 



◎ メモ 

• サブウーファーを PLUS に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび発 
生し、十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このよラな場合は、オート MCACC でスピーカーの 
離の設定を行い （72 ぺージ)、フェイズコント□-ルモードを rON 」 にしてください （44 ぺージ)。 


Ja 




























































■9(システム設定およびその他の設定を巧う 


4 a んスピーカーまでの距離 

AV アンプ 


テストトーンを聞いて出カレベルを調整す 
る（スピーカー出カレベル） 

U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベル 
び一定にそろうように調整します。実際に出力されるテ 
スト I -ーンを耳で確かめなびら、手動で各スピーカーの 
出カレベルを調整します。 


1[スピーカー出カレベル]を選んで決定する。 

スピーカー出カレベルの設定になります。 

2 t /4 ボタンで調整したいチヤンネルを選ん 

で和/-►ボタンでレベルを調整する。 


-12.0 d 目から+ ] 2.日 d 巨の範囲内で、日.5 d 巨間隔で 
調整することびでさます。 

• サブウーファーからのテストトーンは周波数び低 
いため、実際のレベルよりをルさく聞こえる場合び 
あります。 

• 音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイ 
卜/スローモードで7已 d 目 SPU こ調整してくださ 
い。 

3設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 

◎ メモ 

• iU 下の操作でを各チャンネルレベルの調整を行ラこ 
とびでさます。 CH レベルボタンを押すたびにチャン 
ネ J レび切り換わり、和/-►ボタンでレべ j レの調整を行 
います（この場合 GUI 表示はされません)。 



スピーカーまでの距離を調整する（スピー 
力一までの距離） 

U スニングポジションからスピーカーまでの距離を設 
定することにより、各チャンネルの遅延時間び自動的に 
算出され 、 IJ スニングポジションで適切なサラウンド効 
果を得ることびでさます。手動で設定する場合は、それ 
ぞれのスピーカーから IJ スニングポジションまでの距 
離を測り、ここで指定してください。 



1[スピーカーまでの距離]を選んで決定する。 

スピーカーまでの 距離の設定になります。 

2 t /4 ボタンで調整したいスピーカーを選ん 

で和/-►ボタンで距離を調整ずる。 


0.01 m から9.0日 m の範囲内で、日.日 ] m (1 cm ) 間 
隔で設定でさます。 

3設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

スピーカーまでの距離の設定を終了します。 

◎ メモ 

• より正確な距離の調整は、73ページの「スピーカー 
までの距離の微調整 (FineSP Distance )」 をご覧 
ください。音像や定位感びさらに向上します。 


4 a 3 スピーカー出カレベル 


FHL 

FHR 

R 

SKfXfEIIKS 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

FWR 

SR 

SBR 

SBL 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 

0.0 dB 


が® 

^角ぶ 


戻る回 


ホームメニユーで使用するボタン 



励 




夕 


A 


L R W RL 
H H 化 rbbl 
jfcfrfssss 


広い部屋での高音域を抑制する（ X 力ーブ） 

広い視聴環境では、聴感上高域びきつく聞こえてしまう 
傾向びあります。 X 力ーブは高域 （2 kHzm ±) の周波 
数を減衰させるカーブで、減衰の傾きは- 0.5 clB / oct 〜 
-3.0 犯 / oct (0.5 服ステップ）の6種類から選択可能 
です。下の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、 
自由に調節してください。 

部屋の広さによる減衰カーブの目安： 


部屋の広さ 

—36 

〜 4 呂が 

—60 

減衰カーブ 

一 0 .己 d 巨 / oct 

-1.OdB/oct 

一 1 .己 dB/oct 

部屋の広さ 

〜72 m2 

〜300 m2 

~1000 m2 

減衰カーブ 

-2.0 犯 / oct 

-2 .己 dB/oct 

-3.OdB/oct 


• ここでの補正は74ページの「チヤンネルごとの周 
波数特性の補正に Q の調整)」の補正値には影響しま 
せん。 



1[ X 力ースを選んで決定する。 

聴感上の高域補正になります。 

2和/-►ボタンで高域減衰カーブを調整する。 



-0.5 d 日/ oct から- 3.0 d 巨/ oct まで、日.已 d 巨ステップ 
の6段階で調整することびでさます。 

• OFF を選択すると X カーブはフラットになり聴感上 
の高域は補正されません。 

3設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

聴感上の高域補正を終了します。 


THX 才ーディオ設定を巧う 

ここでは似下の THX オーディオに関する設定を行いま 
す。 

Loudness Plus : 

ON にすることで、音量を下げた状態でをサラウンド感 
を損なうことなく再生します。詳しくは97ページの 
「 THX 」 をご覧ください。 

SBch 処理： 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとさの 
THXU スニングモードの選択方法を選びます。オート 
に設定すると 、 Dolby Digital EX 信号を含んだ音声信 
号を入力したとさに適切な THXU スニングモードを自 
動で選択します。マニュアルに設定すると、お好みで 
THXU スニングモードび選択でさます。 

BGC (Boundary Gain Compensation ) : 

THX Ultra 2/ Select 2 準拠のサブウーファーなど、超 
低域再生能力のあるサブウーファーを家庭で使用する 
と建物の共鳴や定在波の発生などにより、極端に低音 
び響く音質となってしまいます。このよラなサブウー 
ファーをお使いの方は、 BGC を ON にすると、低域成分 
び補正されます。詳しくは97ページの 「 THX 」 をご 
覧ください。スピーカー設定 （79 ページ）でサブウー 
ファーを無しに設定したときは、この項目は選択できま 
せん。 



1 [ THX オーディオ設定]を選んで決定する。 

2 [Loudness 円 us ] の [ ON ] または [ OFF ] を選 
択する。 


4 a 6. TH ) Cf - デイオ設定 

AV アンプ 



居)終了 戻る巨! 


3 [ SBch 処理]の[才ート]または[マニュアル] 
を選択する。 

4 THX Ultra 2/ Select 2 SW で [ YES ] を選ぶ。 

N 0を選んだ場合、 BGC を選択することはでさません。 








































































曰旧 GC ] を [ ON ] か [ OFF ] のどち5かに選択ず 
る。 

6設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

THX オーディオ設定を終了します。 

THX Ultra 2/ Select 2 準拠のサブウーファー 
とは 

従来の THX 準拠サブウーファーの低域特性は、35 Hz 
似下を] 2 dB / octave で減衰させています。これはル 
さい部屋では壁面の影響で空間利得び生じ、35 Hz 似 
下の周波数び自然と持ち上びってしまラためです。双方 
の特性（サブウーファー特性と空間利獄により、2日 
Hz までフラットな周波数特性となります。 

2日01年に認可を開始した THX Ult 「 a 2/ Selec 1:2 準 
拠のサブウーファーは2日 Hz まで低域特性を伸ばして 
います。よって、 U スナーとサブウーファーの位置に 
よっては、低域周波数帯の聴感レべ j レび極端に大さく 
なる可能性びあります。その場合は Boundary Gain 
Compensation を日 N にすることにより、壁面の影響 
によって生じた低域の空間利得を補正し、聴感レベルを 
フラツトにします。 


本機の入力の設定を変更する 

本機の入力の名称表示を変更したり、入力選択時のス 
キップ設定を行うことで、入力を選択しやすくでさま 
す。 


ディスプレイに表示される入力名を変更す 
る 

ディスプレイに表示される入力名を変更することび 
でさます。目 D 入力を選択すると、工場出荷時の設定 
では BD と表示されますび、この表示を自由に変更す 
ることびでさます。たとえば、接続した機器の名称 
( BDP - LX 71) などに変更すれば、どの入カファンク 
シヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に確 
認することびでさます。 



1[入力端テの設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は78ページの「システム設定で本 
機のさまざまな設定を行う」の手順]〜3を行ってくだ 
さい。 

2名前を変更したいフアンクシヨンを選ぶ。 



3 [入力名]で[名称変更]を選んで決定ずる。 

工場出荷時に戻したいとさは初期値を選んでミ夫定しま 
す。 

4 t /4^ ボタンで入力する文字を選んで、和/一 
ボタンでカーソルを動かします。 

入力でさるのは最大1日文字までです。 

己決定ボタンを巧して入カフアンクシヨン名を 
ミ夫定する。 

6設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

入力端子の 設定を終了します。 
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入カスキップを設定する 

本体の INPUT SELECTOR ダイヤルや U モコンの 
入力切換 ボタンを操作したとさに、接続に使用していな 
い入力をスキップすることびでさます。 

• スキップ設定を行ってを、 U モコンのマルチコント 
□ールボタンを押した場合は、その入力に切り換わ 
ります。 



1[入力端子の設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は78ページの「システム設定で本 
機のさまざまな設定を行う」の手順]〜3を行ってくだ 
さい。 

2入力をスキップしたいフアンクシヨンを選 
ぶ。 



3 [入カスキッスで [ ON ] を選ぶ。 

スキップさせない場合は、 OFF を選びます。 

4設定が終了した!5、戻るボタンを巧す。 

入力端子の 設定を終了します。 


12 V 卜 U ガ ー SB 子の連動設定 

設定した入カファンクシヨンび選ばれたとさに、電源な 
どの操作を連動させるための制御信号び12 V 卜 U ガー 
端テから出力されます。本機には2つの] 2 V 卜 U ガー 
端テびあり、それぞれについて設定でさます。 



1[入力端子の設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は78ページの「システム設定で本 
機のさまざまな設定を行う」の手順]〜3を行ってくだ 
さい。 

2連動設定したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 



3 12 V Trigger 1または2を選ぶ。 

4 [ MAIN]、[ZONE 2]、 [ ZONES ]、[ OFF ] か 
S 選ぶ。 

• MAIN : メインゾーンで、手順2の入カファンク 
シヨンび選ばれたとさに連動します。 

• ZONE 2 : ZONE 2で、手順2の入カファンクシヨ 
ンび選ばれたとさに連動します。 

• ZONE 3 : ZONE 3で、手順2の入カファンクシヨ 
ンび選ばれたとさに連動します。 

• OFF :連動しません。 

己設定が終了した5、戻るボタンを巧ず。 

入力端子の設定を 終了します。 




































■9(システム設定およびその他の設定を巧う 


ネットワークの設定を巧う 

本機をネットワークに接続して 、 HOME MEDIA 
GALLERY 入力でインターネットラジオを聴いたり、パ 
ソコンなどに保をされている音楽ファイルを再生した 
りするための設定を行います。通常は、 DHCP 機能を 
ON (工場出荷時の設定）にしておけば、ネットワークの 
設定を行う必要はありません。 DHCP サーノ（一機能び 
ないネットワークに接続しているとさのみ似下のネッ 
トワークの設定を行います。設定の際はプ□バイダー、 
またはネットワーク管理者からの設定値を確認してか 
ら設定してください。ネットワーク上の機器の取扱説明 
書をあわせてご覧ください。 

1リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 
ホームメニューボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
t/|V 和/-►と ミ夫定 ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

2 [システム設定]を選んで決定する。 

3 [ネットワーク設茵を選んでミ夫定する。 

4調整したい項目を選ぶ。 

• IP アドレス、プロキシ： 本機の IP アドレス、プ□キ 
シを設定します （82 ページ） 

• ネットワークスタンバイ： 本機びスタンバイ状態 
でを 「 AV ナビゲーター」や nCont 「 olAV 2」 を使 
えるようします （82 ページ） 

• フレンドリーネーム： パソコンなどのネットワーク 
に接続された機器で表示される本機の名前を変更 
でさます （82 ページ） 

• ペアレンタル□ック： ネットワーク機能の使用を制 
限します （82 ページ） 

• ポート番号の設定 ： IP コント□ールからの信号を受 
けるポート番号の設定を行います （83 ページ） 

• 無線 LAN コンパ’一夕一： 無線 LAN コンバーターの 
アクセスポイントの設定や、 IP アドレスの設定を行 
います （83 ページ） 

無線 LAN コンノ（一夕一は別売りの AS - WL 3 日日を 
お使いください。 


ロアドレス、プ□キシの設定 


ヴブネットマスク 

xDSL モデムやターミナルアダプターを直接本機に 
接続している場合は、プ□バイダーから書面などで 
通知されたサブネットマスクを入力します。通常は 
255.255 .255.0 び入ります。 


デフォルトゲートウェイ 

ゲートウてイ（ルーター）に接続している場合は、その 
IP アドレスを入力します。 

プライマリー DNS サーバー/ 

セカンダリー DNS サーバー 

プ□バイダーから書面などで通知された DNS アドレ 
スび 1 つの場合は、 プライマリー DNS サーバーに 
入力してください。2つ似上の場合は、をう]つを 

セカンダリー DNS ヴーノ く一に入力 してください。 

プ□キシサーバー名/プ□キシポート番号 

インターネットにプ□キシサーバーを経由して接続す 
る際に設定します。 プ□キシサーバー 名にはプ□キシ 
サーバーのアドレスまたはドメイン名を入力してくだ 
さい。 プ□キシポート 番号にはプ□キシサーノ（一のポー 
卜番号を入力してください。 



1 [ IP アドレス、プ□キシ]を選んで決定する。 
2 DHCP 機能の ON / OFF を選んで決定する。 


4 dl . lP アドレス、プ□キシ 


■ •山,— 

IP アドレス ： 000.00 aooo.000 

サブネツ I- マスク ： 000.00 aooo.000 
デフオルトダートウ王イ： 000.00 aooo.000 
プライマリー DNS サーバ ー : 000.00 aOOO.000 
セカンダ U—DNS サーバー： 000.00 aOOO.000 
プ□キシサー/ の使用： OFF 

プ□キシサーパーを ： --- 

プ□中 


□キシポートま号 


] 


IP アドレス 

入力する I P アドレスは下記の範囲で設定してください。 
下記似外の IP アドレスではインターネットラジオを再 
生することびでさません。 

CLASS A : 10.0 .0.1 〜10.255 .255. 254 
CLASS 巨：] 72.1 6.0.1 -172.31 .2 己5.254 
CLASS C : 192.168 .0.1 〜 ] 92. 1 68. 25己.2己4 


居]按了 戻る巨] 


ON を選んだ場合は、ネットワークを自動で設定します 
ので手順3の設定は必要ありません。手順4へお進みく 
ださい。 

DHCP を ON に設定したときに IP アドレスを DHCP 
サー y (—から取得できなかった場合は、本機の自動 IP 機 
能を使用して IP アドレスを取得します。 


. 本機の自動 IP 機能により設定される IP アドレスは 
1目9.254 . X . X です。自動 IP 機能により設定された 
IP アドレスでは、インターネットラジオを聴くこと 
はでさません。 

3 IP アドレス、サブネットマスク、デフオルト 
ゲートウェイ、プライマリー DNS サーバーおよ 
びセカンダリー DNS サーバーを入力ずる。 

t / l ^ ボタンで入力する数字を選んで、和/-►ボタンで 
カーソルを 動かします。 

4プ□キシサーバーの使用の ON / OFF を選んで 
ミ夫定する。 

ON を選んだ場合は、手順5へお進みください。 

OFF を選んだ場合は、手順6へお進みください。 

己プ□キシサーバー名とプ□キシポート番号を 
入力する。 

t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、◄-/-►ボタンで 
カーソルを 動かします。 

6 [0 K ] を選んで決定する。 

IP アドレス、プ□キシの設定を終了します。 


ネットワークスタンバイ機能を使用する 

本機と同一の LAN に接続した PC で本機を操作でさる 
AV ナビゲーター機能やに ontrolAV 2 機能を、本機びス 
タンバイの状態でを使用でさるよラに設定します。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か5 
[ネットワークスタンバイ]を選んで決定する。 

2ネットワークスタンバイの設定を選択する。 

• ON ;本機びスタンバイの状態でを AV ナビゲー 
夕一やに orit 「 olAV 2 機能び使用できます。 

• OFF :本機びスタンバイの状態では AV ナビゲー 
夕一やに orit 「 olAV 2 機能び使用できません。 (スタ 
ンバイ時の消費電力を抑えることびでさます） 

3設定び終了した!5、戻るボタンを巧す。 

ネットワークスタンバイの設定を終了します。 


ネットワーク機器か S 見た本機の名前を変 
更する 

本機と同一の LAN に接続した PC などから見た本機の 
名前を変更します。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か5 
[フレンドリーネーム]を選んで決定ずる。 

2 [名前の編集]を選んでか!5 [名称変更]を選ん 
でミ夫定する。 

名前を変更したあと、工場出荷時の状態に戻したいとさ 
はここで初期値を選びます。 

3お好みの名前を入力ずる。 

t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、◄-/-►ボタンで 
カーソルを 動かします。 

4設定が終了した!5、決定ボタンを巧す。 

フレンドリーネームの設定を終了します。 


ネットワーク機能の使用制限を巧う 

インターネットサービスの使用制限の設定をします。使 
用制限に伴い暗証番号の設定を行います。 

〇重要 

HOME MEDIA GALLERY 入力び選択されていると 
さにはここでの設定を反映させることびでさません。 
HOME MEDIA GALLERYiU 外の入力にしてから設定 
を行ってください。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か5 
[ペアレンタル□ック]を選んで決定ずる。 

2暗証番号を入力する。 

t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタンで 
カーソルを 動かします。 












































工場出荷時の暗証番号は「日日日日」に設定されていま 
す。 

3ペアレンタル□ックの ON / OFF を選んで決定 
する。 

• OFF ： インターネットサービスの使用制限をしませ 
ん。 

• ON ： インターネットサービスの使用を制限します。 

4暗証番号を変更したいとをは、暗証番号変更 
を選んで決定します。 

この場合は手順2へ戻ります。 

己設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

ペアレンタル□ックの設定を終了します。 


ポートま号の設定 

本機では信号を受けつけるポート番号を、同時に最 
大で5つまで持つことびでさます。そのラち]つは 
に ontrolAV 2 との通信で使用する8102で、変更はで 
さませんび、残りの4つは任意のま号を指定でさます。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か!5 

[ポート番号の設定]を選んで決定する。 

2変更したいポート番号を選ぶ。 

3ポート番号を入力する。 

• t / l ^ ボタンで入力する文字を選んで、和/-►ボタン 
で カーソルを 動かします。 

• 同じポートま号を複数設定することはでさません。 

4他にも変更したいポート番号びあるときは手 

順2〜3を繰り返す。 

因メモ 

• 無線 LAN コンバーター ( AS - WL 300) を接続する 
と、 Po け3にポート番号を設定でさなくなります。 

• ホ番号は、23または 49] 52〜65535の範囲 
で設定することをお勧めします。 

• ポート番号を変更すると、本機と AV ナビゲーターと 
のネットワーク通信びでさなくなります。この場合、 
AV ナビゲーターの メニューから 設定をク IJ ックし、 
IP アドレスのタブを選び、本体側で設定したいずれ 
かのポートま号を入力することで、 AV ナビゲーター 
と通信でさるようになります。 


無線 LAN コン/ V — 夕一の設定 

本機に無線 LAN コンバーターを接続して、ワイヤレス 
でネットワーク機能をご使用になる場合に必要な設定 
です。 

無線 LAN コンバーターは別売りの AS - WL 3 日日をお使 
い < ださい。 

アクセスポイント設定 

本機に接続した無線 LAN コンバーターとのアクセスポ 
イントの接続設定を行います。無線 LAN コンバーター 
を本機に接続し、 [IP アドレス、プ□キシ] 設定メニュー 
の DHCP 設定を日 N にしてから行います （82 ページ)。 
アクセスポイントに接続するための設定方法はし U 下の 
4つの方法びあります。 

• WPS (プッシュボタン）； アクセスポイントと無線 
LAN コンバーターの WPS ボタンを本機の画面の指 
示に従って押すだけで自動で接続設定を行います。 
アクセスポイントと無線 LAN コンバーターに WPS 
ボタンびあるとさに設定可能な方法で、最を簡単な 
接続設定方法です。 

接続設定には WPS ボタンを押してから約2分程度か 
かります。設定び終わるまでしばらくお待ちくださ 
い。 

• WPS(PIN コード） ：接続可能なアクセスポイントの 
SSID を U スト表示し、その中から接続したいアクセ 
スポイントを選びます。本機の画面に表示される8巧 
の PIN コードを接続したいアクセスポイントに入力 
することで接続設定を行います。 

• アクセスポイント検索： 接続可能なアクセスポイン 
卜の SSID を IJ スト表示し、その中から接続したいア 
クセスポイントを選びます。アクセスポイントの「暗 
号化方式」、「セキュ IJ ティーキー」と 「 VVEP デフォ 
ルトキー」（アクセスポイントの「暗号化方式」び 
VVEP のとさのみ）を設定することで、アクセスポイ 
ントとの接続設定を行います。 

• 手動設定： 接続したいアクセスポイントの 「 SSID 」、 
「暗号化方式」、「セキュ IJ ティーキー」、 「 WEP デフォ 
ルトキー」をそれぞれ手動で入力して接続設定を行 
います。 

◎ メモ 

• 無線 LAN コンバーターを初めて設定するとさは、 

ネットワークスタンバイを OFF に設定してから一度 
本機の電源を切り、再度電源を入れてから無線 LAN 
コンバーターの設定を行ってください。無線 LAN コ 
ンバーターでのネットワーク接続を確認後、必要に 

応じて ネットワークスタンバイを ON に設定してく 
ださい。 

• WPS (プッシュボタン)あるいは WPS (円 NZI - ド） 

の接続設定でアクセスポイントに接続でさない場合 
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は、アクセスポイント検索または手動設定により接 
続設定することをお勧めします。 

• アクセスポイントの 「 SSID 」 や「セキュ U ティー 
キー」に：（セミコ□ン）びある場合、無線 LAN コン 
バーターの設定び完了してを、無線 LAN での接続び 
でさなくなります。アクセスポイントの 「 SSID 」 や 
「セキュ U ティーキー」は：（セミコ□ン）びない文字 
歹 I 」に設定変更してください。 

無線 LAN IP アドレス設定 

本機と接続する無線 LAN コンバーター外の LAN 接続 
機器の IP アドレスび「] 92.1 目 8. XXX .249」 で設定さ 
れているとさは無線 LAN コンバーターでの IP アドレス 
び重複してしまラためアクセスポイントとの接続びで 
さなくなります。この場合、無線 LAN コンバーター専 
用の IP アドレスを似下の手順に従って設定します。 



1[ネットワーク設定]の設定項目か5 
[無線 LAN コンパ’一夕一 ] を選んで決定する。 

2無線 LAN コンバーターの設定を必要に応じ 
て行います。 

無線 LAN コンバーターとアクセスポイントの接続設定 
を行うとさは アクセスポイント設定を 選び、それぞれ画 
面の指示に従って接続設定を行います。 

無線 LAN コンバーターの IP アドレスを設定したいとさ 
は 無線 LAN IP アドレス設定を 選んで IP アドレスの入力 
を行います。 

3設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

無線 LAN コンバーターの設定を終了します。 


ネットワークの情報を確認する 

ネットワークに関する項目の設定状態を表示します。 

• IP アドレス： 本機の IP アドレスを確認します。 

• MAC アドレス； 本機の MAC アドレスを確認します。 
• フレンドリーネー ム：本機のフレンド U —ネームを 

確認します （82 ページ)。 

• SSID ； 無線 LAN コンノ（一夕一で接続しているアクセ 
スポイントの SSID を確認します（無線 LAN コンバー 
ターを接続しているとさのみ)。 



1リモコンを AV アンプ操作モードにしてか5 
ホーム メニュ ーボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 
t / IV 和/-►と決定ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 


2 [ネットワーク情報]を選んで決定する。 

ネットワークに関する情報び表示されます。 

3確認が終了した S 、 戻るボタンを巧す。 

ネットワークの情報確認を終了します。 
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その他の設定をする 
〜その他の設定〜 

その他の設定では、 本機の操作や設定に関するさまざま 
な項目を設定でさます。 

1 リモコンを AV アンプ操作モードにしてか! 5 
ホームメニュー ボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

►と ミ夫定 ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目の決定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

2 [システム設定]を選んで決定する。 

3 [その他の設定]を選んで決定する。 

4 調整したい項目を選ぶ。 

• 自動電源オフ； 本機び使用されていないとさに自動 
で電源を切る設定 （ 84ページ） 

• 音量設定： 本機の音量についての設定 （84 ページ） 
• リモコンモード設定； 本機側の IJ モコンモードの 
設定 （84 ページ） 

• Flicker Reduction 設定： GUI 画面の見え方の調 

整 （84 ページ） 

• ソフトウェアの更新： 本機のソフトウェアの更新や 
バージョンの確認 （85 ページ） 

• RFU モコン設定 ( SC - LX 8 己のみ）： CU - RF ] 日日端 
テの設定 （85 ページ） 

• ェクステンション設定 （ SC - LX 75 のみ）； 

CU - RF 1 日日 IJ モコン使用時の設定 （8 已ページ） 

• マルチチャンネル入力設定 ( SC - LX 85 のみ）：マル 
チチャンネル入力の設定 （85 ページ） 

• Bluetooth 機器のペアリング： Bluetooth 機器を 
使用するための初期設定 （40 ページ） 


自動電源オフの設定を巧う 

本機に音声または映像信号び入力され ていない 状態で、 
何を操作びない状態び続いたとさ、自動で電源び切れる 
ように設定できます 。 ZONE 2または ZONE 3を使用 
しているとさは 、 ZONE 2または ZONE 3の電源を切 
れるように設定できます 。 ZONE 2または ZONE 3の 
場合は信号を入力していたり、操作びされていてをここ 
で設定した時間び経過すると自動で電源び切れます。 
メインゾーンと ZONE 2、 ZONES でそれぞれ別々の時 
間を設定することびでさます。 



1[自動電源オスを選んで決定する。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

自動電源オフの設定になります。 

2設定したいゾーンを選んでか6何分後（何時 
間後）に電源を切るかの設定を行う。 

• MAIN : 1 已分， 30 分， 60 分 および OFF から選べま 

す。選んだ時間、無信号かつ無操作状態び続< と電 
源び切れます。 

• ZONE 2 : 30 分， 1 時間， 3 時間， 6 時間， 9 時間 およ 

び OFF から選べます。選んだ時間び経過すると電源 
び切れます。 

• ZONE 3 : 30 分， 1 時間， 3 時間， 6 時間， 9 時間 およ 

び OFF から選べます。選んだ時間び経過すると電源 
び切れます。 

3設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

自動電源オフの設定を終了します。 

因メモ 

• 接続された機器によっては、ノイズび大さい等の理 
由により自動電源オフび動作しない場合びありま 
す。 


音量の設定を巧う 

音量操作についてのさまざまな設定を行います。 



1[音量設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

音量の設定になります。 


2 


[電源オン時音量]を選択ずる。 


2 


U モコンモードの設定を選択ずる。 



• 前回 音量：電源オンすると、電源オフする前と同じ 
音量になります。 

•-- :電源オンすると、電源オン時の音量は最小音量 
になります。 

• 一 80.0 dB 〜 + 12.0dB ;電源オンすると、電源才 

ン時の音量はここで設定した音量になります。日.5 
d 目ステップで設定でさます。 

電源 オン 時音量は、音量制限設定より大さい音量に設定 
することはでさません。 

3 [音量制限]の設定を選択ずる。 

本機から出力される音量の最大値を制限することびで 
さます。 

• OFF :音量制限しません。 

• -20.0dB/ - 1 0.OdB/O.OdB :ここで設定した 
音量に最大音量び制限されます。 

4 [ミュートレベル]の設定を選択ずる。 

消音 ボタンを押したとさの音量を設定します。 

• フル： 音び出なくなります。 

• -40.0dB/ -20.0dB :ここで設定したレベル 
まで音量び下びりますび、音は消えません。 

己設定び終了した!5、戻るボタンを巧す。 

音量設定を終了します。 


■ J モコンモードを設定する 

• 工場出荷時；1 

本機と同じアンプを複数使用する際に U モコンの誤動 
作を防ぐために、本機側の IJ モコンモードを設定しま 
す。 




通常は1を選択しますび、他に本機と同型機のアンプを 
使用する場合は、設定を変更してください。 

3 [0 K ] を選んで決定する。 

4リモコン側のリモコンモードを設定する。 

詳しくは、目7ページの「リモコンで複数のパイオニア 
製アンプを操作する」をご覧ください。 

己設定が終了した！5、戻るボタンを巧す。 

U モコンモードの設定を終了します。 


GUI 画面の見え方を調整する (Flicker 
Reduction 設定） 

• 工場出荷時： OFF 

GUI 画面のちらつさ具合を調整することびでさます。 
GU 晒面び見えにくいと感じたときは設定を変更して 
みてください。 

ここでの設定は GUI 画面にのみ影響するをので、映像出 
力には効果びありません。 


ホームメニューで巧用するボタン 



1 [Flicker Reduction 設定]を選んで決定す 
る。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

GUI 画面の見え方の調整になります。 


1[リモコンモード設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

U モコンモードの設定になります。 











































2 Flicker Reduction を調整する。 



OFF 〜4までの間で調整します。 OFF は多少ちらつさ 
びあってをくっさり表示する設定で、4び最をちらつさ 
を抑えます。 

3設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

GUI 画面の見えちの調整を終了します。 


ソフトウェアの更新を巧う 

本機のソフトウてアの更新とノ（ージョンの確認を行い 
ます。更新はインターネット経由と、 USB メモ U —経 
由の2通りの方法びあります。 

インターネット経由の場合、本機からインターネット上 
のファイルサーバーへアクセスし、更新ファイルをダウ 
ン□ー ドして更新します。この方法の場合は本機びイン 
ターネットに接続していることび前提となります。 

USB メモ U —経由の場合、 PC で更新ファイルをダウ 
ン□ー ドし、更新ファイルを US 巨メモ U - に書き込み、 
US 巨メモ U —を本機のフ□ントパネルの USB 端テに 
挿入して更新します。この方法の場合は事前に更新ファ 
イルび書さ込まれた US 目メモ U —を本機のフ□ントパ 
ネル US 目端テに挿入しておきます。 

• パイオニアのホームページから PC にアップデート 
ファイルをダウン□ー ドする際、 ZIP 形式となります 
び、 ZIP を解凍してから US 日メモ U —に書さ込んで 
ください。また、 US 日メモ IJ 一にちい更新ファイル 
や他機種の更新ファイルびあるとさはそれらを削除 
してください。 

〇重要 

• 更新中は絶対に電源プラグを抜かないでください。 

• インターネット経由で更新しているとさは、 LAN 
ケーブルを抜かないでください。また、 US 目メモ IJ 一 
経由で更新しているとさは、 US 日メモ IJ 一を抜かな 
いで < ださい。 



1[ソフトウエアの更新]を選んで決定する。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

ソフトウェアの更新画面になります。 

2更新の方法を選ぶ。 

• インターネットか 5 更新； インターネット経由で要 
新可能なソフトウェアびあるかどラか確認します。 

• USB メモリーか 5 更新： 本機のフ□ントパネル 

USB 端テに接続された US 日メモ U —に更新可能な 
ソフトウェアびあるかどうか確認します。 

「アクセス中でず」 と表示され更新ファイルを確認して 
います。しばらくお待ちください。 

3更新ファイルが見つかったかを画面で確認す 
る。 

「新しいファイルび見つかりました。」 と表示されたとき 
は更新 つァイ) レび確認されたことを意味します。ソフト 
ウェアのバージョンと更新時間び表示されます。 
「最新のバージョンでず。更新の必要はありません。」 と 

表示されたとさは更新ファイルび確認されなかったこ 
とを意味します。 

4更新するときは [0 K ] を選びます。 

更新画面となり、更新び実行されます。 

• 更新び完了すると自動で電源び切れます。 


ソフトウエア更新時のメッセージについて 

本機のフ□ントパネルディスプレイに ■ tU 下のメッセー 
ジび表示される場合びあります。 


1 メッセージ 

内容 1 

N0 UPDATE 
FILE 

US 目メモ u —内に更新ファイルび見つか 
りません。更新ファイルは USB メモリーの 
ルートディレクト U に保存してください。 

FILE ERROR 

US 目メモ U —を挿し直してみたり、更新 
ファイルを保ちし直してみてください。そ 
れでちエラーになるとをは別の US 目メモ 

U —をご使用ください。 

UPDATE 
ERROR 1 
〜 UPDATE 
ERROR 7 

本機の電源を切ってから電源を入れ直し、 
再度ソフトウエアの更新を行ってみてくだ 
さい。 

Update via 
USB 

この表示び点滅したとさは更新に失敗した 
ことを意はします。 USB 経由での更新を 
行ってください。 US 目メモ U —に更新ファ 
イルを書さ込んで USB 端テに挿入します。 
更新ファイルび見つかると自動でソフトウ 
エア更新を開始します。 

UEl1 

UE22 

ち巧 II 天敗しホしに。 6 コーち间レす順 C 
_ソつ h ウ T アの巧新ホま行 1 ，てくだホい。 

UE33 


システム設定およびその他の設定を巧う) 


CU - RF 100リモコン使用時の設定を巧う 
( RFU モコン設定） 

SC-LX85 のみ 
• 工場出荷時： OFF 

付属の CU - RF 1日日 U モコンを使って、本機を RF 双方向 
通信で操作するとさの設定です。ここでの RFU モコン 
設定で ON を選ぶことで、 CU - RF 1 00端テに電源び供 
給され、本機びスタンノ（イの状態でも CU-RF ] 日日 IJ モ 
コンの RF 双ち向通信で電源を入れられるよラになりま 
す。 



1 [ RF リモコン設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

CU - RF 1 日日端テの設定になります。 

2 RF リモコン設定を選択ずる。 



ON または OFF を選びます。 

3設定が終了した!5、戻るボタンを巧ず。 

CU - RF 1 日日端テの設定を終了します。 


CU - RF 100リモコン使用時の設定を巧う 
(エクステンション設定） 

SC-LX7 己のみ 
• 工場出荷時； OFF 

別売りの CU - RF 1 日日リモコンを使って、本機を 
RF 双方向通信で操作するとさの設定です。ここ 
での エクステンション 設定で ON を選ぶことで、 
EXTENSION 端テに電源び供給され、本機びスタンパ' 
イの状態でも CU - RF 1日日 U モコンの RF 双ち向通信で 
電源を入れられるよラになります。 



1[エクステンシヨン設定]を選んで決定する。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

EXTENSI 日 N 端テの設定になります。 

2エクステンション設定を選択する。 



ON または OFF を選びます。 

3設定が終了した S 、 戻るボタンを巧ず。 

EXTENSION 端テの設定を終了します。 


7ルチチヤンネル入力を設定する 

SC-LX8 已のみ 

マルチチヤンネル入力でのサブウーファーレベルを上 
げることびでさます。また、マルチチヤンネル入力を選 
択しているとさに、他の入力の映像を見ることびでさま 
す。ここではどの映像入力をマルチチヤンネル入力に割 
り当てるかを設定します。 


ホームメニューで ffi 用ずるボタン 



1[マルチチヤンネル入力設定]を選んで決定す 
る。 

ここから読む場合は84ページの「その他の設定をす 
る〜その他の設定〜」をご覧ください。 

マルチチヤンネル入力の設定になります。 


Ja 



















































■9(システム設定およびその他の設定を巧う 


2 [ SW 入カゲイン]を選択する。 



• OdB :収録されているままのレベルで出力します。 

• +10 dB :サブウーファーの出カレベルび1日 d 日 
上びります。 

3 [ビデオ入力]の映像入力を選択する。 

マルチチヤンネル入力のとさに、ここで割り当てられた 
映像入力を見ることびでさます。ここで割り当てられる 
映像入力は、 DVD 、 TV / SAT 、 DVR / BDR 、 VIDEO 1 

のいずれかです。 

4設定が終了した5、戻るボタンを巧す。 

マルチチヤンネ>1レ入力の設定を終了します。 


GUI 画面の表示言語を変更する 
〜 OSD 言語設定〜 

GUI 画面の表示言語を変更することびでさます。 

工場出荷時は曰本語に設定されています。変更でさる言 
語は英語と曰本語のいずれかです。 

1む AV アンプボタンを巧して本機の電源を入 
れてか5テレビの電源も入れる。 

2 リモコンを AV アンプ操作モードにしてか S 
ホーム メニュ ーボタンを巧す。 

テレビ画面にホームメニュー画面び表示されます。 

►と決定ボタンを使って力ーソル移動と設 
定値の変更および選択項目のミ夫定を行います。 戻る ボタ 
ンで]つ前の画面に戻ります。 

3 [システム設定]を選んで決定する。 

4 [ OSD 言語設定]を選んで決定する。 

己変更したい言語を選ぶ。 



6 [0 K ] を選んで決定する。 

GUI 画面の表示言語び変更されて、 システム設定 画面に 
戻ります。 

ホームメニューを 終了するとき は、 ホームメニュー ボタ 
ンを 押します。 










その他の情報 


が 障 かな？ と 思った S 



故障かな？と思ったらし:〇^を調べてみてください。意外なミスび故障と思われびちです。また、本機外の原因 
を考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器を、あわせてお調べください。 

似下の項目を調べてを直らない場合は、修理をご依頼ください。 

電源について 




猫犬 

原因 

対応 

参照 

電源び入らない 

電源プラグびコンセントに正しく接続 
されていない。 

電源プラグを一度コンセントから外し、 
正し < 接続し直す。 

33 

SC - LX 85 のみ: 

電源び入らない 

U モコンの操作を RF 双ち向通信 
に設定しているときは、本機の 

RF リモコン 設定を ON に設定しないと 
本機の電源を入れることびできません。 

RF リモコン 設定を ON にする。 

8己 


U モコンの操作を RF 双ち向通信に設定 
しているび、 RF アダプターの接続び正 
し < 行われていない。 

RF アダプターと本機を正しく接続す 
る。 

14 

電源び切れない (ZONE ON 表示さ 
れる） 

マルチゾーンびオンになっている。 

フ□ントパネルの MULTI-ZONE ON / 
OFF ボタンを巧して電源を切る。 

已6 

操作ボタンを押してち動作しない 

空気び乾燥して静電気などの影響を受 
けている。 

電源プラグを一度コンセントからがし 
て、再び差し込む。 

— 

大さな音量で再生していたら電源 

スピーカーの実動作上の最低インピー 

ボ U ユームを下げて再生する。 

— 

び突然切れた 

ダンスび非常に低いため、保護回路び働 
いた。または、低周波の過大な入力び持 
続した。 

チヤンネルごとの周波数特性の補正で 
低域 (63 Hz または] 2己 Hz ) のレベルを 
下げる。 

74 



DIGITAL SAFETY 機旨居を]または2に 
すると、さらに数 d 目音量び上げられる 
場合びあります。スタンバイモード時 
に、本体の ENTER ボタンを巧しなびら 
む STANDBY/ON ボタンを巧し、 f/l 
で 「 D.SAFETY ◄ OFF ►」を選び、 

畔で1、2、 OFF を切り換えます。 （1 ま 
たは2を選ぶと一部の機能び使用でさな 
くなることびあります） 


電源び突然切れて 

iPod iPhone iPad インジケー 

夕一び点滅する 

スピーカーコードのお線びスピーカー 
端テからはみ出して、 U アパネルに接触 
しているか、 +/- び接触し、保護回路 
び働いている。 

スピーカーコードのお線をわう一度 
しっかりねじり直し、アンプまたはス 
ピーカー側のスピーカー端テからはみ 
出ないよラに接続する。 

17 


本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置場所を変え 
てみる。 

7 



1分待ってから電源を入れてみる。 

— 


上記政外の場合、本機のアンプ回路の故 
障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼し 
てください。この症状のあとに電源の 
ON / OFF を繰り返すのはおやめくださ 
い。 

102 


その他の情播) 


症げ 

原因 

対応 

参照 

AMP ERR と表示されて電源び切 

れる。 ADVANCED MCACC イン 

ジケーターび点滅して、電源び入ら 
ない 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを 
抜いて修理を依頼して<ださい。この症 
状のあとに電源の ON / OFF を繰り返す 
のはおやめ < ださい。 

102 

AMP OVERHEAT と表示されて 
電源び切れ、 FL OFF インジケー 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるように設置場所を変え 
てみる。 

7 

ターび点滅する 


1分待ってから電源を入れてみる。 

— 


スピーカーを接続しているコードび 
ショートしている。 

コードびショートしているときは、新し 
いスピーカーコードで接続し直してく 
ださい。 


電源び突然切れ、 

ADVANCED MCACC インジ 

ケーターび点滅する 

本機の電源部び故障している可能性び 
あります。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを 
抜いて修理を依頼して < ださい。 

102 

FAN STOP と表示され、 
iPod iPhone iPad インジケー 

夕一び点滅する 

;令却用の内蔵ファンの故障です。 

すみやかに使用を停止し、電源コードを 
抜いて修理を依頼して<ださい。この症 
状のあとに電源の ON / OFF を繰り返す 
のはおやめ < ださい。 

102 

12V TRG ERR と点滅表示される 

12 V 卜1」ガー端子に不具合び生じてい 

電源を切って接続を確認してから、わラ 
一度電源を入れてみて < ださい。 

— 

音について 

症げ 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてわ、音び出ない 

入力端テの接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

13 


すジタ )レ入力の設定び正し < ない。 

設定を修正する。 

3已 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

音芦切換 ボタンで正しい入力信号を選 
択する。 

37 


消音（三ユート）状態(音量インジケー 
ターび点滅)になっている。 

U モコンで消音（三ユート）を解除する。 

37 


へッドホンび接続されている。 

へッドホンを抜く。 

37 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを巧して、 OFF 政が 
にする。 

已6 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

37 


オーディオ調整の HDMI 音声出力の設定 
で THR 0 U 白 H を選択してし、る。 

HDMI 音声出力の設定で AMP を選択す 
る。 

己0 


オーディオ調整の Fixed PCM び ON に 

なっている。 

PCMi ；! 外の音声入力を再生でさな < な 
ります。 PCM 音声じ(外を入力している 
とさは OFF を選ぶ。 

已〇 

フ□ントスピーカーじ(がの音び出 
ない 

スピーカー設定びフ□ント ch じ(がすべ 
て N0 になっている。 

スピーカーの設定を修正する。 

79 


リスニングモードび STEREO またはフ 
□ントサラウンド•アドバンスモード、 
SOUND RETRIEVER A 旧になってし^ 
る。 

サラウンド再生用の U スニングモード 
を選択する。 

42 










































■ Qf その他の瞬民 


1 樹犬 

原因 

対応 

参照 

サラウンドバックスピーカーから 
音び出ない 

スピーカー設定でサラウンドまたはヴ 
ラウンドバック ch の設定び N0 (無し)に 
なっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

79 


接続び正しくない（サラウンドバック 
ch を1本のスピーカーで接続していて R 
ch 側に接続している）。 

接続を再確認する（サラウンドバック ch 
を1本のスピーカーで接続しているとさ 
は Lch 側に接続する）。 

18 

フ□ント八イトまたはフ□ントワ 
イドスピーカーから音び出ない 

スピーカー設定でフ□ント八イトまた 
はフ□ントワイド ch の設定び N0 (無し） 
になっている。 

フ□ント八イトまたはフ□ントワイド 
ch の設定を修正する。 

79 


スピーカー設定でサラウンド ch の設定 
び N0 (無し)になっている。 

サラウンド ch の設定を修正する。 

79 


スピーカー端テの設定でフ□ント八イ 
卜またはフ□ントワイドから音び出な 
い設定になっている。 

SPEAKERS ボタンで正しい設定を選 
んで < ださい。 

已6 

特定のスピーカーから音び出ない 

スピーカーシステムの設定び正しくな 
い。 

スピーカーシステムを正しく設定して 
からフルオート MCACC を行う。 

34 


スピーカー設定び N0 (無し)になってい 
る。 

スピーカーの設定を修正する。 

79 


スピーカーの接続びがれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

18 


再生ソフトのサウンドトラックび意図 
的にそのよラに録音されている。 

U スニングモードによっては効果音の 
み出力される場合びあります。 

— 


スピーカーの出カレベル設定び小さい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

44 

デジタル機器の音び出ない 

デジタ J レ接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

13 


デジタ J レ入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

3己 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

接続されているデジタル機器に応じて、 

音芦切換 ボタンで DIGITAL を選択す 

る。 

37 


デジタル出カレベル調整機能び付いて 
いる CD プレーヤーなどのデジタル出力 
レベル設定び低すざる。 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切 
に修正する 。 （DTS CD の場合は 0.0 d 目 
に設定してください。） 



再生ソフトのデジタルフオーマットに 
対応していないプレーヤーである（また 
は出力しない設定になっている）。 

対応フォーマットの音声トラックを選 
択する（または出力させる設定にする）。 


SC - LX 85 のみ: 

MULTI CH IN 入力を選択しても 
音声び出ない。 

スピーカーシステムの 設定で、 

己 . 1 ch F+Surr Bi-Amp または 
己 . IchF+CBi-Amp を選んでいる（フ 

□ントスピーカーとセンタースピー 
カーまたはサラウンドスピーカーをバ 
イアンプ接続している）。 

センタースピーカーまたはサラウンド 
スピーカーをバイアンプ接続している 
ときは MULTI CH IN 入力から音び出ま 
せん。 MULTI CH IN 入力から音を出し 
たいとさはスピーカーシステムを変更 
して < ださい。 


表示部にマルチチヤンネル信号の 
プ□グラムフォーマットインジ 
ケーターび点打しているび、音び出 
ていないスピーカーびある 

再生しているソースのプ□グラム 
フオーマットにはそのチヤンネルの情 
報び記録されているび、そのチヤンネル 
に音声び収録されていない。 

故障ではありません。収録内容をご確認 
<ださい。 


PCM 政がの信号の音び出ない 

オーディオ調整の Fixed PCM び ON に 

なっている。 

PCM 政がの音声入力を再生でさな<な 
ります。 PCM 音声じ(外を入力している 
ときは OFF を選ぶ。 

已〇 


1 猫犬 

原因 

対応 

参照 1 

録音びでさない 

アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信 
号をアナ□グで録音しよラとしている。 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル 
信号はデジタル録音のみ可能です。 

己7 


コピープ□テクト信号の入ったデジタ 
ル信号である。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタ 
ル信号は録音することびでさません。 

— 


OUT 端テの接続び正し < ない。 

正し <接続し直す。 

13 

無入力でわノイズび聞こえる 

電源そのちのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足 
配線になっていないか確認する。 

— 

スピーカーの設定をフ□ントの 
み LARGE としていて7ルチかの 
DVD オーディオを再生したび、マ 
ルチ ch 音声びダウン三ックスされ 
ない 

ダウン三ックス禁止のソフトを再生し 
ている。 

故障ではありません。 


DTS CD のサーチ中にノイズび出 
る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報 
を読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプ 
の音量を下げ、スピーカーから出る音を 
抑えて < ださい。 


DTS の LD を再生するとノイズび 
出る 

音声入力信号の切り換えで AN AL0G び 
選択されている。 

機器を正しくデジタル接続し、 音芦切換 
ボタンで DIGITAL を選択する。 

37 

最大音量び+12 dB まで上びらな 
し飞 

音量制限び設定されている。 

音量制限の設定をオフにする。 

84 

DTS-HD や Dolby TrueHD の音声 
を再生でさない 

アナ□グやデジタル（光•同軸）の音声 
ケーブルによる接続ではプレーヤーか 
ら信号び伝送されません。 

プレーヤーと HDMI による接続を行って 
<ださい。 

2己 


音声入力信号の選択び正し < ない。 

音声入力信号の切り換えで HDMI を選 
択する。 

37 


プレーヤーの音声出力設定び、 PCM に 
変換する設定になっている。 

プレーヤーの音声出力設定を変更する。 

— 

視聴中に本体からカチカチと音び 
する 

IJ スニングモードによっては入力音声 
の変化に応じてフ□ント八イト（または 
フ□ントワイド）とサラウンドバックの 
スピーカーを自動的に切り換えること 
びあります。このとさスピーカーの切換 
動作音び発生します。 

気になるとさはフ□ントパネルの 
SPEAKERS ボタンを押して再生する 
スピーカー端テの設定を変更してくだ 
さい。 

己6 

U スニングモードや HOME 

MENU の項目などで選択でさない 
ちのびある 

本機の操作 モー ドび基本になっている。 

すべての機能を制限無<お使いになり 
たいとさは エキスパー トを選びます。 

3已 







































サブウーファーの接続/再生について 


1 猶犬 

原因 

対応 

参照 

ヴブウーファーから音び出なし^ 

サブウーファーあり/なしの設定び 

N0 (無し)に設定されている。 

スピーカー設定を確認して、サブウー 
ファーの設定を YES (あり）または 

PLUS にする。 

79 


再生しているソース(シーン)や音楽に超 
低域成分 （ LFE チャンネル）び含まれて 
いない。 

故障ではありません。収録内容をご確認 
<ださい。 



接続び外れている(または、間違ってい 
る)。 

サブウーファーの接続を確認して、がれ 
ているまたは間違っているとさは接続 
し直す。 

18 


サブウーファー側の電源び OFF になっ 
ている。 

サブウーファーの電源を確認する。 

— 


サブウーファー側の自動スタンバイ機 
能び働いている。 

サブウーファーの機能を確認する（詳し 
<はサブウーファーの取扱説明書をご 
覽< ださい。） 


サブウーファーからの音びルさい 

低域成分びない、またはかないソースや 
ディスク （ CD など）を再生している。 

再生しているソースの低域成分びかな 
<、サブウーファーの音量び不足して 
いる場合は、スピーカー設定でサブウー 
ファーの設定を PLUS にする。 

79 


サブウーファー出カレベルの設定値び 
ルさい。 

スピーカー出カレべ J レの設定を確認し 
て、適切なレベルに調整する。 

44 


ク□スオーノ（一周波数の設定び低い。 

X .0 VER の設定を確認して、適切なレべ 
ルに調整する。 

79 


ヴブウーファー側のボ IJ ューム設定び 
ルさい。 

サブウーファーのボ U ユームレべルを 
上げる。 

— 


映像について 


1 猫犬 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてわ、映像び出な 
し、または違ラ入力の映像び出る 

TV モニター側の入力切り換え設定び正 
し < ない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みにな 
り、正しい入力に切り換えてください。 

— 


ソース機器と HDMI 端テで接続している 
び、 TV モニターを HDMI 端テで接続して 
いない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端テ 
を使って本機と接続する。 

2已 


ソース機器と TV モニターを接続してい 
るコードの種類び違っていて、ビデオ調 
整機能のビデオコンバーターの設定び 
OFF になっている。 

ビデオコンバーターの設定を ON にす 
る。 

己2 


映像によっては著作権の関係で映像び 
出力されない場合びあります。 

解像度の設定を変更するか、ビデオコン 
バーターの設定を OFF にしてください。 

已2 


TV モニター側で非対応の映像信号を出 
力している。 

解像度の設定を変更するか、ビデオコン 
バーターの設定を OFF にしてください。 

已2 

コンポーネント端テに接続した 
ソース機器の映像び出ない 

入力端子の 設定の Component In の設 

定び正し < ない。 

入力端子の 設定を正しく行ラ。 

3已 

録画びでさない 

録画機器とソース機器の接続端テび 
合っていない。 

録画機器の接続端テとソース機器の接 
続端テをコンポジットで合わせる。 

24 



コピープ□テクト信号の入った映像信 
号は録画することびでさません。 

— 


その fflUD， 度き 


症げ 

原因 

対応 

参照 

コンバート後の出力映像び出ない、 
または乱れる 

コピープ□テクト信号び極端に大さい、 
または画質劣化の激しいビデオテープ 
を再生している。 

コンバート回路または TV モニターの仕一 
様です。コンポジット端テの出力映像で 
お楽しみください。 

コンポーネント端子から映像び出 
力されない 

480 i のみに対応したテレビ（モニター） HDMI 接続したテレビ（モニター） 0. 
をコンポーネントで接続し、同時に 源を切る。 

) 電一 


HDLy e ^ビデオ調整臟の解像度の設定を 

た場合、コンホーネントで接続したモ— PURE 广寸ス 
ターから映像び出ない場合びあります。 

已2 

操作について 

症状 

原因 

対応 

参照 

音芦切換 ボタンを押しても入力 
び DIGITAL にならない 

接続またはデジタル入力の設定び正し 
<ない。 

機器の接続を再確認し、デジタル入力 
の設定を正し < 修正する。 

37 

己. Ich ソースを再生しているの 
に、已 . Ich 再生されない 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定 
び OFF になっている。 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定 
を ON にする。 

— 


DVD プレーヤーのドルビーデジタル 
または DTS 出力設定び OFF になって 
いる。 

DVD プレーヤーのドルビーデジタル 
または DTS 出力設定を ON にする。 


U モコン操作びでさない 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

7 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7 m 政内、左ち30°し：1内で操作する。 

8 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除< か、操作する場所を 
移動する。 

8 


堂光打などの強い光び U モコン信号受 
光部に当たっている。 

1」モコン信号受光部に光び直接当たら 
ないよラにする。 

8 


U モコンと本機の U モコンモードの設 
定び異なっている。 

U モコンと本機の U モコンコードの設 
定を一致させて < ださい。 

SC - LX 8 己： 
59. 84 
SC - LX 7 已： 
67, 84 

他機器を U モコンで操作でさな 
し飞 

プ U セットコードの設定び間違ってい 
る。 

わう一度プ U セツトコードを呼び出し 
て<ださい。同じメーカーで別のプ U 
セツトコードびあるとさはそれぞれの 
プ U セツトコードを呼び出してみて< 
ださい。 

SC - LX 8 己： 

已9 

SC - LX 7 已： 
67 


電池切れの期間にメモ U —び消まされ 
た。 

わラー度設定を行ラ。 

SC - LX 8 己： 

已9 

SC - LX 7 已： 
67 

他機器を正しく操作でをない U 
モコンのボタンびある 

プ U セットコードは、すべての他機器 
の動作を保証するちのではありませ 

Aj 。 

学習機能で必要なコマンドを登録して 
ご使用ください。 

SC - LX 8 己： 
60 

SC - LX 7 己： 
67 


SC - LX 8 己： 
60 

SC - LX 7 己： 
67 


びあります。 


他機器の U モコンのコマンドを正しく 学習機能で登録したコマンドび正しく 
学習でさていない。 動作しないとさは、学習させる際の U 

モコン間の距離を変えるなど再度試し 
てみて<ださい。それでち動作しない 
とさは、本機の U モコンでは登録でさ 
ない特殊なフオーマツトである可能性 












































■ Qf その他の瞬民 


症状 

原因 

対応 

参照 

SC-LX8 己のみ: 

RF 双ち向通信で本機や他機器の 

U モコン操作びでさない。 

他機器と電波干渉しているかわしれま 
せん。 

電子レンジや無線 LAN などを使用した 
機器、ワイヤレス機器などとの距離を 
離してみて < ださい。 

6己 



RF アダプターと無線 LAN コンバー 
夕一 ( AS - WL 30 0) を離してくださ 
し、それでち改善されないとさは U モ 
コンを 旧 MODE に変更してください。 

64 


電池の向さび正し<ない。または電池電池の向さを確認して<ださい。向さ7 
び消耗している。 び正しくても操作でをないとさは、電 

池を交換して < ださい。 


RF アダプターと本機の接続び正しく RF アダプターと本機を正しく接続す ] 4 

行われていない可能性びあります （ RF る。 

アダプターの LED は消灯状態となりま 
す)。 


ぺアリングびがれてしまつているかも再度ペアリングしてください。 64 

しれません。 


U モコンまたは本機を初期化してしま再度設定してください。 目4 

うと、 RF 双ち向通信機能わ U セットさ 
れます。 


SC-LX8 曰のみ: 電池の残量び少な<なると、ちらつさ新しい電池に交換して<ださい。 7 

リモコン表示部びちらつく。_び発生します。_ 

旧接続をしているのに相手機器 接続でコント□ール端テの IN / OUT を正しく接続し直す。 32 

び U モコンで動作しない 間違えている。 

コント□ールコード必がの接続をしてアナ□グのオーディオコードまたは 32 

いない。 HDMI ケーブルなどを接続する。 

他社製品の同用途端テと接続してい 他社製品の動作はヴポートしていませ 一~ 

な。 Aj 。 


設定び消えてしまった 設定中または設定後すベてのゾーンを設定中は電源コードを抜かないでくだ 一 

OFF にしないまま電源コードを抜い さい。（設定はメインゾーンとヴブゾー 

た。 ンびすべて OFF になるときに記憶され 

ます。電源コードを抜く前にすベての 

_ゾーンを。 FF にしてください。）_ 

本体の INPUT SELECTOR ダイ入カスキップの設定びオンになってい入カスキップの設定をオフにする。 81 

ヤルやリモコンの 入力切換 ボタ る。_ 

^で' t 刀 C 換ス5れない人力びを HDMI IN 1 から IN 目端テび他の入力 HDMI の入力端テの割り当てをやめ 37 

& に割り当てられている。 る。 

音量をミ夫まった値 (-20 dB /- l 0音量制限び設定されている。 音量制限の設定をオフにする。 84 

d 目/ Od 目）より上げることびでき 
ない 


1」スニングモードや HOME 本機の 操作モー ドび基本になってい 全ての機能を制限無くお使いになりた3已 

MENU の項目などで選択でさなる。 いときは エキスパー トを選びます。 

いちのびある 


インジケーター/表示について 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタルのソフトを再生して 

子ジタ )レ接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

13 

わ、対応するインジケーターび点打 
しない 

デジタ J レ入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

3己 

音声入力信号の選択び正し < ない。 

音芦切換 ボタンで正しい入力信号を選 
択する。 

37 



プレーヤーび停止か一時停止になって 
いる。 

再生を開始する。 

— 


プレーヤーの音声出力設定び間違って 

プレーヤーの音声出力設定を各フォー 

— 


いる。 

マットに対応するよラ修正する。 



再生しているトラックび PCM などに 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮 

— 


なっている。 

デジタルの音声を選択する。 


圧縮デジタルのソフトを再生して 

収録フォーマットび已 . Ich (または 

故障ではありません。再生しているソフ 

— 

もすベてのプ□グラムフオーマツ 
トインジケーターび点なしない 

「日. Ich 再生検出信号」対応）ではない。 

卜のパッケージをご確認ください。 


圧縮デジタルのソフトを再生して 

デジタル信号び入力されていない。 

音芦切換 ボタンで AUTO または 

37 

も、 □□ D に ITAL または DTS などの 


DIGITAL を選ぶ。 


表示にならない 

ドルビーサラウンドエンコードされた 

故障ではありません。再生しているソフ 

— 


ソフトである。 

卜のパッケージをご確認 < ださい。 


Surround EX (または DTS - ES ) 

スピーカー 設定で、 サラウンドバック 

サラウンドバック ch の設定を、接続した 

79 

ソフトを再生中、 SL 、 SR のインジ 

チヤンネルび N 0(無し)に設定されてい 

スピーカーに合わせて変更する。 


ケーターは点灯するび 、 EX (また 

る。 



は ES ) プ'コードしない 

U スニングモードび正しくない。 

U スニングモードをサラウンドにして 
再生する。 

42 

DVD オーディオを再生している 

HDMI 接続をしている入力で、 DVD オー 

故障ではありません。 

— 

のにディスプレイには PCM と表示 

ディオを再生すると PCM と表示されま 



される 

す。 



HDM 胺続/再生について 

症状 

原因 

対応 

参照 

映像と音声の両方び出ない 

本機は HDCP に対応しています。ご使用 

HDCP 非対応のときはコンポーネント 

2已 


の機器び HDCP 対応かどうかをご確認 

ビデオまたはコンポジットビデオコー 



<ださい。 

ドで接続してください。 



ソース機器の仕様によっては、 AV アン 

ソース機器の仕様を確認し、非対応の 

2己 


プを通しての HDMI 接続びでさない場合 

とさはソース機器と本機をコンポーネ 



びあります。 

ントビデオまたはコンポジットビデオ 
コードで接続してください。 


映像び出ない 

ソース機器によっては、設定した解像度 
で映像び出力されない場合びあります。 

解像度の設定を変更してみてください。 

己2 


映像信号は Deep Col □「だびテレビ(モ 

Deep Col □「に対応したテレビ(モニ 

2已 


二夕一）び Deep Col □「に対応していな 
い。 

ター）で再生する。 



映像信号は Deep Col □「だび HDMI ケー 

八イスピード HDMI ケーブルを使ってく 

2已 


ブルび Deep Col □「に対応していない。 

ださい。 











































1 猫犬 

原因 

対応 

参照 

音声び出ない、またはとざれる 

オーディオ調整機能の HDMI 音声出力の 
設定び THROUGH になっている。 

AMP に設定してください。 

50 


DVI 機器と接続しているときは、音声び 
出ません。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

2已 


アナ□グ映像を HDMI 出力しているとを 
は音声接続び必要です。 

別途音声の接続を行って < ださい。 

2已 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 

— 


オーディオ調整機能の HDMI 音声出力の 
設定び THROUGH で、マルチチヤンネ 
ル音声を入力している場合、すべての 
チヤンネルの音声は HDMI 出力されませ 
Aj 。 

アナ□グまたはデジタル音声接続を 
行ってください。 


映像び乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあ 
るとさ（早送りなど）は映像の品位に 
よって映像び歪んだり乱れたり映らな 
<なることびあります。また、モニター 
側の性能によっては同様の症状び出る 
ことちあります。 

ビデオ調整機能のビデオコンバーター 
の設定を OFF にして入力と同じビデオ 
フォーマット（コンポーネントビデオま 
たはコンポジットビデオコード）で接 
続、再生してください。 

已2 

HDCP ERROR と表示される 

HDCP に対応していない機器び接続さ 
れている。 

コンポーネントビデオまたはビデオ 
コードで接続してください。 HDCP に巧 
応した機器でわ表示されることびあり 
ますび、映像びとざれな<出力されてい 
るとさは不具合ではありません。 


入力端子の 設定で HDMI Input の 

入力切り換え設定びでさない 

HDMI 設定のコント□-ル機能び ON に 
なっている。 

HDMI 設定のコント□-ル機能を OFF 
にして < ださい。 

己4 

HDMI によるコント□-ル機能で 
シアターモードび動作しない 

HDMI 設定のコント□-ル機能び OFF 
になっている。 

HDMI によるコント□-ル機能を ON に 
して < ださい。 

己4 


コント□-ル設定び PQLS になってい 
る。 

コント□-ル設定で ALL を選択する。 

已4 


本機の電源をテレビよりも先に ON し 
た。 

テレビの電源を ON してから本機の電源 
を ON にする。 

已4 


テレビ側の HDMI によるコント□-ル機 
能び OFF になっている。 

テレビ側の HDMI によるコント□-ル機 
能を ON にする。 

— 


テレビび HDMI OUT 1 端テに接続され 
ていない。 

テレビを HDMI OUT 1 端テに接続し 
て、 HDMI 出力設定を HDMI OUT 1 に 
する。その後、テレビの電源を入れてか 
ら本機の電源を入れてください。 

2己 


その他の情報) 


AV ナビゲーターについて 


1 猶犬 

原因 

対応 

参照 1 

AV ナビゲーターび本体とラま <連 
動しない。 

本体の電源び入っていない。 

本体の電源を入れて<ださい。（ネット 
ワーク機能の起動のため、電源を入れた 
あと]分ほどお待ちください。） 

その後、 AV ナビゲーターの 本体の検出 
を押して、本体を検出し直してくださ 
い。 



本体またはパソコンび LAN に接続され 
ていない。 

本体またはパソコンを LAN ケーブルで 
ネットワークに接続してください。 
その後、 AV ナビゲーターの 本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 

31 


ルーターの電源び入っていない。 

ルーターの電源を入れて<ださい。 
ルーターび完全に立ち上びってから、 

AV ナビゲーターの 本体の検出を 巧し 
て、本体を検出し直して<ださい。 



AV ナビゲーターのネットワーク設定び 
正しくない。 

お使いのルーターび DHCP に対応して 
いない場合、本機の IP ァドレスを AV ナ 
ビゲーターに設定する必要びあります。 
本体でまず IP ァドレスを設定し、同じァ 
ドレスを AV ナビゲーターでち設定して 
<ださい。 

その後、 AV ナビゲーターの 本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 

82 


パソコンのネットワークの設定やセ 
キュ U ティの設定により、ネットワーク 
接続び制限されている可能性びありま 
す。 

パソコンのネットワークの設定やセ 
キュリティの設定を確認してください。 
その後、 AV ナビゲーターの 本体の検出 
を押して、本体を検出し直して<ださ 
い。 



取説連動の動作モードを変更すると、ブ 
ラウヴに設定び伝わらずにうまく連動 
しな<なることびあります。 

ブラウヴの更新ボタンでページを表示 
更新するか、 IJ ンクから他のページを表 
示させることで設定び伝わります。 


AV ナビゲーターをインス1-ールで 
さない 

システム U ソースび足りないなどの理 
由で、エラーメッセージび表示されるこ 
とびあります。 

パソコンを再起動し、他のァプ U ケー 
ションを起動していない状態でインス 

1ルファイル （AVNV XXX XXX. 
exe ) を開始させてください。 



他のソフトウェアとの相性により、アッ 
プデートびラま<いかないことびあり 
ます。 

政下の順まで対応を実行してみてくだ 
さい。 

1) パソコンで他のアプリケーションを 
起動している場合は、他のァプ IJ ケー 
ションを終了してから、インストール 
ファイル （AVNV XXX xxx . exe ) を起 
動して < ださい。 

2) それでもうまくいかない場合は、パ 
ソコンを再起動して、他のアプ U ケー 
ションを起動していない状態で、イン 
TsI -一 J レファイ J レ ( AVNV _ XXX _ xxx . 
exe ) を起動してください。 


ソフトウェアの更新（アップデー 
卜）びラまく動作しない。 

インターネットサービスプ□バイダー 
のネットワークに問題びある場合びあ 
ります。 

お客様びご契約しているプ□ノ（イダー 
にお問い合わせください。 



Ja 






























■ Qf その他の瞬民 


症状 

原因 

対応 

参照 

接続ナビ,取説連動,用語集 および 

ソフト 更新を起動すると、セキュ U 
ティー保護についての警告びブラ 
ウヴにて表示される 

ブラウヴのセキュリティ機能のためで 
す。 

問題ありませんので、ブ□ックされてい 
るコンテンツを許可する操作を行って 
<ださい。 


USB 端子について 

症状 

原因 

対応 

参照 

US 目メモ U —のフオルダーや音楽 
ファイル、写真ファイルび表示され 

フォルダーや音楽ファイル、写真ファイ 
ルび FAT 領域政がに保存されている。 

フォルダーや音楽ファイル、写真ファイ 

J レを FAT 領域に保存してください。 

38 

ない 

フォルダー内の階層び8階層を超えてい 
る。 

フォルダー内の階層を8階層じ(内にして 
<ださい。 

38 


US 目メモ U — に30 000を超えるフォ 
ルタ'一/ファイルび保をされている。 

US 目メモ IJ 一には30 000じ(内のフオ 
ルダー/ファイルになるよラ保をしてく 
ださい。 

38 


US 目メモ U —に記録された音楽ファイ 
ルに著作権保護 （ DRM ) びかけられて 
いる。 

著作権保護 （ DRM ) びかけられている 
音楽ファイルは再生でさません。 

38 

US 目メモ U —を認識でさない 

US 目メモ U —び US 目マスストレージク 
ラスに対応していない。 

US 目マスストレージクラスに対応した 
US 目メモ U - をお使いください （USB 
マスストレージクラスに対応した US 目 
メモ U —であっても、本機で再生でさな 
いちのちあります）。 

38 


US 目メモ U —のフォーマツトび 、 NTFS 
または HFS である。 

US 目メモ U —のフォーマットび 

FAT ] 2、 FAT ]6または FAT 32でぁ 
るかどうか確認してください。 NTFS 、 
HFS は本機で再生することびできませ 
ん。 

38 


US 目メモ1」一びしっかりと接続されて 
いない。 

US 目メモ U —の接続を確認してから、本 
機の電源をオンしてください。 

31 


US 目八ブを使用している。 

本機は US 目八ブには対応しておりませ 
Aj 。 

38 


本機び US 目メモ U —を不正と認識して 
いる。 

一度本機の電源をオフにしたのち、再び 
オンにして < ださい。 

38 

USB メモ U —を接続していて画面 
には表示されるび再生でさない 

本機で正常に再生でさるファイル 
フォーマツトでない。 

再生でさるファイルフォーマットを確 
認してください。 

40 

US 目キーボードを認識でさない 

US 目八ブを使用している。 

本機は US 目八ブには対応しておりませ 
ん。 

38 


PS 2 キーボードを PS 2/ US 目変換〕ネ 
クターを使用して接続している。 

PS 2/ US 目変換コネクターを経由して 
PS 2 キーボードを接続してわ使用でを 
ません。 

31 


USB キーボードび USB HID クラスの機 
器ではない。 

USB HID クラスの USB キーボードを使 
用して < ださい。 

31 

USB キーボードで正し<文字入力 
びでさない 

US International レイアウトではない 
USB キーボードを使用している。 

US International レイアウトの USB 
キーボードを使用して<ださい。（他の 
レイアウトのキーボードでわ文字入力 
は可能ですび、一部の文字び正し<入力 
でさないことびあります。） 

31 


ADAPTER PORT にこ) し、て 


症状 

原因 

対応 

参照 

Bluetooth 機能搭載機器と接続で 

2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器（電子 

これらの機器から本機を離して設置す 

— 

さない、操作でさない、音び出な 

レン义無線 LAN 機器、 饱の Bluetooth 

るか、電磁波を発する他の機器の使用を 


し、音びとざれる 

機能搭載機器など）び近<にある。 

おやめ < ださい。 



Bluetooth 機能搭載機器と本機び離れ 

Bluetooth 機能搭載機器と本機は同じ 

— 


すぎていたり、間に障害物びある。 

部屋で障害物のない、見通し距離10 m 
似内に設置してください。 



目 LUET 00 TH アダプターび本機の 

目 LUET 00 TH アダプターを正しく接続 

31 


ADAPTER PORTS 品子に正しく接続さ 

れていない。 

して < ださい。 



Bluetooth 機能搭載機器び B / l / s 化口か 

Bluetooth 機能搭載機器の設定を確認 

— 


無線通信でさる状態になっていない。 

して < ださい。 



ペア U ングび正しく行われていなかっ 

再度ペアリングの操作を行つてくださ 

40 


たり、本機か后心6化口か機能搭載機器 
側のどちらかでペア IJ ングの設定を消 
去した。 

い。 



接続したい機器びプ□ファイルに対応 

A 2 DP および AVRCP に対応した 

40 


していない。 

Bluetooth 機能搭載機器を使用してく 
ださい。 


ホームメディアギャラリー入力について 

症状 

原因 

対応 

参照 

ネットワークに接続でさない 

LAN ケーブルび抜けている。 

LAN ケーブルを正しく接続してくださ 
い。 

31 


ルーターの電源び入っていない。 

ルーターの電源を入れて<ださい。 

— 


接続している機器にインターネットセ 

インターネットセキュ U テイーソフト 

一 


キュ U テイーソフトウエアなどびイン 

ウェアなどびインス1-ールされている 



ス1-ールされている。 

機器には接続でさないことびあります。 



本機の電源び ON の状態で、電源び OFF 

本機の電源を ON にする前にネットワー 

— 


だったネットワーク上の機器の電源を 

ク上の機器の電源を ON にしておいてく 



ON にした。 

ださい。 


Connectin 邑…と表示されたまま 

接続している機器の電源や接続び切れ 

接続している機器の電源や接続を確認 

— 

再生び始まらない 

ている。 

する。 


パソコンおよびインターネットラ 

IP アドレスび正し<設定されていない。 

ルーターの DHCP サーバー機能をオン 

82 

ジオび正し<動作しない 


にするか、ネットワーク環境に合わせ 

て、本機の IP アドレス、プ□キシ を手動 

で設定してください。 



IP アドレスの自動設定中です。 

自動設定には時間びかかります。しばら 
くお待ちください。 

— 








































1 猫犬 

原因 

対応 

参照 

パソコンなどのネットワーク上の 
機器の音楽フアイルび再生でさな 
し飞 

パソコンに Windows Media Player 

1 ] または] 2びインス!-ールされてい 
ない。 

パソコンに Windows Media 円 ayer 

11または] 2をインストールしてくだ 
さい。 

- 


音楽ファイルび、 MP 3 、 WAV (LPCM 
のみ）、 MPE 白- 4 AAC 、 FLAG、WMA 
政がのフォーマットで記録されている。 

MP 3 、 WAV (LPCM のみ)、 MPEG -4 
AAC 、 FLAG 、 WMA で記録された音 
楽ファイルを再生してください（それら 
ファイルであっても本機で再生でさな 
いことちあります）。 

48 


Windows Media 円 ayer ]] または] 2 
で MPEG -4 AAC や FLAG ファイルを再 
生しようとしている。 

Windows Media Player 11または] 2 
では MPEG -4 AAC や FLAG ファイルを 
再生することはでをません。他のヴー 
バーを使用して<ださい。 



ネットワークに接続している機器び動 
作していない。 

待機状態やス U —プモードになってい 
ないか確認して<ださい。 

— 



必要に応じて再起動してみて < ださい。 



ネットワークに接続している機器び 
ファイルの共有を許可していない。 

接続している機器の設定を変更してく 
ださい。 

— 


ネットワークに接続している機器の 
フォルダーび削除または破損している。 

接続している機器に保存されている 
フォ J レダーを確認してください。 

— 

接続しているネットワーク上の機 
器にアクセスでをない 

接続している機器の設定び正しくない。 

クライアントを自動で承認（許可）した 
とさは、改めて入力する必要びありま 
す。接続の設定び「許可しない」になっ 
ていないか確認して<ださい。 



接続している機器に再生でさるファイ 
ルびない。 

接続している機器に保存されている 
ファイルを確認してください。 

— 

音声び自動で停止したり乱れたり 
する 

本機で正常に再生でさるファイルでは 
ない。 

本機で再生できるファイルフオーマツ 
卜か確認してください。 

— 



フオルダーび壊れていないか確認して 
<ださい。 

— 



本機で再生できる拡張テびついたファ 
イルでち再生でさないことや表示され 
ないことびあります。 



LAN ケーブルび抜けている。 

LAN ケーブルを正しく接続してくださ 
い。 

31 


同ーネットワーク上でインターネット 
通信び行われているなど、ネットワーク 
の通信び混雑している。 

ネツトワーク上の機器と接続するとさ 
は100目 ASE - TX をご使用ください。 

31 


同ーネットワーク上に無線 LAN を経由 
する接続びある。 

無線 LAN で使用する 2.4 GHz 帯の帯域 
び不足している可能性びあります。無線 
LAN を経由しない有線 LAN で接続して 
<ださい。 




2.4 GHz 帯の電磁波を発する機器（電子 
レンジ、ゲーム機など）を離して設置し 
て<ださい。それでち改善されないとさ 
は電磁波を発する他の機器の使用をお 
やめ < ださい。 


Windows Media 円 ayer ]] また 
は] 2に接続でさない 

0 S に Windows XP または Windows 

7を使用しているパソコンで、ドメイン 
に□グオンしている。 

ドメインではなく、□ーカルマシンに □ 
グオンして < ださい。 



その他の情報) 


症げ 

原因 

対応 

参照 

インターネットラジオび再生でさ 
ない 

ネットワーク機器のフアイアウオール 
び働いている。 

ネットワーク機器のフアイアウオール 
の設定を確認して<ださい。 

— 


インターネットの接続び切断されてい 
る。 

ネットワーク機器の設定び正しいこと 
を確認し、必要に応じてネットワーク接 
続業者にお問い合わせ<ださい。 



ラジオ局の放送び中止、中断されてい 
る。 

放送局リストで選択でさる放送局でわ 
再生でさないことびあります。 

— 

IJ モコンのボタンを押してちホー 
ムメディアギャラ1」一の再生操作 
びでさない 

U モコンびホームメディアギヤラ U — 

の操作モードになっていない。 

HMG ボタンを巧して、1」モコンをホー 
ムメディアギャラ IJ 一操作モードにし 
て < ださい。 


MCACC (音場補正）について 

症げ 

原因 

対応 

参照 

音場補正のオート設定を何度行っ 
てちエラーになる 

マイクとスピーカーとの間に障害物び 

障害物を移動させる。 

34 


スピーカーコードの接続び正しくない。 

スピーカーコードの接続を正しく行ラ。 

18 



サラウンドノ（ックスピーカーを]本だけ 
接続するときは、 SURROUND BACK 
L (Sin 呂 le) 端テに接続してください。 

己 Ich のスピーカーセットを接続す 
るときは 、 FRONT L / R 、 CENTER 、 
SURROUND L / R および PRE OUT の 
SUBWOOFER に接続してください。 

18 

逆相と表示される。 

スピーカー接続の極性 (+/-) び間違っ 
ている可能性びある。 

正し < 接続されているか確認する。 
(正しく接続されていてち、スピーカー 
の種類や設置ち法によっては を 相び表 
示されることびあります。その場合は、 
巧へ進む を選んで 決定 ボタンを押して 
くださし、。） 

17 

測定結まのサブウーファーの距離 
び実際の距離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフィル 
ターの遅延特性の影響で、再生音にディ 
レイびかかっている。 

MCACC では、こういった遅延特性を考 
慮したラえで距離を特定して、正確な 
ディレイ時間を設定するよラにしてい 
ます。 


スピーカーの LARGE け)、 
SMALL (ル）設定び誤った設定に 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器 
の電源を切ってみる。 

— 

なる 


スピーカー設定で 正しい設定にする。 

79 

音場補正したび、音びおかしい 

スピーカー端テの位相び反転している 
(+/- び逆に接続されている）。 

正し < 接続し直す。 

17 

Acoustic Cal EQ で自動測定さ 

れた補正カーブを手動で調整中に 

調整値の組み合わせによっては巧正レ 
ベルび許容量を超える。 

OVER! の表示び消えるまで、さまざま 
な帯域のレベルを下げる。 

74 


OVER! びディスプレイに表示され 
る 








































その他の情報 


症状 

原因 

対応 

参照 

SC - LX 8 己のみ: 

Precision Distance の調整で 

スピーカー端テの位相び反転している 
(+/- び逆に接続されている）。 

正し < 接続し直す。 

17 

ゲージ（数値）か上からない 

スピーカーまでの距離び正し<設定さ 
れていない。 

あらかじめフルオート MCACC を行っ 

て < ださい。 

34 



フルオート MCACC を行った時と同じ 

位置にマイクを正確に配置して < ださ 
し、マイク位置び分からな<なった場合 
や何度やってちうまく行かない場合は、 
再度オート MCACC の距離補正をやり 
直し、そのままのマイク位置で初めから 
やり直してください。 

72 


基準のスピーカーを動かしている。 

基準になっているスピーカーは動かさ 
ないでください。またフ□ント R から順 
まに調整してください。 

76 


スピーカーの動かしちび大さい。 

スピーカーの位置を調整する時は大さ 
く移動させず、マイクに巧して] cm 程 
度前後に動かしてください。 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑問 

症状 

原因 

対応 

参照 

パソコンまたは GUI 画面上での EQ 
補正後残響周波数特性表示のグラ 
フびフラットにそろわない 

グラフの傾斜は残響特性を示していま 
す。部屋の残響特性そのわのは、 EQ 補 
正だけでは直すことびでをないため、グ 
ラフの傾斜角度は補正前後でわ同じに 

補正により、各周波数ごとのグラフび 
EQ の補正分だけ水平移動します。補正 
の効果は、指定した時間軸上にあるポイ 
ントでそろラことび確認でさます。 



なります。 

残響特性（グラフの形状）そのわのは、 
視聴環境を改善しないと変化しません。 

— 


さまざまな原因によって、 

ALLCH ADJ で補正を行っても周波数 
特性のグラフはフラットにならないこ 
とびあります。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質 
的に最良となるよラ自動的に補正を行 
います。 


マニュアル MCACC の EQ の 調整 

で調整した補正量び補正後表示の 
グラフに反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分 
析フィルタで分析したわのを表示しま 
す。一ち、 EQ 補正は専用のフィルタを 
使用して信号の補正を行っており、分析 
フィルタと EQ 補正専用フィルタの形状 
の違いびグラフに反映されない原因で 
す。 

問題ありません讨ート MCACC の場合 
は、このフィルタ形状による違いわ考慮 
したラえで補正を行っています)。 


スピーカーシステムの設定で 
SMALL と設定されたスピーカー 
の低域び補正されていない 

SMALL に設定されたスピーカーは、 EQ 
による低域の補正は行いませんび、残響 
特性の表示はスピーカーから出る音の 
純粋な特性を示すため、低域補正をして 
いない状態での特性びそのまま表示さ 
れます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に 
応じて適切な補正を行っているため、 
SMALL に設定されたスピーカーの低域 
補正には問題ありません。 



MCACC ( 音場補正）時に表示されるメッセージについて 


1 メッセージ 

原因 

対応 

参照 

マイクを接続してください。 

付属のセットアップ用マイ 
クび接続されていません。 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に 端テに、付属のセッ 
トアップ用マイクを接続してください。 

34 

暗騒音び大さすざます。 

周辺の騒音び大さすぎ、測 
定に誤差び生じる可能性び 
あります。 

エアコンなどモーターを使用した機器や、超音波ねずみ駆除 
装置などの電源を一時的に OFF にするか遠ざけるなどの処置 
を行ってみて < ださい。 




周囲び比較的静かな時間帯に、わう一度やり直してください。 

- 

7イクをチェックして<だ 

マイクからテスト信号び検 

セットアップ用マイクの接続をチェックしてください。 

34 

さい。 

出でさな < なりました。 

スピーカーび正し < 接続されているか確認して < ださい。 

17 



測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないで<ださい。 

- 



接続コードの断線をチェックしてください。 

— 

エラー 

スピーカー Yes / N □判定 
で、必下のような間違った 

フ□ント/フ□ント八イト/フ□ントワイドに表示されたと 
さ：スピーカーび L / R そろっていない。 

— 


接続を検出しました。 

サラウンドに表示されたとを：スピーカーび L / R そろってい 
ない。またはサラウンドバック、フ□ント八イト、フ□ント 
ワイドび検出されているのに、サラウンドび検出されない。 




サラウンドバックに表示されたとき丄 ch 側から検出されず、 
Rch 側から検出しました （1 本のみ接続するときは、 Lch 側 
を使用してください)。 

18 

逆相 

スピーカーの極性 （+/ —） 
び逆になっている可能性び 
あります。 

正し<接続されているか確認して<ださい。接続び間違って 
いた場合は、本機の電源を切ってから電源コードを抜さ、接 
続をし直してください。その後、フルオート MCACC などを 
やり直してください。 

政下の場合は、スピーカーび正しく接続されていても 逆 相び 
表示される場合びあります。そのときは 巧へ進む を選んで、次 
の測定に進んで < ださい。 

-スピーカーびマイク （ IJ スニングポジション）方向に向いて 
いない場合、またはスピーカーとマイクとの間に障害物びあ 
る場合 

-壁による音の反射び大さい場合 

-ダイポールスピーカーまたは反射型スピーカーなど、位相に 
影響を与えるスピーカーを使用している場合 

17 

サブウーファーのレベルび 
大さすぎます。ボリュームを 
下げて < ださい。 

YES と設定したサブウー 
ファーの出力信号び大さす 
ざます。 

サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げて<ださ 
い。 


サブウーファーのレベルび 
小さすざます。ボ U ュームを 
上げて < ださい。 

YES と設定したサブウー 
ファーの出力信号び検出で 
さません。 

サブウーファー本体の電源を確認し、ボ U ュームを適正値に 
上げて < ださい。 



因メモ 

上記の対応を試してを解決しないとさや、画面表示び動かなくなったり、 U モコンやフ□ントパネルのボタンび 
まったく操作でさない場合は、 iU 下の操作を行ってみてください。 

• フ□ントパネルの6 STANDBY / ON ボタンを押して電源を切って、をう一度電源を入れる。 

• をしを電源び切れない場合は、6 STANDBY / ON ボタンを]日砂似上押し続けてください。電源び切れます。 
(この場合、本機の各種設定び消えることびあります。） 

































無線 LAN コン y V - 夕一ご®用時にが 
障かな？と思った S 


無線 LAN 経由でネットワークにアクセスでをない。 

無線 LAN コンバーターの電源び入っていない。（無 
線 LAN コンパーターの 「 Power 」、「 WPS 」 および 
「 Wireless 」 ランプすべてび点なしていない。） 

• 無線 LAN コンバーターと本機の DC OUTPUT 
for WIRELESS LAN 端テを接続している US 巨 
な一つ 、レび正しく接続されているか確認してく 
ださい。 

本機の表示窓に 「WLAN POW ERR 」 び表示され 
る。 

• 無線 LAN コンバーター用の電源に問題びありま 
す。本機の電源をオフにしてから、 USB ケーブ 
ルを抜さ、再度 US 日ケーブルを差し、本機の電 
源をオンにしてください。 

• 上記操作を数回繰り返してを、 rWLANPOW 
ERR 」 び表示される場合は、本機か USB ケーブ 
ルに問題びあります。 電源 コードを抜いて修理 
を依頼してください。 

LAN ケーブルを接続していない。 

• 無線 LAN コンバーターと本機の LAN 

(10/1 日日)端テを LAN ケーブルで正しく接続し 
てください。 （32 ページ） 

無線 LAN コンパ'—夕一と無線 LAN ルーターなどの 
親機との間に距離びあったり、障害物びある。 

• 無線 LAN コンバーターと親機との距離を近づけ 
るなど無線 LAN 環境を改善してください。 

電子レンジなど電磁波び発生する近くに無線 LAN 
環境びある。 

• 電子レンジなど電磁波び発生する場所から離し 
て使用してください。 

• 無線 LAN で使用するとさは、電磁波び発生す 
る機器をなるべく使用しないようにしてくださ 
い。 

複数の無線 LAN コンバーターを無線 LAN ルーター 
に接続している。 

• 複数の無線 LAN コンバーターを接続する場合 
は、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを変 
要する必要びあります。たとえば、無線 LAN 
ルーターの IP アドレスび「192.1目 8. 1.1」 

のとさは、 ] つめの無線 LAN コンバーター 
の IP アドレスを「] 92.168.1.249」、2つ 
めの無線 LAN コンバーターの IP アドレスを 
「192.168.1.248」にし、「249」「248」と、 
無線 LAN コンバーター同±や他の機器と重複し 
ない2〜249の値を設定してください。 


無線 LAN コンパ'—夕一と無線 LAN ルーターなどの 
親機との無線 LAN 接続びでさていない。 

• 無線 LAN コンバーターを本機に接続した状態 
で、本機の電源を切ってから電源コードをコン 
セントから抜さ差しし、その後本機の電源を入 
れて < ださい。 

• ネットワーク スタンバイを OFF に設定してから 
本機の電源を切り、再度本機の電源を入れたあ 
とに無線 LAN コンバーターの設定びでさるか確 
認してください。 

• 無線 LAN 接続には、無線 LAN コンバーターの設 
定び必要です。83ページの「無線 LAN コンバー 
ターの設定」をご確認ください。 

無線 LAN コンバーターを本機に正しく接続し、無線 
LAN コンバーターのランプを点なしているび、本機 
から無線 LAN コンバーターの設定びでさない。（設 
定画面を表示でさない。） 

• 本機の IP アドレス設定で、 DHCP を日 FF にし、 
IP アドレスを手動で設定している場合、無線 
LAN コンバーター内で設定している IP アドレス 
と合っていない可能性びあります。 

一度、本機の IP アドレス設定で、 DHCP を日 N に 
して設定してください。設定終了後、本機の電 
源を日 FF してください。 

再度本機の電源を日 N にし、本機で無線 LAN コン 
ノ（一夕一の設定を表示でさるか確認してくださ 
し、表示でさた場合、必要に応じて、本機の IP 
アドレス設定、無線 LAN コンバーターの IP アド 
レス設定を変更してください。 

本機と無線 LAN コンバーターの IP アドレス設定び 
無線 LAN ルーターなどの設定と合っていない。 

• 本機と無線 LAN コンバーターの IP アドレス設定 
( DHCP の設定を含む)を確認してください。 

本機の DHCP 設定を日 N にしているときは、本機 
の電源を日 FF にし、再度電源を日 N にしてくださ 
い。 

本機や無線 LAN コンバーターの IP アドレスび無 
線 LAN ルーターなどの設定と合っているかを確 
認してください。 

本機の DHCP 設定を日 FF にしているときは、無 
線 LAN ルーターなどの親機のネットワークに 
合った IP アドレスを設定してください。 

たとえば、無線 LAN ルーターの IP アドレスび 
「192.168.1.1」のときは、本機の IP アドレス 
を「] 92.168 .1. XXX 」 （* り、サブネットマス 
クをに 55. 2已 5. 2已已.日」、ゲートウエイや DNS 
は「192.168.1.1」に設定してください。 

次に、無線 LAN コンバーターの IP アドレスを 
「] 92.1 68.1 .249」（*2)に設定してくださし、 


(*]) 「192.168 .1. XXX 」の「 XXX 」には、他 
の機器と重複しない2〜248の値を設定してく 
ださい。 

(*2)「] 92.168.1.249」の「249」には、他 
の機器と重複しない2〜249の値を設定してく 
ださい。 

無線 LAN コンバーターの詳細設定をしてみる。 

• 無線 LAN コンバーターを PC に接続して、無線 
LAN の詳細設定びでさます。詳細は、無線 LAN 
コンパ'-夕一用に付属している CD - R 日 M を確 
認してください。無線 LAN ルーターなどの設定 
を確認のラえ、無線 LAN コンバーターの設定を 
変更してください。 

ただし、無線 LAN の詳細設定で無線 LAN 環境び 
改善でさるとは限りません。設定変更にはご注 
意、たごい。 

アクセスポイントび SSID を隠す設定をしている。 

• この場合、アクセスポイントの IJ スト画面に表 
示されないことびあります。表示されない場合 
は、本機側の無線 LAN コンバーターの マニ ユア 
ル設定で SSID 等を設定してください。 

アクセスポイントのセキユ U ティ設定び、 WEP の 
] 已2 bit 長の暗号 KEY または SHARED KEY 認証 
を使用している。 

• 本機は、 WEP の] 52 bit 長の暗号 KE 丫ならびに 
SHARED KEY 認証には対応しておりません。 

上記の対処をしてをネツトワーク接続でさない。 

• 無線 LAN コンバーターを初期化してください。 
その後、無線 LAN コンバーターの設定をやり直 
してください。 

初期化について 

1. 無線 LAN コンバーターの電源び入っている 
ことを確認してください。 

2. 無線 LAN コンバーターの U セツトボタンを3 
秒上押してください。 

3. U セツトボタンを放す。 

無線 LAN コンバーターび再起動したら、初期化 
の完了です。 







■ Qf その他の瞬民 


ホームメディアギヤラ U - のメッセージについて 


ホームメディアギャラ U —で切下のメッセージび表示されたとさは、内容欄をご確認ください。 


メッセージ 

内容 

STARTING H.M.G. 

パソコンなどのネットワーク上の機器にアクセス中です。しばらくお待ちください。 

Connection Down 

還んだカテゴ U —や放送局にアクセスでさません。 

File Format Error 

何らかの原因で再生でさません。 

Track Not Found 

選んだ巧びネットワーク上で見つかりません。 

Server Error 

選んだサーバーにアクセスでさません。 

g 百 rv 百 r Disconn 百 cted 

サーバーとの接続び切断されました。 

empty 

選んだフォルダーに何ちファイルび入っていません。 

Preset Not Stored 

インターネットラジオ局のステーション登録びされていません。 

Out of Range 

ネットワークの設定で、設定でさる値ではありません。 

License Error 

再生しよラとしたコンテンツのライセンスび無効です。 

Item Already Exists 

Favorites フォルダーに同じファイルを登録しています。 

Favorite List Full 

Favorites フォルダーにこれし U 上ファイルを登録できません。 


デジタル音声フォーマットについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージには似下のような表示びされていることびあります。1枚のディス 
クに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くのか選択することびでさます。（音声の選択方法は 
お手持ちのプレーヤーやディスクによって異なります。） 



1.英語（己.1かサラウンド） 

nniDOLBYl 

DIGITAL 

敬） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 


3.英語 （ DTS 己. Ich サラウンド） 

戀 dts … 

Digital Surround 

収録音声数 

録音ち式 

音声記録ち式 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマットであるため、単に 「5.] ch サラウンド」と記載されている場合 
は、「ドルビーデジタル （ S . lch )」 であることを示します。 


ドルビー 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

Dolby TrueHD 
ネ Dolby Digital Plus 

ディスクリート 

高精細音声技術。 HDM 1 ケーブル 
で伝送可能。特に Dolby TrueHD 
は、□スレス符号化技術により最 
高音質を実現。 

已 .Ich 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

Dolby Digital 

Surround EX 

ディスクリート 
+マト IJ ックス 

サラウンドバック ch を使用して、 
Dolby Digital よりを臨場感を高 
めた方式 

已 .Ich ディスク U - 卜 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD しソ降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 

Dolby Pr 日 Logic ( llx / llz ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 


木これらの音声は8チヤンネル切上のチヤンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスクおよび HD 
DVD のそれぞれの規格では、最大音声チヤンネ>1レ数び8チヤンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラト IJ ーズのホームページをご覧ください。 
http :// www . clolby . co . jp / 


田 DOLBY 

tru^EE I 
PRO LOGIC llz I 


ドルビーラボラト U - ズからの実施権に基づき製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . Surround 
EX 、 ダブル D 記号及び AACnJ ' は、ドルビーラボラト U - ズの商標です。 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つさまざまな機能を、選択して搭載することび可能です。プロロ 
ジック llx 搭載、とキャッチフレーズされた商品でを、必ずしもまったく同じ機能を持っているとは限らないこと 
にご注意ください。 













































DTS 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD コンテンツ 

DTS-HD Master Audio 
DTS-HD High Resolution 

ディスク U —卜 

高精細音声技術。 HDMI ケーブル 
で伝送巧旨自。特に DTS-HD 

Master Audio は、□スレス符号化 
技術により最高音質を実現。 

5.1 ch 

(サラウンドバック ch 
フラグ付） 

DTS-ES ( Matrix / Discrete ) 

ディスクリート 
+マト IJ ックス 

サラウンドノ くック ch を使用して、臨 
場感を高めた方式 

已 . Ich ディスク IJ - 卜 

DTS ( Surround ) 

DTS 96/24 

ディスクリート 

DVDl ；! 降の代表的フォーマット 

一般的な 2 ch 

DTS サラウンド 

Neo:X 

Neural Surround 

マト IJ ックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 



詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


Bdts-HD 

Master Audio 


■ dts 

Neural Surround 


藝 dti 

Neo;X 


米国特言午 59 己6674号、5974380号、 62266] 6号、648753已号、 72] 2872号、7333929号、 
7392] 95号、7272567号、または、米国およびその他の国での登録済み特許、または特許申請中の実施権 
に基づき製造されています。 DTS - HD 、 記号、および DTS - HD と記号の組み合わせは DTS 社の登録商標であり、 
また、 DTS-HD Master Audio は DTS 社の商標です。製品はソフトウェアを含んでいます。 ◎ DTS 社不許複 
製。 


その他の情報) 


THX 

THX は「映画館でをホームシアターでを映画のサウン 
ドトラックは映画監督の意図どおり、忠実に再生して欲 
しい」といラジョージ•ルーカス監督の熱意によって誕 
生し、音場最適化に関する数々の特許技術を開発してい 
ます。詳細な情報は THX のホームページをご覧くださ 
い。 

http :// www . thx . com / 

SC - LX 8 己の場合： 


IHX 

ULTRA 2" PLUS 

SURROUND EX 

SC - LX 7 己の場合： 


IHX 

SE し ECT2P し us 

SURROUND EX 


THX 、 THX □コおよび Ult 「 a 2 円 us / Select 2 Plus 
は THX 社の商標です。許可のをとに使用されていま 
す。不許複製。その他すベての商標は、それぞれの所 
有者の所有物です。 


認証について 

THX Ultra 2/ Select 2 

• THX の認証を受けたホームシアター機器は、所定の 
特許技術、プ U アンプ•パワーアンプの性能、デジタ 
ル•アナ□グの両分野にわたる何百をの性能要ボ、操 
作性に関する一連の厳しい試験に合格しています。 

再生モードについて 

THX Cinema 

• 過去の2チヤンネル収録されたソフトに適していま 
す。ご家庭と映画館との空間的な違いによる音色の 
差を補正し、映画館の音場を正確に再現します。 

THX Surround EX 

•「THX Surround EX - Dolby Digital Surround 
EX 」 はドルビーラボラト U - ズと THX 社との共同開 
発によるをのです。 IJ スナー後方のサラウンドバッ 
ク ch を最初に実現させた技術です。 


一本機は 「6.1 ch 再生検出信号」 （ DTS - ES と Dolby 
Digital Surround EX ) を自動検出しますび、それ 
らの技術を用いて上映された映画でを、 DVD 化の 
際にこの検出信号を収録していないをのびありま 
す。この場合は手動で最適なモードに変更してくだ 
さい 。 Surround EX 技術により製作された映画の IJ 
ストは各ウェブサイトでご覧になれます。 

その他の特許技術について 

THX Loudness Plus 

• この技術は THX Ultra 2 Plus ™ と THX Select 2 
Plus ™ の認証を受けた製品の特徴となる新しい音 
量調節技術で、どの音量レベルでを豊かで繊細な 
ホームシアター サラウンド音場を創造します。 

ル音量再生では音質や空間表現び劣化することびあ 
りますび、各チャンネルの音量や周波数特性を最適 
化（補正）します。 

THX の U スニングモードを選択しているとさは、そ 
れぞれのコンテンツタイプに応じて自動でこの技術 
び適用されます。 

Re-Equalization 

• 大型の映画館での上映用に製作された音声を小型の 
ホームシアターでを正確な音色で再生させる技術で 
す。 

Timbre Matching 

• 映画館と ホームシアターのスピーカー 配置の違い か 
ら起こる音色の差を補正し、音のつなびりを スムー 
ズにします。 

Adaptive Decorrelation 

• 映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに対 
し、ホームシアターは通常2本のため、この2本のス 
ピーカーでを IJ スニングエ IJ アを拡大して、映画館 
と同様の効果び得られるよラにする技術です。 

Boundary Gain Compensation ™ 

• ホームシアターでは、壁面の影響で空間利得び生じ、 
低減の周波数帯び自然と持ち上びってしまラ場合び 
ありますび、この技術により、超低域再生能力のある 
サブウーファーなどを使用していてを、空間利得を 
補正し、聴感レベルをフラットにすることび可能で 
す。 


Ja 






















■ Qf その他の瞬民 


MPEG -2 AAC 

MPEG -2 オーディオの標準方式の1つで、目 S デジタル 
や地上デジタル放送で採用されている音声符号化規格 
です。高圧縮率なびら高音質を確保でさる点び特長で、 
番組内容によりマルチチヤンネ>1レ設定び可能なフオー 
マツ h です。 


巧 

米国におけるパテントナンバー 


08/937,9 已〇已， 297,236 


已 ,848,391 
5-291, 已 57 
5,451,954 
已 400 433 
已 ,222,189 
己， 357, 已 94 
已 7 已 2 22 已 
已 -394-473 
5, 已 83,962 
5,274,740 
已，曰 33-981 


4,914,701 
已， 23 已 ，671 
07/640 ,已已〇 
已，已 79,430 
08/ 曰 78 ,曰曰己 
98/03037 
97/0287 已 
97/02874 
98/0303 曰 
已， 227,788 
已， 28 已 ，498 


已 ,481 ，目 14 
已，己 92, 已 84 
已 -78 1，888 
08/039,478 
08/211 ，已 47 
已， 703,999 
08/ 已已 7,046 
08/894,844 
已 -29 9,238 
已 -29 9,239 
已 ,299,240 
已 ,197,087 


已 ,490,170 
5,2 巨 4,84 巨 
己， 268| 己 8 已 
已， 37 已 ，189 
5, 已 81 ， 6 已 4 
〇已 -183,988 
已，已 48| 已 74 
08/ 已〇巨 ，729 
08/ 已 7 曰 |49 已 
己 7171821 
08/392,7 己巨 


iPod / iPhone/iPadI こ〇し、て 


圆 iPod 0 iPhone OiPad 


田 

AirPlay 


[Made for iPod」、[Made for iPhone 」 および 「Made 
for iPad 」 とは、それぞれ iPod 、 iPhone あるいは iPad 
専用に接続するよラ設計され、アップルび定める性能基 
準を満たしているとデべ□ッパによって認定された電 
テアクセサ U であることを示します。アップルは、本製 
品の機能および安全および規格への適合について一切 
の責任を負いません。このアクセサ U を iPod、iPhone 
あるいは iPad と使用することにより、無線の性能に影 
響を及ぼす可能性びありますのでご注意ください。 


Apple 、 Airplay 、 AirPlay □コ'、 iPad 、 iPhone 、 
iPod、iPod shuffle、iPod nano、iPod classic 、 
iPod touch 、 iTunes および Mac は米国および他の 
国々で登録された Apple Inc . の商標です。 


HDMI について 

HDMI ( Hi 呂 h-Definition Multimedia Interface ) と 
は1本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル 
伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVKDi 旨 ital 
Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用に 
アレンジしたをのであり、高い帯域幅のデジタル内容 
保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインター 
フェース規格です。 


Homr 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


FLAG ライセンスにごいて 

FLAG Decoder 

Copyri 旨 ht ◎ 2000, 2 日日]， 2002, 2003, 2004, 
2005, 2006, 2007 
Josh Coalson 

Redistribution and use in source and binary 
forms , with or without modification , are 
permitted provided that the following conditions 
are met : 

• Redistributions of source code must retain 
the above copyright notice , this list of 
conditions and the followin 旨 disclaimer . 

• Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice , this list of 
conditions and the followin 旨 disclaimer in 
the documentation and/or other materials 
provided with the distribution . 

• Neither the name of the Xiph . or 旨 Foundation 
nor the names of its contributors may be used 
to endorse or promote products derived from 
this software without specific prior written 
permission . 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE 
COPYR に HT HOLDERS AND CONTRIBUTORS 
"AS IS " AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES , INCLUDING , BUT NOT 


LIMITED TO , THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED . 

IN N 0 EVENT SHALL THE FOUNDATION 
OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT , INDIRECT , INCIDENTAL SPECIAL 
EXEMPLARY , OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ( INCLUDING , BUT NOT LIMITED 
TO , PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES ： LOSS OF USE , DATA , OR 
PROFITS ： OR BUSINESS INTERRUPTION ) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY , WHETHER IN CONTRACT , STRICT 
LIABILITY , OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERWISE ) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE , EVEN IF 
ADVISED OF THE POSS 旧 ILITY OF SUCH 
DAMAGE . 
















リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧 

この表は、 IJ スニングモードに AUTO SURROUND 、 ALC 、 DIRECT . PURE D 旧 ECT を選んだ場合に、出力 
する最大の出カチャンネル数を示したをので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは 96 ページの「デ 
ジタル音声フォーマットについて」をご覧ください。 

• 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないをのびあります。 


ステレオ （2 ch ) 信号入力時 


サラウンドバック 
スピーカー 

入力信号 

AUTO SURROUND/ 
ALC / DIRECT 

PURE DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

あ 0 

DOLBY サラウンド 

m て (FFi 

rsTi rsRi 

1 XL II XC 1 

画 

□□ PLIIx Movie 

□□ PLIIx Movie 

DTS サラウンド 

Neo:X Cinema 

Neo:X Cinema 

そのほかのステレオソース 

m 面 

rSLl [ SR ] 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

アナ□グ入力 

nnnn^rwi 

fLFEl 

ANALOG D 旧 ECT (ステレオ） 

PCM 入力 

PCM DIRECT 

DVD-Audio 入力 

PCM DIRECT 

SACD 入力 

ステレオ再生 

なし 

DOLBY サラウンド 

田 面 

四 励 

fLFEl 

□□ PLII Movie 

□□ PLII Movie 

DTS サラウンド 

Neo:X Cinema 

Neo:X Cinema 

そのほかのステレオソース 

田 の 

四 励 

ステレオ再生 

ステレオ再生 

アナ□グ入力 

nnnn^rxn 

fLFEl 

ANALOG D 旧 ECT (ステレオ） 

PCM 入力 

PCM DIRECT 

DVD-Audio 入力 

PCM DIRECT 

SACD 入力 

ステレオ再生 


その他の情報 


マルチチヤンネル信号入力時 


サラウンドバック 
スピーカー 

入力信号 

AUTO SURROUND /ALC / 

DIRECT / PURE DIRECT 

信号名称 

インジケーター例 

あ 0 

DOLBY DIGITAL EX 
(日. Ich 再生検出信号付） 
DOLBY TrueHD EX 
(目. Ich 再生検出信号付） 

口回四 

rsn [SR] 
rwirxn 
riFEi 

ロロ DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie <a> 

DTS-HD Master Audio ES 
(目. Ich 再生検出信号付） 

DTS-ES Matrix 

DTS-ES (目. Ich ソース/ 

目. Ich 再生検出信号付） 

DTS-ES Matrix 

DTS-ES Discrete 

DTS (日. Ich 信号等） 

mmrxi 
rsn [SR] 
nnnrxnrxn 

fLFEl 

ストレートデコード再生 

DTS-HD 

1 L II C II R 1 

rsn rsR] 
nnn iwi 

画く b> 

上記!;!がの 6.1/7. Ich ソース 

上記!;(外の已 .Ich ソース 

mmm 
rsn [SR] 
EDESULM] 

riFEi 

なし 

DVD-Audio 
マルチチヤンネル PCM 

mmrF'i 
rsn [SR] 
nnnfi^irxRi 

画く b> 

SACD (日. Ich 信号） 

mmrFi 
rsn [SR] 

fLFEl 

上記な外の日. 1/6.1/7. Ich 
ソース 

1 L II C II R 1 

rsn rsn 
nnn rxn 

画 <b> 


a サラウンドバックスピーカーを 1 本しか接続していないとさは選択でさません。 

b 5.1ch 信号のときは rxU rXRJ び消なします。目. Ich 信号のときは 「 XL 」 fXRJ び消なして fXCJ び点な 
しぶす 0 



























































■ Qf その他の瞬民 


保証とア フターヴー ビス 


照正書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名•購入曰」などの記入を確か 
めて販売店から受け取っていたださ、内容をよくお読み 
のうえ、大切に保管してください。_ 

保証期間はご購入曰か51年間でず。 


補修用性能部品の保有期聞 

当祉ま、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を維 
持するために必要な部品です。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ•ビデオ機 
器）です。下記のを意事項を巧ってご使用<ださい。 

1. 一般家庭用义 H での使用（例：店舗などにおける BGM 
を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 

載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用し 
ないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、マイ 
ク□フオンを接続する場合はマイク□フオンをスピーカ 
一に向けた0、音び歪むよラな大音量では使用しない 
で < ださい。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生し 
ないで < ださい。 

S026_A1Ja 


修理に関するご質巧、ごホ目談 

お買い求めの販売店へご相談-ご依頼ください。 


修理を依頼されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の87ページの「故 
障かな？と思ったら」の項目をご確認ください。それ 
でを異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、 
販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈答品な 
どで、お買い求めの販売店に修理のご依頼びでさない場 
合は、 ] 日2ページの「ご相談窓□のご案内•修理窓 □ 
のご案内」をご覧になり、修理受付窓□にご相談くださ 
い。 


連絡していただきたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名； AV マルチチャンネルアンプ 
• 型ま： SC - LX 8 己/ SC - LX 75 
• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物や公園など） 

保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記 
載されている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 


保証期間が過ぎていると去は： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により有 
料で修理いたします。 


メンテナンスなどのお巧 S せ 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点巧 


-電源コードや電源プラグが 




り 

このよラな症状は 
ありませんか 

異常に熱 < なる。 

-電源コードにさけめや 
ひび割れがある。 

-電源が入ったり切れたり 
ずる。 

-本体か6異常な音、熱、 
臭いがずる。 

今 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、ずぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントか6抜を、必ず販売店に 
ご相談ください。 



お手入れについて 

通常は柔らかい布でから拭さしてください。ちれびひどい場合は水で已〜6倍に薄めた中 
性洗剤に柔らかい布を浸してよく絞ったあと、巧れをおさ取り、そのあと乾いた布で拭いて 
ください。ア>1レ]-ル、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着すると、印刷、塗装などびは 
げることびありますのでごミ主意 <ださい。また、化学ぞラさん等をお使いの場合は、化学ぞ 
ラさん等に添付のを意事項をよ < お読み < ださい。 



音のエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所への思いやりを十分にしましょう。 
ステレオの音麗ホ、あなたのむびけ次第で大きくもルさくもなります。 

特に静かな夜間ロホルさな音でも通りやすいものです。夜間の音楽鑑賞には特に気を配りま 
しょう。近所へ音び漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 








































ヴービスステーシヨン u スト 


ビス拠点のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただをまずようお願いいたしまず 


サービス拠点への電話は、修理受な窓己でお受けします。（沖縄県のちは沖縄サービス認定店） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受な藍且にご確認ください。 


♦北海道地区 


☆北ミ毎道サービスセンター 
旧川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 011-目11 -5694 
FAX 01目目-已已 -7207 
FAX 01已已 -23-77 已7 
FAX 0138 -40 -目473 


受付月〜金日:30〜1江00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付日:30〜] 2:00、 ] 3:00〜18:00 (弊社休業曰は除く） 
干 064-0822 ネ L 幌巿中央区北2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -0831 旧川巿旭町1菜 1 T 目 438-89 
干080-001已帯広巿西已条南 28 T 目 1-1 
干041 -08 11函館巿富岡町 2- 1 8-7 


♦東北地区 

☆ま化サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
が田サービス認定店 


FAX 022-37 已 -499 巨 
FAX 023-目1已 -1627 
FAX 024-991-74 目目 
FAX 019-目已目-7目48 
FAX 01 7-73 己-2438 
FAX 0178 -44-3351 
FAX 018 -8 曰 9-7401 


受付月〜金日:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、 ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 


干 981-3121 
干 990-0023 
干9巨 3-88 巨1 
干020 -0051 
干030 -0821 
干03 1-0802 

干010 -0802 


仙台市泉区上 S 刈 6-10-2 目 
山形市松波 1-8- 17 

郡山市鶴見坦 1-9-2 日クレールアヴエニユー伊藤第2ビル1 F D 号 
盛岡市下太田下川原1日 3-1 
青森巿勝田 2-1 目-10 
八戸市ル中野 3-1 目-8 
が田巿外旧…字梶の目34已 -1 


♦東京都内 


受付月〜±日:30〜18:00 ( 曰•祝•聘社休業曰は除く） 


世田谷サービスステーション 
北東京サービスステーション 
多摩サービスステーション 


FAX 03-已3已 7-0770 干1已目 -00 已已世田谷区舟な橋已 -28 -目吉幢ビ J レ 1 F 
FAX 03-3944-7800 干1 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第 H 义保ビル 1 F 
FAX 042-已24-已947 干1 90-0003 立川市栄町 4-18-1 ェクセ J レ立川 1 F 


♦関東•甲信越地区 


な千葉サービスステーション 
☆北関まサービスセンター 
水戸サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新潟サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
☆南関まサービスセンター 
横ミ兵サービス認定店 
ネ申奈 j II 西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 047-773-93 已4 
FAX 048-目已 1-8030 
FAX 029-248- 130目 
FAX 028-目已7-已882 
FAX 0270 -22- 18己9 
FAX 02己-374-已7已巨 
FAX 02己9-目 3-3400 
FAX 04己- 943-3788 
FAX 04己- 348-8 巨巨1 
FAX 04目-23 1-1 209 
FAX 04994-目-124巨 
FAX 02目 3-48-0 己7已 
FAX 02目-229-已2已〇 
FAX 〇已已 -228-8003 


受付月〜金日:30〜18:00 (± ■曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 


干 275-0016 習志野市津田沼 3-20-22 
干33 1-08 12さいたま巿北区宮原町 1-310-1 
干31 0-0844 水戸市住吉町 307-4 
干32 1-09 12宇都宮市石井町 3373-21 

干 372-0801 伊勢崎市宮テ町1 191-17 パサージュ808伊勢崎101号 
〒日已 0-0982 新潟巿中央区堀之内南 1-20-1 1 
干9已 2- 1209佐渡巿金井町千種11已 8- 1 

干 224-0037 横お市都筑区をヶ崎南 2-18-1 ベルデユール茅ヶ崎 
干 240-0043 横お市保±ヶ径区あ本町2已〇 
干 243-0422 海老名巿中新田 4-10- 日3中山ビル 1 F 
干 100-1 211兰宅村大字坪田 

干 390-0852 松本市大字島立 180- 日パイオニア松本拠点 1 F 
干 380-093 已長野巿中御所 1-24 
干400 -003 已甲府巿飯田 4-9- 14 


♦中部地区 


な中部 サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
まサービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼津サービス認定店 
お松サービス認定店 
金沢サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


FAX 〇已2-已 32- 1148 
FAX 〇已巨 4-33-7080 
FAX 〇已 9-2 13-目712 
FAX 〇已 8-274 -已2已巨 
FAX 〇已 4-23 巨-40巨3 
FAX 〇已已 -9 目 7-84 已已 
FAX 〇已 3-422- 1401 
FAX 07巨- 240-0 已已〇 
FAX 076-42 己-3027 
FAX 077巨- 27- 1768 


受付月〜金日:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 


干4已 1-00 巨3 
干 444-09 31 
〒已 14-0821 
〒已〇 0-8384 
干 422-8034 
干410 -087 巨 
干430 -09 12 
干 920-03 巨2 
干 939-821 1 


名ち屋市西区押切 2-8- 18 

岡崎巿大和町字荒田3目-1大和ビレッジ巨-1 

津市重水已22-已 

岐阜巿穀田南 4-2- 10 

静岡市駿巧区高松 1-17-1 7 

沼津市北令沢 12-7 

お松巿中医茄子町3已已 -1 

金ミ尺巿ち府 3-60-1 K 2 ビル 1 F 

富山巿二□町 1-7-1 


干91 0-0001 福井市大願寺 3-5-9 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-醉社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

082-已34-已8已9干 733-0003 広島市西区兰擦町 2-4-22 NK ビ J レ1 F 

086-2 已 0-2724 干700 -097 已岡山市北区今 3-10-1 0備前ビル 1 F 

08已 2-22-7779 〒目 90-001 7松江巿西ま田4-日 -40 (有）テクピット内 

0849-31-2791 干 720-081 已福山巿野上町 3-12-9 

08已 7-28-80 11干 680-0934 鳥取市徳尾 422-2 

0834 -33 -已7已9〒74日-000目周南市巧富町 3-1 1森広事務所 1 F 

087-813-6112 干7巨 0-0080 高松市木太田 T 8 巨 2-1 

088-669-6076 干 770-8023 徳島市勝占田 T 中須 92-1 大松ジ '3 U 力地下1階ヒ107号 
088-802-3321 干 780-00 已1高ミ□市愛ち町 3- 1 2- 13晃栄ビ J レ1 F 
089-911 -已巨08干79 1-80 13ネ公山市山越已 -12-8 


参中国•四国地区 

な中四国 サービスセンター 
岡山サービス認定店 
松江サービス認定店 
福山サービス認定店 
鳥取サービス認定店 
徳山サービス認定店 
高松サービス認定店 
徳島サービス認定店 
高知サービス認定店 
松山サービス認定店 


>九州地区 

☆九州サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博多サービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮幢サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093-941-83 已 4 

FAX 

092-4 巨 1-1 巨 43 

FAX 

09 已 2-20-1991 

FAX 

09己- 849-4 巨0巨 

FAX 

09巨-33 1-3323 

FAX 

097-已已 1-2049 

FAX 

098己- 27-3 13曰 

FAX 

099-201-3803 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-0016 福岡市博多医博多駅南 2- 1 -9 ヤマエ博多駅南ビル1 F 
干 802-0044 化九州市ル倉北区熊本 1 T 目 9-4 植田ビル 1 F 
干81 2-0006 福岡市博多区上牟田 2-6-7 
干 840-0201 佐賀市大和町大字尼寺 2688-1 
干8已 2-8 14已長崎市昭和 1 T 目 12- 10ク U スタル八イツ平野 
干861 -2 118熊本市な立 4-9-3 1 
干 870-0921 大分市な原 3-23-1 已日商ビル101 
干 880-0821 宮崎市浮城町 98-1 

干 890-004 目鹿児島巿西田 3-8-24 ヴニーサイド21 1 F 


参沖鲜早 受付月〜金9:30〜18:00吐-曰.祝.弊社休業曰は除く） 

ミ中縄サービス認定店 TEL 098-987-1 120〒 902-0073 那覇巿上間413琉電アパート 1- 己 

FAX 098-987-1 121 


平成23年4月現在 


記載内容は、予告な < 変更させていただ < ことびありますので予めご了承 < ださい。 


その他の情報 


☆関西サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

ネ申戸サービス認定店 

FAX 

078-2 巨已 -0832 

姫路サービス認定店 

FAX 

0792-已 1-2 巨已巨 

和歌山サービス認定店 

FAX 

0734.46-3026 

京都サービス認定店 

FAX 

07 己-巨 44-797 已 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-已 0-0889 

福巧山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -已37已 


参関西地区 


受付月〜金日:30〜18:00吐•曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜12:00、 ] 3:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

〒已巨 4-00 已2吹田市広芝田 T 己-8 

〒目已 1-0093 ネ申戸市中央区二宮町 1 T 目] 0-1 □-レル兰宮ノースアベニュ ー1 F 
〒目7 1-0224 姫路巿別所町佐 ±1-1 2目 
〒目41 -00 14和歌山市毛見11 26-4 

〒目 01-8444 京都市南区西九条森本町4イッツアイランド 1 F 

〒目 30-81 41奈良巿南京終町 1-174-2 

〒目 20-00 已已福巧山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


XXXXXXXXXX 

AAAAAAAAAA 

FFFFFFFFFF 


Ja 


























■ Qf その他の瞬民 


ご相談窓口のご案内-修理窓口のご案内 


く各窓口へのお問い合わせの時のごま意> 

「日12日」で始まる眉!フリーコールおよび©フリーコールは、携帯電話 • PHS などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきまずようお願いいたしまず 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い巧めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦ 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓口およびカタ□グのご請巧について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂00、±曜9:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用オーディオ/ビジュアル商品 ra 0120-944-222 -般電話044-已 72-8T02 
■ファックス 044-已 72-8] 03 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 ※番号をよくお確かめの上でおかけいただきまずようお願いいたします 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

•お買い巧めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付窓 □ 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、 

±曜日:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

■電話 

|^(0]20— 已一8]028 —般電言舌044—已72 — 8] 00 

■ファックス 

ra 0120 -5-81029 

■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair/ 

※家庭用オーディオ/ビジュアル商品はインターネットによる修理のお申し込みを受付けております 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00吐曜-日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 

■一般電話 

098-987-1 120 

■ファックス 

098-987-1 121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


♦部品（付属品、 U モコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 



受付時間月曜〜金曜日:30- 

-1狂00、±曜日:30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

■電話 

IP 0120—已一8109已 

-般電話 044-已 72-81 07 

■ファックス 

@ 0120-已-8109日 



平成23年4月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


Ja 


V 0 L .044 


用語の解説 


音声フオーマット/デコード 

ドルビー 

詳細な情報はドルビーラボラト IJ ーズのホームページ 

をご覧ください。 

http :// www . clolby . co . jp / 

Dolby Digital 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク IJ ート•デジタルサラウンド方式の 
名称です。映画業界のを流であり、 DVD ビデオの標準 
音声方式としてを採用されるなど、デジタル時代の標準 
フオーマットとなつています。 

Dolby TrueHD 

Dolby TrueHD は、次世代高精細光ディスク向けに開 
発された□スレス符号化技術です。 

Dolby Digital Plus 

Dolby Digital 円 us は、高精細映像放送番組やパッケー 
ジメディア向けに開発された次世代音声技術です。 

Dolby Digital Surround EX 

Dolby Digital Surround EX は、ドルビーラボラト U - 
ズとルーカスフィルム社で共同開発された、 6.1 ch 再 
生可能な新しい音響フオーマットです。 

Dolby Pro Logic llx 

Dolby Pro Lo 旨 ic llx は 、 Dolby Pro Lo 旨 ic、Dolby 
Pro Logic II、 Dolby Digital Surround EX をさらに改 
良し、ステレオ音声や5.] ch 音声を、すべて最大 7.1 
ch まで拡張でさるマト IJ ックスデコード技術です。 

Dolby Pro Logic llz 

Dolby Pro Logic II や Dolby Pro Logic llx の延長線上 
にあるマト U ックスデコード技術。 ProLo 旨 icil は、2 
チヤンネル音声を 5.1 チヤンネルに拡張し 、 Pro Logic 
llx は已 . 1チヤンネルソースを 7. 1チヤンネルに拡張し 
ますび 、 Pro Logic llz は前方の左ち上方に配置するフ 
□ント八イトスピーカーへ、 7.1 チヤンネルち)しくは 
9.1 チャンネルへの拡張を行います。 

DTS 

詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 

DTS Digital Surround 

DTS Di 旨 ital Surround は、 DTS 社わく開発した己. 1 ch 
サラウンドフオーマットで、低圧縮率と高転送レートび 
をたらす豊富な情報量により、高音質マルチチャンネル 
サラウンド再生を実現します。 DVD ビデオや DVD オー 
デイオ、 5.1 ch 収録の音楽 CD などさまざまな対応ソー 
スでお楽しみ頂けます。 


DTS-HD Master Audio 

DTS-HD Master Audio ( DTS-HD マスターオーデイ 
才）は、プ□フェッシヨナルスタジオで作られるマス 
ター音源を、その品質のままに伝送することび可能な 
フオーマットです。 

DTS-HD High Resolution Audio 

HDMI ケーブルで伝送可能な高精細音声技術です。 

DTS-ES 

「 DTS - ES ディスク U - h 6.1」 と 「 DTS - ES マト U ッ 
クス6.1」の2種類びあるサラウンドフオーマットで、 
「DTS Extended Surround 」 の略称です。従来の5.] 
ch にサラウンドバックチヤンネル (SB ch ) を加えた 
をのです。 

DTS Neo:X 

2 ch ソース（テレビやビデオなどの音声）から己.1 
ch ソースまであらゆる入力信号を最大]] .1 ch 化す 
るマト U ックスデコード技術です。 CINEMA モード、 
MUS にモードおよび GAME モードびあります。 

DTS Neural Surround 

ステレオ素材からマルチチヤンネルサラウンドを創り 
出します。楽器、音声、背景音などの詳細部分をさめ細 
かく再生し、豊かでディスク IJ ー ト感に優れたサラウン 
ドサウンドを創り出します。 

THX 

詳細な情報は THX のホームページをご覧ください。 
http :// www . thx.com 

THX Cinema 

映画館のよラな広い場所で再生することを想定して録 
音編集された、劇場用映画などのサウンドトラックを、 
ホームシアター環境で再生するための モー ドです。 

THX Music 

主に映画よりを高レベルにマスタ U ングされている音 
楽を聴くために調整されたモードです。 

THX Games 

ゲームの音声を空間的に忠実に再生するためのモード 
で、多くの場合映画と同じミキシングびされますび、劇 
場のよラな大さな環境ではなくル規模な環境のための 
モードです。 

THX Surround EX 

ドルビーラボラト IJ ーズと THX 社の共同開発による技 
術で視聴者の後方に音場を作り出します。 

THX Loudness Plus 

音量レベルに応じて各チヤンネ j レの音量や周波数特性 
を最適補正し、豊かで繊細なサラウンド音場を創造しま 
す。 

デつード 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデ 
ジタル信号を、をとの信号に変換させる技術です。ま 


















た、 2 ch の音源をマルチ ch 化させたり、 5.1 か)信号 
を目.1 ch や 7. 1 ch に伸長させる技術をデコード（マト 
IJ ックス-デコード）と呼ぶことびあります。 


音場補正/音質改善 

フェイズコント□ール 

LFE (超低域）信号や各チャンネルに含まれる低音成分 
の位相ズレを補正する機能です。 

フルバンドフェイズコント□ール 

スピーカーの周波数位相特性を測定し、補正する機能で 
す。 

フェイズコント□ールプラス 

フェイズコント□一>1レ規格で作られたディスク iU がは、 
低域 ( LFE ) び遅れて記録されているをのびあります。 
そラいったディスクの位相ずれを補正します。 

フルバンドフェイズコント □— ル FRONT ALIGN 
機能 

フルバンドフェイズコント□ールではスピーカー全域 
(フルバンド）における周波数位相乱れ（群遅延）を補 
正しますび、本機ではフ□ントスピーカーの周波数位相 
に他のスピーカーの周波数位相を合わせるよラに補正 
することびでさます （FRONT ALIGN )。 

バーチャルサラウンドバック 

サラウンドバックスピーカーを接続していないとさで 
を、仮想のサラウンドバックチャンネ>1レ音声を創り出す 
ための設定です。 

バーチャル八イト 

フ□ント八イトスピーカーを接続していないとさでも、 
仮想のノ \イトチャンネ>1レ音声を創り出すための設定で 
す。 

バーチャルデプス 

ディスプレイの後ろに仮想の音場を広げ、 3 D 映像と同 
じ深さでサラウンド再生します。 

オートサウンドレトリバー機能 

DSP 処理によって削除されてしまった部分を補い、音 
の密度感、抑揚感を向上させます。 

一部の音声入力では、入力されたコンテンツのビット 
レート情報を元に、オートサウンドレト U バー機能の効 
果を自動で最適化し、高音質化します。 

SOUND RETRIEVER AIR 

Bluetooth 機能搭載機器からの音楽を本機で再生する 
際、音声の最適化を行い、高音質化します。 

PQLS 

HDMI 接続による全ての音声のジッターレス伝送 
「 PQLS ビットスト U - ム」を実現します （ P 日 LS ビッ 
トスト IJ ーム対応機器接続時)。 

ALC ( 才ートレべルコント □— ル） 

音量差を自動的に均一にして再生します。 


また、ル音量時に聞さ取りにくくなる低音、高音、セ U 
フやサラウンド効果などをボ U ユームレべルに応じて 
最適に調節します。特に夜間の視聴に最適です。 

フ □ ントサラウンド • アドバンス （ F.S.SURR 
FOCUS/WIDE) 

左ちのフ□ントスピーカーとサブウーファーのみで臨 
場感のある自然なサラウンド再生を行います。 

MCACC 

MCACC では実際の製作現場で行われる高精度な調整 
を家庭でを実現でさるよラに自動化し、チャンネ j レ間の 
空間情報の歪みを補正。正確なマ>1レチチヤンネ>1レの音場 
を再現します。 


HDMI 

HDMI によるコント□—ル機能 

HDMI によるコント□ール機能対応のパイオニア製テ 
レビやブルーレイディスクプレーヤー、または HDMI に 
よるコント□ール機能と互換性のある他社製品などを、 
HDMI ケーブルで本機と接続することで、似下のような 
連動動作び可能になります。 

• テレビから本機の音量調節や消音(ミュート)操作 
• テレビの入力切り換えやプレーヤーなどの再生開始 
による本機の自動入力切り換え 
• テレビとの電源連動 

ARC ( オーディオリターンチャンネル） 

HDMI のオーディオ U ターンチャンネル ( ARC ) に対応 
したテレビを本機の HDMI OUT 1端テと HDMI で接続 
すると、テレビの音声を HDMI 経由で入力することびで 
さます。 

本機の HDMI OUT 端テからテレビの音声を入力でさる 
ので、テレビとの接続び HDMI ケーブル1本で完了しま 
す。 


ネットワーク機能 

AirPlay 

本機は 、 iPod touch (第2、第3、第4世代 )/ iPhone 4/ 
iPhone 3 GS / iPad の iOS 4.2政降 、 iTunes ] 日.1し U 
降 ( Mac またはパソコン)からの Airplay の音声スト U - 
ミングに対応しています。 

詳細な情報は Apple のホームページをご覧ください。 
http :// www . apple.com 

AAC 

AAC とは 、 「Advanced Audio Coding 」 の略で、 
MPEG -2、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術に関す 
る基本フオーマットです。 AAC データは、作成に使用 
したアプ IJ ケーシヨンによってファイル形式と拡張テ 
び異なります。 


その fflUD， 度き 


DLNA 


Windows Media 


Digital Living Network Alliance (デジタル • U ビン 
グ.ネット ワーク. アライアンス)の略です。□一カル 
エ IJ アネットワーク ( LAN ) 上で接続したメーカーの異 
なるパソコンやデジタル家電の動画、音楽、または画像 
データなどを相互で視聴でさるよラにするためのデー 
夕の圧縮方式や転送方式の標準化を進めている団体の 
名称です。 

本機は DLNA Home Networked Device 
Interoperability Guidelines vl .己に華じてし'!ます。 


巧 dina 

CERTIFIED 


DLNA CERTIFIED ® Audio Player 
DLNA ®、 DLNA □コ'および DLNA CERTIFIED ® は 
Digital Living Network Alliance の商標、サービス 
マークまたは認証マークです。 

vTuner 

インターネットラジオのオンラインコンテンツサービ 
スです。 vTuner について、詳しくは下のウェブサイ 
卜をご覧ください。 
http :// www . radio - pioneer.com 
本製品は、 NEMS および BridgeCo の知的財産権によ 
り保護されています。当該技術の本製品外での使用ま 
たは配制ま、 NEMS および BridgeCo の許諾びない限 
り禁止されています。 


Windows Media は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における商標です。 VVMA ファイ 
ルは、米国 Microsoft Corporation の認証を受けたア 
プ IJ ケーシヨンを使用してエンコードしてください。を 
し、認証されていないアプ IJ ケーシヨンを使用すると、 
正常に動作しないことびあります。 

Windows Media Player 11 / 

Windows Media Player 12 
Windows Media Player 11 と Windows Media 
円 ayer 12 は、パソコンに保をされている動画、音楽、 
または画像ファイルなどをネットワーク上で共有する 
ソフトウェアです。このソフトウェアはマイク□ソフ 
トウェブサイトからダウン□-ドできます 。 Windows 
Vista または XP をご使用の場合は 、 Windows Media 
Player ]] を 、 Windows 7をご使用の場合は、 
Windows Media Player 12をダウン□-ドしてくだ 
さい。詳しくは、マイク□ソフトウェブサイトをご覧く 
ださい。 

Windows Media DRM 

Windows Media デジタル著作権管理 ( DRM ) は、パソ 
コン、デジタルオーディオプレーヤー、またはネット 
ワーク機器などで再生するファイルを保護して、ま全に 
配信でさる技術です。 VVMDRM で保護されているファ 
イルは VVMDRM に対応している機器でのみ再生でさ 
ます。 


ルーター 

ネッ トワーク上を流れるデータを他のネットワークに 
中継する機器のことです。家庭内では DHCP サーバー 
を兼ねることび多く、無線 LAN アクセスポイントを内 
蔵する製品を、無線 LAN ルーターを呼ぶことび多い。 


aacPIus 

AAC デ〕ーダーは 、 Coding Technolo 旨 ies によって 
開発された aac 円 us を使用しています。 

( www.codin 宫 technolo 呂 ies . com ) 


お J 

coomg U v 
technoloQies 


Ay 


FLAG 

Free Lossless Audio Codec の略です。可逆圧縮方 
式であるため、 MP3 や AAC などの圧縮音声とは違い 
FLAG は音質を劣化させることなく圧縮します。 

FLAG についてのより詳しい情報は下のウエブサイ 
卜をご覽ください。 

FLAG Web サイト： http://flac.sou「cefor 呂 e.net/ 


DHCP 

Dynamic Host Configuration Protocol の略。ネッ 
トワーク接続において、 IP アドレスなどの設定情報を 
自動的に割り振る仕組み。この機能び有効である場合に 
は、ネットワーク接続するだけで利用び可能となる便利 
さびある。 

無線 LAN/Wi-Fi 

Wi-Fi (Wireless Fidelity ) とは無線 LAN 標準規格の認 
知度を深めるため、業界団体の VVECA び名づけたブラ 
ンド名。近年 PC 対接続機器の増大に伴い、 LAN ケーブ 
) レで接続していく煩雑さをワイヤレスで対応した点び 
メ IJ ット。対応製品の互換性テストを行い、これにパス 
した製品は 「 Wi-Fi Certified 」 という互換性び保証さ 
れた製品として 03' マークを 表示し、 ユー ヴーの安/こ\感 
をアピールして いる。 


Ja 
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WPS 

業界団体 Wi-Fi Alliance び定めた標準規格で、 WPS 対 
応機器同±なら、無線 LAN 機器間の接続や暗号化に関 
する設定を、簡単な操作で行うことびでさる機能。プッ 
シュボタン方式や円 N コードち式など、いくつか方法び 
ある。 AV アンプでは、プッシュボタン方式と円 N コー 
ド方式をサポートしている。 

SSID 

無線 LAN アクセスポイントの識別テ。最大32文字の英 
数字を任意に設定でさる。 


Bluetooth 機能 

Bluetooth ワイヤレス伝送技術 

デジタル機器用のワイヤレス近距離通信規格の]つ。数 
m から数十 m 程度の距離の機器間で、電波を使い情報 
のやりとりを行ラ。免許申請や使用登録の不要な 2.4 
GHz 帯の電波を使用して PC 等のマウス、キーボードを 
はじめ、携帯電話、スマートフォン、 PDA での文字情 
報や音声情報といつた比較的低速度のデジタル情報の 
無線通信を行ラ用途に採用されている。 

ペアリング 

ペア IJ ンヴは Bluetooth 無線技術を利用した通信び可 
能になるよラにするために必要なステップです。 

• ペア U ングは、巨 LUET 日日 TH アダプターおよび 
后心が0が/?機能搭載機器を使用する際に、はじめに] 
回だけ行います。 

• ペア U ングは本機と房心 e わ 0 Z /7 機能搭載機器の両方 
で行ラ必要びあります。 


AV アンプ（本機）の機能 

操作モード 

本機にはさまざまな機能や設定び豊富に備わっていま 
すび、すべての機能や設定を使いこなすのは難しいとい 
ラお客様のために、操作モードの切り換え設定を用意し 
ています。 


機能別索引 

操作モード 

35ページの「本機の操作モードを切り換える」 

AV ナビゲーターについて 

8ページの 「 AV ナビゲーター（付属の CD - ROM ) の使 
いちについて」 

フ ルオート MCACC 

34ページの「スピーカーの自動設定を行う〜フル 
オート MCACC 〜」 

才ート MCACC 

72ページの「オート MCACC で詳細に測定/設定す 
る」 

マニュアル MCACC 

73ページの 「 IJ スニング環境をお好みに調整する〜 
マニュアル MCACC 〜」 

PQLS 

己5ぺージの 「 PQLS 機能を使う」 

フェイズコント□ール 

44ページのり氏域の位相乱れを補正する（フてイズコ 
ント□ール)」 

フルバンドフェイズコント□ール 

4已ページの「全帯域にわたる位相乱れを補正する（フ 
ルバンドフェイズコント□ール)」 

定在波フィルターの調整（定在波制御） 

已〇ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

フェイズコント□ールプラス 

己0ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

オートサウンドレトリバー機能 

50ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

ALC ( 才ートレべルコント □— ル） 

43ページの「オートサラウンドで再生する」 

フ □ ントサラウンド • アドバンス （ F.S.SURR 
FOCUS/WIDE) 

42ページの 「 U スニングモードでいろいろな音を楽し 
む」 

SOUND RETRIEVER AIR 

42ページの 「 U スニングモードでいろいろな音を楽し 
む」 

ダイア□グエン八ンスメント 

50ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

インターネットラジオ 

47ページの「インターネットラジオを聴く」 

vTun 百广 

47ページの「インターネットラジオを聴く」 


DLNA 

46ぺージのに LNA に準拠した機器の再生について」 

AirPlay 

46ぺージの 「iPod touch 、 iPhone 、 iPad、iTunes 
で Air 円 ay を使うには」 

無線 LAN 

32ページの「無線 LAN コンバーターを接続する」 

高精細音楽ファイルの再生 

48ページの「対応ファイルフオーマットについて」 

スライド ショー 

39ページの「写真ファイルを再生する」 

目 LUET00TH アダプター 

4日ページの 「 BLUET 日日 TH アダプターを使用してワ 
イヤレスで音楽を楽しむ」 

ARC ( オーディオリターンチャンネル） 

己4ページの 「 HDMI によるコント□-ル機能を設定す 
る」 

SACD ゲインの設定 

己日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

オートディレイの設定 

己日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

ハイトゲイン （Dolby Pro Logic IIz Height オプ 

ション） 

已日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

バーチャル八イト 

5日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

バーチャルサラウンドバック 

5日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

バーチャルデブス 

5日ページの「オーディオ調整機能を使用する」 

ビデオコンバーター 

52ページの「ビデオ調整機能を使用する」 

PURE CINEMA モード 

已2ページの「ビデオ調整機能を使用する」 

プ□グレッシブモーション 

己2ページの「ビデオ調整機能を使用する」 

アドバンスドビデオアジャスト 

52ページの「ビデオ調整機能を使用する」 

自動電源オフ 

84ページの「その他の設定をする〜その他の設定〜」 








仕様 

オーディオ部 

定格出力（マルチチャンネル動作時） 

(1 kHz ' ] %、8 0) 

全9 ch 

. 810 W ( SC - LX 85)/720 W ( SC - LX 75) 

実用最大出力 

( JEITA , 1 kHz , 10 %, 6 Q , 1 ch 駆動時） 


フ□ント . 220 W/CH 

センター . 220 W 

サラウンド . 220 W/CH 

サラウンドバック . 220 W/CH 

フ□ント八イト/フ□ントワイド ........ 220 W/CH 


集中コント□—ル部 

コント□-ル(旧)端テ .03.5 ミニジャック 

(モノラル) 

旧信号 . High Active (High Level : 2.0 V ) 

]2 V 卜 U ガー端テ .03.5 ミニジャック 

(モノラル） 

]2 V 卜 U ガー出力 . 12 V . 合計15日 mA 

RS -232 C . 9ピン、ク□スタイプ、 メスーメス 

CU - RF ] 日0端テ ( SC - LX 8 已のみ） 

. 己 V 、150 mA 

EXTENSION 端テ ( SC - LX 7 已のみ） 
. 己 V 、150 mA 

ネットワーク部 

LAN 端テ . 10 BASE - T /100 BASE-TX 


定格出力 （1 kHz , 0.08 %, 8 0,2 ch 駆動時） 

フ□ント . 140 W + 140 W 

センター . 140 W 

サラウンド . 140 W +140 W 

サラウンドバック . 140 W +140 W 

フ□ント八イト/フロントワイド 

. 140 W + 140 W 

全高調波歪 .0.04 % 

(1 kHz , 130 W + 130 W , 8 Q ) 

保証インピーダンス . 目〇〜16 0 

SN 比 （ IhF ， ショートサーキット， A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

入力端テ（感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 400 mV /47 kO 

PHONO MM . 己 mV /47 kO 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REG OUT 系 .380 mV /2.2 kO 


ビデオ部 

信号レベル 

コンポジット . 1 Vp-p (75 Q ) 

コンポーネント . Y :1 .0 Vp-p (75 Q ) 

P 巨 ， PR : 0.7 Vp-p (75 0) 

対応最大解像度 

コンポーネント . 1 日 8 日 P (1] 2 己が 

(ビデオコンバーター日 FF ) 

デジタル入出力部 

HDMI 端テ . 19ピン 

HDMI 出力仕様 . 5 V ， 55 mA 

USB 端テ . USB 2.0 Full Speed (A タイプ) 

iPod 端テ . US 日+コンポジットビデオ 


ADAPTER PORT 端テ . 己 V ， ] 00 mA 

WIRELESS LAN ADAPTER 端テ ....... 已 V ，600 mA 


リモコン部 （ SC 丄 X8 己のみ） 

電源 . DC 3 V 

見通し通信距離※ . 約]日 m 

使用周波数帯域 .2.4 GHz 帯 

変調ち式 . 直接スペクトラム拡散方式 ( DSSS ) 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

. 51 mm X 255 mm x 34 mm 

質量（本体のみ） .] 9日旨 

※見通し通信距離は目まです。周囲環境により通信距 
離び変わる場合びあります。 


RF アダプター部 （ SC 丄 X8 日のみ） 

電源 . DC 己 V 

見通し通信距離※ . 約]日 m 

使用周波数帯域 .2.4 GHz 帯 

変調方式 . 直接スペクトラム拡散方式 ( DSSS ) 

外形寸法(幅 X 高さ X 奥行） 

. 49 mm x 21 mm x 64.5 mm 

質量（本体のみ） . 9日旨 

※見通し通信距離は目まです。周囲環境により通信距 
離び変わる場合びあります。 


電源部-その他 


電源 . AC ] 00 V 、己0 Hz /60 Hz 

消費電力 . 370 W 


待機時消費電力（スタンバイ状態） 

. 0.1 W (コント□-ル機能日 FF ) 

. 日.3 W (コント□-ル機能日 N ) 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

. 43已 mm x 1 85.6 mmx 440.3 mm 

質写 

SC - LX 85. 1 7.8 kg 

SC - LX 75. 1 7.5 kg 


その他の情報 


付属品 

SC - LX 8 己の場合： 

セットアップ用マイク (5 m )., 

U モつン ( CU - RF 100). 

RF アダプター . 

旧ブラスターケーブル . 

単3形アルカ IJ 乾電池 . 

iPod ケーブル . 

イ另哥圭 

CD-ROM ( AV ナビゲーター) 

電源コード 

取扱説明書 

SC - LX 75 の場合： 

セツトアップ用マイク(已 m )., 


単4形乾電池 . 2 

iPod ケーブル . 1 

保証書 . 1 


CD-ROM ( AV ナビゲーター） 

電源コード 
取扱説明書 

◎ メモ 

• 仕様および外観は改良のため予告なく変更すること 
びあります。 

• 本機では、画面表示に NEC のフオント 

「 FontAvenueJ を使用しています。 FontAvenue は 
NEC の登録商標です。 
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プリセットコードー覽表 

SC - し X 7 己のみ 

切下のメーカーコードを本機の U モコンにプ IJ セットすることで、他機器を本機の IJ モコンで操作することびでさ 
るようになります。ただし、メーカーや機器によっては操作でさなかったり、異なる働さをすることびありますの 
で、その際は学習機能で IJ モコンコードを直接登録してください（目7ページ)。 

凡例： メーカー/ コード 


テレビ 


Pioneer0192, 0193, 0198 

AIWA 0131 
Byd:sign0132 
Fujitsu 014己0146,0147 
Funai 01 33,0134 

Hitachi 01 24, 013 巳， 01 48, 0169,0172 
LG 01 已 1 

Mitsubishi 01 27, 01 28, 01 巳3, 01 己 4 
NEC 日129,0130 
Panasonic 0119, 0120 
PHILIPS 0136 

Samsung 0139, 0140, 0141，0142, 0143, 0144 

SANYO 日126,日 1 已6,01已 7 

SHARP 0122,016致0173 

SONYOl 21，01己己0170,0174 

TOSHIBA 0123,日165, 0166, 0167 

Victor (JVC) 0149,0150,已064,日12己0158, 01朗 

その他0152,0161，0162,0163,0164 

DVD プレーャー 


じ(下のコードで操作できない場合、 ブルーレイディスクプレー 
ヤー または HDD/DVD レコーダー、ブルーレイディスクレ 
コーダー のコードで操作でさる場合びあります。 

Pioneer 2246, 221己 

AIWA 210己 

Denon 2106,2107,21日8 
Hitachi 2116,2117 
Kenwood 2112 
LG 2149 

Marantz 2142,21己7 
Onkyo 2118,2119,2120 
Panasonic 2144, 214 己 2104, 2143 
Samsung 2129, 2136 
SANYO 2133, 2131,2 130, 2132 
SHARP 2113, 2114, 2154, 2115, 2153 
SONY 2150, 2151,2152, 2134, 213 己 2146, 214 ス 
2148 

TOSHIBA 2137, 2121，2122, 2138, 2140, 2141 
Victor (JVC) 2110, 2109, 2155, 2111.2156 
Yamaha 2139 


ブルー レイデ イスクプレーヤー 

Iツ下のコードで操作でさない場合、 DVD 

プレーヤーまたは HDD/DVD レコーダー、ブルーレイデイ 
スクレコーダーの コードで操作でさる場合びあります。 
Pioneer 224ス2248 

D 飢 on 2212, 2213,2214 
Hitachi 2209, 2210,2211 

Kenwood 2109 

LG 218致2189 
Marantz 2204, 220 己 

Mitsubishi 2202, 2203 
Onkyo 2191 

Panasonic 2179,2180,21 8] 

PHILIPS 2182 
Samsung 2184 
SHARP 2206, 2207, 2208 
SONY 218 己2186, 218 ス 2194 
TOSHIBA 2190, 2164 

Victor (JVC) 2192,2193.2195, 21 96, 21 97, 2198 
Yamaha 2199, 2200, 2201 

HDD/DVD レコーダー、ブルー レイ デイ 
スクレ コーダー 


下のコードで操作でさない場合、 DVD プレーヤー または 

ブルーレイディスクプレーヤーの コードで操作できる場合び 
あります。 

Pioneer 2238, 2239, 2240, 2241，2242, 2243, 2244, 
224已 

Panasonic 2] 6己， 2] 7] 

SHARP 2169,2177 

SONY 217日，2173, 2174, 2175,2178 

TOSHIBA 2176 


ビデオデッキ 


CD プレーヤ ー 、 SACD プレーャー 


Pioneer 10/7 

AIWA 10己7,10己8,10己9,1060 
Fujitsu 1069 
FUNAI 1064 

HITACHI 1040, 1041, 1064 
Mitsubishi 1042,1043,1044,104己 
NEC 106 己1066,1067, ]068 
Panasonic 1029,1030, 1031，1032,1033 
PHILIPS 1071 
SANYO10 己3, 1055, 1056 
SHARP ] 0611 1062, 1063,1074 
SONY 1022,1023,1024, 1025, 1026, 102 ス1028 
TOSHIBA 1034, 103 己，1036, 103 ス ]038 
Victor (JVC) 1046,1047, 1048, 1049, 105 日， ] 〇已1， 
]0 己 2 

その他1072, 1073 

CATV / 衛星チューナ ー 


円 oneer 6026, 019ス0178, 0196,已088 

A に HI 6000, 6001 

AIWA 6002, 600日，6006 

DX Antenna 6007, 6026, 6041 

Fujitsu 6008 

Hitachi 6009, 6010,6 01] 

Humax 6012 

10 DATA 6046, 6 日 47, 6048, 6049 
MASPRO 6004, 6014, 601 己6041 
NEC 6016, 6017 

Panasonic 6003, 6018, 6019, 6020, 6021，60221 
6023, 6024, 602 已 
pixela 60441 604已 

Scientific Altanta 601 己 

SHARP 6027, 6028, 6029, 6030 

SONY 6031，6032, 6033, 603 4, 603 己 6036 

Sumitomo 6026, 6037, 6038 

TOSHIBA 6039, 6040, 6041 

Uniden 6042 

Victor (JVC) 6013 

Wintersat 6043 

Yagi Antenna 6041 


Pioneer 5 日65, 5066 

Asuka 己 04 己 
Denon 5019 
Fisher 已日 48 
Goldstar 已040 
Hitachi 5042 

Kenwood 5020, 5021， 503] 

Luxman 已049 
Marantz 5033 

Onkyo 5017,日 01 8, 5030, 5050 

Panasonic 已036 
Philips 日022,日032,日044 
RCA 日 01 3, 5029 

Roadstar 已〇已 2 
SHARP 已〇已 1 

SONY 日 01 2, 5023,日026,日027, 5028, 5039 
TEAC 己01己己016,己034,己03己，己037 

Technics 已〇 4] 

Victor (JVC) 5014 

Yamaha 己024,己02己已038,己046,已047 

CD レ3—夕一 

Pioneer 5067 

PHILIPS 已〇已4 
Yamaha 已〇已已 

MD プレーヤー 

Pioneer 5068 

DAT プレーヤー 

Pioneer 5069 

カセットデッキ 

Pioneer 己070 

LD プレーヤー 

Pioneer 5日62, 5063 


FM/AM チューナ ー 


Pioneer 已088 



















その他の情報 




インターネットによるお客様登録のお願い 

http://pioneerjp/suppoi1/ 
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このたびは鱗社製品をお買い上げいただき、まことにありびとうございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 
左記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせ 
などをお届けいたします。なお、左記アドレスま、困ったときのよくある質問や 
各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役 
に立てるサービスの提供を目的としたページです。 


JIS C 61000-3-2 適合品 







